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意匠図

図面番号 図面名称

建築工事仕様書（ ３）

建築工事仕様書（ ４）

配置図・ 敷地求積図

図面番号 図面番号 図面番号

建築工事仕様書（ １）

建築工事仕様書（ ２）

建築工事仕様書（ ５）
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A-32

A-33
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A-38

A-39

A-40

A-41

A-42

建築工事仕様書（ ６）

図面番号 図面名称 図面名称 図面名称 図面名称

図面リストA-00

建築工事仕様書（ ７）

設計概要

求積図・ 面積表（ １）

S-01

S-02

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

S-10

S-11

S-12

S-13

S-14

S-15

S-16

S-17

構造図

ＥＶ棟　 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ １）

ＥＶ棟　 梁貫通補強筋　 スーパーハリーＺ 補強リスト

ＥＶ棟　 ボーリング柱状図

ＥＶ棟　 伏図

ＥＶ棟　 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ ２）

ＥＶ棟　 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ ３）

ＥＶ棟　 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ ４）

ＥＶ棟　 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ ５）

ＥＶ棟　 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ ６）

ＥＶ棟　 鉄骨構造標準図（ １）

ＥＶ棟　 鉄骨構造標準図（ ２）

ＥＶ棟　 鉄骨構造標準図（ ３）

ＥＶ棟　 鉄骨構造標準図（ ４）

ＥＶ棟　 ハイベースＮＥＯ工法設計施工標準図

ＥＶ棟　 ＱＬ デッキ合成スラブ設計・ 施工標準

ＥＶ棟　 梁貫通補強筋　 スーパーハリーＺ  Ｍタイプ標準図

A-50

A-52

A-53

A-54

A-55

A-56

A-57

A-58

A-59

A-60

A-61

A-62

A-63

A-64

A-65

A-51

教室棟　 ３階　 304共同研究室（ 撤去・ 改修図）

教室棟　 ３階　 306共同研究室（ 撤去・ 改修図）

第二教室棟　 渡り廊下　 ＥＶホール（ 撤去図） （ １）

１階平面図（ 改修前）

２階平面図（ 改修前）

３階平面図（ 改修前）

４階平面図兼屋根伏図（ 改修前）

ＥＶ棟　 エレベーター詳細図（ １）

S-18 ＥＶ棟　 軸組図

S-19

S-20 ＥＶ棟　 鉄骨詳細図・ 雑詳細図

管理・ 研究棟　 １階　 応接室（ 撤去・ 改修図）

管理・ 研究棟　 ３階　 研究室14・ 15（ 撤去・ 改修図）

教室棟　 １階　 107実習室（ 撤去・ 改修図）

教室棟　 ３階　 302共同研究室（ 撤去・ 改修図）

教室棟　 ３階　 301研究実験室（ 撤去・ 改修図）

建築改修工事仕様書（ ３）

建築改修工事仕様書（ ４）

建築改修工事仕様書（ １）

建築改修工事仕様書（ ２）

建築改修工事仕様書（ ５）

建築改修工事仕様書（ ６）

解体工事仕様書(１ )

解体工事仕様書(２ )

１階平面図（ 改修後）

２階平面図（ 改修後）

３階平面図（ 改修後）

４階平面図兼屋根伏図（ 改修後）

求積図・ 面積表（ ２）

求積図・ 面積表（ ３）

求積図・ 面積表（ ４）

求積図・ 面積表（ ５）

図書館棟　 １階　 便所（ 撤去・ 改修図） （ １）

図書館棟　 １階　 便所（ 撤去・ 改修図） （ ２）

図書館棟　 １階　 便所（ 撤去・ 改修図） （ ３）

便所共通部分詳細図

共通凡例・ 仕様

外部サイン配置図

１ 階サイン配置図

サインリスト

２ 階サイン配置図

３ 階サイン配置図

ＥＶ棟　 エレベーター詳細図（ ２）

ＥＶ棟　 エレベーター詳細図（ ３）

ＥＶ棟　 エレベーター詳細図（ ４）

ＥＶ棟　 ＥＶホール（ 改修図） （ １）

第二教室棟　 渡り廊下　 ＥＶホール（ 撤去図） （ ２）

ＥＶ棟　 ＥＶホール（ 改修図） （ ２）

ＥＶ棟　 ＥＶホール（ 改修図） （ ３）

ＥＶ棟　 ＥＶホール（ 改修図） （ ４）

ＥＶ棟　 EXP. J詳細図

A-66 教室棟　 １階　 相談室(改修図)

追加-1

追加-2

管理・研究棟2階便所　撤去改修図（1）

管理・研究棟2階便所　撤去改修図（2）

ＥＶ棟　ハイベースＮＥＯ工法各種寸法及び基礎柱型設計例

ＥＶ棟　地中梁リスト、礎柱リスト、床版リスト、鉄骨リスト、小梁リスト

A-43

A-44

A-45

A-46

A-47

A-48

A-49

第二教室棟　 １階　 108研究実験室（ 撤去図）

第二教室棟　 １階　 108研究実験室（ 改修図）

第二教室棟　 １階　 110研究実験室（ 撤去図）

第二教室棟　 １階　 110研究実験室（ 改修図）

第二教室棟　 １階　 109研究実験室（ 撤去図）

第二教室棟　 １階　 109研究実験室（ 改修図）

教室棟　 ３階　 307共同研究室（ 撤去・ 改修図）
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建築工事仕様書(１ )

A-01

小松 四丁 ヌ1番地3

※「 公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 平成２ ５ 年版」 は工事契約時点の改定版に読み替え適用する。

※｢公共建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編） 平成２ ５ 年版」 は工事契約時点の改定版に読み替え適用する。

※下記の図書は工事契約時点の改定版に読み替え適用する。

増築、 鉄骨造・ ３ 階、 59. 25ｍ2

別途安全計画、 工事計画図、 工程表による。

   10

   20

    20
   　  ３ 部

1. 0m（ 29N/m2/cm）

図示

建築主事の指示による。

ハ） ・ 図示

・ その他 監督員が指示するもの

・ その他 監督員が指示するもの

特記事項中、 責任施工の指示のあるものは、 受注者及び下負請人の連帯責任とし、 保証書を提出する。

　 各区分の写真は、 Ａ4版スクラップブックに順序よく 説明事項を記入の上、 所定の部数を提出する。

　 保全に関する資料のうち「 建物等の利用に関する説明書」 は、 「 管理者のための建築物の保全

・ 壁式鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ 石川県土木部営繕課監修）

１ 　 工　 事　 場　 所

２　 工　 事　 内　 容　 （ １ )・ 本　 体　 工　 事　 　 （ 種別. 　 棟別. 　 構造. 　 階. 　 面積）

市郡

Ⅰ　工　　事　　概　　要

町 地内 　 　 　 　 なお、 これらの材料を使用する場合は、 設計図書に定める品質及び性能を有すること

　 　 　 　 ヘ） 販売保守等の営業体制が整えられていること。

　 　 　 　 ホ） 製造又は施工の実績があり、 その信頼性があること。

　 　 　 　 ニ） 法令等で定める許可、 認定、 又は免許等を取得していること。

　 　 　 　 ハ） 安定的な供給が可能であること。

７ 特別な材料の工 「 標仕」 に記載されていない特別な材料の工法は、 材料製造所の指定する工法とする。

法

技能士等８

建 築 工 事 仕 様 書

２ ） 　 請負契約約款第６ 条の２ 第４ 項に基づき調達する石川県産の工事材料については、 「 使用

　 　 　 材料確認願」 により監督員の確認を受け、 工事完了後は地元産品について「 使用材料報告

　 　 　 ものとする。

　 　 　 　 ※杭　 　 　 ・ 型枠類　 　 　 ・ 防水材料　 　 　 ・ 石材　 　 　 ・ 木材

　 　 　 但し、 杭以外のＪ Ｉ Ｓ規格品は除く 。

５ ） 　 請負契約約款第１４ 条第３項に定める見本は次のものとする。

　 　 　 　 ・ 金属製品　 　 ・ 合成樹脂製品　 　 ・ 木製建具　 　 ・ 塗装

　 　 　 　 ・ 家具及び家具の金物　 　 ・ 畳　 　 ・ 内外装材料　 　 ・ 屋根材料

　 　 　 　 なお、 監督員が承諾した材料は、 証明となる資料と使用箇所を付し、 工事完成まで現

　 　 　 　 場事務所に掲示する。 ただし、 掲示が困難な材料等はカタログ、 その他に代えること

ができる。

３ ） 　 請負契約約款第１ ３ 条第２ 項に定める監督員等の検査を受けて使用すべき工事材料は次の

４ ） 　 請負契約約款第１ ４条第１ 項に定める監督員等の立会いのうえ調合等をし使用すべき工事

　 　 　 材料は次のものとする。

・ 土壁仕上げ材

　 　 　 　 ※高強度コンクリート 試し練り　 　 　 ・ 地盤改良材の調合　 　 　 ・ 土壁仕上げ材調合　 　

１ 　 共　 　 通　 　 仕　 　 様

３ 　 工事期間　 　 　 　 　 　

４ 　 別契約関連工事

・ 電　 気　 設　 備工事　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 給排水衛生設備工事

・ 暖　 房　 設　 備工事　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 冷　 房　 設　 備工事

・ 換　 気　 設　 備工事　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 空　 調　 設　 備工事

・ エレベータ設備工事　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 電　 話　 設　 備工事

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

・ 浄 化 槽 設 備工事　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 合併処理設備工事

Ⅱ　建　　築　　工　　事　　仕　　様

・ 屋　 外　 付　 帯工事　 　 　 　 　 　    ・ 植　  栽 　 工 　 事

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ５ )・ 解   体   工   事

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ )・ 給排水衛生設備工事

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ )・ 電 気 設 備 工 事

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ )・ 屋 外 付 帯 工 事

　 １ ） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、 すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築

２ 　 特　 　 記　 　 仕　 　 様

　 ２ ） 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

　 １ ） 項目は、 番号に　 印の付いたものを適用する。

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

適用基準等１

１  章　 　 一　 　 般　 　 共　 　 通　 　 事　 　 項

設計図書の他に、 下記の図書の該当事項を適用する。

・ 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ 石川県土木部営繕課監修）

・ 鉄骨構造標準図（ 石川県土木部営繕課監修）

・ 建築工事標準詳細図（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 平成２ ２ 年版）

・ 屋根瓦工事共通仕様書（ 石川県土木部営繕課監修　 平成２ １ 年版）

・ 建築物解体工事共通仕様書

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 施設整備の手引き）・ 石川県バリアフリー社会の推進に関する条例

発生材の処理

登録

工事実績情報の２

３

（ １ .   ３ .   ３ ）

（ １ .   ３ .   ５ ）

　 　 また、 処分に際しては産業廃棄物管理票（ マニフェスト ） により適正に処理されていることを

　 確認するとともに、 マニフェスト 一覧表を監督員に提出し、 確認を受けなければならない。

　 渡す。

　 イ） 引渡しを要するもの及び引渡し場所　 ・ 引渡を要するもの　 　 　 ・ 引渡し場所

　 ロ） 特別管理産業廃棄物の有無　 　 　 　 　 ・ 有　 　 　 　 　 ・ 無

（ １ .   ３ .   ８ ）

　 提出の有無

　 　 ・ 再資源化を図るもの　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 ・ 現場で再利用を図るもの　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 ハ） 特別管理産業廃棄物の処理方法　 　 　 ※図面　 　 番　 　 図参照

１ ） 産業廃棄物は「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 に基づく 許可業者により運搬し、 同法に

２ ） 発生材のうち引渡しを要するものは、 指示された場所に整理のうえ調書を添えて監督員に引き

３ ） 発生材のうち、 現場で再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、 下記による。

４） 建設リサイクル法第11条に基づく 「 通知書」 及び同法第18条に基づく 「 再資源化等報告書」 の

（ １ .   １ .   ４）

建築材料等

施工条件

電気保安技術者４

５

６

※  適用する

・  

１ ） 本工事に使用する建築材料等は、 設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの、

　 　 又はこれらと同等のものとする。

　　①「評価名簿による」と特記されたものについては、「建築材料・設備機械等品質性能評価

　 　 　 事業評価名簿（ 最新年版） 」 （ (社)公共建築協会） によるほか、 これらと同等のものとす

　　　る。ただし、同等のものとする場合は、次の②に準じ監督員の承諾を受ける。また、同上

　 　 　 評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、 評価書の写しを監督員に提出し、 その確

　 　 　 認をもって、 品質・ 性能の確認があったものとみなす。

　 　 　 　 イ） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　 　 　 　 ロ） 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　 　 　 以上を使用するものとし、 監督員の承諾を受けるものとする。

　 　 　 満たすものとする。 また、 製造所名、 製品名等が記載された材料は、 当該製品又は同等品

※  登録する（ 但し工事請負代金額1, 000万円以上の工事。 ）

　 基づく 許可を得た処分場で処分する。

　　②ＪＩＳ又はＪＡＳマーク表示のない材料及びその製造所等は、次のイ）からヘ）の事項を

　 　 　 あらかじめ監督員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　 　 　 の証明となる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督員に提出する。 ただし、

　 　 　 書」 を提出する。

６ ） 　 本工事に使用する建築材料等は、 アスベスト 含有建材を使用しないものとする。 （ 「 労働

適用する技能士等及び技能士の適用工事種別及び作業の種別は次の通りとする。

植栽工事

(１ .   ７ .   １～１.   ７ .   ３ ) (表１ . ７ . １ )

適用工事種別

防水工事

コンクリート 工事

鉄骨工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

排水工事 ・ 建築配管作業

　 　 イ） 工事完成図は、 製本１ 部、 Ａ３ 版製本３ 部提出する。

仮設工事 ・ とび作業

鉄筋工事 ・ 鉄筋組立て作業

・ 型枠作業　 　 ・ コンクリート 圧送工事作業

・ 構造物鉄工作業　 　 ・ とび作業

ブロック・ ALCパネル工事

押出成形セメント 板工事
・ コンクリート ブロック工事作業 ・ エーエルシーパネル工事作業

・ アスファルト 防水工事作業 ・ 塩化ビニル系シート 防水工事作業

・ 改質アスファルト シート ト ーチ工法防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業　 ・ シーリング防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　 ・ Ｆ ＲＰ防水工事作業

・ 合成ゴム系シート 防水工事作業　 ・ セメント 系防水工事作業

・ タイル張り作業

・ 大工工事作業

・ 左官作業

・ ビル用サッシ施工作業 ・ 自動ドア施工作業 ・ ガラス工事作業

　 ・ ガラス工事作業

・ 建築塗装作業

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業　 ・ 表装（ 壁装作業）

・ カーペット 系床仕上げ作業　 ・ 木質系床仕上げ作業

・ 造園工事作業

・ 鋼製下地工事作業　 ・ 内外装板金作業

・ 金属製カーテンウォール工事作業　 ・ ビル用サッシ施工作業

　 　 　 　 また、 本仕様書の「 第１ 章２ ９ 電子納品」 を行う場合は、 更に当該特記事項に基づいて

　 　 　 　 ※ラスターデータ： 画像データでＴ Ｉ Ｆ Ｆ 形式、 原図大で３００dpi 密度以上とする。

　 　 　 　 作成し提出する。

技能検定作業

※  技能士                                                    　 　 　 　 　 （ １． ５． ２）

完成図等９

工事写真等の記録10

　 　 　 　 　 　 　 　 ※作成する１） 　 完成図

・ 作成しない

　 　 　 屋外付帯工事実測図　 　 　 　 ※提出する（ １ 部） 　 　 　 ・ 提出しない

　 　 　 保全に関する資料　 　 　 　 　 ※提出する（ １ 部） 　 　 　 ・ 提出しない

２ ）

３ ）

清掃の要点、 使用材料の製造品名、 連絡先等を記載したものに代えることができる。

の手引き」 （ 改訂版（ （ 財） 建築保全センター） に建物の構造、 機器、 保全業務等の説明及び

　 　 　 　 　 　 　 資料

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に基づく 整備基準

・ 営繕工事電子納品要領（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平成２ ４年度版）

　 　 　 により整備し、 下記により提出する。 また、 本仕様書の「 第１ 章２ ９電子納品」 を行う場

　 合は、 更に当該特記事項に基づいて作成し提出する。

１ ） 工事記録写真等は、

・ 石川県公共事業景観形成ガイドライン

・ 営繕工事写真撮影要領（ 平成２ ４年版） （ 国土交通省大臣官房官庁営繕部）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 平成２ ４ 年版）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

別契約の関連する設備工事等がある場合は、 連携のうえ作成する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 営繕工事写真撮影要領（ 平成２ ４年版） （ 国土交通省大臣官房官庁営繕

　 部）

　 　 　 工事標準仕様書（ 建築工事編） 平成２ ５年版」 （ 以下「 標仕」 という。 ） による。

・ 木造建築工事標準仕様書（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 平成２ ５年版）

　 　 ・ 有(CREDASデータディ スクを含む） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 無

　 　 　 安全衛生法施行令の一部を改正する政令及び石綿障害予防規則等の一部を改正する省令の

　 　 　 施行等について」 （ 厚生労働省労働基準局長通達平成１ ８ 年８ 月） 参照） 。 安全データシ

　 　 　 ート （ SDS） 等により確認を行った場合は、 その写しを監督員に提出すること。

・ 内外装板金作業 ・ かわらぶき作業

影要領」

区　 　 　 　 分 分　 　 　 類 規　 　 　 格 撮　 影　 枚　 数 部　 　 　 数

着　 　 工　 　 前 ※カラー
・  

※サービス版
・  

※　 　 景以上 ※　 　 １ 部

工　 　 事　 　 中 ※カラー
・  

※サービス版
・  

※　 　 １ 部
　 　 　 　 による
｢営繕工事写真撮

※写真帳

完　 　 成　 　 時 ※カラー ※キャビネ版 ※　 　 景以上
・ ・ サービス版 ・

区　 　 　 　 分 分　 　 　 類 規　 　 　 格 撮　 影　 枚　 数 部　 　 　 数

※カラー
・  ・  

※　 　 景以上

・ アルバム

完　 　 成　 　 時 ※キャビネ版 ※　 　 ２部

・

区　 　 　 　 分 分　 　 　 類 規　 　 　 格 部　 　 　 数

※カラー
・  ・  

完　 　 成　 　 時 ※　 　 ２部

・

・ 写真パネル

※全紙サイズ

　 仕　 　 　 様

※木製枠ﾌｯｸ付き

　 きる写真を撮影し、 報告書に添え提出する。

　 　 移譲を受けた者は、 写真を撮影者の了解なしに撮影者名を表示しないで自由に使用できる。

　 　 撮影者が写真を使用する場合は、 発注者・ 設計者の承諾を必要とする。

２ ） 完成写真の撮影　 　 　 　 ・ 専門業者の撮影（ 撮影者を明記） 　 　 　 ・ 専門業者以外の撮影

３ ） 原版の使用権を次の者に移譲する。 　 ※発注者　 ・ 設計者

４ ） 中間検査または、 監督員の指示により手直しを命じられた工事は、 手直し前、 中、 後が判断で

工事報告書

責任施工11

12 　 工事の進捗度表、 作業員の出面報告、 工事箇所図及び工事現況写真等を記載した工事報告書を毎

月15日及び月末毎に提出する。

　 　 　 　 　  イ） 天井部分　 　 　 　 箇所　 　 　 　 　 ロ） 壁部分　 　 　 　 箇所

　 　 軽鉄下地で天井、 壁等の補強は本工事に含むものとする。 なお箇所数は、 下記による。４ ）

設備関連工事との取り合い取合いは下記による。

他　 工　 事　 と　 の　 取　 合　 い 電気工事 機械工事 備　 　 　 考

機器の基礎、 防油堤、 換気扇取付用枠

梁、 床、 壁貫通部の補強

梁、 床、 壁貫通部のスリーブ、 型枠

ステンレス流し台等

下流し、 足洗場の給水、 排水、 玄関の排水

洗面所、 手洗所等の鏡

ボイラーの煙突

実験台に付属する設備機器

実験台の配管等の接続

埋込み分電盤、 端子盤等の壁補強

埋込み分電盤、 端子盤等の型枠

天井、 壁ボード類の下地補強

排気フード、 レンジフードファン

取り付け枠（ 鋼製） とも

及び配管の取付

屋内・ 屋外に設置する発電機、 配電盤、

配線ピット 及び蓋

屋上に設置するテレビアンテナ、 避雷針等

の設備基礎

簡易間仕切り(内装パネル)内の位置ボックス

小便器仕切板(陶器製） 、 タオル掛(下地共）

洗濯機用防水パン及びト ラップ

Ｆ Ｆ 暖房機・ クーラー等の配管用スリーブ

電話・ テレビ等の配線用スリーブ

クーラー取付ボルト 用インサート

手すり・ 鏡・ 照明）

ユニット バス用換気扇

消火器

身体障害者用の手すり

１次側配管配線

２次側配管配線

機器は建築工事

建築工事

天井、 壁、 床、 点検口、 プロパンボンベ庫

照明器具幹線等の吊りボルト 用インサート

外気取付ガラリ、 床下水槽マンホール蓋

墨出し、 ボード類切り込みは設備工事

制御盤、 受水槽、 ポンプ等の基礎

ユニット バス本体・ 付属品（ シャワー金具・ 　

自動扉、 電動Ｓ、 電動ルーバー、 防火

設備、 の閉鎖制御機器、 感知器

※図示　 　 　 ・ 設計ＧＬ ＝現状ＧＬ

・地表面粗度区分　　　　　　　　　　　　　   ・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

工事現場の掲示

板

・ 多雪地域の指定　 　 　 垂直積雪量

・ 地区の区分に応じた風速（ Ｖ（ m/sec） ） 　 　 ３０（ 県内全域） 　 　 　 　 　 　  （ １． ２． ２）

設計ＧＬ

建築基準法に基

づき指定する条

件

上段の地色は、 白色

　 　 　 文字は、 青色

下段の地色は、 青色

　 　 　 文字は、 白色

（ 監　 修）

　 設　 計

　 監　 理

　 施　 工　 　 建　 築　 （ 業者名を記入する）

　 　 　 　 　 　 電　 気　 （ 業者名を記入する）

　 　 　 　 　 　 給排水　 （ 業者名を記入する）

　 　 　 　 　 　 暖　 房　 （ 業者名を記入する）

60cm（ 75cm）

90cm

工　 　 　 事　 　 　 名

工  期　 自　 年　 月　 日～至　 年　 月　 日

工事現場には、 下記掲示板を設置する。 　 （ 記入例） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ． ３ ． １ ）

17 総合評価時にお

ける技術提案

保　 　 　 険

４） 対象工事の一部について下請け契約を締結する場合には、 当該下請け工事の受注者（ 当該下請

　 ならない。

３） 正確な調査票等の提出が行えるよう、 労働基準法等に従い、 就業規則を作成すると共に賃金台

公共事業労務費

調査等に対する

協力

　 帳を調整・ 保存する等、 日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わなければ

18

※敷地状況確認及び縄張り　 ※ベンチマーク　 ※遣方　 ※根切り掘削完了時　

※主要構造部の配筋　 ・ 型枠の組立て　 ・ 鉄骨原寸図　 ※鉄骨ボルト 締付け　 ※鉄骨建方

請負契約約款第１ ４ 条第２ 項に定める監督員等の立会いのうえ施工するものは次のものとする。19
（ １ .   ５ .   ７）

・ 屋外タイル接着力試験　 　 ※杭打ち ・ コンクリート のスランプ確認及び打込み

21

（ １ .   ５ .   ５ ）

20

22

中間検査

施工の立会い等

施工の検査等

　 　 　 その他監督員等の指示するもの

　 　 　 ・ 地盤改良部試験体採取　 　 　 　 　 　 ・ その他監督員等の指示するもの

１ ） 調査票等に必要事項を正確に記入し、 発注者に提出する等必要な協力をしなければならない。

　 業者名が多く なった場合でも、 縦75cm以内とする。

　 工事名は、 各工事とも共通な名称とし、 各文字は、 角ゴシック体とする。

①

②

③

（ 注意事項）

各号に掲げる協力をしなければならない。 工期経過後においても同様とする。

　 実施に協力しなければならない。

２） 調査票等を提出した事業所が、 事後に　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 行う調査・ 指導の対象になった場合には、 その　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 発注者が

　 け工事の一部に係る二次以降の下請け人を含む。 ） が前各号と同様の義務を負う旨を定めなけれ

　 ばならない。

　 　 本工事が「 建設副産物実態調査」 の対象５）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 となった場合、 県の求めに対して　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 速やかに調査票を作

　 成し、　 　 　 　 　 に提出しなければならない。　 　 　 　 県

監督員等の検査をうける工種は次のものとする。

設備工事との取13
合い

１ ） 設備機器の位置、 取合い等の検討できる施工図を提出して、 監督員の承認を受ける。

２） 設備工事の貫通孔、 開口部の型枠、 スリーブ等の補強筋は本工事に含むものとする。 なお箇所

　 数等は下記による。

位置、 大きさ、 箇所数等

位置／大きさ 100mm 125mm 150mm 175mm 200mm

梁

補強筋箇所数 壁

床

　 　 鉄骨部のスリーブ及び補強は本工事に含むものとする。３）

16

15

14

　 （ 監　 修） 内は、 監修を委託した場合。

　 「 石川県建設工事総合評価方式試行要領」 に基づく 「 技術提案」 がある場合は、 提案内容を本

工事において確実に履行し、 受注者は「 技術提案履行状況報告書」 を監督員に提出の上、 履行状況

の確認を受ける。 なお、 受注者の責任以外の理由等により、 変更等の必要が生じた場合は、 事前に

監督員に協議する。

・ 受注者は、 当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合には、 次の

工事目的物、 工事材料等に生ずる損害を填補する保険は、 下記による。

　 ※建設工事保険または組立保険（ 工事対象物を全て解体する工事を除く ）

加入期間　 　 引渡しまで（ 引き渡しを要しない工事の場合は、 工事完了まで）

　 ニ） 測定対象化学物質及び測定方法

　 　 測定は下記の時期に行うものとする。

　 ホ） 測定時期

　　　②　別途工事又は家具の設置等が行われる前。

　　　③　内装又は塗装等の施工が終了し、その後十分な換気が行われていること。

　　　④　中央式空気調和設備のように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設

　 　 　 　 備の試運転が終了していること。

　 ヘ） 測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合の措置

　 　 　 　 測定結果が厚生省の指針値を超えていた場合は、 発散源を特定し、 換気等の措置を講じ

　 　 　 た後、 再度測定を行う。

　 ト ） その他、 採取、 測定及び分析の方法は、 上記二） の国土交通省通知によるほか、 監督員の

　 　 　 指示による。

３ ） 引き渡し時

２ ） 施工中・ 施工後の通風、 換気

　 　 の希釈を図るものとする。

　 　 るようにする。 また、 施工時、 施工後の通風、 換気を十分に行い、 室内に放散した溶剤成分等

　 　 　 接着剤、 塗料等の塗布に当たっては、 使用方法や塗布量を十分管理し、 適切な乾燥時間をと

　 　 　 室内空気中に化学物質を発散するおそれのある建築材料等を使用している場合は、 監督員の

　 　 指示により、 その使用状況の一覧表を提出する。

作成等

施工体制台帳の

氏　 名

発行日

（ 顔写真）

カラー写真

貼　 付

△ △ 太 郎

平成14年3月1日

○○建設（ 株） 社 員 証

代表者  □ □ 建 一 代表印

55
mm

17
mm

10
mm

10
mm

18
mm

13mm 42mm 30mm
2mm

91mm

2mm 2mm

40
mm

7m
m

8m
m

を着帯すること。 （ ただし、 請負額１ ， ００ ０ 万円以上の工事）

　 現場代理人及び主任（ 監理） 技術者は、 工事期間中は次に定める様式例等による顔写真入り名札名札の着帯

４ ） 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等本工事の建物内部に使用する材料等は、 設計図書

　 に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、 次のイ)からホ)の事項を満たすものとする。

　 　 イ） 合板、 木質系フローリング、 構造用パネル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤＦ 、 パーティ クル

　 　 　 せないか、 放散が極めて少ないものとする。

　 　 　 ボード、 その他の木質建材、 ユリア樹脂板及び仕上げ塗り材は、 ホルムアルデヒドを放散さ

　 　 ロ） 保温材、 緩衝材、 断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、 放散が極め

　 　 　 て少ないものとする。

　 　 ハ） 接着剤は、 フタル酸ジ－ｎ －ブチル及びフタル酸ジ－２ －エチルヘキシンを含有しない難

　 　 　 揮発性の可塑剤を使用し、 ホルムアルデヒド、 アセト アルデヒド、 ト ルエン、 キシレン、 エ

　 　 　 チルベンゼンを放散させないか、 放散が極めて少ないものとする。

　 　 ニ） 塗料はホルムアルデヒド、 ト ルエン、 キシレン、 エチルベンゼンを放散させないか、 放散

　 　 　 が極めて少ないものとする。

　 　 　 ホルムアルデヒドを放散させないか、 放散が極めて少ないものとする。

　 　 ※「 規制対象外」 のもの

　 また、 設計図書に規定する「 ホルムアルデヒド放散量」 は、 次のとおりとする。

　 　 　 　 ｱ)非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　 　 　   ｲ)接着剤等不使用

　 　 　 　 ｳ)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料を使用

　 　 　 　 ｴ)ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　 　 　 　 ｵ)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

　 　 　 　 ｶ)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　　③旧ＪＩＳのＥ０規格品

　　　③旧ＪＡＳのＦ０規格品

　 　 ・ 「 第三種」 のもの

　　　②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

　 　 測定対象化学物質は、 ホルムアルデヒド、 ト ルエン、 キシレン、 エチルベンゼン及びスチレン

　 とし、 同時に測定する。 測定方法は、 パッシブ型採取機器を用い、 国土交通省大臣官房官庁営繕

　 部建築課長通知（ 平成１ ５ 年４ 月１ 日　 国営建第１ 号） 「 官庁営繕部における平成１ ５ 年度から

　 のホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する措置について」 により行う。

　　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

24

25

　　　①　測定対象化学物質が、関連工事による測定対象室への流入や急激な拡散がほぼなくな

　 　 　 　 り、 引き渡し後の室内空気環境と同程度になった時期。

　　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　 　 　 ①Ｊ Ｉ Ｓ又はＪ ＡＳのＦ ☆☆☆☆規格品

　　　①ＪＩＳ又はＪＡＳのＦ☆☆☆規格品　　　①ＪＩＳ又はＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

（ 注意事項）

　①名札として使用する用紙（台紙）は白色、寸法は上図（名刺サイズ、縦5.5cm横9.1cm）の

　 　 とおりとする。

　 　 とする。

　③ケースの寸法は上記①の用紙（台紙）が入る大きさとする。

　②顔写真（カラー写真）の寸法は縦4.0cm横3.0cmとし、撮影する部分は胸から上の上半身　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 とし、

　 ロ） 測定対象室

１ ） 測定の有無等策

（ １ .   ５ .   ９）室内空気汚染対23 　 ※実施する　 　 　 　 　 ・ 実施しない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 揮発性有機化合物について室内濃度を測定し、 厚生労働省の定

　 　 める指針値以下であることを確認し、 報告すること。

　 イ） 測定の有無　 　 　 　 　 　 ※有　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 無

　 ハ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 測定箇所数

室の床面積　 Ａ（ m2）

測定個所数 １ ２ ３ ４

Ａ≦50 50＜Ａ≦200 200＜Ａ≦500 500＜Ａ

　 　 　 　 全ての測定個所において、 ニ） の測定対象化学物質全ての濃度を同時に測定する。

　 　 　 測定する場合は、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下記の通り

　 　 　 １室当たりの

　 　 ホ） 上記のイ)、 ハ)、 ニ)の材料を使用して作られた家具、 書架、 実験台、 その他の什器等は、

 1. 　 平成10年４月１日　 　 改訂

 2. 　 平成10年11月１日一部改訂

 3. 　 平成12年４月１日　 　 改訂

 4. 　 平成13年４月１日　 　 改訂

 5. 　 平成14年４月１日　 　 改訂

 6. 　 平成15年４月１日　 　 改訂

 7. 　 平成15年７月１日一部改訂

 8. 　 平成15年10月１日一部改訂

 9. 　 平成16年４月１日　 　 改訂

10. 　 平成16年８月20日　 　 改訂

11. 　 平成17年４月１日　 　 改訂

12. 　 平成17年６月１日一部改訂

13. 　 平成19年10月１日一部改訂

14. 　 平成20年４月１日　 　 改訂

15. 　 平成21年4月1日　 　 改訂

16. 　 平成21年8月1日　 　 改訂

17. 　 平成22年4月6日　 　 改訂

18. 　 平成23年4月1日　 　 改訂

19. 　 平成24年４月１日　 　 改訂

20. 　 平成25年４月１日　 　 改訂

21. 　 平成26年４月１日　 　 改訂

※　 　 １部

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 印の付かない場合は、 ※印の付いたものを適用する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 印と※印の付いた場合は、 共に適用する。

　 ３） 特記事項に記載の（ 　 . 　 . 　 ） 内表示番号は、 「 標仕」 の該当項目、 当該図又は当該表を示す。

　 ４） 特記事項に記載の（ 別図－　 . 　 . 　 ） は、 「 標仕」 の別図「 各部配筋」 の当該番号を示す。

　 ５） 特記事項に記載の［  ． ． ］ 内表示番号は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準

  ８） 斜線で消去した章は適用しない。

　 ７ ） 製造所名は、 五十音順とし「 株式会社」 等の記載は省略する。 また（ 　 ） 内は製品名を示す。

　 　 　 を示す。 該当する項目については、 環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

　 ６） Ｇ 印は、 「 国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」 （ グリーン購入法） の特定調達品目

　 　 　 を示す。

　 　 　 仕様書（ 建築工事編） 平成２ ５年版」 （ 以下「 改修標仕」 という。 ） の当該項目、 当該図又は当該表

　 　 　 測定は原則として、 内装仕上げ材料の仕様が大きく 異なる居室毎に行う。 ただし、 居室の規

　 　 模が著しく 異なる場合は、 それぞれ実施する。

　 　 内装工事を行った居室について測定を行う。

22. 　 平成27年４月１ 日　 　 改訂

　 建設業法第２４条の７に該当する施工体制台帳の作成が必要な工事は、 当該台帳を現場に備え

付け、 施工体系図を工事関係者及び公衆が見やすい場所に掲げておく こと。

・ 建築構造設計基準の資料（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部　 平成２ ７ 年通知） のうち第３ 章

23. 　 平成28年４月１日　 　 改訂

　 　 　 　 ラスタ－データとして記録し１ 部提出する。

・ 「 石川の伝統的建造技術を伝える会」 のうち、 金沢城公園整備工事従事者の認定を受けた者。

中間検査の実施　 　 　 　 　 ※有　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 無　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ １． ６． ２）

　 　 ロ） ＣＤ－Ｒ 又はＤＶＤ－Ｒに、 ＣＡＤで設計したものはＣＡＤデータ、 手描きの場合は

・ 石材加工作業　 　 ・ 石張り作業　 　 ・ 石積み作業

実施時期　 　 　 　 　 　 ※躯体工事完了時　 　 ・ 　

　 　 　 による。

　 ２ ） 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、 電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの

　 　 　 工事仕様書を適用する。 なお、 電気設備工事の工事仕様書は(  ／  )図、 機械設備工事は(  ／  )図

　 ３ ） 防音工事の仕様については、 防衛省地方協力局「 防衛施設周辺防音事業工事標準仕方書」 による。

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

2462（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）

209319

2423



一級建築士        （ 登録番号　      号）

建築工事仕様書(２ )

A-02

・ 基礎・ 地中梁・ 床

ＳＮ４ ０ ０ Ｂ

ＳＮ４ ９ ０ Ｃ

ＳＳ４ ０ ０

ＢＣＲ２ ９ ５

大梁

通しダイアフラム

小梁

柱

　 敷き鉄板

・ 図示

※ひび割れ防止対策として化粧打放し部分のコンクリート のスランプは施工状況に応じて高性能ＡＥ減衰材の採用を検討し、 監理者の承認を受けること。

耐火塗料 １時間耐火／露出の柱部分

 PC（ ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ接続、 CAD等）

　 クロスゲート

１時間耐火

　 　 　 　 　 　 ・ 配合設計段階　 　 　 　 　 検体　 　 　 　 　 　 ・ 施工後段階　 　 　 　 　 検体

【 営繕工事編】 （ 平成２ ４ 年度版）

・ 行う（ 「 電子納品仕様書」 による。 ） 　 　 　 ・ 行わない

１ 　 電子納品とは、 出来形管理資料や工事写真等の工事完成図書を電子データでも納品

　 　 するものである。

　 　 ここでいう電子データとは、 下表に示す各種電子納品要領（ 案） 等で定めるフォ

　 　 ーマット に基づいて作成されたものを指す。

名　 　 　 　 称　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 摘　 　 要

　 電子納品仕様書

29　 電子納品

３ 　 工事着手時には、 事前協議チェックシート を用いて事前協議を行うものとする。

　 工事関係書類の内、 電子データで提出するものは、 事前協議にて決定する。

　 ２ ） 最新のウイルスチェックソフト で、 提出物にウイルスが混合していないことを

５　 工事完成図書の提出の際は、 以下の項目を確認するものとする。

　 　 確認すること。

４ 　 発注者が行うＣＡＬ Ｓ／ＥＣ電子納品に関する調査について協力を行うものとする。

低騒音（  Ｇ ） 、 低振動型建設機械を使用する。

　 １） 電子成果物作成支援・ 検査システムによるチェックを行い、 エラーがないことを

　 　 確認すること。

30　 騒音振動の防止

　  工作物の調査

31　 隣接建物又は

住宅瑕疵担保

履行法に基づく

資力確保措置

本建物の住宅瑕疵担保履行法に基づく 資力確保措置は、 本工事に含める。

ダンプト ラック

等による過積載

等の防止

１ ） 積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、 また積み込ませないこと。

２ ） さし枠装着車、 不表示車等に土砂を積み込まず、 また積み込ませないこと。

３ ） 過積載車両、 さし枠装着車、 不表示車等から土砂等の引き渡しを受ける等、 過積載を助長する

　 　 ことのないようにすること。

４ ） 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、 又はさし枠装着車、 不表示車等を土砂等運

　 　 することのないようにすること。

　 　 搬に使用している場合は、 早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

５ ） 建設発生土の処理及び資材の購入に当たって、 下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害

７ ） １ から６ につき、 元請建設業者は下請建設業者を十分指導すること。

　 着工に先立ち地下に埋設されたガス管、 電話ケーブル、 給排水管及び架設物がないか関係機関の

協力を得て確認し、 報告するとともに事故を未然に防ぐよう留意する。

事施工に努めること。

近接工事の

諸経費調整

32　 敷地の状況確認

33

34 景観への配慮

35

36

　 当該工事は、 石川県公共事業景観形成ガイドラインに基づく 重点事業であり、 景観に配慮した工

　 この工事の受注者が、 近接する区域（ 概ね100ｍ） において、 工期が重複する小松市発注

の工事を受注している場合には、 全工事との合計額により定まる率によって諸経費を再計算し、 こ

れにより変更契約（ 減額） する。

　 「 工期が重複する」 とは、 開札日が近接する工事の完成届を受理した日以前の場合をいう。

※行う　 　 　 　 ・ 行わない

平成２４ 年　 ４月営繕工事電子納品要領

官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン

営繕工事写真撮影要領（ 平成２ ４ 年版）

排出ガス対策型

　 １） バックホー

　 ２） ト ラクターショ ベル

　 ３） 発動発電機

　 ４） 空気圧縮機

　 ５） ローラ類

　 ６） ホイールクレーン

として評価できる項目に関する事項について、 工事完了時までに所定の様式により提出することが

創意工夫等

できる。

収納書の写しを工事請負契約締結１ ヶ月以内及び工事完成時に、 監督員を通じて発注者に提出しな

ければならない。

建設機械　 Ｇ

26

27

　 事故の補償28

　 次に掲げる指定建設機械は、 排気ガス対策型とする。

　 工事施工において、 自ら立案実施した創意工夫や工事特性に関する項目、 または地域社会への貢献

１ ） 受注者は、 雇用保険法、 労働者災害補償保険法、 健康保険法及び中小企業退職金共済法の規定

により、 雇用者等の雇用形態に応じ、 雇用者等を被保険者とするこれらの保険に加入しなければな

らない。

２ ） 受注者は、 雇用者等の業務に関して生じた負傷、 疾病、 死亡及びその他の事故に対して責任を

もって適正な補償をしなければならない。

３ ） 受注者は、 建設業退職金共済制度の対象労働者数及び就労予定日数を的確に把握し、 その掛金

６ ） 「 土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」 （ 昭和４ ２ 年８

　 　 月２日法律第１３ １ 号。 ） の目的に鑑み、 法第１ ２ 条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、

　 　 同団体等への加入者の使用を促進すること。

５ 工事用道路

　 ・ 打込み工法

（ １ ） 「 六価クロム溶出試験」 の対象工事の有無　 　 　 　 ・ 有　 　 　 　 ・ 無

（ ２ ） 本工事が「 六価クロム溶出試験」 の対象工事である場合は、 下記の要領で「 六価クロム溶出

2　（　　　）種かつ（　　　）N/㎜ 以上

杭径（ mm)

４  章　 　 　 地　 　 　 　 業　 　 　 　 工　 　 　 　 事

（ ４ .   ６ .   ３ ）

（ ４ .   ５ .   ４ ）

（ ４ .   ５ .   ３ ）

（ ４ .   ５ .   ５ ）

（ ４ .   ５ .   ４ ）

（ ４ .   ５ .   ３ ）

（ ４ .   ５ .   ３ ) (表４ . ５ . １）

（ ４ .   ２ .   ３～４ .   ２ .   ５ ）

（ ４ .   ３ .   ６ ）

（ ４ .   ３ .   ２ ）

（ ４ .   ３ .   ７ ）

（ ４ .   ３ .   １ ) (４ .   ３ .   ２ ）

４

３

２

１

床下防湿層

砂利地業

リート 杭地業

場所打ちコンク

ト 杭地業

既製コンクリー

コンクリート の種別及び設計基準強度

本　 杭

試験杭

備考セット 数継手数杭長（ ｍ） 及び種別

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

　 ・ 特定埋込み杭工法（ 杭材料条件に適合するもの）

※再生クラッシャラン Ｇ　 　 ・ 切込み砂利及び切込み砕石

施工箇所　 　 ※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート 下（ ピット 下を除く ） （ ４ .   ６ .   ５ ）

　 　   結果（ 計量証明書） を提出すること。

六価クロム溶出

試験

３

２ 建設発生土の処

理

・ 現場内で処理

　 ・ 構内指示の場所に堆積　 　 ・ 構内指示の場所に敷き均し

（ ３ .   ２ .   ５ ）

　 　   試験」 を実施し、 厚生労働省の定める指針値（ 0. 05mg/l ） 以下であることを確認し、 試験

　 ・ 存置する　 　 ・ 存置しない

　 　 ２ ） タンクリーチング試験対象工種名及び検体

　 　 　 　 イ） 　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 　 工法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 検体

　 　 　 　 ロ） 　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 　 工法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 検体

　 　 １ ） 「 六価クロム溶出試験」 対象工種名及び検体数

　 　 　 　 イ） 　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 　 工法

　 　 　 　 ロ） 　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 　 工法

　 　 　 　 　 　 ・ 配合設計段階　 　 　 　 　 検体　 　 　 　 　 　 ・ 施工後段階　 　 　 　 　 検体

　 　 　 　 　 （ 国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課ほか　 Ｈ１ ３ ． ４． ２ ０ 改正）

　 　 参照： 「 セメント 及びセメント 系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領(案)」

山留め４

・ 構外搬出適正処理　 （ 「 再生資源利用促進計画書及び実施書」 を監督員に提出のこと）

・ 指定（ 想定） 搬出先 　 　 受入場所：

　 　 受入時間帯： 　 　 時　 　 分～　 　 時　 　 分　

・ 自由処分　 （ 「 建設発生土情報交換システム」 等を活用する）

　 　 仮置き等：

　 ※遠心力高強度コンクリート 杭

　 ・ 　

１ ） 種類１ ）

　 イ） 杭頭の処理　 　 　 ※切断しない　 　 　 　 ・ 　

　 ロ） 先端部形状　 　 　 ※開放形　 　 　 　 　 　 ・ 閉そく 平たん形

　 ハ） 杭の継手　 　 　 　 ・ アーク溶接　 　 　 　 ・ 無溶接継手

　 イ）

　 ロ）

　 ハ）

２ ） 施　 工　 法２ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ リバース工法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ オールケーシング工法（ 孔内の水張　 ・ 行う　 ・ 行わない）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 場所打ち鋼管コンクリート 杭工法

イ） 鉄筋の種類　 　 　 　 　 　 ５ 章鉄筋工事の鉄筋の種類による

ロ） 掘削工法　 　 　 　 　 　 ・ アースドリル工法（ ・ 安定液使用　 ・ 無水掘削）

イ）

ロ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 拡底杭工法（ ※安定液使用　 ・ 　 　 　 　 ）

ハ） セメント の種類　 ※高炉セメント B種 Ｇ　 　 　 ・ 　

ニ） 孔壁測定　 　 　 　 ・ 行う（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 行わない

ハ）

ニ）

発布に規定する、 ｢働きやすい安心感のある足場に関する基準｣に適合する手すり、 中さん及び幅木

足場６

※枠組本足場（ 手すり先行足場） （ ２ .   ２ .   ４ ）

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

埋戻し及び盛土

３  章　 　 　 　 土　 　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 　 事

項　 　 　 目

１ ） 足場の種類　 　 　 　 　 種類

足場を設ける場合は、 ｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣(厚生労働省　 平成21年4月）

組立て等に関する基準｣の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

の機能を有する足場とし、 足場の組立て、 解体又は変更の作業は、 ｢手すり先行工法による足場の

・

・ 枠組本足場

２ ） 建枠・ 布枠の寸法等

　 　 建　 枠　 　 　 ・ １ ， ２０ ０ 枠　 　 　 　 　 　 　 ・ ９ ００ 枠　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ６ ００ 枠

３ ） 防護シート 等による養生

　 　 　 　 　 　 　 の寸法等　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 単位： ｍｍ）

　 イ） 防護シート 等の有無

危険物貯蔵所７ シンナー等有機溶剤を使用する場合は、 特に火災及び盗難について管理を徹底する。

　 ※設置する　 　 　 ・ 設置しない

　 ロ） 防護シー種類有無

　 ※ネット 状養生シート 又は養生シート （ なお、 出入口等上部は必要に応じて防護柵を設ける。 ）

種別 ・ A種 ※B種 ・ C種 ・ D種 ・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

　 なお、 処理に当たっては「 建設発生土情報交換システム」 等を活用する。

（ ３ .   ２ .   ３ ) (表３ . ２ . １）

工事用道路は、 良好な維持管理を行い、 使用後は受注者にて速やかに原形に復旧すること。

（ ２ .   ３ .   ２ ）

骨材の品質 アルカリシルカ反応性による区分

※混和剤　 　 　 　 ・ 混和材

種　 別（ 表面の仕上り程度） 材　 料（ せき板） 塗装 施工箇所

・ Ａ種

目違い、 不陸等の極めて少ない良好

な面とする

・ Ｂ種

目違い、 不陸等の極めて少ない良好

な面とし、 グラインダー掛け等によ

り平滑に調整されたものとする

・ Ｃ種

打放しのままで、 目違いばらいを行

ったもの

る表面加工品又は同等と見なせ

る程度のもの

るＢ－Ｃ又は同等と見なせて、

ほとんど損傷のないもの

るＢ－Ｃ又は同等と見なせて、

使用上差支えのない程度のもの

・ 有

・ 有

・ 有

・ 無

・ 無

・ 無

施工箇所

型枠（ せき板）

の種別

厚さ１２mmのＪ ＡＳ規格品によ

厚さ１２mmのＪ ＡＳ規格品によ

厚さ１２mmのＪ ＡＳ規格品によ

混和材料の種別

断熱材兼用型枠

３

６   章　 　 　 コ ン ク リ ー ト  工 事

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

１ コンクリート の 普通コンクリート の設計基準強度

・

スランプ（ cm)

・ １ ５　 ・ １ ８

※１ ８　 ・ 　 　 　

※１ ８　 ・ 　 　 　

施工箇所

・ 無筋コンクリート 適用箇所

軽量コンクリート の設計基準強度

・ １ ８

・ ２ １

・ ２ １ ・ ２ １　 　 ・ 　 　

種　 別

・ １ 種　 ・ ２ 種

施工箇所

セメント の種類

　 普通ポルト ランドセメント の品質は、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｒ５２１０に示された規定の他、 次の規定の全て

・ 高炉セメント Ｂ種　 Ｇ

　 に適合するものとする。 ただし、 無筋コンクリート に用いる場合を除く 。

　 水　 和　 熱

※普通ポルト ランドセメント 又は混合セメント のＡ種（ マスコンクリート を除く ）

・ 寒中コンクリート

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

　 　 　 　 種　 　 類

　 マスコンクリート
　 　 ・ 高炉セメント Ｂ種　 Ｇ
　 　 ・ 中庸熱ポルト ランドセメント

・ 無筋コンクリート

・ 流動化コンクリート

　 　 　 　 　 　 　 適　 用　 箇　 所 　 　 備　 考

（ 適用期間）

２

４

３

５

６

７ 構造体強度補正値
平均値より決定する。

８

10

打増し

コンクリート の９

　 外断熱取合い（ 図示）

打増し（ mm）

種類及び強度等

レディ ーミ クス

ト コンクリート

の類別
　 き国に登録された民間の第三者機関(登録認証機関)により認定を受けたプラント を含む。 ）

　 Ｊ Ｉ Ｓ表示認定工場で生産されたものとする。 （ 改正工業標準化法(平成16年6月9日公布)に基づ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プラント

　 ※Ａ　 　 　 　 　 ・ Ｂ（ ※コンクリート 中のアルカリ総量Rt=3. 0kg/m以下）

　 構造体強度補正値の決定に用いる「 予想平均気温\U+03B8」 は、 気象庁金沢地方気象台発表の過去の

　 塗装の有無　 　 　 　 　 ※無　 　 　 　 　 　 ・ 有

２ ） 打放し仕上げの種別２ ）

　 仕上げその他の納まりによる打増しは下記による。

呼　 び　 名（ mm）

５  章　 　 　 鉄　 　 　 　 筋　 　 　 　 工　 　 　 　 事

（ ５ .   ２ .   １ ) (表５ . ２ . １）１ 鉄筋の種類

・ ＳＤ３ ４ ５

・ ＳＤ２ ９ ５ Ａ

種類の記号

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

※Ｄ１ ６ 以下

※Ｄ１ ９ 以上

※超音波探傷試験　 　 　 　 ・ 引張試験圧接完了後の試

験
（ ５ ． ４． ９ ）

形式

梁貫通孔の補強 ※Ｈ形　 　 　 ・ ＭＨ形　 　 ・ Ｍ形 （ 別図７ . １ ) (別表７ . １～別表７. ３）

耐震壁　 　 ※図示

一般壁　 　 ※Ａ形　 　 　 ・ Ｂ形　 　 　 ・ 図示 （ 別図４ . ２ ) (別表４. ３ ) (別表４ . ４）壁開口部の補強

最上階柱頭補強 ※行う　 　 　 ・ 行わない （ 別図２ . １）

帯筋 （ 別図２. ２）※Ｈ形　 　 　 ・ ＳＰ形

（ ５ .   ３ .   ４ ）鉄筋の維手

２ 溶接金網
網目の形状、 寸法等 （ ５ ． ２ ． ２）

形状、 寸法等（ 縦横） (mm) 鉄線の径又は呼び名(mm) 規　 格

※１ ０ ０ \U+00D7１ ０ ０ ※ ６ ． ０

・ ・

・

３

JI S G 3551による

施　 工　 箇　 所

り厚さ

鉄筋の最小かぶ （ ５ .   ３ .   ５ ）４

「 標仕」 表5. 3. 6の値に加える寸法（ mm)

※１ ０ 　 ・ ２ ０ 　 　 ・ ２ ５ 　柱、 梁、 壁及び庇などの外気に接する打放し面

２） 塩害を受ける恐れのある部分等、 耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。２）

１ ） 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する。１ ）

呼び名１９mm以上の柱、 梁の主筋

　 　 ※ガス圧接継手　 ・ 重ね継手　 ・ 機械式継手　 ・ 溶接継手

５

６

７

８

９

（ ６． ２． １） （ ６． ２． ２） （ ６． 14． １）

設計基準強度Fc（ N/mm2）

設計基準強度Fc（ N/mm2）

（ ６． ２． １） （ ６． ２． ２） （ 表６． 10． １） （ ６． 10． １）

（ ６． 11． １～６． 15． ５）寒中コンクリート

マスコンクリート

無筋コンクリート

流動化ｺﾝｸﾘー ﾄ

（ ６ . ２ . １ ) (６ . ４ . １ ) (６ . ４ . ２ )(表６ . ２ . １）

（ ６ . ３ . １ )（ 表６ . ３ . １ )

　 　 ７ ｄ ： 350J/ｇ 以下　 　 　 　 　 　 　 ２ ８ｄ ： ４ ０ ０J/ｇ 以下

（ ６ .   ３ .   １ ) (６ .   ５ .   ４ ）

（ ６ .   ３ .   １ ) (６ .   ３ .   ２ ）

（ ６ ． ３ ． ２） （ 監理指針　 表６ ． １ １ ． ２ ）

（ 表６ . ２ . ４）

（ ６ .   ８ .   ３）適用箇所及び品質等は１ ９章９ 断熱材による

　 コンクリート の増打ち厚さ　 ※20mm

コンクリート 躯体

の表面処理

11 外装タイル後張り面の躯体表面の処理

　 　 ＭＣＲ工法又は15． ２． ４ (C)による目荒らし工法とする。 なお、 目荒らし工法の場合は、 モ

　 　 ルタルの接着に適した粗面に仕上げる工法を、 １ ． ２ ． ２ 「 施工計画」 による品質計画で定

　 　 める。 また、 粗面の状態は、 監督職員の承諾を受ける。

　 適用範囲は11章タイル工事　 ３コンクリート 素地面の処理による

（ ６ .   ８ .   ３） （ 11.   ３ .   ７ ）

６ 溶融亜鉛めっき

高力ボルト
（ ７ .   ２ .   ３ ） （ ７ .   ３ .   ２ ） （ ７ .   12.   ４ ）

　 　 ※　 すべり耐力等の確認方法等　 ※図示

・ 耐火板張り

・ 　

（ ７ .   ９ .   ２～７.   ９ .   ６ ）耐火被覆

所要性能及び適用構造区分

　 吹付け

・ 耐火材

・ 湿式ロックウール

・ 半乾式吹付けロックウール

・ 乾式吹付けロックウール

・ ラス張りモルタル塗り

種　 　 別

８

アンカーボルト

の保持及び埋込

み工法

柱底均しモルタ

ル工法

※Ａ種　 　 　 ・ Ｂ種

・ 構造用アンカーボルト （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 建方用アンカーボルト （ ・ Ａ種　 　 　 ※Ｂ種　 　 　 ・ Ｃ種）

（ ７ .  12.  ３ ） （ 表14. ２ . ２）

素地ごしらえは、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｈ９１２４溶融亜鉛めっき作業標準による。

最低板厚１. ６mm以上、 ３. ２mm未満の形鋼、 鋼板

溶融亜鉛めっき

普通ボルト 、 アンカーボルト

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

適用部位材　 　 　 　 料亜鉛めっきの種別

（ ７． 10． ３） （ 表７. 10. １）

（ ７ .  10.  ３ ） （ 表７ . 10. ２）

工法

９

10

11

12 スカラップ （ ７ .  ６ .  ７）

・ 放射線試験

・ マクロ試験

溶接部の試験７ ＡＯＱＬ 　 　 ※４ . ０％　 　 ・ ２ . ５％ （ ７ .   ６ .   11）

（ ７ .   ６ .   11） （ 表７ .   ６ .   ２） （ 表７.   ６ .   ３ ） （ 表７ .   ６ .   ４ ）

検査水準　 　 ※第６水準 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示

検査の種別 試　 　 験　 　 箇　 　 所 試験方法

・ 図示

　 よる

※「 標仕」 7. 6. 11(b)に

最低板厚６. ０mm以上の形鋼、 鋼板

最低板厚３. ２mm以上、 ６. ０mm未満の形鋼、 鋼板

　 　 　 ※　 ブラスト 処理（ 表面粗度50mRz以上）

　 　 　 ・ 　 リン酸塩処理

　 １ ） ボルト の径、 縁端距離、 ボルト 間隔、 ゲージ等　 ※図示

　 ２ ） 摩擦面の処理

　 ３ ） すべり耐力等の確認方法

　 １ ）

　 ２ ）

　 ３ ）

・ 超音波探傷試験

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

７   章　 　 　 鉄　 　 　 　 骨　 　 　 　 工　 　 　 　 事

１ 鉄骨の製作工場 （ ７ .   １ .   ３ ）

※建築基準法第７ ７ 条の４ ５ 第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

・ 監督職員の承諾する製作工場

㈱日本鉄骨評価センター又は(社)全国鐵構工業協会の｢鉄骨製作工場の性能評価基準｣に定める下

記グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場。

※適用する施工管理技術者２ （ ７ .   １ .   ３ ） （ ７ .   １ .   ４ ） （ ７ .   ６ .   ２ ） （ ７ .   12.   ２ ）

種類の記号 使　 　 用　 　 箇　 　 所 規格等

※JI S規格による

※JI S規格による

※JI S規格による

※JI S規格による

※JI S規格による

３ 鋼材 （ ７ .   ２ .   １ ) (７ .   ２ .   10) (表７ .  ２ .  １ ）鋼材の材質

４ 普通ボルト

（ ７ .   ２ .   ３ ） （ ７ .   ３ .   ２ ）

５ 高力ボルト

ボルト の径、 縁端距離、 ボルト 間隔、 ゲージ等　 ※図示

（ ７ .  ２ .  ２ ） （ ７ .  ３ .  ２ ） （ ７ .   ４ .   １～７ .   ４ .   ９）

　 　 　 ※ト ルシア形高力ボルト 　 　 　 ・ Ｊ Ｉ Ｓ形高力ボルト

　 １ ） ボルト の区分

　 ２ ） ボルト の径、 縁端距離、 ボルト 間隔、 ゲージ等　 ※図示

３） すべり係数試験　 ※行わない　 　 ・ 行う　 試験方法等（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 １ ）

　 ２ ）

３）

　 ・ Ｓグレード以上　 　 ・ Ｈグレード以上　 　 ・ Ｍグレード以上　 　 ・ Ｒグレード以上

・ 耐火材巻付け

・ 改良型スカラップ　 　 ・ ノンスカラップ

１

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

２  章　    仮　 　 　 設　 　 　 工　 　 　 事

項　 　 　 目

監督職員事務所 （ ２ .   ３ .   １ ）※設ける　 　 　 ・ 設けない１

　 ※保護帽　 　 ※安全帯　 　 ※長靴　 　 ※合羽　 　 ※原図大及びＡ３ 縮小の設計図面製本各３部

　 ※机　 　 ※椅子　 　 ※懐中電灯　 　 ・ 書棚　 　 ・ 黒板　 　 ・ 寒暖計　 　 ・ 　

２ 構内既存の施設　 　 ※利用できない　 　 ・ 利用できる（ ※有償　 ・ 無償）工事用水

３ 構内既存の施設　 　 ※利用できない　 　 ・ 利用できる（ ※有償　 ・ 無償）工事用電力

イ） 監督職員事務所の規模（ 単位： m2）

ロ） 監督職員事務所に設ける備品等

　 面積程度　 　    １ ０ 程度　 　  ２０ 程度　 　   ３ ５程度　 　   ６ ５ 程度　    １ ０ ０ 程度

　 種別号　 　       ・ １号　 　 　  ・ ２号　 　 　  ・ ３号　 　 　   ・ ４ 号　 　 　   ・ ５号

　 ロ） 高さ　 　 ・ １ . ８ｍ　 　 ・ ２ｍ　 　 ・ ３ｍ

指定仮設

監督員の承諾を受ける。

４

ハ） 塗装　 ・ する　 ・ しない

ニ） 延長　 　 　 　 　 ｍ

　 イ） 材料　 　 ・ 鋼板　 　 　 ・ 亜鉛波形鉄板　 　 ・ 　

　 仮囲いは、 下記により強風に対して倒壊、 飛散しない堅固な構造とし、 事前に施工図を提出して

・ 　

・ 　

　 その他の指定仮設　 　 ・ 　

(種別、 規格、 仕様)

　 　 布　 枠　 　 　 　 ５ ０ ０ 布枠\U+00D7２ 枚　 　 　 　 　 ※５ ０ ０＋２ ４ ０布枠　 　 　 　 　 ５ ００ 布枠\U+00D7１枚

・ 　

　 １ 部納品する。 なお、 工事写真については、 カラープリンターで出力したものでよい。

２　 工事関係書類の最終成果品を、 従来の紙での納品と別にＣＤ－Ｒ 又はＤＶＤ－Ｒで

６　 電子納品の媒体は、 ＣＤ－Ｒ 又はＤＶＤ－Ｒを利用することとする。

基準・ 要領類のダウンロード　 http: //www. ml i t. go. j p/gobui l d/gobui l d_cal s_si ryou24. html

　 　 　 入手先　 http: //www. ml i t. go. j p/gobui l d/gobui l d_cal s_sysv3. html

平成２ ４年　 ４ 月

平成２４ 年　 ４月

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613
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・ ＡＳＩ －Ｔ １ （ BANKS工法同等）

建築工事仕様書(３ )

A-03

600, 900

・ ＳＩ －Ｍ２ ※1. 5　 ・ 　

塩化ビニル樹脂系ﾙー ﾌｨﾝｸ゙ ｼー ﾄ防水機械的固定工法、 保護塗料（ VI T-U815R免振VTｺー ﾄC同等）

エレベーターピット の壁と床

ＥＣＰ、 ＥＣＰ取合い、 建具取合い

建具・ ガラス

ＭＳ-２

ＳＲ-１

ｺﾝｸﾘー ﾄ目地 ＰＵ-２

屋根

エレベーターピット

ＳＩ －Ｍ２

Ｘ －２

・ ７年　 　 ・  シーリング

１時間

屋根

13 溶接条件

適用箇所　 　 ・ 図示

・ 柱、 梁、 ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・

１ ） 入熱、 パス間温度の溶接条件

２ ） 鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

１ ）

２ ）

８   章　 　 　 コンクリート ブロック・ ＡＬ Ｃパネル・ 押出成形セメント 板工事

厚さ（ mm）

厚さ（ mm) 適用箇所

１

ート ブロック

建築用コンクリ （ ８ .  ２ .  ２ ）

（ ８ .  ３ .  ２ ）

適用箇所

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

・ 外壁 ・

・ 間仕切壁

・ 地下二重壁

・ 塀

・

・

・ １ ２ ０

・ １ ５ ０

高さ ２ｍ以下

２ｍを超える

・ 衛生設備配管用裏積みブロック ・ １ ０ ０

　 　 断面形状及び圧縮強さによる区分

　 　 ※空洞ブロック16

　 　 ・ 空洞ブロック16-Ｗ

　 　 ※「 標仕」 表８. ３ . １及び下表による。

２ ） コンクリート ブロック帳壁及び塀

１） 補強コンクリート ブロック造１）

２ ）

耐火性能　 ・ 有り
（ ・ １ 時間　 　 ・ ２ 時間）

・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｄ種　 ・ Ｅ種

単位荷量（ Ｎ/m2） 厚さ（ mm）

２ ＡＬ Ｃパネル

・ 床パネル

・ 屋根パネル

　 ※平パネル

・ 間仕切壁パネル

　 ・ 意匠パネル

　 ※平パネル

・ 外壁パネル

・ １００ ・  

・ ８０　  ・ １００

・ １００ ・ １５０

・ 　

・ 　

・ １ ２ ０

・ １ ０ ０

・ ２３５０  ・ ３５３０

・ ９ ６０

・ １１８０  ・ １９６０

取付け工法種別等種　 　 類

※「 標仕」 ８ . ４ . ６による

・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種

伸縮目地への耐火目地材の充填

　 　 ・ 適用する

外壁パネル出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅(mm)

　 ※　 ２ ０ 　 　 ・ 　 図示による

（ ８ .  ４ .  ２～８ .  ４ .  ６ ） （ 表８ . ４ . ２） （ 表８ . ４ . ３） （ 表８ . ４ . ４）

工法

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

種　 　 別 施　 　 工　 　 箇　 　 所

床型枠用鋼製デッキプレート を使用したコンクリート スラブ

・ Ａ－２

・ Ｄ－２

・  

アスファルト 防

水

１

９  章　 　 　 防　 　 　 水　 　 　 工　 　 　 事

※ＡⅠ－２

ト 板（ ＥＣＰ）

押出成形セメン３

耐火性能

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ 無し

（ ８ .  ５ .  ２～８.  ５ .  ５） （ 表８. ５ . １） （ 表８ . ５ . ２）

表面形状 ﾛｯｸｳー ﾙ充填

・ 有　 ・ 無

厚さ（ mm） 　 幅(mm)

・ ５ ０ 　 ・ ６０

・ ５ ０ 　 ・ ６０ ・ 有　 ・ 無

・ 有　 ・ 無

・ 有り（ 　 　 　 ）

・ 有り（ 　 　 　 ）

・ 無し

・ 外壁パネル

・ 間仕切壁

　 パネル

※Ｆ 　 ・ F-R　

・ Ｄ　 ・ D-R

・ Ｔ 　 ・ T-R

・ Ｔ 　 ・ T-R

・ Ｄ　 ・ D-R

※Ｆ 　 ・ F-R　

・ ６ ０

外壁パネルの取り付け工法外壁パネル工法４

製造所　 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ａ　 ５ ４ ４ １による

（ ８ . ４ . ３） （ ８ . ５ . ３）

１ ） 種別及び施工箇所

　 パネルの取り付け工法は図示による。 なお、 建築基準法に定める風圧力に対応した工法（ 建設省

　 告示第109号による） を、 １ . ２ . ２（ 施工計画書） による品質計画で定める。

（ ９ .  ２ .  ２ ） （ ９ .  ２ .  ３ ） （ 表９ . ２ . ３～表９. ２ . ９）

11  章　 　 　 タ　 　 　 イ　 　 　 ル　 　 　 工　 　 　 事

施工箇所

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

陶磁器質タイル１

10  章　 　 　 石　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 事

（ 10.   ２ .   １ ) (表10. ２ . １ )(表10. ２ . ２）

（ 10.   ２ .   １ ）

仕上げの種類厚さ（ ｍ）産地・ 名称種　 　 類施　 工　 箇　 所

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

天然石張り

張り

床及び階段の石４

１

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・・・・

せっ器 特注標準無有無釉施釉陶器磁器

色役　 物釉　 薬き　 　 じ
備　 考

形状寸法

（ mm）

再生材の

適用 Ｇ

再生材に用いる原料の種類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 焼成前処理方法

前処理によらず対象

都市ゴミ の焼成灰

下水道汚泥

熔解スラグ化

焼成灰化又は溶融スラグ化

工法

壁タイル張りの２

　 ・ 乾式工法　 　 （ ・ スライド方式　 ・ ロッキング方式）

　 ・ 内壁空積工法（ ※あと施工アンカー横筋流し工法　 ・ あと施工アンカー工法）

（ 10.  ２ .  ２ ) (10.  ４ .  ２ ) (10.  ４ .  ３ ) (10.  ５ .  ２ )(10.  ５ .  ３ ）

磨き砂汚泥、 石材屑、 上水道汚泥、 湖沼等の汚泥

廃ゴム、 廃ガラス、 製紙スラッジ、 アルミ スラッジ、

２ テラゾ張り （ 10.  ２ .  １ ）

壁の石張り工法３

（ 表10. ２ . ２）

(10.  ２ .  ２ ) (10.  ３ .  ２ ) (10.  ３ .  ３ ) (10.  ５ .  ２ ) (10.  ５ .  ３ ) (表10. ２ . ４）

　 ・ 乾式工法　 　 （ ・ スライド方式　 ・ ロッキング方式）

　 ・ 外壁湿式工法（ ※流し筋工法　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 定める風圧力に対応した工法を、 １ . ２ . ２（ 施工計画書） による品質計画で定める。

陶磁器屑、 石灰廃、 廃プラスチック、 建設廃材（ 汚泥を除く ） 、

採石及び窯業廃土､無機珪砂､鐵鋼スラグ､非鉄スラグ､鋳物砂

１ ） 石の品質

　 イ） 床用石材　 　 　 　 　 　 　 ※２ 等品　 ・ １ 等品（ 施工箇所　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ロ） 壁及びその他の石材　 　 ※１ 等品　 ・ ２ 等品（ 施工箇所　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ ） 石の種類・ 表面仕上げ

１ ）

　 イ）

　 ロ）

２ ）

１ ） 種石の種類　 　 ※大理石　 　 　 ・ 　

２ ） 表面仕上げ　 　 ※本磨き　 　 　 ・ 　

１ ）

２ ）

１ ） 外壁石張り

　①工法

１ ）

　①

※乾式工法の場合は、 「 建築基準法に基づき指定する条件」 により、 建築基準法に基づき

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ステンレスＳＵＳ３ ０ ４

　②あと施工アンカー　材質　　※ステンレス（ＳＵＳ３０４）　・ 

　⑤ドレインパイプ　　※樹脂ネット製パイプ25～30（クロスメッシュ巻）

　②

　⑤

　③石裏面処理　　　　※行う（・小口共）　　　・行わない

　④裏打ち処理　　　　※行う　　　　　　　　　・行わない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない

２ ） 内壁石張り

　②あと施工アンカー　材質　　※ステンレス（ＳＵＳ３０４）　・ 　②

　③石裏面処理　　　　※行う（・小口共）　　　・行わない

　④裏打ち処理　　　　※行う　　　　　　　　　・行わない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない

　③

　④

　③

　④

　①工法

２ ）

　①

１ ） 床石張りの石裏面処理　 　 　 ※行う　 　 　 　 　 ・ 行わない１ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない

２） 階段石張りの裏面の処理　 　 ※行う　 　 　 　 　 ・ 行わない

３ ） 屋内のワックス掛け　 　 　 　 ※行う　 　 　 　 　 ・ 行わない３ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない

２） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない （ 10.   １ .   ５ ）

（ 10.   ６ .   ２） （ 10.   ６ .   ３）

１） タイルの種類１）

役物： 標準曲がり　 （ 小口、 標準、 二丁、 屏風） の役物は一体成形とする

備考欄に記載された商品名等は、 品質の程度を示すための参考商品名である。

　 　 ２０ ％以上（ 複数の再生材料を用いる場合は、 その合計） 使用されているものとし、 再生材に

　 　 用いる原料の種類及び焼成前処理方法は下表による。 ただし、 再生材料は通常製造している同

　 　 一工場からの廃材は除く ものとする。 （ グリーン購入法「 特定調達品目」 判断基準）

２ ） タイルの見本焼き　 ※行わない　 　 ・ 行う（ ※外壁タイル　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

３ ） 原料に再生材料を用いる再生材利用タイルの品質

　 イ） ２ ０ 章　 ユニット 及びその他工事の「 石川県リサイクル認定製品」 を使用すると特記されて

　 ロ） イ） 以外は、 再生材料を用い焼成されたタイルとし、 再生材料利用率は総原材料の重量比で

　 　 いる場合は、 特記による。　 　 　 　 　 　 　 　 特記による。

（ 11. ２ . ２） （ 11. ３ . ２）

（ 11.   ２ .   ２ ） （ 11.   ４ .   ２ ） （ 表11.  ４ .  １ ）

・ 　

金属製タイル先付け用パネル

桟木法大形タイル

・ 目地桝法

※タイルシート 法

二丁掛タイル

小口タイル

タイル型枠先付け面のせき板種　 　 類適用タイル

（ 11.   ２ .   ３ ）

 項　 目　 　 　 （ ｋ ｇ ／ｌ ） 　 　    （ ％） 　   標準時　  温冷繰返し後　 　 （ ％） 　 　     　 （ Ｎ／mm2）

単位容積質量　 　     保水率　 　   接着強さ（ Ｎ／mm2） 　 　 長さ変化率　 　      曲げ強さ

品質・ 項目　 　 　 1. 8以上　 　 　 　 　 70. 0以上　   0. 6以上　       0. 4以上　 　 　  0. 2以上 　 　 　    4. 0以上

１ ） 内装タイル　 ※壁タイル接着剤張り　 ・ 改良積上げ張り

３） 下地モルタル塗り　 ※「 標仕」 15. ２ . ２～15． ２． ５

５ ） 既調合モルタルの品質及び性能

４ ） タイルの試験張り　 ※行わない　 　 ・ 行う（ ※外壁タイル　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

・ ＭＣＲ工法　 　 　 ・ 目荒らし工法

　 施工範囲　 ※図示　 　 ・ 　

４

３ コンクリート 素

地面の処理

陶磁器質タイル

型枠先付け工法

（ 11. ２ . ７） （ 11. ３ . ７） （ 表11. ２ . ３） （ 表11. ３ . ２）

２ ） 外装タイル　 ・ 密着張り　 ・ マスク張り　 ・ 改良圧着張り　 ・ 接着剤張り

（ 11. ２ . ２） （ 11. ３ . ２）

（ 11. ２ . ７） （ 11. ３ . ７） （ ６ . ８ . ３） （ ６ . ９ . ３） （ 15. ２ . ４）

※「 標仕」 ６ . ８ . ３「 材料」 (b) (2)又は

２

１ 県産材の使用

木材の品質

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

能登ヒバ、 杉は、 県産材とし、 代用樹種は認めない。

木材の材質等は、 下記による。 （ 12.   ２ .   １ ）

12  章　 　 　 木　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 事

日本農林規格に規定する保存処理ｋ ３ 以上とし、 木材保存剤はクレオソート 油を除く 。

　 ※Ｊ Ｉ Ｓ Ａ ９１０８（ 土台用加圧式防腐処理木材） による防腐処理木材

集成材３

土台、 水掛り枠類 見え掛り部分 見え隠れ部分 備　 考

・ 檜・ 能登ヒバ・ 草槇 ・ 松・ 檜・ 杉

　 （ イ） 代用樹種（ 県産材を除く ） 　 ※認める　 　 　 　 　 ・ 認めない

　 （ ロ） 堅木と図示のあるものの樹種は、 ナラ、 シオジ、 セン、 タモ、 とし等級は１等とする。

　 （ ハ） 断面の割増し

　 　 　 　 表12. ２ . ３により代用樹種を使用する場合は、 建築基準法施行令第89条の規定の許容応力

　 　 　 　 度に基づき断面を検討し、 監督員の承諾を得て使用する。

　 （ ニ） 表面仕上げ

　 　 　 　 見え掛り面は原則としてかんな削り仕上げとする。

（ 表12.  ２ .  ３ ）

（ 表12.  １ .  １ ）

　 （ ホ） 壁板類の品質　 　 　 　 　 　 　 ・ 無節　 　 　 ・ 上小節　 　 　 ・ 小節　 　 　 ・ 　

　 （ イ） 製材　 Ｇ　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 日本農林規格　 　 　 　 ・ 一般建築用材

Ｇ

　 ※Ｊ Ｉ Ｓ Ａ ９００２（ 木質材料の加圧式保存処理方法） による防腐処理木材

　 （ ニ） 造作材の材面の品質　 　 　 　 　 　 　 ※Ａ種　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｂ種

（ 12.  １ .  ４ ）

　 １） 現場搬入時の含水率　 　 　 　 　  ※Ａ種　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｂ種

　 ２ ） 木材の品質

　 ３ ） 樹種

　 ２ ）

　 ３ ）

　 （ ロ） 保存処理木材の適用箇所　 　 ※「 標仕」 12. ４ . １ (b)による。

　 （ ハ） 下地材の等級は２級とする　 　 （ 12. ２ . １ (b) (1)）

下地材

（ 柱等を含む）

・ 松・ 杉

造作材

板　 材

・ 檜・ 能登ヒバ・ 草槇

・ 　

・ 松・ 檜・ 杉・ 能登

ヒバ・ ラワン無節

・ 　 ・ 　

・ ラワン材

　 防虫処理

　 　 　 　 表面の仕上げの程度　 　 　 　 ・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種　 　 ・ Ｄ種

（ 12. ２ . １）

・ 天然木化粧

・ 塗装加工あり　 　 　 ・ 化粧加工なし（ 　 　 　 　 等）

・ する　 　 ・ しない

　 　 品　 名　 　 　 　 　 表面の品質　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　             　 防虫処理

　 　 　 　 　 　 　 　   ※１ 等　 ・ ２ 等　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　   ※１ 等　 ・ ２ 等　 　 　

　 　 品　 名　 　 　   見付け材面の品質　 　 　 　 　 　 化粧薄板樹種名　 　 　       　 化粧薄板の厚さ（ mm）

　 　 品　 名　 　     　 見付け材面の品質　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 樹種名

　 　 　 　 　 　   　 　 ※１ 等　 ・ ２ 等　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　   ※１ 等　 ・ ２ 等　   　 　 ※たも　 ・ なら　 ・ しおじ　 ・ 　

　 　 　 　 　 　 　 　   ※１ 等　 ・ ２ 等　 　 　   ※たも　 ・ なら　 ・ しおじ　 ・ 　

 １ ） 造作用集成材

 ２） 化粧ばり造作用集成材

 ３） 造作用単板積層材

防虫処理７

規格品とする。

ラワン材を使用する場合は、 「 広葉樹製材の日本農林規格」 による保存処理K1の防虫処理を行った

防腐・ 防蟻処理６

※規制対象外　 　 ・ 第三種

接着剤５

　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

ホルムアルデヒドの放散量床張り用合板４

Ｇ

１ ） 接着剤に含まれる可塑剤は、 難揮発性のものとする。

２ ） ユリア樹脂、 メラミ ン樹脂、 フェノール樹脂、 レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

　 　 防腐剤（ 以下、 「 ユリア樹脂等」 という。 ） を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

種類及び品質等が確認できる資料を監督職員に提出し承諾を受ける。

３ ） 防腐・ 防蟻剤は、 クロルピリホス等を含有しない非有機リン系の表面処理用木材保存材とし、

４ ） 防腐・ 防蟻処理の方法

することとする。

　 現場における加工が生じた場合には、 加工した箇所に、 現場にて表面処理用木材保存材を塗布

（ 12.   ２ .   １ ）

（ 12.   ２ .   ２ ）

（ 12. ３ . １）１） 防腐処理　 　 ・ 薬剤加圧注入　 　 ・ 薬剤塗布（ 適用範囲　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 12. ３ . ２）

８

Ｇ

県産材使用証明

出荷証明及び 木材及び合板等は、 品質や出荷量等を記録した出荷証明書を提出する。

また、 設計図書において、 県産材の使用が明記されている場合は、 工事受注者（ 資材の発注者） は、

合法木材供給事業者の認定を受けた納品者が発行する「 県産材産地及び合法木材証明書」 及び「 納

品書」 （ 合法木材団体認定番号及び産地名が（ 石川県産） と明記されたもの） を監督員に提出する。

（ 12. ２ . １）

13  章　 　 屋　 　 根　 　 及　 　 び　 　 と　 　 い　 　 工　 　 事

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

・ 建築基準法に基づき定める風圧力及び積雪荷重に対応した工法（ 建設省告示第109号による）

・

・

板　 厚（ mm）

・

※０. ４

（ 13.   ２ .   ２ ） （ 13.   ２ .   ３ ） （ 表13. ２ . １）

長尺金属板の種類屋根葺形式

長尺金属板葺１

※有り（ 種別： 　 　 　 　 　 　 　 厚さ： 　 　 　 mm） 　 ・ 無し

形状（ mm）

※３ ０ 分耐火　 　 ・ 無し

※有り　 　 ・ 無し

※塗装溶融亜鉛５％アルミ ニウム合金めっき鋼板（ CZACCR-20-Y25）

耐火性能

断　 熱　 材

軒先面戸板

（ 規格等）

材　 　 　 料

形　 　 式

折板葺２

※重ね形　 　 ・ はぜ締め形　 　 ・ かん合形

その他 材料はＪ Ｉ Ｓ規格に基づく

※塗装溶融アルミ ニウム５５ ％亜鉛合金めっき鋼板

・ 塗装溶融アルミ ニウム５５％亜鉛合金めっき鋼板（ CGLCCR-20-AZ150）

山高（ 　 　 　 　 　 　 ） 山ピッチ（ 　 　 　 　 　 　 ） 　 板厚※0. 6　 ・ 0. 8

・

（ 13.   ３ .   ２ ） （ 13.   ３ .   ３） （ 表13. ２ . １）

保証年限　 　 　 ・ １０ 年　 　 　 ・ １ ５ 年　 　 　 ・ ２ ０ 年　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ １ ５ 年　 　 　 ・ ２ ０ 年

を、 １ ． ２ ． ２ （ 施工計画書） による品質管理で定める。

１ ） 折板葺の形式等

を、 １ ． ２ ． ２（ 施工計画書） による品質管理で定める。

　 及び鋼帯（ CGLCCR-20-AZ150）

・ 建築基準法に基づき定める風圧力及び積雪荷重に対応した工法（ 建設省告示第109号による）

２ ） 保証年限　 　 　 　 ・ １０ 年

２） 防蟻処理　 　 ・ 薬剤加圧注入　 　 ・ 薬剤塗布（ 適用範囲　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ※塩害保証条件により素材を決定すること。

施　 　 工　 　 箇　 　 所種　 　 別

・ ＡＳ－２

ト シート 防水

改質アスファル２

３ 合成高分子系

ルーフィ ングシ

ート 防水
種　 　 別 施　 工　 箇　 所 仕上げ塗料塗り 使用分類

・ Ｓ－Ｆ １

・ Ｓ－Ｆ ２

※1. 2　 ・ 　

※2. 0　 ・ 　

※非歩行

・ 軽歩行

（ ９ .   ４ .   ４）

厚さ（ mm）

４ 塗膜防水

種　 　 別 施　 　 工　 　 箇　 　 所 備　 　 考

・ Ｘ －１

・ Ｘ －２

・ Ｙ －１

・ Ｙ －２

地下外壁防水

仕上げ塗料塗り

・ シルバー　 　 ・ カラー

Ｙ －２ 工法の保護シート

※適用する　 ・ 適用しない

（ ９ .   ５ .   ２ ） （ ９ .   ５ .   ３ ） （ 表９ . ５ . １） （ 表９ . ５ . ２）

（ ９ .  ２ .  ２ ）

（ ９ .  ２ .  ２ ）

（ ９ .  ２ .  ２ ）

※無石綿に限る

５ シーリング

施　 工　 箇　 所 シーリング材の種類（ 記号）

種　 類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 材　 料　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 設置数量

・ 平面部脱気型

・ 立上がり部脱気型

※製造所標準仕様

・ ステンレス製　 　 ・ アルミ 製又はアルミ 鋳物

・ 製造所指定数量

・ １箇所／約５０ m2当たり

※製造所標準仕様 ・ 製造所指定数量

・ １ 箇所／約１０ ｍ間隔

　 （ 窯業系パネル）
※Ⅰ類

・Ⅱ類

・

・ 約15300

・ 約26600

・ 約12900

※1. 5　 ・ 　・ Ｓ－Ｍ１

・ Ｓ－Ｍ２ ※1. 5　 ・ 　

・ シルバー ・ カラー

・ ｼﾙﾊ゙ 　ー ・ ｶﾗー

・ 押出成形セメント 板

・ 金属複合板

製造所　 Ｊ Ｉ Ｓ規格又は「 評価名簿」 による

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ただし、 オゾン層破壊物質を含まないもの。

　 　 ・ 乾式保護材　

２ ） アスファルト 　 　 　 ※３ 種　 　 　 ・ ４ 種

３） 断熱工法の断熱材　 　 厚さ（ mm） 　 ※２５　 ・  

４ ） 立ち上り部の保護材

２ ）

４ ）

１ ） 種別及び施工箇所

種別及び施工箇所

　 　 目地処理（ 接着工法） 　 ※図示

　 　 入隅部の増張り（ Ｓ－Ｆ １， Ｓ－Ｆ ２工法の場合） 　 ※行わない　 ・ 行う（ 幅　 　 mm程度）

２） ＰＣコンクリート 部材下地２）

１ ） 種別及び施工箇所

　 　 ・ 設ける

２ ） 種別Ｘ －１ の脱気装置２ ）

　 　 ※簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験（ 施工部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ ） 接着性試験２ ）

６ 防水工事保証年

限

防水工事は責任施工とし、 下記により保証書を提出する。

施工箇所 種　 別 保証年限 備　 考

・ １０年　 ・  

・ １０年　 ・  

（ ９ .   ３ .   ２ ） （ ９ .   ３ .   ３ ） （ 表９ . ３ . １～表９． ３． ３）

（ ９ .   ４ .   ２ ） （ ９ .   ４ .   ３ ） （ 表９ . ４ . １～表９． ４． ２）

１） 下表以外は、 「 標仕」 表９ . ７ . １による。 （ ９ .   ７ .   ２） （ 表９. ７ . １）

（ ９ .   ７ .   ５ ）

乾式保護材の種類　 　 　 　 　 　 　 　 　  厚　 さ（ ｍｍ） 　 　 　 　 　 　 　 　  適　 用

　 　 ・ れんが　 　 　 ※市販品れんが、 又は市販品のれんが形コンクリート ブロック（ 見え隠れ部分）

・  

施工箇所

鋼材の種類 溶接材料の種類 入　 熱 パス間温度溶接材料の規格

40kl /cm以下 350℃以下

・ 行う　 　 ・ 行わない　 　 　仮組

15

14

錆止め塗装 耐火被覆材の接着する面の塗装

・ 行う（ ※「 標仕」 18. 3. 2による　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 ※行わない　

（ ７． ８ ． ３）

（ ７． ３． 10）

400N級炭素鋼

JI S Z 3312
30kl /cm以下 450℃以下

350℃以下

450℃以下30kl /cm以下

40kl /cm以下

JI S Z 3315

JI S Z 3214
上のものを除く 。

引張強さが570N/mm2以

のものを除く 。

引張強さが570MPa以上
JI S Z 3211

JI S Z 3313

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

490N級炭素鋼

JI S Z 3312

JI S Z 3315

JI S Z 3214

JI S Z 3211

JI S Z 3313

40kl /cm以下 350℃以下

350℃以下40kl /cm以下

30kl /cm以下 250℃以下

350℃以下

250℃以下

40kl /cm以下

30kl /cm以下YGW-11,  YGW-15

YGW-18,  YGW-19

YGA-50W,  YGA-50P

上のものを除く 。

引張強さが570N/mm2以

のものを除く 。

引張強さが570MPa以上

T550Tx-yMA-U

40kl /cm以下 350℃以下

T550Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

YGW-18,  YGW-19

YGW-11,  YGW-15

520N級炭素鋼

400N級炭素鋼

490N級炭素鋼

STKR,  BCR及び

BCPに限る。

STKR及び BCR

に限る。

30kl /cm以下

30kl /cm以下

30kl /cm以下

30kl /cm以下

40kl /cm以下

40kl /cm以下

250℃以下

250℃以下

250℃以下

250℃以下

350℃以下

350℃以下

JI S Z 3313

JI S Z 3312 YGW-18,  YGW-19

YGA-50W,  YGA-50P

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

JI S Z 3312

JI S Z 3313

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

YGW-18,  YGW-19

YGW-11,  YGW-15

JI S Z 3313

JI S Z 3312 YGW-18,  YGW-19

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

・ ＢⅠ－２

・ ｼﾙﾊ゙ 　ー ・ ｶﾗー
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A-04

・ ＳＵＳ　 　 ・ アルミ

（ ｶﾊ゙ 付ー）

　 図示

　 図示

図示 図示

 25

※マスターキーは既設建物と合わせて作成し、 鍵形式等を合わせるために必要な既設建物の鍵改修を含む。

防火防煙スクリーン

図示

※防音建具は防音工事標準仕様書による

　 図示

同等品

粘土瓦３

役物瓦（ 図示）

色調（ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 無ゆうがわら

・ いぶしがわら

・ ゆう薬がわら

・ 40

・ 49Ａ　 ・ 49Ｂ

※53Ａ　 ・ 　

・ Ｆ 形

・ Ｓ形

※Ｊ 形

備　 　 考製法による区分寸法による区分形状による区分

を、 １ ． ２ ． ２ （ 施工計画書） による品質管理で定める。
・ 建築基準法に基づき定める風圧力及び積雪荷重に対応した工法（ 建設省告示第109号による）

（ 13.   ４ .   ２ ）

（ 13. ５ . ２） （ 表13. ５ . ３） （ 表13. ５ . ４）

Ｇ　 　 ・ 配管用鋼管　 　 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用しない※適用する　 　 　 　 ・ 適用しない

４ ） 掃除口　 　 　 　 　 　 ※有り　 　 　 　 　 ・ 無し

３ ） 防露材のホルムアルデヒド放散量

２） 鋼管製といの防露　 ※「 標仕」 表13. ５ . ４による

１ ） 材　 種

　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

　　　③

　　　②

　　　①

　　　③４週保釘力４０kg/本以上

　　　②水セメント比６０％、スランプ１５cm

　　　①材料の使用量（１m2当たり）セメント４８０kg、川砂０.４５m2、水２８０kg

　 　 　 　  特殊パーライト ５ ６０ m2（ メーカ仕様による）

（ 13.   ５ .   ２ ） （ 表13. ５ . １）

１

２ ステンレスの表

面仕上げ

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

あと施工アンカー

の引抜き耐力試験

種　 　 類 施　 　 　 工　 　 　 箇　 　 　 所

下記以外の見え掛かり全て※ＨＬ 程度

・ No２Ｂ程度

・ No８鏡面仕上げ

14 章　 　 　 金　 　 　 　 属　 　 　 　 工　 　 　 　 事

（ 14.   １ .   ３）

（ 14.   ２ .   １）

４ とい

（ イ） 産地　 　 　 　 　 ※県内産　 　 　 　 　 ・ 県外産

（ ロ） 下地コンクリート の場合の特殊モルタル

・ ステンカラー

・ ブラック

・ ブラウン系

３ アルミ ニウム及

びアルミ ニウム

合金の表面処理
種　 　 別 色合い 施　 　 工　 　 箇　 　 所

・ Ｂ－１種

・ Ｂ－２種

無着色

（ 14.   ２ .   ２ ） （ 表14. ２ . １）

５ 軽量鉄骨天井下

地

４ 鉄鋼の亜鉛めっ

き
表面処理方法 種　 別 施　 　 工　 　 箇　 　 所

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

・ Ｅ種

・ Ｆ 種

（ 14.   ２ .   ３ ） （ 表14. ２ . ２）

９

10

フッ素樹脂焼付

塗装鋼板

体育館の鋼製床

下地

製造所

体育館の鋼製床下地は、 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ６５１９（ 体育館用鋼製床下地構成材） による。

３ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※３ ） 天井下地材における耐震性を考慮した補強　 ※行う　 補強箇所　 ※図示

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 補強方法　 ※図示

２ ） 屋外の場合の形式及び寸法

　 　 　 ※下記以外は、 「 標仕」 14. ４ . ３及び表14. ４ . ２による。

（ mm)
最小呼称肉厚

２ . ０以上

１ . ８以上

１ . ６以上

質管理で定める。

を、 １ . ２ . ２ (施工計画書)による品

荷重に対応した工法風圧力及び積雪

により、 建築基準法に基づき定める

・ 「 建築基準法に基づき指定する条件」

隅角部及び突当り部等の役物は笠木本体製造所の仕様による。

・ ブラック

・ ブラウン系

・ ステンカラー

・ Ｂ－２種

　 無着色

６ 金属成形板張り

・ スパンドレル形

・ パネル形

形　 　 　 状 製　 法 材　 　 種

・ 押出し

・ ロール

※プレス

・ 　

伸縮調整継手　 　 ※設けない　 　 ・ 設ける（ 施工箇所は図示）

寸法（ mm）

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ 　

（ 14.   ６ .   ３ ）

・ Ｂ－１ 種

・ Ｂ－２ 種

・ 　

無着色

・ ステンカラー

・ ブラック

・ ブラウン系

色合い表面処理厚（ mm）

（ 14.   ４ .   ４ ）

（ 14.   ４ .   ３ ） （ 14.   ４ .   ４ ） （ 表14.   ４ .   ２ ）

施　 　 工　 　 箇　 　 所野縁

周辺部中央部

下地材の間隔（ mm）

野縁受、 吊りボルト 、 ｲﾝｻー ﾄ

（ 14.   ７ .   ２ ） （ 14.   ７ .   ３ ） （ 表14. ２ . １） （ 表14. ７ . １）

笠木

アルミ ニウム製

※Ａ－１ 又はＢ－１ 種１ . ５以上

・ ３ ５ ０形

・ ３ ０ ０形

・ ２ ５ ０形

・ １ ０ ０形

固定間隔・ 方法表面処理及び色合い種　 　 類

７

８ 手すり及びタラ

ップ

（ 14.   ２ .   １ ） （ 14.   ８ .   ２ ） （ 14.   ８ .   ３ ） （ 表14. ２ . ２）

種　 　 類 材料の種別 表　 　 面　 　 処　 　 理

・ 手すり

・ タラップ

※ステンレスＳＵＳ３ ０ ４

・ アルミ

・ 鉄

※ステンレスＳＵＳ３ ０ ４

※ＨＬ 程度　 　 ・ 鏡面程度　 　 ・ 　

※研磨無し　 　 ・ 　

亜鉛めっき　 内外部　 ※Ｃ種

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

１ ） 野縁等の種類　 屋外　 　 ※２ ５ 型　 　 ・ １９ 型

　 　 　 　 　 　 　 　 　 屋内　 　 ※１ ９ 型　 　 ・ ２５ 型

（ 14.   ４ .   ２ ） （ 表14.   ４ .   １ ）

天井材の質量が20㎏/m2を超える天井、水平でない天井、システム天井は図示による。これら以外は以下による。

（ 14.   ６ .   ２ ）

15 章　 　 左　 　 　 官　 　 　 工　 　 　 事

項　 　 　 目

料

モルタル塗り材１

仕上塗材仕上げ

種　 　 類 呼　 び　 名 仕上げの形状等

・ 薄付け仕上塗材

（ 15.   ５ .   ２ ） （ 表15. ５ . １）

・ ゆず肌状　 　 ・ 凸部処理　 　 ※凹凸模様

※複層塗材ＲＥ

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材ＣＥ・ 複層仕上塗材

・ 内装薄塗材Ｗ 京壁状じゅらく

・ 外装薄塗材Ｅ ・ 砂壁状　 ・ 着色骨材砂壁状

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ ・ 砂壁状　 ・ ゆず肌状　 ・ さざ波状

・ 防水形外装薄塗材Ｅ ・ ゆず肌状　 ・ さざ波状　 ・ 凹凸状

・ 砂壁状　 ・ ゆず肌状　 ・ さざ波状

・ 砂壁状　 ・ ゆず肌状　 ・ さざ波状

・ 外装薄塗材Ｓｉ

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・ 外装薄塗材Ｓ 　 砂壁状

・ 内装薄塗材Ｃ ・

・

・

・ 内装薄塗材Ｌ

・ 内装薄塗材Ｓｉ

・ 内装薄塗材Ｅ 砂壁状じゅらく

　 耐候性　 　 　 ※３ 種　 　 　 　 ・ 　

　 上塗材

　 溶媒　 　 　 　 ※水系　 　 　 　 ・ 溶剤系

　 樹脂　 　 　 　 ※アクリル系

１ 見本の製作等

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

・ 特殊な建具の仮組等（ 建具番号： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 16.   １ .   ４ ）

16 章　 　 建　 　 　 　 　 具　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 事

２ ※建具表による （ 16.   １ .   ６ ）

アルミ ニウム製

建具
種　 　 別 耐風圧性 気圧性 水密性 施工箇所

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

※Ａ－３

・ Ａ－４　

Ａ－４

※Ｗ－４

・ Ｗ－５ 　 　

Ｗ－５

※７０（ (注)共）

・ 　

１ ０ ０

施工箇所 種　 別 色合い等

外部建具

内部建具

※Ｂ－１ 種

・ Ｂ－２ 種

・ 　

※Ｃ－１ 種又はＢ－１ 種

※Ｃ－２ 種又はＢ－２ 種

（ 16.   ２ .   ２ ） （ 16.   ２ .   ４ ） （ 表16. ２ . １）

枠見込み（ mm)

無着色

無着色

３

（ 16.   ２ .   ４） （ 表14. ２ . １）

(注)引違い、 片引き、 上げ下げ窓で複層ガラスの時は、 100mmとする。

（ 15.   ２ .   ２ ）

項目 混合割合 凝結時間　 　 　 　 　 　 　 安定性　 　 　 　 　  強度比（ ％） 　   （ ％） 　 　  （ ％）

凝結及び安定性（ Ｊ Ｉ Ｓ Ｒ ５ ２０ １ ） 　 　    曲げ及び圧縮　    吸水比　 　  透水比

品質

セメント

質量の５

％以下

始発１ 時間以上

終結１ ０ 時間以内

収縮性、 膨張性の

ひび割れ・ そりが

ないこと

７０以上　 　 ９５以上　  ８０以下

平たんさ（ mm)

塗料塗りの場合も含む床仕上げ面全て

備　 　 考施工箇所
の直均し仕上げ

床コンクリート２

１ ｍにつき5以下

（ １５ . ４ . ２）
３ セルフレベリン

防犯建物部品

（ １５ . ２ . ２）

グ材塗り

４

１ ） 防水剤（ モルタルに混入する防水剤） の品質１ ）

２ ）

１ ） せっこう系　 施工箇所及び厚さ　 ※図示

２ ） セメント 系　 施工箇所及び厚さ　 ※図示

１ ）

２ ）

１ ） 仕上塗材の種類等

１ ） 外部に面する建具の性能値等１ ）

２ ） 表面処理２ ）

３ ） 防音ドアセット 　 　 ※適用は建具表による

４ ） 断熱ドアセット 　 　 ※適用は建具表による

５ ） 耐震ドアセット 　 　 ※適用は建具表による

３ ）

４ ）

５ ）

※標準色(・ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー）

※標準色(・ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー）

下表以外は「 標仕」 表６. ２ . ５及び「 標仕」 15. ３ . ２による。

・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材ＣＥ

平たん状

砂壁状

・ こて塗用軽量塗材

・ 軽量骨材仕上塗材

防水形の増塗材　 ※行う・ 防水形複層塗材ＲＳ

・ 防水形複層塗材ＲＥ

・ 吹付用軽量塗材

付け

ロックウール吹 厚さ（ mm） 　 　 ・ 　

（ 15.   ５ .   ２ ）

５

　 　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

　 　 　 ※屋内の壁、 天井の仕上げ材は防火材料とする。

２ ） 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

３ ） 防火材料の指定

２ ）

３ ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ ポリウレタン系　

　 外観　 　 　 　 ※つやあり　 　 ・ つやなし

　 　 　 　 　 　 　 ・ メタリック

種　 　 別 耐風圧性 気圧性 水密性 施工箇所

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

枠見込み（ mm)

１ ） 外部に面する建具の性能値等１ ）４ 樹脂製建具 （ 16. ３ . ２） （ 16. ３ . ４） （ 表16. ３ . １）

Ａ－４

Ｗ－４

Ｗ－５

・ ６ ０ 　 ・ ８ ０

・ １ ０ ０

・ １ ２ ５

２ ） 表面色　 　 ※白色　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

３） ガラス　 　 ※複層ガラス　 　 ・ 単層ガラス　 　 ・ 三重ガラス　 　 　 　 　 　 （ 16． ３． ３）

（ 16.   ２ .   ３ ）防虫網網戸

　 ロ） 形　 　 式　 　 ※外部可動式　 ・ 固定式

　 イ） 網の種別　 　 ・ 合成樹脂製　 ・ ガラス繊維入り合成樹脂製　 ・ ステンレス製（ SUS316）

５

建具用金物

自動ドア開閉装

置

自閉式上吊り引

戸装置

重量シャッター

軽量シャッター

製造所

ドアクローザ、 ヒンジクローザ、 フロアヒンジ

「 評価名簿」 による

開閉方法 センサーの種類

※スライディ ングドア

・ スイングドア

製造所「 評価名簿」 による

金物の種類

具

ステンレス製建

建具

標準型鋼製軽量

標準型鋼製建具

オーバーヘッド

ドア

セクショ ン材料 開閉方式 収納形式 ガイドレール

※スチールタイプ

・ アルミ ニウムタイプ

・ ファイバーグラスタイプ

※バランス式

・ チェーン式

・ 電動式

・ スタンダード形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト 形

・ バーチカル形

・ 溶融亜鉛めっき鋼板

※ステンレス鋼板

（ ＳＵＳ３０ ４ ）

簡易気密型ドアセット 性能値の適用は建具表による

鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット 性能値の適用は建具表による

木製建具

2

2

2

　 耐風圧性能（ 　 　 　 　 　 ） N/m

・

※光線(反射)スイッチ　 ・ 音波スイッチ　 　 ・ ペダルスイッチ

・ 多機能便所スイッチ
・ 熱線スイッチ　 　 　 　 ・ 光電スイッ　 　 　 ・ 押しボタンスイッチ

・ マット スイッチ　 　 　 ・ 電波スイッチ　 　 ・ タッチスイッチ

　 　 　 ※適用する（ 適用箇所は建具表による）

　 　 　 ・ Ｓ－４ 　 ・ Ｓ－５ 　 ・ Ｓ－６

　 　 　 ※施工箇所は建具表による

１） 簡易気密型ドアセット 性能値

２） 外部に面する建具の耐風圧性

　 　 　 ※適用する（ 適用箇所は建具表による）

　 　 　 ・ Ｓ－４ 　 ・ Ｓ－５ 　 ・ Ｓ－６

　 　 　 ※施工箇所は建具表による

１） 簡易気密型ドアセット 性能値

２） 外部に面する建具の耐風圧性

３） 表面仕上げ　 ※ＨＬ 仕上げ　 ・ No８鏡面仕上げ　 ・ 　

４） 曲げ加工　 　 ※普通曲げ　 　 ・ 角出し曲げ（ 補強あり）

　 　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

　 　 　 枠　 　 　 　 ※木枠　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 靴ずり　 　 ※ステンレス　 　 　 　 　 ・ 木製

１） 建物内部の木製建具に使用する表面剤及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

２） フラッシュ戸の表面材の種類

３） かまち戸の樹種　 　 かまち（ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 鏡板（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

４） ふすまの上張り　 ※新鳥の子又はビニル紙程度　 　 ・ 鳥の子

５） 枠及び靴ずりの材料

１） マスターキー　 　 ※製作する　 　 　 ・ 製作しない

２） 建具用金物

　 　 　 ※難燃合板

１） 自動ドアの開閉機構

２） 凍結防止措置　 ※行わない　 ・ 行う（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

３） 製造所　 大型回転自動ドア機構のみ「 評価名簿」 による。

１）

２）

３）

　 　 　 耐風圧性能（ 　 　 　 　 　 ） N/m

１） 外部に面するシャッターの耐風圧強度

２） 開閉機能　 　 　 ※上部電動式（ 手動併用） 　 ・ 上部手動式

３） 危害防止機構　 ※障害物感知装置（ 自動閉鎖型）

４） 一般重量シャッターのシャッターケース　 　 ※設ける　 ・ 設けない

　 　 　 耐風圧性能（ 　 　 　 　 　 ） N/m

　 　 厚さ　 ※１ . ０　 　 ・ １ . ５

１） 開閉形式　 　 　 ※手動式　 ・ 上部電動式（ 手動併用）

２） 外部に面するシャッターの耐風圧強度

３） スラット 　 　 厚さ（ mm） 　 ※０ . ５　 ・ ０ . ８

４ ） ガイドレール等　 　 　 　 　 ※鋼板製　 ・ ステンレス製ＳＵＳ３０ ４

厚さ（ mm)

２ . ３

２ . ３

２ . ３

中骨

外部に面するスイングドアの建具

外部の下枠、 水切り板

戸

枠類

枠類

・ 図示

出入口

窓

使用箇所区　 分

鋼製建具

　 　 　 ※適用する（ 適用箇所は建具表による）

　 　 　 ※施工箇所は建具表による

　 　 　 ・ Ｓ－４　 ・ Ｓ－５ 　 ・ Ｓ－６

１ ） 簡易気密型ドアセット 性能値

２ ） 外部に面する建具の耐風圧性

３） 鋼板類の厚さ（ １枚の戸の有効開口幅９５０mm又は有効高さ２ , ４００mmを越える場合）

（ 16. ４ . ２） （ 表16. ４ . １）

（ 16. ４ . ２） （ 表16. ２ . １）

　 　 　 ※下表以外は表16. ４ . ２による。 （ 16. ４ . ４） （ 表16. ４ . ２）

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

（ 16. ４ . ２） （ 16. ４ . ６） （ 表16. ４ . １）

　 　 　 　 　 　 　 （ 16. ５ . ２）

　 　 　 　 　 　 　 （ 16. ５ . ２） （ 16. ５ . ６）

（ 16. ４ . ２） （ 16. ６ . ２） （ 表16. ４ . １）

（ 16. ６ . ４）

（ 16. ６ . ５）

（ 16. ７ . ２） （ 表16. ７ . ２） （ 表16. ７ . ６）

（ 16. ８ . ４）

（ 表16. ８ . １）

（ 16. ９ . ２ )(16. ９ . ３ ) (表16. ９ . １ ) (表16. ９ . ２ ) (表16. ９ . ３）

（ 16. ９ . ３）

（ 16. 10. ２）

（ 16. 11. ２）

（ 16. 11. ２ ） （ 表16. 11. １ ）

（ 16. 11. ２）

（ 16. 11. ２）

（ 16. 12. ２ ） （ 表16. 12. １ ）

（ 16. 12. ２）

（ 表16. 12. ２）

（ 16. 12. ３）

（ 表16. 12. ２）

（ 16. 13. ２） （ 16. 13. ３ ）

（ 16. 13. ２ ）

ガラス

材料板ガラスによる種類

※フロート 強化ガラス

板ガラスによる種類

・ 熱線吸収フロート 板ガラス

・ 熱線吸収網入磨き板ガラス

Ⅲ類（曲面はⅠ類）

・ 型板強化ガラス

　　特性による種類　※Ⅱ－１類（JIS A 3205)

衝撃特性による種類（ JI S R 3206）

色　 　 調

・ ブルー　 　 ・ グレー　 　 ・ ブロンズ

・ グリーン

日射熱取得率

※２種

ガラスの厚さ・ 構成等は建具表により、 その他ガラス性能等は下記による。

１ ） 合わせガラス

２ ） 強化ガラス

３ ） 熱線吸収板ガラス

18 （ 16. 14. ２ ）

ただし、 防火戸は建築基準法に基づく 規定に定められたもの又は認定を受けた条件による。

積み

ガラスブロック

寸法（ mm）

製造所等　 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ５２１２によるもの又は「 評価名簿」 による。

　 又は、 認定を受けた条件による。

耐久性による区分主成分による区分記号

シーリング材の種別被着体の組合せ

シーリング材料

化粧目地モルタルの色　 ※モルタル色　 ・ 　

・ 　

※アルミ ニウム製

規格及び補強材等壁用金属枠の種類

壁用金属枠及び補強材

※無し

・ 　・ 　

※無し

・ 　

※クリア

耐火性能防火性能パターン色調厚さ呼び寸法

性能等表面形状

ガラスブロック

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　 　 性能値等が確認できる資料を監督員に提出し、 承認を受ける。

ム

ガラス用フィ ル

品質　 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ５７５９による。

飛散防止率　 Ｄ１※内張り　 ・ 外張り第２ 種

・ 　

※ガラス飛散防止フィ ルム

性能値張り面種　 類名　 　 称

※「 標仕」 16. ２ . ３のアルミ ニウム製建具の材料による

　 　 ただし、 防火区画等に用いる場合は、 建築基準法に基づく 規定に定められたもの

20

21

ガラス留め材及

び溝

※フロート 倍強度ガラス

・ 熱線吸収倍強度ガラス

色　 　 調材料板ガラスによる種類の名称

・ グレー　 ・ ブルー　 ・ ブロンズ　 ・ 　

ガラス留め材

建具の種類 材　 　 種

アルミ ニウム製

鋼製及び軽量鋼製

ステンレス製

※シーリング材　 　 ・ ガスケット （ Ｆ Ｉ Ｘ 部はシーリング材）

※シーリング材

※シーリング材

６） 倍強度ガラス６）

19 （ 16. ３ . ３） （ 16. 14. ２ ） （ 表９ . ７ . １）

樹脂製 ※シーリング材　 　 ・ ガスケット （ Ｆ Ｉ Ｘ 部はシーリング材）

（ 16. 14. ３ ） （ 表16. 14. １ ）

　 ※「 標仕」 表１ ６． １ ４ ． １ による。 ただし、 強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する場合は

（ 16. 14. ５）

（ 16. 14. ５）

　 下記以外は「 標仕」 表９. ７ . １による。 （ 16. 14. ５ ） （ ９ . ７ . ２） （ 表９ . ７ . １）

※断熱複層ガラス

・ 日射熱遮へい複層ガラス

品　 　 質 反射皮膜面

※内面・ 外面

材料板ガラスの種類 映像調整

・ 高性能熱線反射ガラス 　 内面　 　 　

・ フロート 板ガラス

・ 熱線吸収フロート 板ガラス

・ 強化ガラス

・ 倍強度ガラス

・ 　

※行わない

・ 行う

※熱線反射ガラス

断熱性、 日射遮へい性による区分（ Ｊ Ｉ Ｓ Ｒ ３２０９）種　 　 類

・ Ｅ４ 　 　 　 　 ・ Ｅ５

ただし、 メタル

カーテンウォー

ル工事は１７ 章

による

※Ｕ３ －１ 　 　 ・ Ｕ３ －２ 　 　 ・ Ｕ１　 　 ・ Ｕ２

４ ） 複層ガラス

５ ） 熱線反射板ガラス

４ ）

５ ）

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

種　 　 類 規格等

※アルミ ニウム製

・ 　 ・ 　

カーテンウォール方式

　 ・ 方立方式

　 ・ バックマリオン方式（ ・ 単純２ 辺支持構法　 ・ ＳＳＧ構法）

　 ・ パネル方式

　 ・ 小型パネル組み合わせ方式（ ・ ノックダウン方式　 ・ ユニット 方式）

１ メタルカーテン

ウォール

設計図書による規定の他、 特記無き事項は(社)日本建築学会Ｊ ＡＳＳ１４による。

カーテンウォール材料の種類

17 章　 　 カーテンウォール工事

※「 標仕」 16. ２ . ３のアルミ ニウム製建具の材料による

　 ・ スパンドレル方式

（ 17.   ２ .   ２ ）

２ ） 既製目地材　 　 ※適用しない　 　 ・ 適用する（ 形状　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

(表６ . ２ . ５ ) (15. ３ . １ )(15. ３ . ２）

シリンダー箱錠　 　 シリンダー本締まり錠

　 　 　 　 　 　 　 　 材質　 　 ※JI SG3312(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ JI SG3322(塗装溶融亜鉛55%アルミ ニウム合金めっき鋼板及び鋼帯)

　 　 　 　 　 　 　 　 形状　 　 ※インターロッキング形　 ・ オーバーラッピング形 （ 16. 12. ４ ）

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）

209319

2423

2462



建築工事仕様書(５ )

A-05

 図示

 図示

 図示

３（ 不燃）・ メラミ ン樹脂不燃化粧板

６（ 不燃）・ 化粧けい酸カルシウム板

・ ２１ （ 不燃）

　 　 　 　 　 　 かつ絶対量２０mm以下

・ ４ ｍを超える

　 有害な変形が起らないこと

※各部の破損、 残留変形※±（ １/１５０） ｈ※４ ｍ以下

状　 　 態たわみ量支点間距離（ ｈ ）

主要部材のたわみ

シーリング材及びガラス取付け材料

被着体の組合せ シーリング材の種別

記号 主成分による区分 耐久性による区分

ガラス

石、 タイル

ガラス

金属

ガラス

構造ガスケット 　 　 ※適用しない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用する（ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 製造所標準製作規定寸法許容差による。

アルミ ニウムの表面処理

種　 　 別 色合い等

無着色・ Ａ－１ 種　 　 ・ Ｂ－１ 種

・ Ａ－２ 種　 　 ・ Ｂ－２ 種

・ 着色塗膜　 　 塗装材料（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 焼付け方法（ 　 　 　 ） コート （ 　 　 　 ） ベーク

耐風圧性能

　 性能値　 ※建築基準法施行令第８７ 条及び建設省告示第１ ４ ５４ 号に定められた風圧力に

　 　 　 　 　 　 対して安全であること。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用する（ 種類： 　 　 　 　 　 厚さ（ mm） 　 　 　 　 　 ： 施工箇所※図示）

　 　 　 　 　 ・ 正圧　 　 　 Ｎ/m2以上及び負圧　 　 　 Ｎ/m2以上に対して安全であること。

※ブラウン系　 ・ ブラック　 ・ ステンカラー　 ・ 　

製品の寸法許容差　 ※下記以外は「 標仕」 表17. ２ . １による。

断熱材　 Ｇ　 　 　 　 ※適用しない

（ 17.   １ .   ３）

（ 17.   ２ .   ３ ） （ 表14. ２ . １）

（ 17.   ２ .   ３ ） （ 表17. ２ . １）

（ 17.   ２ .   ２）

（ 17.   ２ .   ２）

　 下記以外は「 標仕」 表９ . ７ . １による。 （ 17. ２ . ２） （ ９ . ７ . ２） （ 表９ . ７ . １）

（ 17． ３． ２)(14． ２． ３ )(表14． ２． ２）

（ 17.   ３ .   ２ ）

所要スランプ（ cm）

設計図書による規定の他、 特記無き事項は(社)日本建築学会Ｊ ＡＳＳ１４による。

※ステンレスボルト

ォール

ＰＣカーテンウ

・ 　・ 　

※Ａ種　 　 ・ 　

※Ａ種　 　 ・ 　

※Ａ種　 　 ・ 　

※Ａ種　 　 ・ 　

※Ｅ種　 　 ・ 　

※Ｅ種　 　 ・ 　

※Ｅ種　 　 ・ 　

※Ｅ種　 　 ・ 　

※Ｅ種　 　 ・ 　

レベル調整ボルト

取付けボルト

２次ファスナー

ＰＣ版打込み取付けボルト

ＰＣ版打込み金物

外　 　 部内　 　 部金物種類及び部位

　 下記以外はカーテンウォール製作所の仕様による。

取付け用金物の表面処理（ 鉄の亜鉛めっき） 及び材質

鉄筋　 ※ＳＤ２ ９ ５ Ａ　 　 ・ 　

設計基準強度（ Ｆ ｏ ）コンクリート の種類

　 ・ 下表による。 ただし下表以外は17. ３ . ２による。

コンクリート の種類及び品質

（ 17.   １ .   ３ ） （ 表16. ２ . １）

（ 17.   １ .   ３ ） （ 表16. ２ . １）

耐火性能　 ※適用しない　 　 ・ 適用する（ 　 　 　 時間、 施工箇所： 図示）

気密性 ・ Ａ －３ ・ Ａ －４

水密性 ・ Ｗ－４ ・ Ｗ－５

・ 　

・ 　

※±（ １/２００） ｈ 以上

※±（ １/１００） ｈ 以上

鉄骨鉄筋コンクリート 造

鉄筋コンクリート 造

鉄骨造

構造種別

（ 17.   ３ .   ３ ） （ 表17. ３ . １）

　 　 　 　 　 ・ 正圧　 　 　 Ｎ/m2以上及び負圧　 　 　 Ｎ/m2以上に対して安全であること。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用する（ 種類： 　 　 　 　 　 厚さ（ mm） 　 　 　 　 　 ： 施工箇所※図示）

　 　 　 　 　 　 対して安全であること。

　 性能値　 ※建築基準法施行令第８ ７ 条及び建設省告示第１ ４５ ４ 号に定められた風圧力に

耐風圧性能

・ 層間ふさぎ

・ パネル目地部

・ 取付けブラケット

・ ファスナー部

規格等種　 　 別施工部位

耐火材料

表面仕上げ　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 製造所標準製作規定寸法許容差による。

カーテンウォール板間目地

耐久性による区分主成分による区分記号

シーリング材の種別
施工箇所

シーリング材料

（ 17.   １ .   ３ ）

２

V

H

　 　 　 　 　 　 　 垂直方向（ Ｋ ） 　 ※０ . ５　 　 ・ 　

　 設計用震度　 水平方向（ Ｋ ） 　 ※１ . ０　 　 ・ 　

（ 17.   １ .   ３ ）耐震性能

許容層間変位量（ ｈ ＝支点間距離)

映像調整　 ※行わない　 　 ・ 行う（ 建具表による）

　 ※「 標仕」 17. ３ . ２による。

製品の寸法許容差　 ※下記以外は「 標仕」 表17. ３ . １による。

断熱材　 Ｇ　 　 　 　 ※適用しない

変位後の状態

主要部材に有害な歪みが起こらな

いこと

※部材・ ガラス等の損傷、 破損及び

脱落が起こらないこと

　 シーリングの損傷は補修程度

　 下記以外は「 標仕」 表９ . ７ . １による。 （ 17. ２ . ２） （ ９ . ７ . ２） （ 表９ . ７ . １）

（ 17.   １ .   ３）

V

H

　 　 　 　 　 　 　 垂直方向（ Ｋ ） 　 ※０ . ５　 　 ・ 　

　 設計用震度　 水平方向（ Ｋ ） 　 ※１ . ０　 　 ・ 　

※±（ １/２００） ｈ 以上

※±（ １/１００） ｈ 以上

鉄骨鉄筋コンクリート 造

鉄筋コンクリート 造

鉄骨造

構造種別

耐震性能

許容層間変位量（ ｈ ＝支点間距離)

（ 18.   １ .   ３ ）

18 章　 　 　 塗　 　 　 　 装　 　 　 　 工　 　 　 　 事

材料１

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いたホルムアルデヒドの放散量

　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

２ 素地ごしらえ

屋内の壁及び天井仕上げ材は、 防火材料とする。

※部材・ ガラス等の損傷、 破損及び

　 脱落が起こらないこと

変位後の状態

シーリングの損傷は破損程度

せっこうボード及びその他のボード面の目地工法が継ぎ目処理工法の場合

（ 18.   ２ .   ７ ） （ 表18. ２ . ７）

　 　 種別　 ※Ａ種　 ・ Ｂ種（ テーパーエッジボード施工箇所　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 種別　 ・ Ａ種　 ※Ｂ種（ テーパーエッジボード以外施工箇所　 　 　 　 　 　 　 ）

高さ（ mm） 　 ※６０　 　 ・ ７５

厚さ（ mm)

9

１ . ０１０  未満

１ . ０１０  以下、 または、

（ 19.   ２ .   ２ ）

（ 19.   ２ .   ２ ）

・ 　

・ 　

※２

ビニル幅木

ル張り

帯電防止床タイ

漏洩抵抗値（ Ｊ Ｉ Ｓ Ａ１４５４による）

体積抵抗値（ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ６９１１による）

・ 　

・ 　

・ ホモジニアスビニル床タイル

性　 　 能種　 　 類

５

４

アクリルシリコン

樹脂クリア塗り

適用範囲　 　 コンクリート 及び押出成形セメント 板素地面

工　 　 程 塗料その他

１

２

３

４

５

素地ごしらえ

下塗り（ １ 回目）

下塗り（ ２ 回目）

中塗り

上塗り

乾燥、 汚れ、 付着物除去

浸透性吸水防水材（ シラン系）

浸透性吸水防水材（ シラン系）

０ . ０８

０ . ０８

０ . １０

０ . １０

塗付け量（ kg/m2）

アクリルシリコン樹脂ワニス

アクリルシリコン樹脂ワニス

３

工　 　 程 塗料その他

１

２

３

４

５

素地ごしらえ

下塗り（ １ 回目）

下塗り（ ２ 回目）

中塗り

上塗り

乾燥、 汚れ、 付着物除去

浸透性吸水防水材（ シラン系）

浸透性吸水防水材（ シラン系）

常温乾燥形ふっ素樹脂ワニス

常温乾燥形ふっ素樹脂ワニス

０ . ０８

０ . ０８

０ . １０

０ . １０

常温乾燥形ふっ

素樹脂クリヤ塗

り
塗付け量（ kg/m2）

適用範囲　 コンクリート 及び押出成形セメント 板素地面４

19 章  　 　 内　 　 　 　 　 装　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 事

項　 　 　 目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

１

※接着剤に含まれる可塑剤は、 難揮発性のものとする。

厚さ（ mm)

（ 19.   ２ .   ２ ）

※柄物　 　 ・ 無地

※無地　 　 ・ マーブル

・ 　

・ 　

・ 発泡層のあるもの

※発泡層のないもの

色　 　 柄Ｊ Ｉ Ｓの記号種　 　 類

２

張り　 Ｇ

再生ビニル樹脂系材料の合計重量が、 製品の総重量比で15%以上使用されていること。

工法　 　 ※熱溶接工法　 　 ・ 突付け（ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 19.   ２ .   ３ ）

（ 19.   ２ .   ２ ）（ 19.   ２ .   ２ ）ビニル床タイル３

張り　 Ｇ

※コンポジショ ンビニル床タイル

種　 　 類 JI Sの記号 厚さ（ mm)

※2. 0

・ 　

寸法（ mm)

・ 300300

・ 450450

備　 　 考

ビニル床シート

・ コンポジショ ンビニル床タイル

※４. ０又は５． ０

10

※Ｆ Ｓ　 ・ 　

材料 （ 19. ２ . ２ )（ 19. ３ . ３ )（ 19. ４ . ２ )（ 19. ５ . ５ )（ 19. ７ . ２ ) (19. ８ . ２） （ 19. ９ . ５ )

ホルムアルデヒドの放散量        　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

壁紙施工用でん粉系接着剤、 ユリア樹脂等を用いた接着剤、 塗料、 フェノールフォーム保温材の

・ ＨＳ

※２. ０　 ・ ２ . ５

　 （ ＫＳの場合を除く ）

ＫＴ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [接着形] ・ 　

※2. 0 ・ 300300

・ 450450

・ 複層ビニル床タイル
Ｆ Ｔ

再生ビニル樹脂系材料の合計重量が、 製品の総重量比で15%以上使用されていること。

・ タフテッドカーペット

・ 織じゅうたん

防炎性能は、 消防法で定める防炎性能を有し、 登録されているものとする。

パイル長（ mm)

（ 19.   ３ .   ３ ） （ 19.   ３ .   ４ ） （ 表19. ３ . ２）

（ 19.   ３ .   ３ ） （ 19.   ３ .   ４ ） （ 表19. ３ . １）

（ 19.   ３ .   ２ ）カーペット 敷き

・ 　

※４ 　 　 　 ・ 　

※４ ～６ 　 ・ 　

※５ ～７ 　 ・ 　

・ カット 、 ループ併用

・ レベルループパイル

・ マルチレベルループ

・ カット パイル

帯電性工　 法パイル形状

　 ・ 　

　 ※３ ｋ ｖ 以下・ グリッパー工法

人体帯電圧※全面接着工法

６

・ Ｃ種

・ Ｂ種

・ Ａ種

・ 　

パイル形状

・ カット 、 ループ併用

・ ループパイル

・ カット パイル

織り方

・ ウィ ルト ンカーペット

・ ダブルフェースカーペット

・ アキスミ ンスターカーペット

種 別

Ｇ

色柄等

人体帯電圧

※3kv以下

帯電性

※単一色（ 無地）

・ 柄物（ 標準色）

・

・ タイルカーペット

種 別

（ 19.   ３ .   ３ ）

※ループパイル※第一種

・ 第二種

・ ニードルパンチカーペット

厚さ(mm)　 　 　 　 　 　 　 ・ 帯電性　 人体帯電圧　 ３kv以下

・ カット パイル

・ ｶｯﾄ/ﾙー ﾌ゚ ﾊ゚ ｲﾙ

寸法(mm) 総厚さ(mm) 帯電性 備考パイル形状

耐電圧

３kv以下

人体
※６. ５

※５ ０ ０ \U+00D7５ ０ ０

・ 　 ・ 　

備考
（ 19.   ３ .   ３ ）

・ 厚膜流し展べ仕上げ（ ※平滑　 ・ 防滑）

(織物)

（ 19.   ８ .   ２ ）壁紙張り

壁紙の種類
施工箇所 防火性能の級別

（ 19.   ７ .   ２ ）

類

特殊合板等の種

・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ 釘打　 ・ タッピング

・ 特殊加工化粧合板（ ・ 　 　 　 　 　 ）

・ 難燃　 　 　 ・ 準不燃　 　 　 ・ 不燃

・ １等　 　 　 ・ ２ 等　 　 　 　 ・ ３等

・ １種　 　 　 ・ ２ 種　 　 　 　 ・ ３種

・ 目透し・ 突付け・ Ｖ目地・ 底目地・ 目透し・ 突付け・ Ｖ目地・ 底目地

・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ 釘打　 ・ タッピング

・ １種　 　 　 ・ ２ 種　 　 　 　 ・ ３種

・ １等　 　 　 ・ ２ 等　 　 　 　 ・ ３等

・ 難燃　 　 　 ・ 準不燃　 　 　 ・ 不燃

・ 天然木化粧合板（ ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

目地処理

工　 法

接着剤の種類

表面の品質

防火性能

仕上げの種類

施工箇所

特殊合板の仕上げの種類などは、 下記による。

ォーム床下地材

ポリスチレンフ

（ 19.   ６ .   ２ ） （ 表19. ６ . １）畳敷き

ポリスチレンフォーム床下地

畳の種別下地の種類

｢標仕」 表12. ５ . １による床組

（ 19.   ５ .   ２～19.   ５ .   ７ ） （ 表19. ５ . １～表19. ５ . ４）

り

フローリング張

・ 　・ 　・ 　・ 　・ 　

※塗装品※Ｃ種

仕上塗装等種　 別

床用塗料塗り 材質　 　 　 ウレタン樹脂系塗料（ ※標準色　 ・ 　 　 　 ）

仕上種別　 ※平滑仕上げ　 　 ・ 防滑仕上げ

塗布量　 　 プライマー塗のうえ主剤２ 回塗りとし、 総塗布量は０. ５kg/m2以上とする。

防塵用塗料塗り 材質　 　 　 水性アクリル系樹脂塗料（ ※標準色　 ・ 　 　 　 ）

仕上種別　 コーティ ング（ ローラー刷毛塗り）

塗布量　 　 主剤２ 回塗りとし、 総塗布量は０. ２５ kg/m2以上とする。

８

９

10

11

12

13

14

・ Ａ種　 ※Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｄ種（ ・ 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 ）

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

　 ・ 　

素地ごしらえ

※不燃　 ・ 準不燃　 ・ 難燃

　 ・ 　 ※不燃　 ・ 準不燃　 ・ 難燃

※不燃　 ・ 準不燃　 ・ 難燃

※不燃　 ・ 準不燃　 ・ 難燃

※不燃　 ・ 準不燃　 ・ 難燃

※不燃　 ・ 準不燃　 ・ 難燃

紙製 繊維

(ﾋ゙ ﾆﾙ)

ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ 無機質製 その他

（ 19.   ８ .   ３ ） （ 表18. ２ . ４） （ 表18. ２ . ５） （ 表18. ２ . ７）

備　 考

・ Ｃ種　 　 ※Ｄ種（ ・ 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 ）

フローリング類下地　 　 厚さ（ mm） 　 ※８０　 　 ・ ９５

畳下地　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ（ mm） 　 ※４０　 　 ・ ６５　 　 ・ ８０

※天然木化粧

　 複合フローリング

品　 　 名 樹　 種

※なら

・

・ ひのき

・ 合成樹脂発泡シート

工　 　 法

・ 無塗装品

　 Ｇ
・

　 モルタル、 プラスター、 コンクリート 面　 ※Ｂ種　 ・ Ａ種（ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 せっこうボード面　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※Ｂ種　 ・ Ａ種（ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

合成樹脂塗り床

・ 樹脂モルタル仕上げ（ ※平滑　 ・ 防滑）

※薄膜流し展べ仕上げ

※平滑仕上げ　 　 ・ 防滑仕上げ　 　 ・ つや消し仕上げ

仕上げの種類種　 　 別

７ （ 19. ４ . ２） （ 19. ４ . ３） （ 表19. ４ . １～表19. ４ . ８）

・ 弾性ウレタン塗り床材

・ エポキシ樹脂塗り床材

厚
膜
型

薄
膜
型

・ エポキシ樹脂塗り床材 ※平滑仕上げ

・

※釘どめ工法（ 根太張工法）

・ 接着工法（ 直張用）

・ 釘どめ工法（ 直張り工法）

幅（ mm)

　 　 　 　 　 　 上張り　 　 　 　 　 　 　 　 ・ かば桜18mm　 　 　 　 　 　 ・ 　

浴室天井材

リング張り

体育館のフロー

標準品とする。

とし、 製造所の

回り縁は樋付き

・ １ ０ ０

※３ ０ ０

・ １ ０ ０

※２ ０ ０準不燃品

・ 木目調

※塗装品

・ アルマイト 処理品

※焼付け塗装品

・ 硬質塩ビ製

※アルミ ニウム製

備　 　 考性　 　 能表面仕上げ材　 　 質

　 　 　 　 　 　 り前に、 監督員の指示により施工する。

　 　 　 　 　 　 上張り材と他の材料との取合いは、 ネオプレンゴムとし、 コート ラインは、 上塗

　 　 　 　 　 　 打ち併用とする。

（ ロ） 工法　 下張りとは、 鋼製下地にタッピングビス止め。 上張りは、 下張り材に接着剤と釘

（ イ） 材種　 下張り（ 組床式の場合） ・ １ 類ラワン合板（ 厚15） ・ 構造用合板１ 類２級（ 厚15）

体育館のフローリング張りは、 下記による。

厚さ（ mm)

(スキン層付)

（ 19.   ９ .   ２） （ 19.   ９ .   ３ ）

＝０ . ６７ ６以上

＝厚さ/熱伝導率

断熱抵抗

・ 　

※４ ０ 以下

・ 　

・ 壁（ 図示の範囲）

難燃性　 ※３ 級　 ・ ２ 級

特定フロンを使用しないもの

・ 　

※１ ５

・ 　

・ 一般部

※断熱材補修部分

・ 断熱材兼用型枠

・ 現場発泡断熱材

・ 　

※２ ５

・ 　

・ 接地部分※３種ｂ

特定フロンを使用しないもの

・ 　

※２ ５※一般部※２種ｂ

　 保温板

　 フォーム

　 ポリスチレン

・ 押出法

品質等施工箇所種　 　 類

断熱材 Ｇ 　 断熱材は、 原則として「 グリーン購入法」 における特定調達品目を使用する。

　 ロックウール、 グラスウール、 フェノールフォーム、 ユリア樹脂又はメラミ ン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種 （ 19.   ９ .   ２）

15

16

市販品17

（ m2・ Ｋ/ｗ）

　 Ｇ

製造所　 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ａ　 ９ ５ ２ ６又は「 評価名簿」 による

（ 19.   ７ .   ２） （ 表19. ７ . １）

その他のボード

せっこうボード

張り

・ 硬質木毛セメント 板 Ｇ

種　 類　 　 　 　 　 　      Ｊ Ｉ Ｓの記号　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ（ ｍｍ） 、 規格等

ＨＷ

・ 普通木毛セメント 板 Ｇ

・ ミ ディ アムデンシティ

　 ファイバーボード Ｇ

・ パーティ クルボード Ｇ

・ けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

ＮＷ

ＭＤＦ

０ ． ８ Ｆ Ｋ

ＤＲ

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・

・

タイプ２ （ 無石綿）

・ ロックウール化粧吸音板

・ せっこうボード

（ 軒天井用）

ＧＢ－Ｒ

再生の木質材又は植物繊維の質量

比割合が５ ０％以上であること。

ただし、 体積比２ ０ ％以下の接着

材、 混和剤等の質量は除く ことが

出来る。

※フラット タイプ（ ※９ 　 　 ・ １ ２ 　 　 ・ 　 　 　 　 ）

※フラット タイプ９（ （ 個） 不燃）

・ 凹凸タイプ（ ※１ ２　 　 ・ １５ ） （ （ 個） 不燃）

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

※適用する　 　 ・ 適用しない

吸音材 （ 表19. ７ . １）

種　 類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記　 号　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ（ ｍｍ）

・ ロックウール吸音ボード１ 号

※グラスウール吸音ボード２ 号３ ２Ｋ

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

※２ ５　 　 　 　 ・ 　

※２ ５　 　 　 　 ・ 　

乾式耐火間仕切壁

６ ０分耐火

（ 非耐力壁）

軽量鉄骨壁下地

耐火性能　 　 　 　 下地材　 　 　 　       構造方法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 仕上げ材等

両面

片面

・ 強化せっこうボード（ 厚さ１ ５ ｍｍ） 下張り

＋せっこうボード系（ 厚さ１ ２ ． ５ ｍｍ）

・ けい酸カルシウム板系（ 厚さ８ ｍｍ） 二重張り

・ けい酸カルシウム板系（ 厚さ８ ｍｍ）

＋せっこうボード系（ 厚さ１ ２ ． ５ ｍｍ）

・ 強化せっこうボード系（ 厚さ２１ ｍｍ二重張り）

品質・ 規格　 　 建築基準法に基づく 耐火構造の通則的指定及び個別的指定を受けたもの。

18

19

20

・ １ ２ ． ５ （ 不燃）

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード

ＧＢ－ＮＣ

（ 木目）

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｄ

９． ５ （ 不燃） 　 　 ・ 化粧無（ 下地張り用）

・ 化粧有（ ト ラバーチン模様）

１２ ． ５ （ （ 個） 不燃）

９． ５

９． ５ （ 不燃） 　 幅４ ４ ０ ｍｍ程度

模様（ ※柾目　 ・ 板目） 専用下地材付き

※１ ２ ． ５ （ 不燃） 　 　 ・ １ ５ ． ０ （ 不燃）

Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６９０３による　 　 厚さ１ . ２

・ 難燃合板 Ｇ

・ メラミ ン樹脂化粧板

（ テーパーエッジボード施工箇所は図示）

（ 19.   ７ .   ２ ） （ 表９ . ７ . １）

・ 凹凸タイプ（ ※１２ 　 ・ １ ５　 ・ １ ９　 ・ 　 　 　 ） 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [接着形]

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称
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工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
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建築工事仕様書(６ )

A-06

300\U+00D7300

300\U+00D7300

200

100

100

・ 上下式

・ 上下式

図示

図示

ﾌｨﾙﾑ

喚起用床材

視覚障害者用タイル （ 19.   ２ .   ２）誘導用及び注意

適用箇所　 　 　 　 　 　 　 　 種　 類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 寸法（ ｍｍ） 　 　 　 　 　 　             　 形　 状

屋　 内

屋　 外

・ 塩化ビニル系

・ 磁器又はせっ器タイル

・ コンクリート 系

・ レジンコンクリート 系

・ 磁器又はせっ器タイル

・ 　

※30030060 ・ 30030030

※300300　 　  ・ 　

※300300　 　  ・ 　

・ 　

ブロックパターン

による

はＪ Ｉ Ｓ Ｔ  9251

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

１

20 章　 　 ユニット 及びその他工事

施工箇所 構　 　 法
仕上り高 適用地震時

水平力

・ 帯電防止床タイル

・ タイルカーペット

・ 帯電防止床タイル

・ タイルカーペット

・ 帯電防止床タイル

・ タイルカーペット

・ ３ , ０００Ｎ

・ ５ , ０００Ｎ

・ ５ , ０００Ｎ

・ ５ , ０００Ｎ

・ ３ , ０００Ｎ

・ ３ , ０００Ｎ

・ １ . ０Ｇ

・ ０ . ６Ｇ

・ １ . ０Ｇ

・ ０ . ６Ｇ

・ １ . ０Ｇ

・ ０ . ６Ｇ

・ パネル構法

・ 溝構法

・ パネル構法

・ パネル構法

・ 溝構法

・ 溝構法

フリーアクセス

フロア

（ 20.   ２ .   ２）

（ mm）

注１　 耐荷重性能5, 000Ｎについては、 平成元年建設省告示第１３２２号「 耐震型フリーアクセス

　 　 　 フロアの開発」 の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等のものとする。

注２ 　 表面仕上げ材の品質・ 規格等は、 １ ９ 章内装工事による。

耐荷重性能 表面仕上げ材

（ 注１） （ 注２ ）
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止水板 形　 状　 　 ・ 差込式　 　 ・ 据置式　 　 ・ 壁張り式

施工箇所　 ※図示

２ ｴｷｽﾊ゚ ﾝｼｮﾝ

ｼ゙ ｮｲﾝﾄ金物

耐震スリット

方　 　 向 タイプ 耐火性能 防水性能

・ 垂直方向

・ 水平方向

※完全（ 全貫通型） スリット ・ 耐火型

・ 非耐火型

・ 有り

・ 無し・ 部分スリット

目　 　 地 内壁（ 幅深さ) 外壁（ 幅深さ)

目地材 シーリング材（ 見え掛かりのみ） シーリング材（ 内外とも）

目地寸法（ mm） ※２ ０ \U+00D7１０ 　 　 ・ 　 ※２ ０ \U+00D7１ ０　 　 ・ 　

・ アルミ 　 ・ ステンレス ・ 50　 ・ 100　 ・ 150　 ・ 　 ・ あり　 ・ なし ・ あり　 ・ なし

　 　 材　 質 防火性能 防水性能クリアランス

３

４

材種　 　 　 ステンレスＳＵＳ３ ０ ４

形状　 　 　 ビニルタイヤ入り

取付け工法　 ※接着工法　 　 ・ 埋込み工法

施工箇所

階段滑止め

階段手すり

（ 20.   ２ .   ６ ）

幅（ mm） 　 約３５

構造形式
パネル部の 表面材種

※パネル式

・ スタッド式

・ スタッドパネル式

・ 　 ※鋼板

(※０ . ６　 ・ ０ . ８ ）

・ 　 ・ 　

製造所等　 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ６５１２ によるもの又は「 評価名簿」 によるもの

遮音性能による区分 表面材 表面仕上げ

・ 　 ・ 壁紙張り

移動間仕切

（ 20.   ２ .   ３ ）

（ 20.   ２ .   ４ ）

総厚さ(mm) 厚さ(mm)

厚さ（ mm)

・ あり

不燃材料

の認定

※メラミ ン樹脂

樹脂焼付け

仕上げ
遮音性

(JI Sによる記号)

・  0　 ・ 12

又はアクリル
・ 20　 ・ 28

・ 36

施工箇所操作方法

・ 部分電動式

・ 遮音タイプ ※鋼板 ・ 焼付け塗装 ・ 手動式　 ・ 電動式

・ 　 ・ 壁紙張り ・ 部分電動式

・ 一般タイプ ※鋼板 ・ 焼付け塗装 ・ 手動式　 ・ 電動式

（ 注２ ）

（ 注１）

注１ 　 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ １４ １６による試験方法において、 中心周波数５０ ０Ｈｚ の音の透過損失が３６ｄ Ｂ

　 　 　 以上の性能を有するものとする。

注２　 表面仕上げの壁紙張りの品質は１９章内装工事 １４壁紙張りによる。

パネル圧接装置操作方法　 　 ※製造所標準仕様　 　 ・ 　

ト イレブース

コンセント 等の取付け対応　 ※製造所の標準仕様（ コンセント 本体は別途設備工事）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コンセント の箇所数は図示

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 開口１ ヶ所以上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

空調用吹き出しパネル　 　 　 ※無し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 有り（ ※固定式　 　 ・ 可変式　 ： 施工箇所は図示）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※２ ０ ～３０ パーセント 　 ・ 　

配線用取り出しパネル　 　 　 ※配線取り出し開口： パネル１枚につき４０mm８ ０mm程度の

スロープ及びボーダー　 　 　 ※製造所の標準仕様（ ただし、 構成材は「 標仕」 による） 　 ・ 図示

構成材の材質　 　 　 　 　 　 　 ・ アルミ ニウム　 ・ 鋼製　 　 ・ 　

・ ポリエステル樹脂系化粧板

※メラミ ン樹脂系化粧板 ※幅木タイプ

・ 支柱タイプ

・ アルミ ニウム

・ ステンレス

※アルミ ニウム製

・ ステンレス製

表面仕上げ材 脚部の形状・ 材質 ドアエッジの形状・ 材質

（ 20.   ２ .   ５）

　 　 　 　 　 両端フラット エンド　 　 ※有り（ ・ ステンレス製　 ※ビニル製） 　 ・ 無し

※クリアラッカー

種　 　 別 仕上げ等

・ ビニル製ハンドレール

・ ステンレスパイプ

・ 鋼製パイプ

・

・ ＨＬ

・

・ 耐候性タイプ

・ ４ ５ 　 ・ 　

・ ５ ０ （ 幅）

・ ４ ０

・ 　

手すり径等（ mm）

（ 市販品）・ 集成材

※アルミ 製　 塩ビ被覆 ・ ３ ４ 　 ・ ４ ０

可動間仕切５

６

７

８

９

・ 曲面形

・ フラット 形

種　 　 類 備　 　 考

・ 黒板

・ ホワイト

　 ボード

・ 焼付け

・ ほうろう

※平面　 ・ 曲面　 ・ スクリーン付引分

※平面　 ・ 曲面　 ・ スクリーン付引分

黒板及び

ホワイト ボード

（ 20.   ２ .   ８ ）

寸法（ mm)

表示標識 （ 20.   ２ .   10）

煙突用成形

ライニング材

　 　 　 　 　 　 　 ・ 無し

法令に基づく 表示等は市販品とし、 その他は共通詳細図による。

製造所　 監督職員の承諾する製造所

適用安全使用温度　 　 ※４ ０ ０℃　 　 ・ ６ ５ ０ ℃

製造所「 評価名簿」 による。

（ 20.   ２ .   11）

　 　 　 　 　 　 　 　 （ 市販品　 ※ステンレス製　 径　 約３０mm　 　 ・ 　 　 　 　 ）

衝突防止表示　 ※図示

ブラインド

形　 　 式 種　 　 類 スラット の材質

※横型

・ 縦型

※ギア式　 　 ・ コード式

・ 操作棒式

・ １ 本操作コード

・ ２ 本操作コード

※アルミ ニウム合金製

・  

・ アルミ スラット

・ クロススラット

※２５

・ ８０

・ １０ ０

スラット の幅（ mm）

（ 20.   ２ .   12）

ロールスクリー

ン
操作方法 スクリーンの種類 品質等

・ プルコード式（ スト ッパー付）

・ ワンタッチチェーン式

・ チェーン式

・ 無地

・ 柄物

・ 遮光タイプ

・ 電動式

（ 20.   ２ .   13）

ブラインドボッ

クス及びカーテ

ンボックス

※市販品（ アルミ ニウム製　 押出し型材）

使用区分

・ 横型ブラインド

・ 縦型ブラインド

・ カーテン（ 又はレース共）

・ カーテン＋横型ブラインド

※９０１５０　 　 ・ １２０１５０　 　 ・  

※１２０８０　 　 ・ １５０８０　 　 　 ・  

※１５０８０　 　 ・ １８０８０　 　 　 ・  

※１８０１５０　 ・  

溝幅深さ（ mm)

　 色彩　 　 ※Ｂ－１ 　 　 ・ Ｂ－２（ ※ブラウン系　 ・ ブラック　 ・ ステンカラー） 　 ・ 図示

製造所

10

11

12

13

14

15

カーテン及び

カーテンレール

（ 20.   ２ .   14）

施工箇所 片引　 引分　   電動　  ひも引 　 手引

形　 式　 　 　 　 　  装　 置

名称・ 品質　 　  ひだの種類　 　 　 備　 考

・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 　 ・ 　 　   ・ 　

・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 　 ・ 　 　   ・ 　

・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 　 ・ 　 　   ・ 　

・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 　 ・ 　 　   ・ 　

・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 　 ・ 　 　   ・ 　

・ 　 　 ・ 　 　 ・ 　 　 　 ・ 　 　   ・ 　

ピクチャーレー

ル

天井点検口

レール　 　 　 材　 質　 　 アルミ ニウム製（ シルバー）

　 　 　 　 　 　 形　 式　 　 先付け天井埋込型（ 見切縁兼用）

ランナー　 　 材　 質　 　 本体： 真鍮性　 　 フック： ステンレス製（ 可動式）

　 　 　 　 　 　 個　 数　 　 ２個/レール１ｍ

　 　 　 　 　 　 耐荷重　 　 ２５kg程度/個

目地形状　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 運用箇所　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 寸法（ ｍｍ）

額縁タイプ

目地タイプ

下記以外全て ※　 ４５ ０ \U+00D7４５ ０

・ 　 ６０ ０ \U+00D7６０ ０

・ 　

※図示

・ 天井仕上げ材がＤＲの範囲

品質及び性能等 （ 表14.  ２ .  １）

項　 目　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 材料の品質・ 規格及び性能

内外枠の材質

内外の仕上げ材

留付け金具

コーナービス及び

取付け金物等

寸法許容差

アルミ ニウム合金押出型材（ 表面処理： Ｃ－１ 種又はＣ－２ 種による）

（ Ｊ Ｉ Ｓ Ｈ ４１００ Ａ６０６３Ｓ－Ｔ ５による）

アルミ ニウム合金押出型材、 亜鉛めっき鋼板類及び同等の性能を有するもの

鋼材に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの

枠の許容差 ±０ ． ５ｍｍ以内

外枠と内枠のクリアランス ２． ０ ｍｍ以内

く つふきマット

流し台ユニット

屋内掲示板

防煙垂れ壁

市販品

材　 質　 ・ 塩化ビニル製（ コイル状　 ステンレス製受枠）

　 　 　 　 ・ ビニル製（ ステンレス製受枠）

　 　 　 　 ・ 硬質アルミ ニウム製（ 受枠とも）

　 　 　 　 ・ ステンレス製（ 受枠とも）

種　 　 類 適用内容 規格・ 品質等

・ 流し台

・ コンロ台

・ つり戸棚

・ 水切り棚

※1200　 ・ 900　   ・ 800

※1200　 ・ 900

※優良住宅部品

・ 　

※市販品ステンレス製　 ※１ 段式

バックガード　 ※有り

ト ラップ付き

枠の材質　 　 ※アルミ ニウム製

表面の材質　 ※塩ビ発泡シート 張り　 　 ・ 　

材　 　 種　 　 　 ・ メラミ ン樹脂化粧張り（ 心材： 集成材） 　 ・ 人工大理石（ 仕様は図示）

・ 固定式

材　 　 質 備　 　 考

・ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス ・ 　 ・ 　

※５ ０ ０ アルミ 製枠付き

※600　  ・ 700　   ・  

寸法（ Ｌ ＝mm)

(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型)

※1200　 ・ 1500　  ・ 1800

奥行き（ mm） 　 ・ 約４５０　 　 ・ 約６００

厚さ（ mm) 高さ（ mm)

洗面カウンター

床点検口

※アルミ 製

・ ステンレス製

※アルミ 　 ・ ステンレス　 ・ 黄銅

本体の材質　 　 　 　 　 　 　 目地の材質　 　 　 　 　 　 　 　 　  適用箇所　 　 　 　       　 寸法（ ｍｍ）

下記以外全て ※６ ０ ０ \U+00D7６ ０ ０

・ 　

品質及び性能等

材　 質　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 品質・ 規格及び性能

アルミ 合金押出型材

Ｊ Ｉ Ｓ Ｈ ４０００  Ａ１１００ＰＨ２４によるアルミ ニウム板

ステンレス製 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ４３０５（ 目地材はＧ ４３０８も含む）

のＳＵＳ３ ０ ４ による

表面処理

Ａ－１ 種又はＡ－２種による

表面処理

ＨＬ 又はＮｏ ２ Ｂ程度

寸法許容差（ ｍｍ） 受け枠寸法の許容差

蓋枠寸法の許容差

受け枠と蓋枠のクリアランス（ 片側）

±０ ． ５

±０ ． ５

２． ０ 以内

耐荷重性能 荷重Ｐｎ ＝１， ０ ０ ０ Ｎにおける蓋中央部の

残留たわみ

点検口有効径の０ ． ０ ８ ％以内

耐破壊荷重 荷重値Ｐｎ の２ 倍以上

Ｊ Ｉ Ｓ Ｈ ４１００  Ａ６０６３Ｓによる

収納家具・ 書架

・ 物品棚

かぎ箱 市販品

形　 式　 ・ ３ ０ 組用　 ・ ６ ０ 組用　 ・ １２ ０ 組用

・ 収納家具 JI S S1033(ｵﾌｨｽ用

収納家具)による

・ 物品棚

・ 書架

物品棚)による

JI S S1039(書架

・ 鋼製

・ 木製

・ 鋼製

・

・

・

・ 図示

・ 図示

　 書架・ 物品棚

・ 移動式

・ 木製

・ 図示

・

・ 図示

・ 図示

・

・ 鋼製

・

品質
主要構造

部材の材料

　 形状

寸法(mm)
備　 　 考

JI S S1039による種類

・ １ 種　 　 ・ ２ 種　 　 ・ ３ 種

JI S S1039による種類

・ ５ 種　 　 ・ ６ 種　 　 ・ ７ 種

ホルムアルデヒドの放散量　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

※６. ８

19

20

21

22

23

24

25

26

・ 可動式

種　 　 類 材　 　 質 備　 　 考

・ 垂直降下式

（ 巻取り型） （ 不燃認定品）

不燃布

・ 回転降下式 鋼板製又はアルミ 製

※５ ０ ０

※５ ０ ０

・ ８ ０ ０

・ ８ ０ ０

・ 　

・ 　

ガイドレール

　 ※固定式（ 壁埋込型）

　 ・ 可動式（ 天井収納型）

　 ※天井材張り

表面仕上げ

　 ・ 　

降下機構　 　 煙感知器連動及び手動開放装置（ 埋込型）

高さ（ mm)

品質、 規格　 (財)日本建築センターの防災性能評定品

材　 種　 　 ステンレス製ＳＵＳ３ ０４

固定方法　 ・ 埋込式　 ・ ベース式　 ・ バンド式

操作方法　 ※ハンドル式　 ・ ロープ式

地上高さ（ ｍ） 　 ・ ６ 　 ・ ８ 　 ・ １０ 　 ・ １ ２

形　 式　 　 ※テーパー型　 ・ 同一断面型

材　 質　 　 ※アルミ ニウム合金製

フェンス

旗竿受金物

旗竿

敷地境界石標 ・ かこう岩（ 文字記号等入り）

※コンクリート ブロック製の市販品程度

・ ビニル被覆エキスパンドフェンス　 ・ 樹脂塗装メッシュフェンス　 ・ 銅管フェンス

・ 耐雪型　 　 　 ・ 一般型

製造所

施　 　 錠　 ※有り　 ・ 無し

照明器具　 ※有り　 ・ 無し屋外掲示板

・ 図示

・ ステンレス製（ 上下式鎖内蔵型、 反射テープ付き)　 径114. 3mm　 ｔ ＝2. 5mm　 Ｈ＝ＧＬ ＋700mm

　 　 　 　 　 　 　 　 ※スプリング付　 ・ スプリング無し

車止め支柱

27

28

29

30

31

32

(1)リサイクル製品は、 「 石川県リサイクル認定製品」 を優先的に使用すること。

昇降機　 　 （ 業者名を記入する）

合併処理　 （ 業者名を記入する）

空調　 　 　 （ 業者名を記入する）

給排水　 　 （ 業者名を記入する）

電気　 　 　 （ 業者名を記入する）

建築　 　 　 （ 業者名を記入する）

監理

設計

（ 監修）

完成　 　 　 　 平成　 年　 月　 日

　 　 工事名

60（ 45）

45（ 60）

（ ハ） 記入内容（ 参考）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 鏡面ステンレス板（ ４ ５ ０ \U+00D7６０ ０ \U+00D7２． ０ ）

（ ロ） 材料、 大きさ　 　 ・ 黒又は白御影石水磨き仕上げ（ ４ ５ ０ \U+00D7６ ０ ０ \U+00D7２ ５ ）

（ イ） 設置　 　 　 　 　 　 ・ 設置する　 　 　 　 　 ・ 設置しない

建築銘板の設置等は、 下記による。

の使用

リサイクル製品

建築銘板

　 石川県リサイクル認定製品　 　 ・ 使用する

　 「 石川県リサイクル認定製品」 は、 石川県のホームページを参照する。

(2)その他、 リサイクル製品の使用に努めるものとする。

(3)建設副産物リサイクル製品を使用した場合、 下記掲示板を設置する。 （ 但し、 工事請負代金が

　 １ ， ００ ０ 万円以上のもの）

　 看板の寸法は９ ０ｃ ｍ\U+00D7６０ ｃ ｍ程度とする。

・

・

・

使用箇所 備考製　 　 品
の使用

伝統産業工芸品

この建築工事ではリサイクル製品として

　 　 　 ○○○○○○○○、 ○○○○○○○○○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を使用しています。

Ｒ
建設副産物リサイクル

シンボルマーク

石 川 県 土 木 部 営 繕 課

（ 注） 建設副産物シンボルマークのデザインは監督員に確認すること

　 　 　 http: //www. pref . i shi kawa. j p/（ 石川県 環境部 廃棄物対策課）

33

34

35

・ 硬質塩化ビニル管

※遠心力鉄筋コンクリート 管

排水管用材料１ （ 21.   ２ .   １ ） （ 表21. ２ . １） （ 21.   ３ .   ３ ）

※ＶＰ　 　 ・ ＶＵ

Ｂ形（ ゴム接合）※外圧管（ ※１種　 　 ・ ２種）

管形状（ 接合方法）管の種類材　 　 種

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

21 章　 　   排　 　 　 　 　 水　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 事

排水管

グレーチングふた

２

材　 　 質 形　 　 式 種　 　 類 適用荷重 ﾒﾝﾊ゙ ﾋー゚ ｯﾁ 上面形状

・ 鋼製

・ ステンレス製

※受枠付き

・ 　

ボルト 固定

　 ※無し

　 ・ 図示

※細目

※普通目

・ 細目

※凹凸形

※平形

・ 凹凸形

埋戻し土３

４

（ 21.   ２ .   ２ ）

（ 21.   ２ .   ３ ）

・ Ｔ －２ 用

・ 歩行用

・ Ｔ －６ 用

・ Ｔ －14用

・ Ｔ －20用

（ 21.   ２ .   ２ ）

浸透桝

浸透管及び

排水桝及びふた

・ 排水用ﾘｻｲｸﾙ硬質塩化ﾋ゙ ﾆﾙ管 Ｇ

※Ｂ種　 　 ・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 簡易気密形（ パッキン式） 　

・ 水封形　 　 　 　 ・ 密閉形（ テーパー・ パッキン式）

適用荷重種　 　 類

・ Ｔ －２ 用

・ Ｔ －６ 用

・ Ｔ －２ ０用

鍵

・ あり

・ なし

・ 中ふた付密閉形（ テーパー・ パッキン式）

・ 溝ふた用

（ 横断）

・ 溝ふた用

・ Ｕ字溝用

・ 桝ふた用

・ かき上げ用

・ 溝ふた用

（ 縦断）

※ＲＳ-ＶＰ

16

17

18
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建築工事仕様書(７ )

A-07

１０ ０

２） 透水性舗装に用いるフィ ルター層の厚さ

・ ニート 工法

路盤

　 　 ※行う

（ 22.   ２ .   ５ ）

※再生クラッシャラン　 ・ クラッシャラン　 ・ 切り込み砂利

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種　 　 ・ Ｄ種　 　 ・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

盛土に用いる

材料

凍上抑制層の

材料

３

２

１ （ 22.   ２ .   ３ ） （ 表３ . ２ . １）

（ 22.   ２ .   ３ ）

22 章　 　   舗　 　 　 　 　 装　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 事

路床

　 添加量　 　 　 　 　 　 　 　 kg／m2（ 目標ＣＢＲ　 ※５以上　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 透水計数　 　 　 １ ． ５\U+00D7１ ０ ｃ ｍ／ｓ ｅ ｃ 以上

　 　 引張り強さ　 　 ９ ８ Ｎ／５ ｃ ｍ（ １ ０ ｋ ｇ ｆ ／５ ｃ ｍ） 以上

　 　 厚さ（ ｍｍ） 　 ０ ． ５～１ ． ０

　 　 単位面積質量　 ６０ ｇ ／m2以上

　 　 ジオテキスタイルの品質

　 ・ ジオテキスタイルによる安定処理

　 　 　 　 　 ・ 高炉セメント Ｂ種 Ｇ　 　 　 ・ 生石灰（ 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 消石灰（ 　 　 　 　 　 　 ）

　 種類　 　 ・ 普通ポルト ランドセメント 　 　 ・ フライアッシュセメント Ｂ種

※添加材料による安定処理 （ 22.   ２ .   ２ ） （ 22.   ２ .   ３ ） （ 表22. ２ . ２）

１） 路床安定処理

　　　歩道部　※５０㎜　　　・（　　　　）

　　　車道部　※１５０㎜　　・（　　　　）

３） 路床土の支持力比試験

　 　 ※行う（ ※乱した土　 ・ 乱さない土）

４） 路床締固め度の試験

（ 22.   ２ .   ５ ）

５） 砂の粒度試験

　 　 ※行う （ 22.   ２ .   ５ ）

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ（ ＣＳ－４０ ）

※再生クラッシャラン（ ＲＣ－４ ０ ） （ 22.   ３ .   ３ ） （ 表22. ３ . ３）

１） 材料 Ｇ

２） 路盤の厚さ

コンクリート 舗装

カラー舗装

透水性アスファルト 舗装

排水性アスファルト 舗装

インターロッキングブロック舗装

アスファルト 舗装 ・ 100　 　 ・ 150　 　 ・ 250　 　 ・ 300

舗装の種類

路盤の厚さ（㎜）

・ 100

車道部 歩道部

・ 100　 　 ・ 150　 　 ・ 250　 　 ・ 300

・ 150

・ 100　 　 ・ 150　 　 ・ 250

・ 100　 　 ・ 150　 　 ・ 250

・ 100

・ 100

・ 100

・ 100

（ 22.   ３ .   ３ ）

３） 路盤の締固め度試験

　 　 　 ※行う （ 22. 3. 5）

アスファルト

舗装

アスファルト 舗装の構成及び厚さ

車道部（ 基層なし）

車道部（ 基層あり）

歩道部

部位

舗装の厚さ（㎜）

・ 50　 　 ・ 　

基層 表層

・ 50　 　 ・ 　

・ 30　 　 ・ 　

・ 30　 　 ・ 　

（ 22.   ４ .   ２ ）

（ 22． ６． ２～４） （ 表22． ６． １～２）

(22． ５． ６）厚さ試験　 　 　 　 ※行う　 　 ・ 行わない

カラー舗装の種類

（ 22.   ５ .   ３） （ 22. ５ . ４）

早強セメント 　 　 ※使用しない　 　 　 ・ 使用する

注入材料　 　 　 　 ※低弾性タイプ　 　 ・ 高弾性タイプ

溶接金網　 　 　 　 ※有り　 　 　 　 　 　 ・ 無し

コンクリート

舗装

（ 22.   ５ .   ３ ）

（ 22.   ５ .   ３ ） （ 表22. ５ . ３）

※寒冷地域区分 ・ 一般地域

※密粒度アスファルト 混合物（ 13Ｆ ）

・ 細粒度ギャップアスファルト 混合物（ 13Ｆ ）

※密粒度アスファルト 混合物（ 13）

・ 細粒度アスファルト 混合物（ 13）

・ 粗粒度アスファルト 混合物（ 20）

表層

基層

シールコート 　 　 ※行わない　 　 　 ・ 行う（ 施工範囲： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

アスファルト 混合物の抽出試験　 　 ※行わない　 　 ・ 行う

（ 22.   ４ .   ５ ）

（ 22.   ４ .   ６ ）

（ 22.   ４ .   ３ ）

再生加熱アスファルト 混合物の種類

アスファルト 　 　 ※再生アスファルト  Ｇ 　 　 ・ スト レート アスファルト ・ 　

（ 22.   ４ .   ４ ） （ 表22. ４ . ５）

カラー舗装

・ 石油樹脂系混合物 ・ あり

※なし

・ 樹脂系混合物

※アスファルト 混合物 ・ 有色骨材（ 焼成）

・ 着色骨材（ 樹脂被覆）

・ 　

・ 自然石

・ 塗布工法

・ エメリー

・ 着色磁器質骨材

顔料の添加量等

・ 　 　 ％

・ ５ ～７ ％

種　 類 着色骨材等
車道部

の基層

１ 程度以下

３ ～５

５ ～１０

※５ ０

・ ３ ０ 　 ・ 　

カラー舗装の

厚さ　　（㎜）

ルト 舗装

排水性アスファ

（ 22.   ７ .   ６ ）アスファルト 混合物の抽出試験　 ※行わない　 ・ 行う透水性アスファ

ルト 舗装

排水性アスファルト 舗装の構成及び厚さ （ 22.   ８ .   ２ ）

 部位

 表層

 基層

　 アスファルト 混合物の種類

　 排水性舗装用アスファルト 混合物

　 加熱アスファルト 混合物等

　 （ 密粒度アスファルト 混合物）

　厚さ　　（㎜）

　 ※４ ０　 　 ・ 　

　 ※５ ０　 　 ・ 　

アスファルト 混合物の抽出試験　 ※行わない　 ・ 行う （ 22.   ８ .   ６ ）

・ コンクリート 平板舗装ブロック系舗装

・ 透水平板（ Ｐ）

※普通平板（ Ｎ）

種　 　 類 寸法（ mm） 厚さ（ mm）

　 ※砂　 ※６０　 ※３ ０ ０ 角

　 ・ 　 　 ・ モルタル

目地材 表面加工

・ 研ぎ出し　 　 ・ 洗い出し

・ たたき出し

・ インターロッキングブロック舗装

※普通タイプ

・ 誘導、 注意喚起用タイプ

・ 透水性タイプ

・ 植生タイプ

　 車道部　 ※８ ０　 ・ 　

　 歩道部　 ※６ ０　 ・ 　

　 ※標準タイプ

　 ・ 表面化粧タイプ

　 誘導、 注意喚起用は

　 黄色とする

種　 　 類 曲げ強度 厚さ（ mm） 表面加工及び色彩等

　 ※１ ００ 　 　 ・ ８ ０

※小舗石（ 花こう岩）

種　 　 類 厚さ（ mm） 施工方法 基　 　 層

　 ※８０ ～１ ００ 　 ※うろこ張り 　 ※コンクリート 舗装

　 ・ 　 　 ・ アスファルト 舗装　 ・ 　 　 ・ 　

・ 舗石舗装

区画線 路面表示用塗料

規格番号　 　 　 　 種　 類　     　  施工時の条件　 　 適　 用　 　 　  寸法（ ｍｍ） 　 　 　 　 色　 彩

Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ５６６５

・ １種 Ｇ

・ ２種 Ｇ

※３ 種１ 号

常　 温

加　 熱

溶　 融

液状

粉体状

幅　 　 ※１ ５ ０　 ・ 　

厚さ　 ※１ ． ０　 ・ 　 ・ 　 黄

※　 白

揮発性有機溶剤の含有率は、 塗料総質量に対して５ ％以下とする。

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

１ ※行う土壌の酸度、

塩分量試験

（ 23.   １ .   ３ ）

23 章  　 　 植　 　 　 　 　 栽　 　 　 　 　 工　 　 　 　 　 事

　 ４N/mm 以上

　 ３N/mm 以上

　 ５N/mm 以上
2

2

2

製造所 JI S A 5371による。

２ 芝及び地被類樹木の植栽基盤

整備

（ 23.   ２ .   ２ ） （ 23.   ２ .   ３ ） （ 表23. ２ . １） （ 表23. ２ . ２）

適　 　 用 有効土層の厚さ（ cm） 工　 　 法 整備範囲

※行う　 ・ 行わない 　 ※２０ 　 ・ 　 　 ※Ｂ種　 ・ 　 　 ※植栽範囲　 ・ 図示

樹木の樹高（ ｍ） 有効土層の厚さ（ cm） 工　 　 法 整備範囲

（ 23.   ２ .   ２） （ 23.   ２ .   ３） （ 表23. ２ . １） （ 表23. ２ . ２）樹木

　 ・ １ ２ 以上 　 ※１ ０ ０　 ・ 　

　 ※８ ０ 　 　 ・ 　

　 ※６ ０ 　 　 ・ 　

　 ※５ ０ 　 　 ・ 　

　 ※Ａ種

　 ・ Ｂ種

　 ・ Ｃ種

　 ・ Ｄ種

　 ※葉張りの範囲

　 　 ただし、 低木は植栽範囲

　 ・ 図示

　 工法Ｄ種以外の工法で、 現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、 計画地盤高からを有効土

層とする。 ただし、 計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、 計画地盤高まで植込み用土で盛土を

行う。

　 ・ ７ 以上～１ ２ 未満

　 ・ ３ 以上～７ 未満

　 ・ ３ 未満

※現場発生土の良質土　 　 ・ 客土（ ※畑土　 ・ 黒土）３

　 施工箇所　 ※植栽範囲　 ・ 図示

※適用する （ 23.   ２ .   ３ ） （ 23.   ２ .   ４）４

　 　 　 炭素窒素比（ Ｃ／Ｎ比） 　 　 　 ： ３５ 以下

土壌改良材 Ｇ

　 　 　 水分　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ５ ５ ～６５ ％

　 　 　 りん酸全量（ 現物） 　 　 　 　 　 ： ０ ． ２ ％以下

　 　 　 カリ全量（ 現物） 　 　 　 　 　 　 ： ０ ． １ ％以上

　 ・ 発酵下水汚泥コンポスト

　 　 「 金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」 の別表第一の基準に適合する原料を

　 　 使用したもので、 植害試験の調査の結果、 害が認められないものとする。

　 　 　 ひ素　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ０． ０ ０ ５ ％以下

　 　 　 カドミ ウム　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ０． ０ ０ ０ ５％以下

　 　 　 水銀　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ０． ０ ０ ０ ２％以下

　 　 　 ニッケル　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ０． ０ ３ ％以下

　 　 　 クロム　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ０． ０ ５ ％以下

　 　 　 鉛　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ０． ０ １ ％以下

　 　 　 有機物の含有量（ 乾物） 　 　 　 ： ３５ ％以上

　 　 　 炭素窒素比（ Ｃ／Ｎ比） 　 　 　 ： ２０ 以下

　 　 　 ｐ Ｈ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ８． ５ 以下

　 　 　 窒素全量（ 現物） 　 　 　 　 　 　 ： ０． ８ ％以上

　 　 　 りん酸全量（ 現物） 　 　 　 　 　 ： １． ０ ％以上

（ 23.   ３ .   ２ ）５ ※丸太又は間伐材　 Ｇ　 　 ・ 竹　 　 　

（ 23.   ３ .   ２ ）※幹巻き用テープ　 　 ・ わら及びこも幹巻き用材料

芝張り 種類　 ※こうらい芝　 　 ・ 野芝 （ 23.   ４ .   ２ ）

枯補償８ 提出すること。

種子の量　 　 　 　 ※発芽率８ ０％以上

種子の種類　 　 　 ※洋芝類又はクローバー（ 採取後２ 年以内）

 Ｇ

屋上緑化

７

６

９

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項項　 　 　 目

10

支柱材

24 章  　 　 そ　 　 　 　 　 の　 　 　 　 　 他

（ 22.   ９ .   ２ ） （ 22.   ９ .   ３ ）

（ 22.   ９ .   ２ ） （ 22.   ９ .   ３）

（ 22.   ９ .   ２ ） （ 22.   ９ .   ３）

　 　 　 有機物の含有量（ 乾物） 　 　 　 ： ７ ０ ％以上

　 ・ バークたい肥

（ 23.   ２ .   ３）

　 　 　 ｐ Ｈ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ５ ． ５～７ ． ５

　 　 　 陽イオン交換容量（ 乾物） 　 　 ： ７ ０ ｍｅ ｑ ／１ ０ ０ｇ 以上

　 　 　 窒素全量（ 現物） 　 　 　 　 　 　 ： ０ ． ５ ％以上

　 　 　 幼植物試験の結果　 　 　 　 　 　 ： 生育阻害その他の異常が認められない

　 　 　 水分　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ５ ０％以下

　 　 　 アルカリ分（ 現物） 　 　 　 　 　 ： １ ５％以下

吹付けは種 （ 23． ４． ２） （ 23.   ４ .   ４ ）

　 　 保水・ 排水層　 　 ・ 軽量骨材（ 層の厚さ： 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 板状成型品

植栽基盤及び材料

　 ・ 屋上緑化システム

　 　 土壌層の厚さ　 　 ・ 図示

　 　 植込み用土　 　 ※改良土　 　 ・ 人工軽量土

　 　 樹木の材種、 寸法、 株立数、 寸法等　 　 　 ※図示

　 ・ 屋上緑化軽量システム

　 　 芝及び地被類の樹種並びに種類等　 　 　 　 ※図示

（ 23.   ５ .   ３）

（ 23.   ５ .   ２ ） （ 23.   ５ .   ３ ）

固定方法は、 「 建築基準法に基づき指定する条件」 により。 建築基準法に基づき定める風圧力

かん水装置　 　 ・ 設置する（ 工事区分は図示による）

支柱　 　 ・ 設置する（ 種類　 ・ 図示　 　 ・ 　 　 　 　 ）

に対応した工法を１． ２ ． ２ （ 施工計画書） による品質計画で定める。

（ 23.   ５ .   ４）

植込み用土

(22. ２． ２ )

４

５

６

７

８

９
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建築改修工事仕様書(１ )

A-08

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ 建築）

石川県小松市四丁町ヌ1番地3

※下記の図書は工事契約時点の改定版に読み替え適用する。

別途工事計画図、 工程表による。

10

20

1. 0m（ 29N/m2/cm）

　 仮設工事、 外壁改修工事、 タイル張り仕上げ外壁改修工事、 塗り仕上げ外壁改修工事、 建具改修工事

○

○

○

　 内装改修工事、 塗装改修工事

○ ○

○

○ 公共住宅に適用

１） 工事記録写真等は、 営繕工事写真撮影要領（ 平成２４年版)(国土交通省大臣官房官庁営繕部）

　 により整備し、 下記により提出する。 また、 本仕様書の「 第１ 章２ ９ 電子納品」 を行う場合は、

　 更に当該特記事項に基づいて作成し提出する。 更に当該特記事項に基づいて作成し提出する。

各区分の写真は、 Ａ4版スクラップブックに順序よく 説明事項を記入の上、 所定の部数を提出する。

・ 営繕工事写真撮影要領（ 平成２ ４ 年版） （ 国土交通省大臣官房官庁営繕部）

建 築 改 修 工 事 仕 様 書

Ⅰ　工 事 概 要

１
　

・
　

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

設計図書の他に、 下記の図書の該当事項を適用する。1.   適 用 基 準 等

3. 　 発 生 材 の 処 理

2. 　 工事実績情報の

    登録　 　 　 　 　

1. 　 工 事 名

2. 　 工事場所

3. 　 工事種目

別途工事

4. 　 工事期間

5. 　 別契約関連工事 　 ・ 　 屋外付帯工事　 　 　 　 　 ・ 　 植栽工事

　 ・ 　 電気設備工事　 　 　 　 　 ・ 　 給排水衛生設備工事

　 ・ 　 暖房設備工事　 　 　 　 　 ・ 　 冷房設備工事

　 ・ 　 換気設備工事　 　 　 　 　 ・ 　 空調設備工事

　 ・ 　 エレベーター設備工事　 ・ 　 電話設備工事

　 ・ 　 浄化槽設備工事　 　 　 　 ・ 　 合併処理設備工事

特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項項　 　 　 　 目章

　 ハ） 特別管理産業廃棄物の処理方法　 　 　 ※図面　 　 番　 　 図参照

　 引き渡す。

　 イ） 引渡しを要するもの及び引渡し場所　 ・ 引渡を要するもの　 　 　 ・ 引渡し場所

　 ロ） 特別管理産業廃棄物の有無　 　 　 　 　 ・ 有　 　 　 　 　 ・ 無

　 　 ・ 現場で再利用を図るもの　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 ・ 再資源化を図るもの　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

[1. 3. 8]

　 　 また、 処分に際しては産業廃棄物管理票（ マニフェスト ） により適正に処理されているこ

　 とを確認するとともに、 マニフェスト 一覧表を監督員に提出し、 確認を受けなければならない。

１ ） 産業廃棄物は「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 に基づく 許可業者により運搬し、 同

２ ） 発生材のうち引渡しを要するものは、 指示された場所に整理のうえ調書を添えて監督員に

３ ） 発生材のうち、 現場で再利用を図るもの及び再資源化を図るものは下記による。

[1. 1. 4]

・ 建築工事標準詳細図（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 平成２ ２ 年版）

　 １ ） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、 すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築改修工事標準

１ 　 共　 　 通　 　 仕　 　 様

Ⅱ　建築工事仕様

・ 営繕工事電子納品要領（ 国土交通大臣官房官庁営繕部　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平成２ ４ 年度版）

※　 登録する（ 但し工事請負代金額1, 000万円以上の　 　 。 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  工事

　 法に基づく 許可を得た処分場で処分する。

　 　 　 仕様書（ 建築工事編） 平成２ ５ 年版」 （ 以下「 改修標仕」 という。 ） 、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 建築物

　 　 　 共建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 平成２ ５ 年版」 （ 以下「 標仕」 という。 ） による。

[1. 3. 8]４ ） せっこうボードの処理（ 有害物質非含有のものに限る）

　 　 ・ 最終処分　 　 ・ 再資源化

[1. 3. 8]５ ） ＰＣＢ含有シーリング材

　 　 　 分析調査　 　 ・ する　 　 ※しない

　 　 の提出の有無。

６） 建設リサイクル法第11条に基づく 「 通知書」 及び同法18条に基づく 「 再資源化等報告書」

　 　 ・ 有(CREDASデータディ スクを含む)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 無

※  適用する4. 　 電気保安技術者

・5. 　 施　 工　 条　 件 [1. 3. 5]

[1. 3. 3]

着　 　 工　 　 前

区　 　 　 　 分 分　 　 　 類 規　 　 　 格 撮　 影　 枚　 数 部　 　 　 数

工　 　 事　 　 中

※カラー
・

※カラー
・

※カラー
・

※サービス版
・

※サービス版
・

※キャビネ版

※　 　 景以上

※　 　 景以上

※　 　 １ 部

※　 　 １ 部

11. 　 工事写真等の記録

｢営繕工事写真撮影

要領」 による

・ サービス版
完　 　 成　 　 時

※　 　 １ 部
・

200mm175mm150mm125mm100mm

　 　  イ） 天井部分　 　 　 　 箇所　 　 　 　 　 ロ） 壁部分　 　 　 　 箇所

軽鉄下地で天井、 壁等の補強は本工事に含むものとする。 なお箇所数は、 下記による。

鉄骨部のスリーブ及び補強は本工事に含むものとする。

床

壁

梁

補強筋箇所数

　 　  合い　 　 　 　 　 ２ ） 設備工事の貫通孔、 開口部の型枠、 スリーブ等の補強筋は本工事に含むものとする。 なお

　 箇所等は、 下記による。

位置／大きさ

機器の基礎、 防油堤、 換気扇取付用枠

梁、 床、 壁貫通部の補強

梁、 床、 壁貫通部のスリーブ、 型枠

外気取付ガラリー、 床下水槽マンホール蓋

ステンレス流し台等

換気フード、 レンジフードファン

取付枠（ 鋼製） とも

下流し、 足洗場の給水、 排水、 玄関の排水

小便器仕切板（ 陶器製） 、 タオル掛（ 下地共）

洗面所、 手洗所等の鏡

ボイラーの煙突

実験台に付属する設備機器

実験台の配管等の接続

埋込み分電盤、 端子盤等の壁補強

埋込み分電盤、 端子盤等の型枠

天井、 壁ボード類の下地補強

簡易間仕切り（ 内装パネル） 内の位置ボッ

クス及び配管の取付

屋内・ 屋外に設置する発電機、 配電盤、

制御盤、 受水槽、 ポンプ等の基礎

屋上に設置するテレビアンテナ・ 避雷針等

の設備基礎

配線ピット 及び蓋

洗濯機用防水パン及びト ラップ

Ｆ Ｆ 暖房機・ クーラー等の配管用スリーブ

○

○

○ ○

○ 再取付

○

○

○

○

○ 特殊なものは、 建築工事

○

○ ○

○

○

○ 墨出し、ﾎ゙ ﾄーﾞ類切り込みは、 設備工事

○

○

○

○

○

他　 工　 事　 と　 の　 取　 合　 い 備　 　 　 考機械工事建築工事 電気工事

天井、 壁、 床、 点検口、 プロパンボンベ庫

照明器具幹線等の吊りボルト 用インサート

身体障害者用の手すり

ユニット バス本体・ 付属品（ シャワー金具

・ 手すり・ 鏡・ 照明）

ユニット バス用換気扇

消火器

自動扉、 電動Ｓ、 電動ルーバー、

防火設備の閉鎖制御機器、 感知器 ２ 次側配線

１ 次側配線

○

○

○

配管接続以降は設備工事

○

機器は建築工事

電話・ テレビ等の配線用スリーブ

クーラー取付ボルト 用インサート

○

○ 建築図に図示

※図示　 　 　 ・ 設計ＧＬ ＝現状ＧＬ

　 　  づき指定する条

     件

・地表面粗度区分　　　　　　　　　　　　　   ・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

・ 多雪地域の指定　 　 　 垂直積雪量

14. 　 設備工事との取

15. 　 設　 計　 Ｇ　 Ｌ

16. 　 建築基準法に基 ・ 地区の区分に応じた風速（ Ｖ（ m/sec） ） 　 　 ３０（ 県内全域） 　 　 　 　 　 　  [１． ２． ２ ]

２ ） 完成写真の撮影　 　 　 　 ・ 専門業者の撮影（ 撮影者を明記） 　 　 　 　 ・ 専門業者以外の撮影

　 ３ ） 原版の使用権を次の者に移譲すること。 　 ※発注者　 ・ 設計者

　 　 移譲を受けた者は、 写真を撮影者の了解なしに撮影者名を表示しないで自由に使用できる。

１ ） 設備機器の位置、 取合い等の検討できる施工図を提出して、 監督員の承認を受ける。

を毎月15日及び月末毎に提出する。

　 工事の進捗度表、 作業員の出面報告、 工事箇所図及び工事現況写真等を記載した工事報告書

　 断できる写真を撮影し、 報告書に添え提出する。

　 　 撮影者が写真を使用する場合は、 発注者・ 設計者の承諾を必要とする。

13. 　 工 事 報 告 書

12. 　 責　 任　 施　 工

４ ） 中間検査または、 監督員の指示により手直しを命ぜられた工事は、 手直し前、 中、 後が判

特記事項中、 責任施工の指示のあるものは､受注者及び下請負人の連帯責任とし､保証書を提出する。

　 　 　 解体工事共通仕様書（ 平成２ ４ 年版） 」 （ 以下「 解体共仕」 という。 ） 及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公

平成14年 4 月 1 日

平成15年 7 月 1 日

平成15年10 月 1 日

平成16年 4 月 1 日

平成17年 4 月 1 日

平成17年 6 月 1 日

平成18年 4 月12 日

平成18年 7 月 3 日

平成19年10 月 1 日

平成20年 4 月 1 日

平成21年 4 月 1 日

平成21年 8 月 1 日

平成22年 4 月 6 日

平成23年 4 月 1 日

平成24年 4 月 1 日

平成25年 4 月 1 日

平成26年 4 月 1 日

改訂

履歴

平成27年 4 月 1 日

　 調査破壊部分の補修方法　 ・ 　

　 　 　 調査方法　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 調査範囲　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 施工数量調査6. 　 施　 工　 調　 査

　　①「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通大臣官房官庁営繕部監修

　 　 又はこれらと同等のものとする。

１ ） 本工事に使用する建築材料等は、 設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの、7. 　 建 築 材 料 等

　 　 　 「 建築材料等品質性能評価事業建築材料評価名簿（ 最新年版） 」 （ （ 社） 公共建築協会）

　　　によるほか、これらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、次の②に

　 　 　 準じ監督員の承諾を受ける。 また、 同上評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、

　 　 　 評価書の写しを監督員に提出し、 その確認をもって、 品質・ 性能の確認があったものと

　 　 　 みなす。

　 　 　 ものとする。 ただし、 あらかじめ監督員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　 　 　 の証明となる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督員に提出し承諾を受ける

　 　 　 　 なお、 これらの材料を使用する場合は、 設計図書に定める品質及び性能を有すること

　 　 　 　 ヘ） 販売保守等の営業体制が整えられていること。

　 　 　 　 ホ） 製造又は施工の実績があり、 その信頼性があること。

　 　 　 　 ニ） 法令等で定める許可、 認定、 又は免許等を取得していること。

　 　 　 　 ハ） 安定的な供給が可能であること。

　 　 　 　 ロ） 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　 　 　 　 イ） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　 　 　 項を満たすものとする。 また、 製造所名、 製品名等が記載された材料は、 当該製品又は

　 　 　 同等以上を使用する場合は、 監督員の承諾を受ける者とする。

　 「 標仕」 に記載されていない特別な材料の工法は、 当該製品の指定工法による。8. 　 特別な材料の工法

9. 　 技　 能　 士　 等

適用工事種別

防水工事

ブロック・ ALCパネル工事

鉄骨工事

コンクリート 工事

※作成する10. 　 完　 成　 図　 等

[1. 5. 2]

[1. 5. 3]

[1. 8. 1～1. 8. 3][表1. 8. 1]

・ 鉄筋組立て作業

・ とび作業

鉄筋工事

仮設工事

・ 型枠作業　 ・ コンクリート 圧送工事作業

・ アスファルト 防水工事作業　 ・ 塩化ビニル系シート 防水工事作業

植栽工事

内装工事

塗装工事

カーテンウォール工事

建具工事

左官工事

金属工事

屋根及びとい工事

木工事

タイル工事

石工事

排水工事 ・ 建築配管作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業　 ・ シーリング防水工事作業

・ セメント 系防水工事作業　 ・ FRP防水工事作業
・ 改質アスファルト シート ト ーチ工法防水工事作業

・ タイル張り作業

・ 大工工事作業

・ 鋼製下地工事作業　 ・ 内外装板金作業

・ 左官作業

・ 建築塗装作業

・ ボード仕上げ工事作業　 ・ 表装（ 壁装作業）

・ プラスチック系床仕上げ工事作業
・ カーペット 系床仕上げ作業　 ・ 木質系床仕上げ作業

・ 造園工事作業

工事完了後は地元産品について「 使用材料報告

２ ） 　 請負契約約款第６ 条の２ 第４ 項に基づき調達する石川県産の工事材料については、 「 使用

　 　 　 材料確認願」 により監督員の確認を受け、

　 　 　 書」 を提出すること。

３ ） 　 請負契約約款第１ ３ 条第２ 項に定める監督員の検査を受けて使用すべき工事材料は次の

　 　 　 ものとする。

　 　 　 ※杭　 ・ 型枠類　 　 ・ 防水材料　 　 ・ 石材　 　 ・ 木材　 　 但し、 杭以外のJI S規格品は除く 。

４ ） 　 請負契約約款第１ ４ 条第１ 項に定める監督員等の立会いのうえ調合等をし使用すべき工事
　 　 ※高強度コンクリート 試し練り　 　 　 材料は次のものとする。

　 　 　 シート (MSDS)等により確認を行った場合は、 その写しを監督員に提出すること。

　 　 　 について」 （ 厚生労働省労働基準局長通達平成１ ８ 年８ 月） 参照） 化学物質等安全データ
　 　 　 法施行令の一部を改正する政令及び石綿障害予防規則等の一部を改正する省令の施行令

６ ） 　 本工事に使用する建築材料等は、 アスベスト 含有建材を使用しないこと。 （ 「 労働安全衛生

　 　 　 　 場事務所に掲示する。 ただし、 掲示が困難な材料等はカタログ、 その他に代えること

　 　 　 　 なお、 監督員が承諾した材料は、 証明となる資料と使用箇所を付し、 工事完成まで現
　 　 　 　 ・ 家具及び家具の金物　 　 ・ 畳　 　 ・ 内外装材料　 　 ・ 屋根材料

　 　 　 　 ・ 金属製品　 　 ・ 合成樹脂製品　 　 ・ 木製建具　 　 ・ 塗装
５ ） 　 請負契約約款第１ ４ 条第３ 項に定める見本は次のものとする。

　 　 　 　 ができる。

・ 構造物鉄工作業　 ・ とび作業

・ ビル用サッシ施工作業　 ・ 自動ドア施工作業　 ・ ガラス工事作業

・ 金属製ｶー ﾃﾝｳｫー ﾙ工事作業　 ・ ﾋ゙ ﾙ用ｻｯｼ施工作業　 ・ ｶ゙ ﾗｽ工事作業

　 　 イ） 工事完成図は、 製本１ 部、 Ａ３版製本３ 部提出する。

　 　 　 　 ※ラスターデータ： 画像データでＴ Ｉ Ｆ Ｆ 形式、 原図大で３００ dpi 密度以上とする。
・ 作成しない

屋外付帯工事実測図　 　 　 　 ※提出しない　 　 　 ・ 提出する（ １ 部）

保全に関する資料　 　 　 　 　 ※提出しない　 　 　 ・ 提出する（ １ 部）

　 保全に関する資料のうち「 建物等の利用に関する説明書」 は、 「 管理者のための建築物の建築

物の保全の手引き」 （ 改訂版（ (財)建築保全センター） に建物の構造、 機器、 保安業務等の説明

及び清掃の要点、 使用材料の製造品名、 連絡先等を記載したものに代えることができる。

　 なお別契約の設備工事等がある場合は、 連携の上作成する。

技能検定作業

※  技能士　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ １． ６． ２］

　　②　ＪＩＳ又はＪＡＳマーク表示のない材料及びその製造所等は、次のイ）からヘ）の事

・ 内外装板金作業　 ・ かわらぶき作業

・ 合成ゴム系シート 防水工事作業　 ・ ウレタンゴム塗膜防水工事作業

・ 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ 石川県土木部営繕課監修）

・ 壁式鉄筋コンクリート 構造配筋標準図（ 石川県土木部営繕課監修）

・ 鉄骨構造標準図（ 石川県土木部営繕課監修）

・ 屋根瓦工事共通仕様書（ 石川県土木部営繕課監修　 平成２ １ 年版）

・ 木造建築工事標準仕様書（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 平成２ ２ 年版）

・ 石川県バリアフリー社会の推進　 　 　 　 　 　 （ 施設整備の手引き）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に関する条例

・ コンクリート ブロック工事作業　 ・ エーエルシーパネル工事作業

・ 建築構造設計基準の資料（ 国土交通省大臣官房営繕部　 平成２ ７ 年通知） のうち第３ 章

・ 石材加工作業　 　 ・ 石張り作業　 　 ・ 石積み作業

　 　 ロ） CD-R又はDVD-Rに、 CADで設計したものはCADデータ、 手描きの場合はラスターデータと

　 　 　 　 更に当該特記事項に基づいて作成し提出する。
　 　 　 　 して記録し、 １部提出する。 　 また、 本仕様書の「 第1章29電子納品」 を行う場合は、

・ 「 石川の伝統的建造技術を伝える会」 のうち、 金沢城公園整備工事従事者の認定を受けた者。

平成28年 4 月 1 日

　 ７ ） 製造所名は、 五十音順とし「 株式会社」 等の記載は省略する。 また、 （ 　 ） 内は製品名を示す。

　 ３） 特記事項に記載の（ 　 . 　 . 　 ） 内表示番号は、 「 標仕」 の該当項目、 当該図又は当該表を示す。

　 ６ ） Ｇ印は、 「 国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」 （ グリーン購入法） の特定調達品目を示す。 該当する

　 　 　 項目については、 環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

　 ５ ） 特記事項に記載の［ 　 ． 　 ． ］ 内表示番号は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築改修工事標準仕様書（ 建

　 ４） （ 別図－　 . 　 . 　 ） は、 「 標仕」 の別図「 各部配筋」 の当該番号を示す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 印と※印の付いた場合は、 共に適用する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 印の付かない場合は、 ※印の付いたものを適用する。

　 ２ ） 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

　 １ ） 項目は、 番号に　 印の付いたものを適用する。

２ 　 特　 　 記　 　 仕　 　 様

８ ） 斜線で消去した章は適用しない。

　 　 　 築工事編） 平成２ ５ 年版」 （ 以下「 改修標仕」 という。 ） の当該項目、 当該図又は当該表を示す。

　 　 　 適用する。 なお、 電気設備工事の工事仕様書は（ 　 ／　 ） 図、 機械設備工事の工事仕様書は（ 　 ／　 ） 図による。

　 ２ ） 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、 電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を

　 ３ ） 防音工事の仕様については、 防衛省地方協力局「 防衛施設周辺防音事業工事標準仕方書」 による。

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）2423

209319

2462
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・ 図示

工事現場には、 下記掲示板を設置する。 　 （ 記入例）

上段の地色は、 白色
　 　 　 文字は、 青色

90cm

工　 　 　 事　 　 　 名
工  期　 自　 年　 月　 日～至　 年　 月　 日

（ 監　 修）

　 設　 計

　 監　 理

　 施　 工　 　 建　 築　 （ 業者名を記入する）

　 　 　 　 　 　 電　 気　 （ 業者名を記入する）

　 　 　 　 　 　 給排水　 （ 業者名を記入する）

　 　 　 　 　 　 暖　 房　 （ 業者名を記入する）

60cm（ 75cm）

下段の地色は、 青色

　 　 　 文字は、 白色

業者名が多く なった場合でも、 縦75cm以内とする。

工事名は、 各工事とも共通な名称とし、 各文字は、 角ゴシック体とする。

17. 　 工事現場の掲示板

請負契約約款第１ ４ 条第２ 項に定める監督員等の立会いのうえ施工するものは次のものとする。

[１ .  ６ .  ７ ]

監督員等の検査を受ける工種は次のものとする。

※根切り掘削完了時　 ※主要構造部の配筋　 ・ 型枠の組立て　

その他監督員が指示するもの。

[１ .  ６ .  ５ ]

19. 　 施工の立会い等

18. 　 施工の検査等

20. 　 中　 間　 検　 査

・ 屋外タイル接着力試験　 　 その他監督員等の指示するもの

※杭打ち ・ ｺﾝｸﾘー ﾄｽﾗﾝﾌ゚ 確認及び打込み

（ 監　 修） 内は、 監修を委託した場合。

23. 室内空気汚染対策

１ ） 測定の有無等

　 イ） 測定の有無　 　 　 　 　 　 ※有　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 無

　 ロ） 測定対象室

室内空気の汚染対策の実施　 　 　 　 　 ※実施する　 　 　 　 　 ・ 実施しない　 　 　 　 　 ［ 1. 6. 9］

22. 　 保　 　 　 　 　 　 険

（ １ .   ５ .   ７ ）

各号に掲げる協力をしなければならない。 また、 工期経過後においても同様とする。

１ ） 調査票等に必要事項を正確に記入し、 発注者に提出する等必要な協力をしなければならない。

２ ） 調査票等を提出した事業所を発注者が、 事後に訪問して行う調査・ 指導の対象になった場合に

　 は、 その実施に協力しなければならない。

３ ） 正確な調査票等の提出が行えるよう、 労働基準法等に従い、 就業規則を作成すると共に賃金台

　 帳を調整・ 保存する等、 日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わなければ

　 ならない。

４ ） 対象工事の一部について下請け契約を締結する場合には、 当該下請け工事の受注者（ 当該下請

　 け工事の一部に係る二次以降の下請け人を含む。 ） が前号と同様の義務を負う旨を定めなければ

　 ならない。

工事目的物、 工事材料等に生ずる損害を填補する保険は、 下記による。

　 　  等に対する協力

・ 本工事が「 建設副産物実態調査」 の対象である場合、 工事完了後速やかに調査票を作成し、 監督

員に提出しなければならない。

21. 　 公共事業労務調査

　 　 　 測定する場合は、 下記の通り揮発性有機化合物について室内濃度を測定し、 厚生労働省の定

　 　 める指針値以下であることを確認し、 報告すること。

室の床面積　 Ａ（ m2）

測定個所数

Ａ≦50

１

50＜Ａ≦200

２

200＜Ａ≦500

３

500＜Ａ

４

　 　 　 　 全ての測定個所において、 ニ） の測定対象化学物質全ての濃度を同時に測定する。

　 ニ） 測定対象化学物質及び測定方法

　 　 測定対象化学物質は、 ホルムアルデヒド、 ト ルエン、 キシレン、 エチルベンゼン及びスチレン

　 とし、 同時に測定する。 測定方法は、 パッシブ型採取機器を用い、 国土交通省大臣官房官庁営繕

　 部建築課長通知（ 平成１ ５ 年４ 月１ 日　 国営建第１ 号） 「 官庁営繕部における平成１ ５ 年度から

　 のホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する措置について」 により行う。

　 　 測定は下記の時期に行うものとする。

　 ホ） 測定時期

　　　①　測定対象化学物質が、関連工事による測定対象室への流入や急激な拡散がほぼなくな

　　　②　別途工事又は家具の設置等が行われる前。

　　　③　内装又は塗装等の施工が終了し、その後十分な換気が行われていること。

　　　④　中央式空気調和設備のように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設

　 　 　 　 備の試運転が終了していること。

　 ヘ） 測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合の措置

　 　 　 　 測定結果が厚生省の指針値を超えていた場合は、 発散源を特定し、 換気等の措置を講じ

　 　 　 た後、 再度測定を行う。

　 　 　 指示による。

　 ト ） その他、 採取、 測定及び分析の方法は、 上記二） の国土交通省通知によるほか、 監督員の

　 ハ） １ 室当たりの測定箇所数

　 　 　 　 り、 引き渡し後の室内空気環境と同程度になった時期。

２ ） 施工中・ 施工後の通風、 換気

　 　 　 接着剤、 塗料等の塗布に当たっては、 使用方法や塗布量を十分管理し、 適切な乾燥時間を

　 　 とるようにする。 また、 施工時、 施工後の通風、 換気を十分に行い、 室内に放散した溶剤成

　 　 分等の希釈を図るものとする。

３ ） 引き渡し時

４ ） 揮発性有機化合物を放散させる建築材料等本工事の建物内部に使用する材料等は、 設計図書

　 　 　 室内空気中に化学物質を発散するおそれのある建築材料等の使用状況の一覧表を提出する。

　 　 イ） 合板、 木質系フローリング、 構造用パネル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤＦ 、 パーティ クル

　 　 　 ボード、 その他の木質建材、 ユリア樹脂板及び仕上げ塗り材は、 ホルムアルデヒドを放散さ

　 　 　 せないか、 放散が極めて少ないものとする。

　 　 ロ） 保温材、 緩衝材、 断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、 放散が極め

　 　 　 て少ないものとする。

　 　 ハ） 接着剤は、 フタル酸ジ－ｎ －ブチル及びフタル酸ジ－２ －エチルヘキシンを含有しない難

　 　 　 揮発性の可塑剤を使用し、 ホルムアルデヒド、 アセト アルデヒド、 ト ルエン、 キシレン、 エ

　 　 　 ホルムアルデヒドを放散させないか、 放散が極めて少ないものとする。

　 　 ホ） 上記のイ)、 ハ)、 ニ)の材料を使用して作られた家具、 書架、 実験台、 その他の什器等は、

　 　 　 が極めて少ないものとする。

　 　 ニ） 塗料はホルムアルデヒド、 ト ルエン、 キシレン、 エチルベンゼンを放散させないか、 放散

　 　 　 チルベンゼンを放散させないか、 放散が極めて少ないものとする。

　 に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、 次のイ)からホ)の事項を満たすものとする。

・ 受注者は、 当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合には、 次の

　 ※建設工事保険又は組立保険（ 工事対象物を全て解体する工事を除く ）

加入期間　 　 引渡しまで（ 引き渡しを要しない工事の場合は、 工事完了まで）

　　　③旧ＪＡＳのＦ０規格品

　　　③旧ＪＩＳのＥ０規格品

　　　②建築基準法施行令第２０条の７項第３による国土交通大臣認定品

　 　 　 　 ｶ)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　 　 　 　 ｵ)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

　 　 　 　 ｴ)ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　 　 　 　 ｳ)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料を使用

　 　 　   ｲ)接着剤等不使用

　 　 　 　 ｱ)非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　 　 ※「 規制対象外」 のもの

　 また、 設計図書に規定する「 ホルムアルデヒド放散量」 は、 次のとおりとする。

　 　 ・ 「 第三種」 のもの

　　　①ＪＩＳ又はＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　　　①ＪＩＳ又はＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン　 　            　 　 　 平成２ ４ 年　 ４ 月　 　 　

氏　 名

発行日

（ 顔写真）

カラー写真

貼　 付

○○建設（ 株） 社員証

△ △ 太 郎

平成14年3月1日

代表者  □ □ 建 一 代表印

55
mm

17
mm

10
mm

10
mm

18
mm

13mm 42mm 30mm
2mm 2mm 2mm

8m
m

40
mm

7m
m

　 名札を着帯すること。 （ 但し、 請負額１ ０ 百万円以上の工事）

91mm

　①名札として使用する用紙（台紙）は白色、寸法は上図（名刺サイズ、縦5.5cm横9.1cm）の

　 　 とおりとする。

　 　 とする。

（ 注意事項）

　 現場代理人及び主任（ 監理） 技術者は、 工事期間中は次に定める様式例等による顔写真入り

　 電子納品仕様書

・ 行う（ 「 電子納品仕様書」 による。 ） 　 　 　 ・ 行わない

名　 　 　 　 称　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 摘　 　 要

　 　 事故の補償

創意工夫等

として評価できる項目に関する事項について、 工事完了時までに所定の様式により提出することが

できる。

　 ６ ） ホイールクレーン

　 ５ ） ローラ類

　 ４ ） 空気圧縮機

　 ３ ） 発動発電機

　 ２ ） ト ラクターショ ベル

　 １ ） バックホー

     作成等

     建設機械　 Ｇ

１ 　 電子納品とは、 出来形管理資料や工事写真等の工事完成図書を電子データで納品

　 するものである。

24. 　 名 札 の 着 帯

25. 　 施工体制台帳の

26. 　 排出ガス対策型

27．

28． 　 保険の付与及び

29． 　 電子納品

　 工事施工において、 自ら立案実施した創意工夫や工事特性に関する項目、 または地域社会への貢献

　③ケースの寸法は上記①の用紙（台紙）が入る大きさとする。

　②顔写真（カラー写真）の寸法は縦4.0cm横3.0cmとし、撮影する部分は胸から上の上半身

　 次に掲げる指定建設機械は、 排気ガス対策型とする。

　 　 ト に基づいて作成されたものを指す。

　 　 ここでいう電子データとは、 下表に示す各種電子納品要領等で定めるフォーマッ

営繕工事電子納品要領　            　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平成２ ４ 年　 ４ 月　 　 　

　 　 確認すること。

　 ２ ） 最新のウイルスチェックソフト で、 提出物にウイルスが混合していないことを

５ 　 工事完成図書の提出の際は、 以下の項目を確認するものとする。

４ 　 発注者が行うＣＡＬ Ｓ／ＥＣ電子納品に関する調査について協力を行うものとする。

　 工事関係書類の内、 電子データで提出するものは、 事前協議にて決定する。

３ 　 工事着手時には、 事前協議チェックシート を用いて事前協議を行うものとする。

　 　 確認すること。

　 １ ） 電子成果物作成支援・ 検査システムによるチェックを行い、 エラーがないことを

営繕工事写真撮影要領（ 平成２ ４ 年版）    　            　 　 　 　 平成２ ４ 年 ４ 月　 　 　

【 営繕工事編】 （ 平成２ ４ 年度版）

１ ） 受注者は、 雇用保険法、 労働者災害補償保険法、 健康保険法及び中小企業退職金共済法の規定

により、 雇用者等の雇用形態に応じ、 雇用者等を被保険者とするこれらの保険に加入しなければな

らない。

２ ） 受注者は、 雇用者等の業務に関して生じた負傷、 疾病、 死亡及びその他の事故に対して責任を

もって適正な補償をしなければならない。

３ ） 受注者は、 建設業退職金共済制度の対象労働者数及び就労予定日数を的確に把握し、 その掛金

収納書の写しを工事請負契約締結１ ヶ月以内及び工事完成時に、 監督員を通じて発注者に提出しな

ければならない。

の必要が生じた場合は、 事前に監督員に協議する。

提出の上、 履行状況の確認を受ける。 なお、 受注者の責任以外の理由等により、 変更等

 内容を本工事において確実に履行し、 受注者は「 技術提案履行状況報告書」 を監督員に

　 「 石川県建設工事総合評価方式試行要領」 に基づく 「 技術提案」 がある場合は、 提案

※行う　 　 　 　 ・ 行わない

　 　  工作物の調査

33. 　 総合評価時にお

32. 　 敷地の状況確認

31. 　 隣接建物又は

30. 　 騒音振動の防止

　 　  ける技術提案

低騒音（  Ｇ ） 、 低振動型建設機械を使用する。

関係機関の協力を得て確認し、 報告するとともに事故を未然に防ぐよう留意する。

着工に先立ち地下に埋設されたガス管、 電話ケーブル、 給排水管及び架設物がないか

　 　  による過積載等の

　 　  防止

１ ） 積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、 また積み込ませないこと。

２ ） さし枠装着車、 不表示車等に土砂等を積み込まず、 また積み込ませないこと。

３ ） 過積載車両、 さし枠装着車、 不表示車等から土砂等の引き渡しを受けること等、 過積載を助

　 　  長することのないようにすること。

４ ） 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、 又はさし枠装着車、 不表示車等を土砂等

　 　  運搬に使用している場合は、 早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

５ ） 建設発生土の処理及び資材の購入に当たって、 下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に

　 　  害することのないようにすること。

７ ） １ から６ につき、 元請建設業者は下請建設業者を十分指導すること。

工事施工に努めること。

当該工事は、 石川県公共事業景観形成ガイドラインに基づく 重点事業であり、 景観に配慮した

　 　  諸経費調整

この工事の受注者が、 近接する区域（ 概ね100ｍ） において、 工期が重複する小松市発注の

工事を受注している場合には、 全工事との合計額により定まる率によって諸経費を再計算し、 こ

れにより変更契約（ 減額） する。

7. 　 仮 設 間 仕 切

種　 別 下地 仕上げ材（ 厚さmm）

・ Ａ種

・ Ｂ種

※Ｃ種

仮設扉

※軽量鉄骨

・ 木造

単管

・ 合板（ ※９ 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

防炎シート

合板張り程度

※せっこうボード（ ※9. 5　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

※木製扉　 　 　 ・ 　

1)　 仮設間仕切り種別

充填材(mm)

　 厚さ（ 　 　 　 ）

塗装

　 ※無し

　 ・ 行う

　 厚さ（ 　 　 　 ）

　 ・ 片面

　 ・ 片面

　 ※無し

　 [2. 3. 2]　 [表2. 3. 1]

6. 　 既存部分の養生 　 既存部分の養生方法　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ビニールシート 等

　 既存家具等の養生　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ビニールシート 等

　 既存ブラインド・ カーテン等の養生方法、 保管場所　 　 　 ・ 図示

　 固定された備品、 机、 ロッカー等の移動　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行う（ 図示）

[2. 3. 1]

・ 1, 200枠

・ 　 900枠

・ 　 600枠

500布枠２枚

・ 500布枠１枚

500布枠１枚

建　 枠 布　 枠

　 (3)　 建枠・ 布枠

2)　 内部足場

3)　 材料、 撤去材の運搬方法

　 　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 　 ※Ｂ種　 　 　 　 　 ・ Ｃ種　 　 　 　 　 ・ Ｄ種　 　 　 　 　 ・ Ｅ種

　 　 　 種別　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ※きゃたつ、 足場板等

　 (4)　 防護シート 等による養生

　 　 　 ・ 設置しない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 防音パネル　 なお、 出入口等の上部は必要に応じて防護柵を設ける。

　 　 　 ※設置する　 　 　 　 ※ネット 状養生シート 又は養生シート

[2. 2. 1]

[2. 2. 1]

[表2. 2. 2]

34. 　 ダンプト ラック等

35. 　 景観への配慮

36. 　 近接工事の

２

・
仮
　
設
　
工
　
事

1. 　 工　 事　 用　 水 　 構内既存の施設　 　 　 　 ・ 利用できる（ ※有償　 ・ 無償） 　 ※利用できない

2. 　 工 事 用 電 力 　 構内既存の施設　 　 　 　 ・ 利用できる（ ※有償　 ・ 無償） 　 ※利用できない

3. 　 工 事 用 道 路 　 工事用道路（ 敷地内外） は良好なる維持管理を行い、 使用後は請負者において速や

かに原形に復旧すること。

4. 　 指　 定　 仮　 設

　 　 イ） 材料　 　 ・ 鋼板　 　 ・ 亜鉛波形鉄板

　 　 ハ） 塗装　 　 ・ する　 　 ・ しない

　 　 ニ） 延長　 　 ・ 　 　 　 m

　 仮囲いは、 下記により強風に対して倒壊、 飛散等しない堅固な構造とし、 事前に施工図を提出

して監督員の承諾を得ること。

　 　 ロ） 高さ　 　 ・ 1. 8m　 　 ・ 2. 0m　 　 ・ 3. 0m

5. 　 足 場 そ の 他

　 (2)　 枠組本足場の種類

[2. 2. 1]

[表2. 2. 1]

1)　 外部足場

　 　 ・ 　

　 　 ・ 枠組本足場

基準｣に適合する手すり、 中さん及び幅木の機能を有する足場とし、 足場の組立て、 解体又は

変更の作業は、 ｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準｣の２の（ ２） 手すり据置

又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

4月)の｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣により、 ｢働きやすい安心感のある足場に関する

　 足場を設ける場合は、 ｢｢手すり先行工法に関するガイドライン｣について｣(厚生労働省平成21年

　 　 ※枠組本足場（ 手すり先行足場）

※「 工期が重複する」 とは、 開札日が近接する工事の完成届を受理した日以前の場合をいう。

６ ） 「 土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」 （ 昭和４ ２ 年

　 　 ８ 月２ 日法律第１ ３ １ 号。 ） の目的に鑑み、 法第１ ２ 条に規定する団体等の設立状況を踏ま

　 　 え、 同団体等への加入者の使用を促進すること。

　 (1)　 種別　 　 ※Ａ種　 　 　 ・ Ｂ種　 　 　 ・ Ｃ種　 　 　 ・ Ｄ種　 　 　 ・ Ｅ種　 　 　  測定は原則として、 内装仕上げ材料の仕様が大きく 異なる居室毎に行う。 ただし、 居室の規

　 　 模が著しく 異なる場合は、 それぞれ実施する。

　 　 内装改修等を行った居室について測定を行う。

　 建設業法第２ ４ 条の７ に該当する施工体制台帳の作成が必要な工事は、 当該台帳を現場に備え

付け、 施工体系図を工事関係者及び公衆が見やすい場所に掲げておく こと。

※500＋240布枠

中間検査の実施　 　 　 　 　 ※有　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 無　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  [１． ７． ２ ]

実施時期　 　 　 　 　  ※躯体工事完了時　   ・ 　

　 １ 部納品する。 なお、 工事写真については、 カラープリンターで出力したものでよい。

２　 工事関係書類の最終成果品を、 従来の紙での納品と別にＣＤ－Ｒ 又はＤＶＤ－Ｒで

６　 電子納品の媒体は、 ＣＤ－Ｒ 又はＤＶＤ－Ｒを利用することとする。

基準・ 要領類のダウンロード　 http: //www. ml i t. go. j p/gobui l d/gobui l d_cal s_si ryou24. html

　 　 　 入手先　 http: //www. ml i t. go. j p/gobui l d/gobui l d_cal s_sysv3. html

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613
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調査範囲　 ※外壁全面　 ・ 図示の範囲
　 　 　 　 　 ・ 既存外壁仕上げ材等撤去後の躯体面（ 仕上げ材等撤去範囲）

調査内容

[1. 5. 2]

　 ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。 また、 ひび割れ部の挙動の有無、 漏水の有無及び

　 有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

　 コンクリート 、 モルタル及びタイル等のはがれ及びはく 落部を壁面に表示する。

　 また、 欠損部の寸法形状等を調査する。

　 モルタル及びタイルの浮き部分を壁面に表示する。

　 仕上げ塗材等の劣化部分、 はく 落部分等を壁面に表示する。

　 また、 既存塗膜と新規上塗り材との適合性を確認する。

調査報告書の部数 ※２ 部

引張り強さ 伸び(%)

常温特性 1. 0以上 30. 0以上

30. 0以上1. 0以上低温性

1. 0以上

引張り接着性

10. 0以上

[4. 2. 2]

1. 0以上 30. 0以上加熱変化

比　 重

押出し性

スランプ

加熱減重

その他

2項目
(N/mm )2

最大引張り応力(N/mm ） 破断時の伸び(%)

１ ） 　 均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

２ ） 　 対象とする被着体を浸さず、 かつ、 周囲を汚損しないこと。

３） 　 常温常湿（ 温度5℃～35℃、 湿度45%～85%） において製造所の指定する

　 　 　 期間又は製造後６ か月間保存した後にあっても、 品質・ 性能の各項目に適合

　 　 　 していること。

60秒　 　 以下

3. 0mm　 以下

5. 0％  　 以下

表示値： ±0. 10

５） 　 常温常湿（ 温度20±1. 5℃、 湿度65±20℃） において製造所の指定する期

圧縮強さ(N/mm )曲げ強さ(N/mm )項　 目

性　 能

表面状態 

透水性

その他

20. 0以上6. 0以上 1. 0以上

標準時 湿潤時

接着強さ(N/mm )

低温時

0. 5以上0. 8以上

[4. 2. 2]

初期硬化性

(N/mm )

項　 目

標準： 6. 0以上品　 質

(N/mm )

接着強さ 圧縮強さ

(N/mm )

曲げ強さ

(N/mm )

30. 0以上50. 0以上 3. 0以下

(%)

硬化収縮率

[4. 2. 2]

圧縮強さ(N/mm )

20. 0以上1. 0以上

接着強さ(N/mm )項　 目

品　 質

曲げ強さ(N/mm )

10. 0以上

[4. 2. 2]

注入性項目

広がり

速度

粘調整

保水性

変化率

長　 さ

接着性

引張り 曲げ性能 吸水性

[4. 2. 2]

耐久性

(劣化曲 

（ ％）

 げ強さ)(収縮)

（ ％）

3品質

以上 1. 00 0. 55 以下

3 0. 5

以上

5. 0 15

以下

5. 0

以上以上

[4. 2. 2]

界面破断率（ %）

50以下0. 98以上

吸水量（ ｇ ）

30分間で1g以下表示値±1%以内

全固形分（ %）項　 目

品質・ 性能

単位容積質量項　 目

品質・ 性能 70. 0以上

（ kg／ｌ ）

1. 8以上 0. 6以上

標準時

接着強さ(N/mm )

温冷繰返し後

0. 4以上 0. 2以下

長さ変化率

[4. 2. 2]

曲げ強さ

(N/mm )

4. 0以上

その他

2

(%)

標準： 2. 0以上

外

壁

改

修

工

事

共

通

事

項

4-1
ポリマーセメント モルタル

22 2

だれの下がり量は5mm以内かつ、 ひび割れの発生がないこと。

裏面の濡れ、 水滴の付着がないこと。

変質しないこと。

パテ状エポキシ樹脂

2 2 2 2

その他 １ ） 　 均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

２ ） 　 対象とする被着体を浸さず、 かつ、 周囲を汚損しないこと。

３） 　 常温常湿（ 温度5℃～35℃、 湿度15%～85%） において製造所の指定する

　 　 　 期間又は製造後６ か月間保存した後にあっても、 品質・ 性能の各項目に適合

　 　 　 していること。

４） 　 試験方法はJI S A6024（ 建築補修用注入ｴﾎ゚ ｷｼ樹脂） に準ずる。

エポキシ樹脂モルタル

１ ） 　 こて塗りが容易で、 かつ、 硬化後の仕上がりが良好であること。

２ ） 　 形状に異常がなく 、 だれが生じない。

３ ） 　 均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

４ ） 　 「 労働安全衛生法」 に基づく 「 有機溶剤中毒予防規則」 に規定された第一種

　 　 　 有機溶剤を使用しないこと。

　 　 　 間又は製造後６ か月間保存した後にあっても、 品質・ 性能の各項目に適合し

　 　 　 ていること。

2 2 2

（ cm/s）

(粘調係数)

(保水係数)

(28日材齢)

(Ｎ／mm )
2

(Ｎ／mm )(Ｎ／mm )

(28日材齢)

(72時間)

0. 05～ 0. 35～

ポリマーセメント スラリー

吸水調整材

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

既製調合モルタル

保水率（ %） 2

2

接着強度（ N/mm ） 2

2

[4. 1. 4][4. 3. 4]

注入量（ ｍl /ｍ）

[4. 2. 2]

備　 考

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 5]

[4. 3. 7]

[4. 3. 4]

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 6]

コ

リ

ト

打

放

│

ク

ン

仕

し

上

げ

外

壁

修

工

事

改

※樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

※自動式低圧エポキシ

　 　 　 　 　 　 　 　 樹脂注入工法

　 　 注入材料

　 　 　 ※建築補修用注入エポキシ樹脂（ JI S A6024低粘度形又は中粘度形）

　 　 検査（ コア抜取り）

0. 2以上～0. 3以下

0. 3超え～0. 5以下

0. 5超え～1. 0以下

0. 2以上～1. 0以下

ひび割れ幅（ mm）注入工法の種類 注入口間隔（ mm）

※200～300

・

※50～100

※100～200

※150～250

・ ・

※130

※70

※40

・

※

注入量（ ｍl /ｍ）

　 　 　 　 　 　 　 　 ※充填工法（ ・ ｴﾎ゚ ｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　 ・ ﾎ゚ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

　 　 　 ・ 行う　 　 抜取り部の補修方法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 ※行わない

・ Ｕカット シール材充填工法

充填材料

・ シーリング材

種　 　 別

※１ 成分形又は２ 成分形

　 ポリウレタン系シーリング材

・

・ 可とう性エポキシ樹脂

ポリマーセメント モルタルの充填

　 ※行わない　 ・ 行う

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 7]

・ シール工法

　 　 シール材料

　 　 充填材料

※充填工法

4-1
　
　

・
　
外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

　 2. 改修使用材料 可とう性エポキシ樹脂

4-1-2項改修使用材料による。

　 　 　 ・ パテ状エポキシ樹脂　 （ 4-1-2項　 改修使用材料による）

　 　 　 ・ 可とう性エポキシ樹脂（ 4-1-2項　 改修使用材料による）

　 　 　 ・ エポキシ樹脂モルタル　 　 （ 4-1-2項　 改修使用材料による）

　 　 　 ・ ポリマーセメント モルタル（ 4-1-2項　 改修使用材料による）

1. 調査　

 1. ひび割れ部改修工法

 2. 欠損部改修工法

ﾎ゚ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙに用いる高分子ｴﾏﾙｼｮﾝは、 常温常湿において製造後６ヶ月保存しても

・ Ｍ４ ＡＳ

・ Ｍ３ ＡＳ

・ Ｐ０ ＡＳ

密
着
工
法

絶
縁
工
法

断
熱
工
法

防水改修工法の種類

1)　 防水改修工法の種類

施　 工　 箇　 所 新規防水工法の種別

保
護
防
水

・ Ｐ１ Ｂ

・ Ｐ１ ＢＩ 　 ・ Ｔ １ ＢＩ

・ Ｐ２ ＡＩ

・ Ｐ２ Ａ

露
出
防
水

・ Ｍ４ Ｃ

・ Ｐ０ Ｄ

・ ＤＩ －１ 　 ※ＤＩ －２

防水改修工法の種類

　 　 ﾙー ﾌｨﾝｸ゙ ｼー ﾄ防水

1)　 防水改修工法の種類

防水改修工法の種類

[3. 5. 3]

[3. 3. 3]

1)　 防水改修工法の種類

４） 断熱工法の断熱材の厚さ(mm)　 　 ※25　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3. 4. 2]

３） 既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去（ Ｍ４ＡＳ工法、 Ｍ４ＡＳＩ 工法） ・ 行う  [3. 2. 6]

５） 下地に部分的に密着又は接着を行う工法　 ※製造所の標準仕様　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3. 4. 4]

［ 表3. 4. 1～3］[3. 4. 3]

2. 　 アスファルト 防水

4. 　 合 成 高 分 子 系

・ Ｂ－１ 　 ※Ｂ－２ 　 ・ Ｂ－３

・ ＢＩ －１ 　 ※ＢＩ －２ 　 ・ ＢＩ －３

・ ＡＩ －１ 　 ※ＡＩ －２ 　 ・ ＡＩ －３

・ Ａ－１ 　 ※Ａ－２ 　 ・ Ａ－３

・ Ｃ－１　 ※Ｃ－２　 ・ Ｃ－３　 ・ Ｃ－４

・ Ｄ－１　 ※Ｄ－２　 ・ Ｄ－３　 ・ Ｄ－４

・ Ｐ０ ＤＩ 　 ・ Ｍ４ ＤＩ

・ Ｐ１ Ｅ　 ・ Ｐ２ Ｅ ・ Ｅ－１ 　 ※Ｅ－２
屋
内
防
水

３ ） 二重ドレン　 ・ 設ける（ ・ Ｐ０ Ｄ工法　 ・ Ｐ０ ＤＩ 工法）

２） アスファルト の種類　 ※３種　 ・ ４ 種　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 [3. 2. 2][3. 3. 2]

[3. 2. 5]

４） 既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去（ Ｍ４Ｃ工法、 Ｍ４ＤＩ 工法） 　 ・ 行う　 　 [3. 2. 6]

　 　 断熱材はグリーン購入法における特定調達品目を使用すること

　 ・ 乾式保護材

　 ・ 市販品のれんが、 又はれんが形コンクリート ブロック（ 見え隠れ部分）
６） 立上り部防水層保護　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3. 3. 2]

５） 断熱工法の断熱材の厚さ(mm)　 　 ※25　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3. 3. 2]

７） 仕上げ塗料塗り（ C-1、 C-3、 D-1、 D-3、 DI -1、 DI -2）

　 　 　 ※有り（ 　 ・ シルバー　 　 ・ カラー　 ） 　 　 使用量は製造所標準仕様

８） 屋上排水溝　 　 ・ 図示（ 水勾配は1/200以上とする）

　 シート 防水
3. 改質アスファルト

・ Ｍ３ＡＳI

・ Ｍ４ＡＳI

・ Ｐ０ＡＳI

２） 二重ドレン　 ・ 設ける（ ・ Ｐ０ＡＳ工法　 ・ Ｐ０ＡＳＩ 工法） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3. 2. 5]

新規防水工法の種別

・ ＡＳ－Ｔ ３

・ ＡＳ－Ｔ ４

・ ＡＳ－Ｊ ２

・ ＡＳ－Ｊ ４

・ ＡＳ－Ｔ １

・ ＡＳ－Ｔ ２

・ ＡＳ－Ｊ ３

・ ＡＳＩ －Ｔ １

・ ＡＳＩ －Ｔ ２

施　 工　 箇　 所

・ ＰＯＳＩ

・ Ｓ４ ＳＩ

・ Ｓ３ ＳＩ

・ Ｍ４ ＳＩ

・ Ｐ０ Ｓ

・ Ｓ４ Ｓ

・ Ｓ３ Ｓ

・ Ｍ４ Ｓ

・ Ｐ０ Ｓ

・ Ｓ４ Ｓ

・ Ｓ３ Ｓ

・ Ｍ４ Ｓ

断
熱
工
法

接
着
工
法

機
械
的

固
定
方
法

新規防水工法の種別

・ Ｓ－Ｍ１

・ Ｓ－Ｍ２

・ Ｓ－Ｍ３

・ Ｓ－Ｆ １

・ Ｓ－Ｆ ２

・ ＳＩ －Ｆ １

・ ＳＩ －Ｆ ２

・ ＳＩ －Ｍ１

・ ＳＩ －Ｍ２

施　 工　 箇　 所

２） 仕上げ塗料塗り(S-FI ､SI -F1､S-M1､SI -M1の場合)　 ・ ｼﾙﾊ゙ 　ー ・ ｶﾗー

３ ） 新規防水層の仕様分類　 　 ・ 非歩行　 　 ・ 軽歩行

　 　 ・ 架橋形発泡ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｫー ﾑ　 厚さ(　 　 )mm

　 　 ・ 押出法ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｫー ﾑ３種B　 厚さ(　 　 )mm

　 　 目地処理（ 接着工法） 　 　 ※図示

　 　 入隅部の増張り(種別S-F1の場合） 　 　 　 ・ 行う（ 幅　 　 　 mm程度）

５） PCｺﾝｸﾘー ﾄ部材下地　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3. 5. 4]

４） 断熱材はグリーン購入法における特定調達品目を使用すること。 Ｇ　 　 　 　 　 　 [3. 5. 2]

防水改修工法の種類 施　 工　 箇　 所 新規防水層の種別 仕上げ塗料塗り

・ ＰＯＸ

・ Ｌ ４ Ｘ

※Ｘ －１ 　 ・ Ｘ －２

・ Ｘ －１ 　 ※Ｘ －２

・ シルバー

・ カラー

1)　 防水改修工法の種類　 　 [3. 1. 4][表3. 1. 1][3. 6. 3][表3. 6. 1]

２） 二重ドレン（ ・ Ｐ０Ｘ 工法の場合） ・ 設ける　 [3. 2. 5]

３） 既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去（ Ｌ ４Ｘ 工法の場合） 　 ・ 行う　 　 [3. 2. 6]

5. ウレタン系塗膜防水

1. 　 一　 般　 事　 項 　 降雨等に対する養生　 　 　 　 ・ 　

　 改修工法の種類及び工程　 　 ・ 　

[3. 1. 3]

[表3. 1. 1]

３

・
　
防
　
　
水
　
　
工
　
　
事

11.  公衆災害防止等 　 　 建設工事公衆災害防止対策要網（ 建築工事編） 及び建設副産物適正処理推進要網

　 等関係規定を遵守して災害の防止に努めることとする。

　 [2. 5. 1]10. 　 仮設物撤去他 　 原形復旧の方法・ 内容　 ・ 　

　 [2. 4. 2]9. 　 危険物貯蔵所 　 シンナー等有機溶剤を使用する場合は、 特に火災及び盗難について管理を徹底する。

　 　 ※保護帽　 　 ※安全帯　 　 ※長靴　 　 ※合羽　 　 ※机　 　 ※椅子　 　 ※懐中電灯

　 監督職員事務所に設ける備品等

　 　 ※原図大及びＡ３ 縮小の設計図面製本各 ２々 部　 　 ・ 書棚　 　 ・ 黒板

100程度65程度35程度20程度10程度

・ １ 号 ・ ２ 号 ・ ３ 号 ・ ４ 号 ・ ５ 号

面　 積

種　 別

　 ※設ける　 　 　 　 ・ 既存建物の一部を使用　 　 　 　 　 ・ 設けない8. 　 監 督 員 事 務 所

　 監督員事務所の規模（ ｍ2）

[2. 4. 1]

　 　 ・ 寒暖計　 　 ・ 　

　 　 　 採取箇所数　 　 ・ 部位が異なる毎に１ 箇所　 ・ 図示

施　 工　 箇　 所改修方法の種類

・ ｼー ﾘﾝｸ゙ 充填工法

・ ｼー ﾘﾝｸ゙ 再充填工法

・ ブリッジ工法

　 下表以外は、 改修標仕表3. 7. 1を標準とする

施　 工　 箇　 所 ｼー ﾘﾝｸ゙ 材の種類（ 記号）

５） 撤去既存ｼー ﾘﾝｸ゙ の処理

　 事前調査等

　 　 現場においてサンプルを採取し、 専門分析機関で分析を行う。

　 　 　 採取箇所　 　 ※外壁目地　 ・ 建具周囲目地　 ・ 図示

　 　 　 分析によりＰＣＢの含有が確認された場合は施工調査等を行い、 適切に処理を行う。

　 施工調査等

　 　 　 調査範囲　 　 ※今回改修工事範囲全て　 　 ・ 図示

　 　 　 調査内容　 　 シーリング使用部位及び長さの確認

　 　 　 　 　 　 　 　 　 施工範囲と工事管理区分の確認

　 　 　 　 　 　 　 　 　 仮設計画

　 　 　 　 　 　 　 　 　 廃棄物等の搬出方法

洗面、 浴室、 便所

屋　 　 　 　 　 根

年　 限種　 別施工箇所年　 限種　 別施工箇所

　 ５ 年

１ ０ 年

　 防水工事は責任施工とし、 下記による保証書を提出する。

　 ※配管用鋼管　 　 　 ・ 硬質塩化ビニル管（ 　 ・ ＶＰ　 　 ・ ＲＦ －ＶＰ　 ） 　 　 Ｇ

３ ） 防露材のホルムアルデヒド放散量

　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種　 　 ・ 次の箇所は行わない（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

種　 　 類 板厚(mm) 表面処理及び色合い 固定間隔

・ 100型

・ 350型

・ 300型

・ 250型

・ 1. 5以上

・ 1. 6以上

・ 1. 8以上

・ 2. 0以上

※A-1又はB-1種(無着色)

　 B-2種

建築基準法に基づき

下地補修

※行う（ 図示）

・ 行わない

・ ブラウン系

・ ブラック

・ ステンカラー

２ ） 既存笠木等の撤去　 ・ 行う（ 範囲　 ※図示　 ・ 　 　 　 ）

1)　 改修方法の種類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [3. 1. 4][表3. 1. 2][3. 7. 4～7]

２） ボンドブレーカー張り及びエッジング材張り（ ブリッジ工法の場合） 　 ・ 適用する　 [3. 7. 7]

３） シーリング材の種類及び施工箇所　 　 　 [3. 7. 2][表3. 7. 1]

４） 接着性試験　 　 　 　 ※簡易接着性試験（ 対象部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　 [3. 7. 8]

１） 材種　 　 　 　 　 [3. 8. 2][表3. 8. 1]

1)　 オープン形式アルミ ニウム製笠木の種類　 　 　 　 　 [3. 9. 2][3. 9. 3][表3. 9. 1]

３ ） 板材折曲げ形アルミ ニウム製笠木の取付方法

　 　 笠木の固定金具は「 改修標仕」 3. 9. 3(b) (1)とし、 それ以外の取付方法は図示による。

２） 鋼管製といの防露巻き　 　 　 　 [3. 8. 3][表3. 8. 3～4]

　 ※「 改修標仕」 表3. 8. 4による

　 ※図示　 　 ・ 「 標仕」 13. 5. 3(d) (2)による

指定する条件により

施工計画書に定める

・ 拡幅ｼー ﾘﾝｸ゙ 再充填工法

6. 　 シ ー リ ン グ

7. 　 防水工事の保証

8. 　 と　 　 　 　 い　

9. アルミ ニウム製笠木

４） たてとい受け金物の取付け　 　 　 [3. 8. 3］

６ ） 二重ドレイン（ Ｐ０ Ｓ、 Ｐ０ ＳＩ ） 　 ※設ける
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（ 外壁撤去周囲300mm）

・ 行う（ ※全面　 ・ 図示の範囲）

撤去

事

工

修

改

壁

外

げ

上

仕

り

塗

ル

タ

ル

モ

4-3

ひび割れ幅（ mm）

　 　 　 　 　 　 樹脂注入工法

※150～250 ※130

※70

※40

・

注入量（ ml /m）注入口間隔（ mm）

※200～300

※50～100

※100～200

[4. 2. 2]

・・

・

※

[4. 1. 4][4. 4. 2][4. 4. 5]

・ 既存モルタル撤去工法（ 範囲は図示　 撤去部分の補修は、 ３ ． 欠損部改修工法による）

※樹脂注入工法

※自動式低圧エポキシ

注入工法の種類

・ 手動式エポキシ

　 　 　 　 　 　 樹脂注入工法

・ 機械式エポキシ

　 　 　 　 　 　 樹脂注入工法

0. 2以上～1. 0未満

0. 2以上～0. 3未満

0. 3以上～0. 5未満

0. 5以上～1. 0未満

　 　 　 ※建築補修用注入エポキシ樹脂（ JI S A6024低粘度形又は中粘度形）

　 　 注入材料

[4. 3. 4]

[4. 3. 7]

　 　 　 ※行わない

　 　 検査（ コア抜取り）

　 　 　 ・ 行う　 　 抜取り部の補修方法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 ※充填工法（ ・ ｴﾎ゚ ｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　 ・ ﾎ゚ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 5][4. 4. 6]

備　 考

　 　 　 　 ※適用する（ 範囲は図示）

[4. 2. 2]

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 7][4. 4. 9]

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 7][4. 4. 8]

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 6][4. 4. 7]

　 ※行わない　 ・ 行う

・ Ｕカット シール材充填工法

充填材料

・ シーリング材 ※１ 成分形又は２ 成分形

種　 　 別

　 ポリウレタン系シーリング材

・

・ 可とう性エポキシ樹脂

・ シール工法

　 　 シール材料

・ 充填工法

  ・ モルタル塗替え工法

　　　仕上げ厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置

　 　 　 既製目地材　 ・ 適用する　 （ 形状　 ※図示　 　 ・ 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 を張る。

　 　 　 　 　 ※ステンレス製アンカーピンを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、 ステンレスラス等

指定部

・

※16※9※16※9

・ ・ ・

※9

・

※16 ※9

・ ・

※16 ※25

・

※16

※20※13

※13

※16 ※25

・

※12

・

※20

・ ・

※25※20

・ ・

※20※12

・・

一般部 指定部一般部

・ ・

・

・

※25

・

※25

※9

・

・

・ ・

・

・ アンカーピンニング部分

　 　 　 　 エポキシ樹脂注入工法 ・

・ アンカーピンニング全面

・ アンカーピンニング全面

モルタルを撤去しない場合

改修工法の種類

・ 注入口付ｱﾝｶー ﾋ゚ ﾝﾆﾝｸ゙ 部分

・ 注入口付ｱﾝｶー ﾋ゚ ﾝﾆﾝｸ゙ 全面

・ 注入口付ｱﾝｶー ﾋ゚ ﾝﾆﾝｸ゙ 全面

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径４㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　 アンカーピン

　 注入口付アンカーピン

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径外径６㎜

エポキシ樹脂注入工法

ﾎ゚ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘー 注入工法

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

ﾎ゚ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘー 注入工法

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 4. 10]～[4. 4. 15][表4. 4. 3][表4. 4. 4]

4-4

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

外

壁

改

修

工

事

　 　 注入材料

　 　 　 ※建築補修用注入エポキシ樹脂（ JI S A6024低粘度形又は中粘度形）

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 4][4. 5. 5]

注入量（ ｍｌ /ｍ）

※200～300

ひび割れ幅（ mm）

0. 5以上～1. 0未満

0. 3以上～0. 5未満

0. 2以上～0. 3未満

0. 2以上～1. 0未満

　 　 　 　 　 　 樹脂注入工法

　 　 　 　 　 　 樹脂注入工法

・ 機械式エポキシ

・ 手動式エポキシ

※自動式低圧エポキシ

※樹脂注入工法 

　 　 　 　 　 ・ 既存タイル撤去面（ ・ コンクリート 面　 ・ モルタル面）

改修箇所　 ※既存タイル張り面

　 撤去範囲　 ※下地モルタルまで　 ・ 張付けモルタルまで

・ 外壁タイル張り全面　 ・ 図示の範囲

・ ・

[4. 2. 2]

※130

※40

※70※100～200

※150～250

※50～100

・

※

・

注入口間隔（ mm）注入工法の種類

　 　 　 　 　 　 樹脂注入工法

　 ※行わない　 ・ 行う

ポリマーセメント モルタルの充填

[4. 1. 4][4. 2. 2][4. 3. 5][4. 5. 6]

・

　 ポリウレタン系シーリング材

※１ 成分形又は２ 成分形

4-1, 2項　 改修使用材料による・ 可とう性エポキシ樹脂

・ シーリング材

・ Ｕカット シール材充填工法（ 既存タイル張り撤去面）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行う（ 抜取り部の補修方法： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 検査（ コア抜取り） 　 ※行わない

備　 考

[4. 3. 4]

充填材料 種　 別

4-5

塗

り

仕

上

げ

外

壁

改

修

工

事

　③ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り 種別及び凸面処理仕上げ

ひび割れ部等の補修

※既存仕上げ面全体　 　 ・ 　

※既存仕上げ面全体　 　 ・ 　

・ 塗膜はく 離剤工法

※サンダー工法 ※既存仕上げ面全体　 　 ・ 　

・ ポリマーセメント モルタル

※下地調整塗材

・ 水洗い工法

・ 欠損部改修工法

・ 浮き部改修工法

・ ひび割れ部改修工法

処理範囲工　 　 法

・

※上記処理範囲以外の既存仕上げ面全体

・ 高圧水洗工法

・ 防水形仕上塗材主材

仕上材塗り仕上げ種別

・ Ａ種

・ Ｃ種 ・

・ 凸面処理仕上げ ・ アクリル樹脂エナメル

・ つや有合成樹脂エマルショ ンペイント

　②下地調整材

既存塗膜の劣化部の除去及び下地処理の工法

　 　 及び下地処理

    改修

　①既存塗膜等の除去

　④見本の製作等 　 ・ 建具見本の製作　 　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 特殊な建具の仮組　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

1. 　 一　 般　 事　 項

　①改修工法 　 改修工法　 　 ・ かぶせ工法　 　 　 　 　 ・ 撤去工法

　 新規建具周囲の補修工法及び範囲　 ・ 　

　③防火戸

　 防火戸の閉鎖機構

　 防火性能　 　 ・ 防火設備　 　 　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ 特定防火設備　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ ヒューズ装置と連動　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ 熱感知器と連動　 　 　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ 煙感知器と連動　 　 　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ 自動閉鎖機構　 　 　 　 （ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

５
　

・
　
建
　
　
具
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

　 ※建具表による

　⑤建具回り等の

　 　 充填モルタル

　 防水剤（ モルタルに混入する防水剤の品質）

９ ５ 以下７ ０ 以上

(%)

吸水比 透水比

８ ０ 以下

(%)安定性凝結時間

の５%以下

項　 　 目

品　 　 質

混合割合

[6. 15. 3]

セメント 質量

終結10時間以内

始発1時間以上 収縮性、 膨張性

の ひ び 割 れ

そりがないこと

縮強度比(%)

曲げ及び圧凝結及び安定性(JI S R 5201)

　⑤取付け調整等

　 ・ カーテンボックス　 ：

　 ・ ブラインド　 　 　 　 ：

外部に面する建具の性能等級

種　 別 耐風圧性 水密性 施工箇所枠見込み（ mm)

※７０（ (注)共）※Ｗ－４・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

※Ａ－３

・ Ａ－４ 　

Ａ－４

・ Ｗ－５ 　

Ｗ－５ １ ０ ０

・ 　

2.  アルミ ニウム製建具

耐震ドアセット 　 ※適用は建具表による

断熱ドアセット 　 ※適用は建具表による

防音ドアセット 　 ※適用は建具表による

表面処理

施工箇所 種　 別

※C-1種又はB-1種

※Ｂ－１ 種

・ Ｂ－２ 種

・ 　

内部建具

外部建具

色合い等

無着色

※標準色(・ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー）

・ 　

無着色

※標準色(・ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー）・ C-2種又はB-2種

3. 　 網　 戸 防虫網

　 網の種別　 　 ・ 合成樹脂製

　 　 　 　 　 　 　 ※ガラス繊維入り合成樹脂製

　 　 　 　 　 　 　 ・ ステンレス製（ SUS316）

　 形式　 　 　 　 ※外部可動式　 　 　 　 　 ・ 固定式

５
　

・
　
建
　
　
具
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

[4. 6. 3]

[5. 1. 3]

[5. 1. 7]

[5. 1. 4]

　 　 　 塗替え材料　 ※　 「 改修標仕」 4. 2. 2（ ｇ ） による

4-1-2項改修使用材料による。

　 　 　 ・ パテ状エポキシ樹脂　 （ 4-1-2項　 改修使用材料による）

　 　 　 ・ 可とう性エポキシ樹脂（ 4-1-2項　 改修使用材料による）

　 　 　 充填材料　 　 ※　 ポリマーセメント モルタル（ 4-1-2項　 改修使用材料による）

　 　 　 　 　 ・ 図示
[5. 1. 5]

[5. 1. 6]

[5. 2. 2] [5. 2. 4]　  [表5. 2. 1]

　 　 　 　 [5. 2. 4]　  [表5. 2. 2]

 1. 既存モルタル塗りの

 2. ひび割れ部改修工法

 3. 欠損部改修工法

 4. 浮き部改修工法

 1. 既存ﾀｲﾙ張りの撤去

 2. ひび割れ部改修工法

1. 　 塗り仕上げ外壁の

ポリマーセメント モルタルの充填

充填量又は注入量
ｱﾝｶー ﾋ゚ ﾝの本数

(本/m ) （ 箇所/m ）
注入口の箇所数

22

※50

※50

(ml /箇所)

[4. 2. 2]

[4. 2. 2]

[4. 6. 3]　 [表4. 6. 2～5]

[4. 6. 6]　 [表4. 6. 6]［ 表7. 15. 1］

　②防犯建物金物

気密性

１ ） 外部に面する建具の性能値等１ ）

種　 　 別 耐風圧性 気圧性 水密性 枠見込み（ mm) 施工箇所

・ Ａ種 Ｓ－４ Ｗ－４ ・ ６ ０ 　 ・ ８ ０

・ Ｂ種 Ｓ－５ Ａ－４ ・ １ ０ ０

Ｗ－５
・ Ｃ種 Ｓ－６ ・ １ ２ ５

4. 樹脂製建具

　 ※適用する（ 適用箇所は建具表による）

１ ） 簡易気密扉の簡易気密型ドアセット 性能値5. 鋼製建具

[5. 3. 2][5. 3. 4][表5. 3. 1]

３） ガラス　 　 ※複層ガラス　 　 ・ 単層ガラス　 　 ・ 三重ガラス　 　 　 　 　 　 [5. 3. 3]

２） 表面色　 　 ※白色　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）                           [5. 3. 4]

[5. 4. 2][表5. 4. 1]

　 ・ 適用する（ 適用箇所は建具表による）

簡易気密型ドアセット の性能値の適用は建具表による6. 標準型鋼製建具 [5. 4. 2][5. 4. 6][表5. 4. 1]

外部に面する建具の耐風圧性

・ Ｓ－６

・ Ｓ－５

・ Ｓ－４

耐風圧性 施工箇所

[5. 4. 2][5. 4. 6][表5. 2. 1]

・ Ｓ－６

・ Ｓ－５

耐風圧性

・ Ｓ－４

施工箇所

簡易気密型ドアセット の性能値の適用は建具表による

簡易気密型ドアセット の性能値の適用は建具表による

簡易気密型ドアセット の性能値の適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性

7. 鋼製軽量建具

8. 標準型鋼製軽量建具

9. ステンレス製建具

[5. 5. 2]

[5. 5. 2][5. 5. 6]

[5. 4. 2][5. 6. 2][表5. 4. 1]

[5. 4. 2][5. 6. 2][表5. 2. 1]

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

フラッシュ戸の表面材の種類

※天然木化粧合板

かまち戸の樹種　 　 かまち（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 鏡板（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　

ふすまの上張り　 　 ※新鳥の子又はビニル紙程度　 　 ・  鳥の子

枠及び靴ずりの材料

　 　 　 枠　 　 　 ※ 木製枠　 　 ・  鋼製枠

　 　 靴ずり　 　 ・  木製　 　 ・  ステンレス製

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※製作しない（ 但し、 既設マスターキーに合わせる）

　 　 　 マスターキー　 　 ・ 製作する

2)　 鍵

　 　 　 レバーハンドルのバックセット 　 ・ 　 　 　 　 　 ※64mm

　 　 　 戸当りのあおり止め付き　 　 　 　 ・ 適用する　 　 　 　 　 ・ 適用しない

　 　 　 シリンダーサイド　 外側　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 ※シリンダー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内側　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 ※サムターン

　 　 　 軸吊りヒンジの自閉装置機能　 　 ・ 適用する　 　 　 　 　 ・ 適用しない

　 　 　 ドアクローザーのディ レードアクショ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用する　 　 　 　 　 ・ 適用しない

1)　 材質、 形状及び寸法

3)　 鍵箱　 ・ 適用する

開閉方法 センサーの種類

・ 熱線スイッチ※スライデイングドア

・ スイングドア

・ マット スイッチ

・ 音波スイッチ

・ タッチスイッチ   

・ 多機能便所スイッチ

・ 光線（ 反射） スイッチ

・ 光電スイッチ

・ 押しボタンスイッチ

・ 電波スイッチ

・ ペダルスイッチ

自動ドアの開閉機構

凍結防止措置　 ・ 行う（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 行わない

※設ける・ 一般重量シャッター

・ 屋外用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 防煙シャッター

・ 上部手動式

種　 類

 （ 手動併用）  （ 自動閉鎖型）

1)　 形式及び機構

※上部電動式 ※障害物感知装置

・ 設けない

危害防止機構開閉機構 ｼｬｯﾀー ｹー ｽ

　 　 　 外部に面するシャッターの耐風圧強度　 　 ・ 耐風圧性能　 　 　 Ｎ/ｍ2

開閉形式　 　 　 　 ※手動式　 ・ 上部電動式（ 手動併用）

外部に面するシャッターの耐風圧強度

　 　 耐風圧性能（ 　 　 　 　 ） N/m
2

　 　 　 　 　 　 材質　 　 ※ JI SG3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯)

・ 　

スラット 　 　 厚さ（ mm） 　 ※0. 5   ・ 0. 8

10. 木製建具

11. 建　 具　 金　 物

12. 自動ドア開閉装置

13. 重量シャッター

14. 軽量シャッター

（ 16. 7. 2）

（ 16. 7. 2）

（ 表16. 7. 3）

（ 16. 7. 2）

[5. 7. 2]　 [表5. 7. 1]

[5. 7. 4]

[5. 8. 3][表5. 8. 3]

[5. 8. 3]

[5. 10. 2] [表5. 10. 1]

[5. 11. 2]

[5. 11. 3][表5. 11. 2]

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  JI SG3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)

　 　 　 　 　 　 形状　 　 ※ インターロッキング形　 　 ・  オーバーラッピング形

ガイドレール等　       ※鋼板製　 ・ ステンレス製SUS304（ 厚さ1. 5mm）

[5. 11. 4]

[表5. 11. 2]

ガイドレールの材料

・ ローヘッド形・ アルミ ニウムタイプ

※スチールタイプ

セクショ ン材料 開閉方式 収納形式

・ チェーン式

・ 電動式 ・ ハイリフト 形

・ バーチカル形

　 （ SUS304）

※ステンレス鋼板

形式及び機構

・ ファイバーグラスタイプ

　 　 　 耐風圧性能　 　 　 Ｎ/ｍ2

※バランス式 ・ スタンダード形 ・ 溶融亜鉛めっき鋼板

15. ｵー ﾊ゙ ﾍーｯﾄﾞ ﾄﾞ ｱ [5. 12. 2] [5. 12. 3] 　 [表5. 12. 1]

   ・ 　 S-4   ・   S-5   ・   S-6

２ ） 外部に面する建具の耐風圧性 [5. 4. 2][表5. 2. 1]

３） 材料　 　 ※JI S G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　 　 　 　 　 　 ・ JI S G3317(溶融亜鉛－5%アルミ ニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

戸 中骨

枠類

枠類

区　 分 使用箇所

2. 3

2. 3

2. 3

厚さ（ mm）

　 窓

出入口

外部の下枠、 水切り板

外部に面するスイングドアの建具

・ 　 図示

４） 鋼板類の厚さ（ １枚の戸の有効開口幅 950mm、 又は有効高さ 2, 400mmを越える場合）

[5. 4. 4][表5. 4. 2]　 ※　 下表以外は表5. 4. 2による

[5. 2. 3][5. 2. 4]

[5. 11. 2][表5. 11. 1]

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）2423

209319

2462



建築改修工事仕様書(５ )

A-12

・ メラミ ン樹脂不燃化粧板

・ 化粧けい酸カルシウム板

３ （ 不燃）

６ （ 不燃）

　 ・ 　

材料板ガラスによる種類

色　 　 調

種　 　 類

反射皮膜面品　 　 種

　 内面

材料板ガラスの種類 色　 調 映像調整

建具の種類

色　 　 調

種　 　 類

・ 合わせガラス

・ 強化ガラス

・ 熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類

※熱線吸収フロート 板ガラス

・ 複層ガラス

・ 断熱複層ガラス

※熱線反射ガラス

・ 熱線反射板ガラス

・ 日射熱遮へい複層ガラス

※熱線反射ガラス

・ 高性能熱線反射

　 ガラス

・ 倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類の名称

・ 熱線吸収倍強度ガラス

※ フロート 倍強度ガラス

※内面　 ・ 外面

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　 値等が確認できる資料を監督職員に提出し、 承諾を受ける。

ステンレス製

鋼製及び軽量鋼製

アルミ ニウム製 ※シーリング材　 ・ ガスケット （ Ｆ Ｉ Ｘ 部はシーリング材）

※シーリング材

※シーリング材

・ グレ ー ・ ブ ルー ・ ブ ロ ン ズ

・ 熱線吸収フロート 板ガラス

・ フロート 板ガラス

・ 強化ガラス

・ 倍強度ガラス

・ グレー

・ ブルー

・ シルバー

・ ブロンズ

・ 行う

※行わない

※Ｕ３ －１ 　 ・ Ｕ３ －２ 　 ・ Ｕ１ 　 ・ Ｕ２

・ Ｅ４ 　 　 　 ・ Ｅ５

断熱性、 日射遮へい性による区分

寸法（ mm）

厚さ

※クリア

色　 　 調

表面形状

パターン 防火性能 耐火性能

性能等

規格及び補強材等壁用金属枠の種類

被着体の組合せ シーリング材の種別

主成分による区分 耐久性による区分記号

名　 　 称 種　 類

第２ 種

張り面 性能値

品質　 JI S A5759による　 　

・

※ガラス飛散防止フィ ルム　 　

　 　 ただし、 防火区画等に用いる場合は建築基準法に基づく 規定に定められたもの

　 又は、 認定を受けた条件による。

　 　 下表以外は改修標仕表3. 7. 1による

シーリング材料

化粧目地モルタ ルの色 ※モルタ ル色

※アルミ ニウム製

・

壁用金属枠及び補強材

呼び寸法

ガラスブロック

・

※無し※無し

・

・

飛散防止率　 Ｄ1※内張り　 ・ 外張り

※ 改修共仕5. 2. 3のアルミ ニウム製建具の材料による 

・

事

工

修

装

内

1. 　 床改修一般事項 1） 　 工　 法

　 　 　 　 　 　 　 ※仕上げ材のみ（ 接着剤とも）

　 　 　 　 　 　 　 ・ 下地モルタルとも（ ※図示の範囲　 　 　 ・ 除去範囲全て）

　 　 　 　 　 　 合成樹脂塗り床材の除去工法

　 　 　 　 　 　 　 ・ 機械的除去工法

　 　 　 　 　 　 　 ・ 目荒工法

　 　 　 (2)　 改修後の床清掃範囲　 　 ※改修箇所の室内　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 (1)　 ビニル床シート 等の除去

2. 　 壁改修一般事項 1） 　 工　 法

　 　 　 (1） 　 既存壁撤去に伴う当該壁の取り合う天井、 壁、 床の改修範囲

　 　 　 　 　 　 　 ※壁厚程度とし、 既存仕上げに準じた仕上げを行う

　 　 　 (2） 　 天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　 　 　 　 　 　 　 ※壁面より両側600mm程度とし、 既存仕上げに準じた仕上げを行う

　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示の範囲

　 　 　 (3)　 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　 　 　 　 　 　 　 ※図示

　 　 　 　 　 　 　 ・ モルタル塗り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用する（ 範囲は図示）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 ステンレス製アンカーピンを縦横200mm程度の間隔に打

3. 　 天井改修一般事項 1） 　 工　 法

　 　 　 (1） 　 天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

　 　 　 　 　 　 　 ※既存のまま

　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示の範囲

　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示の範囲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ち込み、 ステンレス等を張る。

4. 　 ﾋ゙ ﾆﾙ床ｼー ﾄ張り 材料

※発泡層のないもの ※無地　 　 ・ マーブル柄

種　 類 JI Sの記号 色　 柄

・ 発泡層のあるもの ※柄物　 　 ・ 無地 ・

工法　 　 ※熱溶接工法　 　 　 　 　 ・ 突付け（ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ビニル幅木

厚さ・ 高さ（ mm）

※60　 　 ・ 　

・

・

・

・

・

・

Ｇ

種　 類 厚さ・ 高さ（ mm）JI Sの記号

※2　 　 　 ・ 　

・

材料

　 ビニル床タイル

※コンポジショ ンビニル床タイル（ 半硬質）

Ｇ5. 　 ﾋ゙ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ張り

６ 

・ 

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

1)　 県産材の使用12. 　 木　 下　 地　 等

[6. 5. 2][表6. 5. 2][表6. 5. 3]

６ 

・ 

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

※「 改修標仕」 表5. 12. 1による。 ただし、 強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する場合は性能

[6. 8. 2]

[6. 8. 3]

[6. 8. 2]

Ｇ

[6. 5. 2]

改

６
．

５
　

・
　
建
　
　
具
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

2） 　 新設壁下地　 　 ・ 木製壁下地　 　 　 　 　 ・ 軽量鉄骨壁下地

2） 　 新設天井下地　 　 ・ 木製天井下地　 　 　 　 　 ・ 軽量鉄骨天井下地

[6. 1. 4]

[6. 1. 3] [6. 4. 1]

[6. 1. 3] [6. 3. 2]

[6. 2. 2]

[6. 1. 4]

2)　 木材の品質　 ※「 改修標仕」 6. 5. 2による　 ・ 市販品

　 　 保存処理木材の適用箇所は「 改修標仕」 6. 5. 3(a) (2)による

土台、 水掛り枠類

・ 檜・ 能登ヒバ・ 草槇 ・ 松　 ・ 檜　 ・ 杉

見え隠れ部分 備　 考見え掛り部分

　 樹種

　 　 　 能登ヒバ、 杉は、 県産材とし、 代用樹種は認めない

     特性による種類　※Ⅱ－１類　　・　　　　　（JIS R 3205）

・ 型板強化ガラス

※フロート 強化ガラス 　 類 （ 曲面は　 類）

衝撃特性による種類(JI S R 3206)

・ ブルー　 ・ グレー　 ・ ブロンズ

・ グリーン

２ 種

日射熱取得率

ガラスの厚さ・ 構成等については建具表により、 その他ガラス性能等は下記による。

17. ガラス留め材

16. ガラス

18. ガラス溝

19. ガラスブロック積み

20. ガラス用フィ ルム

[5. 13. 2]

[5. 13. 2][表3. 7. 1]

[5. 13. 3]

[5. 13. 5]

[5. 13. 5]

[5. 13. 5]

[5. 13. 5][3. 7. 2]［ 表3. 7. 1]

※Ｆ Ｓ　 　 ・ 　

・ ＨＳ

※2. 0　 　 ・ 2. 5　

ＫＴ

・ 複層ビニル床タイル Ｆ Ｔ

・ ビニル幅木 ※60　 　 ・ 　

　 帯電防止床タイル

・ コンポジショ ンビニル床タイル

・ ホモジニアスビニル床タイル ※4. 0又は4. 5

種　 類

体積抵抗値（ JI S K 6911による）

1. 0109以下、 または、

漏えい抵抗値（ JI S A 1454による）

1. 01010未満

・

6. 　 接　 　 着　 　 剤 木工事に使用する接着剤に含まれる可塑剤は、 難揮発性とする。

壁紙施工用でん粉系接着剤、 ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　 ※規制対象外　 　 　 ・ 第三種

[6. 5. 2]

[6. 14. 2]

使用区分

※合　 板

厚さ（ mm）

※１ ２

・

・

材　 　 料

Ｇ

Ｇ

下張り用床板の材料

畳下床板

下張り用床板及び畳下床板の材料

ホルムアルデヒドの放散量

　 ※規制対象外　 　 　 ・ 第三種

[6. 5. 2]

Ｇ
7. 　 床板張り用合板等

8. 　 合成樹脂塗り床

Ｇ

※塩化ビニル系 ※３ ０ ０ \U+00D7３ ０ ０ ブロックパターンは

JI S T 9251による

視覚障がい者用床タイル

・ 　・ 磁器又はせっ器タイル

厚さ

※2. 0

性　 能

[6. 11. 5]

[6. 5. 2][表6. 5. 10]

・ パーティ クルボード

・ 繊維板（ ＭＤＦ ）

　 材料、 工法

・ ﾌﾛー ﾘﾝｸ゙ ﾎ゙ ﾄーﾞ

・ ﾌﾛー ﾘﾝｸ゙ ﾌ゙ ﾛｯｸ

・ ﾓｻ゙ ｲｸﾊ゚ ｹーｯﾄ

・ 複合1種ﾌﾛー ﾘﾝｸ゙

・  〃 2　 　 〃

・  〃 3　 　 〃

ﾓﾙﾀﾙ埋込み工法

接着工法

・ 　 　 ※15

15

・ ぶな

・ ひのき

※なら
釘留め工法

巾75　 長さ500以上

・ Ａ種

・ Ｂ種

※Ｃ種

品　 名 樹　 種 工　 法 厚さ（ mm） 大きさ寸法（ mm） 種　 別

9. 　 フローリング張り

ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫー ﾑ床下地

下地の種類

　 材　 料

　 材　 料

　 　 防炎性能は、 消防法で定める防炎性能を有し、 登録されたものとする。

　 　 ・ 織じゅうたん

・ ｱｷｽﾐﾝｽﾀー ｶー ﾍ゚ ｯﾄ ・ Ｃ種 ・ カット 、 ループ併用

織り方 種別 パイル形状

・ ｳｨﾙﾄﾝｶー ﾍ゚ ｯﾄ

・ ﾀ゙ ﾌ゙ ﾙﾌｪ ｽーｶー ﾍ゚ ｯﾄ

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ カット パイル

・ ループパイル

　 ・ タフテッドカーペット

・ カット パイル

・ ループパイル

・ レベルルーフパイル

・ カット 、 ループ併用

※5～7　 　 ・ 　

※4～6　 　 ・ 　

※4 　 　 　 ・ 　

・

※全面接着工法 人体帯電圧

　 ※3kＶ以下

　 ・ 　

・ グリッパー工法

パイル形状 パイル長（ mm） 工　 法

　 ・ タイルカーペット

※第一種

・ 第二種

※ループパイル

・ カット パイル

パイル形状種別

「 改修標仕」 表6. 5. 9による床組

畳の種別

※Ｃ種　 　 ・ Ｄ種（ 畳床・ 　 　 　 　 ）

・ Ａ種　 　 ・ Ｂ種　 　 ・ Ｃ種　 　 ・ Ｄ種（ 畳床・ 　 　 　 　 ）

10. 　 畳　 　 敷　 　 き

11. 　 カーペット 敷き

　 　  Ｇ

Ｇ

[6. 9. 2]  [6. 9. 3]

[表6. 9. 2]

[表6. 9. 2]

※単一色（ 無地）

・ 柄物（ 標準色）

　 ・ 　

　 ※3kＶ以下

帯電圧

・

色　 柄

人体帯電圧

・ ｶｯﾄ/ﾙー ﾌ゚ パイル

帯電性

帯電性

人体帯電圧

　 ※3kＶ以下

※６ ． ５

・

※５ ０ ０ \U+00D7５ ０ ０

・ 　

総厚さ(mm)寸法(mm)

[6. 10. 3][表6. 10. 3～表6. 10. 8]

[6. 11. 2]～[6. 11. 7]　  [表6. 11. 1]～[表6. 11. 6]

・ 接着工法

　 　 　 緩衝材裏打

・ 釘留め工法（ 根太張）

・ 釘留め工法（ 直張り）

[6. 12. 2] [表6. 5. 8] [表6. 12. 1]

[表6. 9. 1] [表6. 9. 2]

下地材 ・ 松　 ・ 杉

造作材

板　 材

・ 檜・ 能登ヒバ・ 草槇

・ 　 ・ 　 ・ 　

・ ラワン材

　 防虫処理・ 能登ヒバ　 ・ ラワン無節

・ 松　 ・ 檜　 ・ 杉

[6. 5. 2][表6. 5. 4]代用樹種（ 県産材を除く ） 　 　 ※「 改修標仕」 表6. 5. 4による

3)　 集成材 [表6. 5. 1][6. 5. 2]

品　 名

造作用集成材

※たも　 ・ なら　 ・ しおじ　 ・ 　

見付け材面の品質 樹　 種　 名

化粧ばり造作用集成材

見付け材面の品質

※１ 等　 ・ ２ 等

化粧薄板樹種名 化粧薄板の厚さ(mm)品　 名

・ 塗装加工あり　 ・ 化粧加工なし（ 　 　 等）

・ 天然化木化粧

表面の品質品　 名

※１ 等　 ・ ２ 等

防虫処理

・ する

・ しない

造作用単板積層材

　 　 　 　 　 　 ・ 代用樹種を適用しない箇所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

6)　 県産材使用証明 Ｇ

4)　 防腐・ 防蟻処理　

　 　 防腐・ 防蟻剤は、 クロルピリホス等含まない非有機リン系の表面処理用木材保存剤とし、 種類

　 及び品質等が確認できる資料を監督職員に提出し承諾を受ける。

　 　 防腐・ 防蟻処理の方法

　 　 現場における加工が生じた場合には、 加工した箇所に対し、 現場にて表面処理用木材保存剤を
　 塗布することとする。

5)　 防虫処理 [6. 5. 2]

　 　 　 　 ラワン材を使用する場合は、 「 製材の日本農林規格」 の「 広葉樹製材の規格」 の保存

　 　 　 処理材の規格品とする

[6. 5. 5]

　 　 防腐処理　 　 ・ 薬剤加圧注入　 　 ・ 薬剤塗布（ 適用範囲　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 防蟻処理　 　 ・ 薬剤加圧注入　 　 ・ 薬剤塗布（ 適用範囲　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 木材及び合板等は、 品質や出荷量等を記録した出荷証明書を提出する。

　 　 　 　 また、 設計図書において、 県産材の使用が明記されている場合は、 工事受注者（ 資材の

　 　 　 発注者） は、 合法木材供給事業者の認定を受けた納品者が発行する「 県産材産地及び合法

　 　 　 木材証明書」 及び「 納品書」 （ 合法木材団体認定番号及び産地名が（ 石川県産） と明記さ

　 　 　 れたもの） を監督員に提出するものとする。

　 　 　 スタッド、 ランナーの種類　 　 ・ 50形　 　 ・ 65形　 　 ・ 90形　 　 ・ 100形

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※スタッドの高さによる区分に応じた種類

1)　 形式及び寸法

　 　 その他ﾎ゙ ﾄーﾞ 及び

　 　 合板張り

DR

種　 　 類 JI Sの記号

MDF

厚さ（ mm） 、 規格等

[6. 13. 2][表6. 13. 1]

Ｇ

0. 8FK

NW

HW

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材 [6. 13. 2][表3. 7. 1]

・ 硬質木毛セメント 板

・ 普通木毛セメント 板

・ パーティ クルボード

・ けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

・ ロックウール化粧吸音板

　 （ 軒天井用）

・ ﾐﾃ゙ ｨｱﾑ電子ﾃｨﾌｧｲﾊ゙ ﾎー゙ ﾄーﾞ

Ｇ

Ｇ

Ｇ ・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・

・

再生の木質材又は植物繊維の

質量比割合が50%以上であ

ること。 但し、 体積比20%

以下の接着剤、 混和剤等の質

量は除く ことが出来る。

・ 凹凸タイプ（ ※12　 ・ 15　 ・ 19　 ・ 　 　 ）

※フラット タイプ 9（ （ 個） 不燃）

・ 凹凸タイプ （ ※12 ・ 15） （ （ 個） 不燃）

15.  せっこうﾎ゙ ﾄーﾞ 、

　 ※適用する　 　 ・ 適用しない

[6. 7. 3] [表6. 7. 1]

天井下地材における耐震性を考慮した補強　 　 ・ 行う　 補強箇所　 　 ※　 図示　 ・ 　

補強方法　 　 ※　 図示　 ・ 　

ただし、 建築基準法に基づき指定する条件により、 定まる風圧力に対応した工法を1. 2. 2

［ 施工計画書］ による品質計画で定める。 [6. 6. 4]

2)　 工　 法

　 　 引抜き試験　 　 ・ 適用する　 　 　 　 　 ・ 適用しない

　 　 屋外の場合の試験

荷重 ・ 4 0 0 N

　 　 　 　 箇所数　 ・ 当該階において３ 箇所程度　 　 ・ 図示

[6. 6. 4]

13. 　 軽量鉄骨天井下地 [6. 6. 3]

[6. 6. 4]

14. 　 軽量鉄骨壁下地

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

GB-NC・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード（ 木目）

・ メラミ ン樹脂化粧板

・ 難燃合板 Ｇ

　 　 　 　 　 化粧有（ ト ラバーチン模様）

12. 5（ （ 個） 不燃）

※12. 5（ 不燃） ・ 15. 0（ 不燃）

9. 5

12. 5（ 不燃） 幅440mm程度

模様（ ※柾目　 ・ 板目）  専用下地材付き

JI S K6903による　 厚さ1. 2

・ せっこうボード 12. 5(不燃)GB-R

（ テーパーエッジボード施工箇所は図示）

　 　 　 　 　 化粧無（ 下地張り用）  9. 5(不燃) 

※フラット タイプ（ ※9　 ・ 12　 ・ 　 　 　 ）

タイプ２ （ 無石綿）

1)　 形式及び寸法　 　 ダブル野縁　 ・ 　 　 　 mm

[6. 5. 2]

※平滑仕上げ　 　 ・ 防滑仕上げ　 　 ・ つや消し仕上げ

仕上げの種類種　 　 別

・ 弾性ウレタン塗り床材

・ エポキシ樹脂塗り床材

厚
膜
型 ※薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ（ ※平滑　 ・ 防滑）

・ 樹脂モルタル仕上げ（ ※平滑　 ・ 防滑）

薄
膜
型

・ エポキシ樹脂塗り床材 ※平滑仕上げ

・

(柱等を含む)

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）
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　 　 （ ＣＬ ） 新規塗りの種別　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 　 ※Ｂ種

[7. 5. 2] [表7. 5. 1]5. 　 ｸﾘﾔﾗｯｶー 塗り

下地の種類 下地調整の種別

・ ＲＡ種　 　 　 ※ＲＢ種　 　 　 ・ ＲＣ種

・ ＲＡ種　 　 　 ※ＲＢ種　 　 　 ・ ＲＣ種

　 　 　 下地調整

施　 工16. 　 壁　 紙　 張　 り

17. 　 モルタル塗り

1. 　 材　 　 　 　 　 料

７ 

・ 

塗
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

　 　 屋内の壁・ 天井仕上げ材は、 防火材料とする。

　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※塗替え面積の30％

　 下地調整

・ RA種　 　 ※RB種　 　 ・ RC種

下 地 の 種 類 種　 別 施工箇所

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル及びプラスター面

コンクリート 面等

・ RA種　 　 ※RB種　 　 ・ RC種

・ RA種　 　 ※RB種　 　 ・ RC種

・ RA種　 　 ※RB種　 　 ・ RC種

・ RA種　 　 ※RB種　 　 ・ RC種

・ RA種　 　 ※RB種　 　 ・ RC種

　 既存モルタル下地等のひび割れ部の補修

　 　 ・ 行う（ 補修範囲及び補修方法は図示） 　 　 　 　 　 ※行わない

　 既存塗膜の除去範囲（ 「 改修標仕」 表7. 2. 1～表7. 2. 7のＲＢ種の場合）2. 　 下　 地　 調　 整

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

鉄鋼面

亜鉛めっき面

・ A種　 　 ・ B種　 　 ※C種

・ A種　 　 ・ B種　 　 ※C種

見え隠れ

見え掛り

鋼製建具等

その他

※A種　 　 ・ B種

※A種　 　 ・ B種

・ A種　 　 ※B種

・ A種　 　 ※B種

3. 　 錆止め塗料塗り

新規塗りの種別　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 　 ※Ｂ種

７

・
塗
装
改
修
工
事

　 ※除去工法　 　 ・ 封じ込め工法　 　 ・ 囲い込み工法

[6. 14. 3]

[表7. 2. 4] [表7. 2. 7]

[6. 15. 3]

[7. 2. 1]

[7. 3. 3]　 [表7. 3. 3] [表7. 3. 4]

新規塗りの種別　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 　 ※Ｂ種　 　 ﾍ゚ ｲﾝﾄ塗り（ ＥＰ）

　 　 模様塗料塗り

　 　 （ ＥＰ－Ｔ ）

同一塗料塗り面
下地調整は各表の注意書きに

よる

既存塗膜 下地調整 塗替えの種別

新規塗りの種別塗替えの場合

表の注意書き

※A種　 　 ・ B種
鋼製建具

　 　 塗り（ ＳＯＰ）

木部

鉄鋼面

・ A種　 　 ※B種　 　 ・ C種

・ A種　 　 ※B種　 　 ・ C種

・ A種　 　 ※B種　 　 ・ C種その他

※A種　 　 ・ B種 下地調整は各

による
亜鉛めっき面

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

※A種　 　 ・ B種　 　 ・ C種

・ A種　 　 ※B種

4. 　 合成樹脂調合ﾍ゚ ｲﾝﾄ [7. 4. 3]～[7. 4. 5]　  [表7. 4. 1]～[表7. 4. 3]

８
・
環
境
配
慮
改
修
工
事

　 　 非水分散形塗料

コンクリート 、 下地調整

塗り種別

・ RA種　 　 ※RB種　 　 ・ RC種 「 塗料その他」 の欄による

・ A種　 　 ※B種　 モルタル面等

下地の種類 工程等 塗替えの種別 新規塗りの場合

　 　 （ ＮＡＤ）

[7. 7. 2]　 [表7. 7. 1]6. 　 ｱｸﾘﾙ樹脂系

7. 　 耐候性塗料

塗り（ ＤＰ） 新規塗りの場合

・ 鉄鋼面

工程等 塗替えの種別下地の種類

・ 亜鉛めっき鋼面

塗り種別

塗り種別

下地調整

・ コンクリート 面

板面

押出成形セメント

下地調整

下地調整

塗り種別 ・ Ａ-１種　 ・ Ａ-２種

・ Ｂ-１種　 ・ Ｂ-２種

・ Ｃ-１種　 ・ Ｃ-２種

・ A種　 　  ※B種　 　  

　 　 ｴﾏﾙｼｮﾝﾍ゚ ｲﾝﾄ塗り

　 　 （ ＥＰ－Ｇ）

[表7. 8. 1～3]

新規塗りの場合工程等 塗替えの種別下地の種類

塗り種別

塗り種別

下地調整

下地調整

下地調整

塗り種別

［ 7. 9. 2～5］ [表7. 9. 1～4]

ボード面

・ ｺﾝｸﾘー ﾄ面

ﾓﾙﾀﾙ面、 その他の

・ 木部

・ 鉄鋼面

・ 亜鉛めっき鋼面 下地調整

塗り種別

塗替えの種別　 　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 　 ※Ｂ種　 　 　 　 　 ・ Ｃ種 [7. 10. 2] [表7. 10. 1]

8.  つや有合成樹脂

9.  合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

10.  合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ [7. 11. 2] [表7. 11. 1]

その他の塗料塗り面

・ ＲＢ種

・ ＲＣ種

Ａ種

Ｃ種

・ Ａ種　 　 　 ※Ｂ種

・ Ｃ種

・ ＲＢ種

・ ＲＣ種

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種

11.  ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り 塗替えの種別　 　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 　 ※Ｂ種

12. 木材保護塗料塗り

（ ＷＰ）

　 　 （ ＵＣ）

種別　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 ※Ｂ種　 　 　 ・ Ｃ種　

[7. 12. 2] [表7. 12. 1]

[7. 14. 2] [表7. 14. 1]

せっこうﾎ゙ ﾄーﾞ 及びその他のﾎ゙ ﾄーﾞ 面

モルタル及びプラスター面

　 　 　 既製目地材　 　 ※適用しない　 　 　 　 　 ・ 適用する

せっこうボード面

塗替えの種別　 　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 　 ※Ｂ種

　　　　材料名　　　　　　　　　　厚さ（㎜）　　　　　　　　処理を行う範囲

※ 図 示

1)処理を行う吹付けアスベスト の仕様等

2)処理工法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 9. 1. 1〕

　 ※行う（ 「 改修標仕」 9. 1. 1(d)による）

3)吹付けアスベスト の施工調査　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 9. 1. 1〕

4)分析によるアスベスト 含有調査　 　 ※行わない　 　 ・ 行う（ 調査箇所は図示） 　 　 〔 9. 1. 1〕

処理作業室内

処理作業室内

処理作業中

処理作業後

測定８

測定７

測定４

測定３

測定２

測定点（ 各施工箇所ごと）

測定１
処理作業前

測定場所測定時期測定名称適用

・ 各２ 点

施工区画周辺又は敷地境界（ 隔離シート

撤去前）

以下の位置

出口吹出し風速1m/sec

処理作業室内

セキュリティ ーゾーン入口 ・ 各１ 点

・ 各２ 点

負圧・ 除じん装置の排出口

（ 処理作業室外の場合）

測定５

・ 各１ 点

施工区画周辺又は敷地境界 ・ ４ 方向各１ 点測定６

施工区画周辺又は敷地境界

　 ※

　 ※

　 ※

・ 各２ 点　 ・ 各３ 点　 （ 注１）

・ 各２ 点（ 大気）

・ ４ 方向各１ 点（ 大気）

〔 9. 1. 1〕5)アスベスト 粉じん濃度測定

・ 行う（ 下表による） 　 　 ・ 行わない

　 　 　 測定室（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 注１ ） 各施工箇所ごとの室面積が50m2以下までは2点、 300m2以下までは3点とする。

    　 　 300m2を超えるものは、 監督職員と協議する。

    　 　 アスベスト 粉じん濃度の測定方法は、 「 改修標仕」 表9. 1. 1（ e） による。

　 (a)作業管理者は資格証明書の写しに工事経歴書を添付して監督職員に提出し、 承諾を受ける。

　 (b)作業管理者は作業者に対して事前にアスベスト に関する教育を行い、 十分理解させる。

　 (c)作業管理者は除去工事に使用する負圧・ 除じん装置の管理、 呼吸用の保護具、 作業衣、

　 　 保護衣等の管理を行う。

 6)作業管理者

　 排出業者は資格証明書の写しに工事経歴書を添付して監督職員に提出し、 承諾を受ける。

 7)特別管理産業廃棄物管理責任者

　 (b)負圧除じん装置の設置

　 　 床　 ： 厚さ0. 15m以上、 ２層張り

　　壁その他：厚さ0.08㎜以上

　 　 接合部の重ね長さ： 30cm以上

　 (d)セキュリティ ゾーン

　 　 高性能真空掃除機を設置し、 保護衣、 カバー、 保護手袋等に付着しているアスベスト を

　 　 十分吸引して取り除く こと。

　 　 セキュリティ ゾーン内は、 作業場外にアスベスト が飛散しないよう関係法令等に規定さ

　 　 れた掃除等を行う。

　 　 負圧除じん装置が適切な運転状態となるように、 スモークテスター等による気流の確認や

　 　 U字マノメーターに等による維持確認などを行う。

　 (c)プラスチックシート の仕様

　 (a)除去作業者

　 及びじん肺健康診断に基づく じん肺健康診断（ ３ 年以内に１ 回） を受診した者とし、 診断の

　 　 アスベスト の除去作業者は、 石綿則に基づく 特殊健康診断（ ６ ヶ月以内に１ 回定期に受診）

　 結果、 肺機能に異常がない者とする。

 8)安全衛生管理

　 　 除去作業中に粉じんの発生が多い場合は、 適宜エアレス構造の器具を用いて散水、 ま

　 　 場所へ満水しないよう十分に止水したうえ、 HEPAフィ ルタ等でろかして適切に処理する。

　 　 たは飛散防止剤等を噴霧し、 粉じんの飛散を防止する。 なお、 アスベスト を含んだ排水は他の

 9)アスベスト の除去

 10)除去したアスベスト の処分 [6. 3. 3]

 11)アスベスト の封じ込め工事

　 (1)建築物解体等作業届（ 所管労働基準監督署）

　 (2)特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（ 都道府県知事又は市長）

 12)官公署その他への手続き

　 「 改修標仕」 によるほか、 次の必要な手続きを行う。

粉じん飛散防止処理剤を用いて封じ込め処理を行う。

　 劣化の著しい部分、 下地との接着が不良な部分については「 改修標仕」 9. 1. 2により除去し、

9. 1. 3(b) (c) (d)による。

理、 9. 1. 3(d)検査及び後片付けを適用する。

　 なお、 施工にあたっては、 「 改修標仕」 9. 1. 1(d)施工調査、 施工計画、 (c)安全衛生管

　 封じ込めの工法は施工業者の仕様により、 除去物及び汚染物質の処理等は「 改修標仕」

　　　　材料名　　　　　　　　厚さ（㎜）　　　　　　　　処理を行う範囲

※図示

〔 9. 1. 5〕

1. 　 リサイクル製品の

    使用　 　 　 　 石川県リサイクル認定製品　 　 　 ・ 使用する

　 　 　 　 　 使用箇所　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 製品　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 備考

　 「 石川県リサイクル認定製品」 は、 石川県のホームページを参照する。

2)その他、 リサイクル製品の使用に努めるものとする。

3)建設副産物リサイクル製品を使用した場合、 下記掲示板を設置する。 （ 但し、 工事請負代金が

　 1, 000万円以上のもの）

　 　 看板の寸法は９ ０ ｃ ｍ\U+00D7６ ０ ｃ ｍ程度とする。

この建築工事ではリサイクル製品として

○○○○○○○○、 ○○○○○○○○○

を使用しています。

シンボルマーク

建設副産物リサイクル

Ｒ
石川県土木部営繕課

　 （ 注） 建設副産物シンボルマークのデザインは監督員に確認すること

９ 

・ 

リ 

サ 

イ 

ク 

ル 

製 

品
　

　 　 　 http: //www. pref . i shi kawa. j p/（ 石川県　 環境部　 廃棄物対策課）

・ 

そ 

の 

他
　

１ ０

1） 　 リサイクル製品を使用するものは「 石川県リサイクル認定製品」 を優先的に使用すること。

２ ． アスベスト 含有

　 　 保温材・ 成形板

　 　 の処理等

１ ． アスベスト 含有

　 　   吹き付け材の処理

　   　  ※埋立処分　 　 ・ 中間処理

1)処理を行うアスベスト 含有保温材・ 成形板の仕様等

３ ． その他

〔 9. 1. 1〕 ～〔 9. 1. 5〕

　 上記１ ． ２ ． のほか、 アスベスト 含有建材の処理工事については、 「 改修標仕」 ９ 章１ 節

及び「 解体共仕」 ６ 章に基づき、 適切に行う。

　 (1)建築物解体等作業届（ 所管労働基準監督署）

　 (2)特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（ 都道府県知事又は市長）

2)官公署その他への手続き（ レベル３を除く ）

　 「 改修標仕」 によるほか、 次の必要な手続きを行う。

　 (1)洗眼、 うがいの設備を設ける。

　 (2)更衣設備等を設ける。

3)洗浄設備

　 「 改修標仕」 9. 1. 2( ｆ )による表示・ 掲示を行う。

4)表示・ 掲示

5)除去物及び汚染物の処分等

　 (a)密封処理する場合

　 　 プラスチック袋： 厚さ0. 15m以上

　 (b)固化した物の圧縮強度： 10Kg/cm2以上

　 (c)処分　 　 ※埋立処分（ 安定型） 　 　 ・ 中間処理

・ ＲＡ種　 ※ＲＢ種　 ・ ＲＣ種

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種

「 塗装その他」 の欄による

「 塗装その他」 の欄による

※ＲＢ種　 ・ ＲＣ種 「 塗装その他」 の欄による

※Ａ種　 　 ・ Ｂ種

※Ａ種　 　 ・ Ｂ種

※Ａ種　 　 ・ Ｂ種

・ ＲＡ種　 ※ＲＢ種　 ・ ＲＣ種

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種

「 塗装その他」 の欄による

「 塗装その他」 の欄による

「 塗装その他」 の欄による

※Ａ種　 　 ・ Ｂ種

※ＲＢ種　 ・ ＲＣ種

・ ＲＣ種（ Ｃ種の場合）

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種

・ ＲＣ種（ Ｃ種の場合）

・ Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 ・ Ｃ種 ・ Ａ種　 　 ※Ｂ種

「 塗装その他」 の欄による

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613
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解体工事仕様書(１ )

A-14

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ 建築）

石川県小松市四丁町ヌ1番地3

　 電気設備工事

※表記の図書は工事契約時点の改定版に読み替え適用する。

解体撤去工事

　 １ . 渡り廊下棟の解体

※表記の図書は工事契約時点の改定版に読み替え適用する。

　 ２ . 教室棟の一部庇

[1. 6. 2]

次の各号に掲げる協力をしなければならない。 また、 工期経過後においても同様とする。

　 ばならない。

Ⅰ 工 事 概 要

解 体 工 事 仕 様 書

・ 躯体の解体

・ 内装の解体

とする。

１ 

・ 

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

章 項　 　 　 　 目 特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項

設計図書の他に、 下記の該当事項を適用する。2. 　 適 用 基 準 等

1. 　 適　 用　 範　 囲 この仕様書は解体工事に適用する。

3.  工事実績情報の登録

5. 　 発生材の処理

　 イ） 　 交通安全施設の設置　 　 　 　 　 ・ 設置する

　 ロ） 　 交通整理員の配置　 　 　 　 　 　 ・ 配置する

　 ハ） 　 施工時間帯の制限　 　 　 　 　 　 ※打合せによる　 　 　 　 ・ 　 　 　 時　 ～　 　 時
　 ニ） 　 近隣への安全対策　 　 　 　 　 　 ・ 　 着工前に近隣へ説明すること

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 施工時間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 安全対策

　 　 全対策措置　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 施工方法

　 ホ） 　 鉄道、 ガス、 電気、 電話、 水道等の施設と近接する工事での施工方法、 施工時間、 安

１） 安全対策　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [1. 3. 5]〈 1. 3. 5〉6. 　 施　 工　 条　 件

7. 　 保　 　 　 　 　   険

8. 　 工事写真等の記録

分　 　 　 類 規　 　 　 格 撮　 影　 枚　 数 部　 　 　 数

※カラー

・ 　 　 　

※カラー

・ 　 　 　

・ 　 　 　

※カラー

※サービス版

・ 　 　 　 　 　

・ 　 　 　 　 　

・ 　 　 　 　 　

※サービス版

※サービス版
※解体工程毎２景以上

※　 　 　 　 　 　 景以上

※　 　 　 　 　 　 景以上 ・ 　 　 　 部

※　 　 １部

※　 　 １部

・ 　 　 　 部

※　 　 ２部

着　 工　 前

工　 事　 中

完　 成　 時

区　 　 分

9. 　 工 事 報 告 書

　 着工に先立ち、 地下に埋設されたガス管、 電話ケーブル、 給排水管及び架設物がないか関係10. 　 敷地状況の確認

地（ 白） 　 文字（ 青）工　 事　 名

監理　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

設計　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

90cm

60cm（ ～75cm）

地（ 青） 　 文字（ 白）

13. 　 名 札 の 着 帯

○○建設(株） 社 員 証

18
mm

10
mm

55
mm

10
mm

17
mm

91mm

2mm
13mm 42mm

2mm
30mm

2mm

8m
m

40
mm

7m
m

代表印代表者  □ □ 建 一

平成14年3月1日

△ △ 太 郎
貼　 付

カラー写真

（ 顔写真）

発行日

氏　 名

（ 注意事項）

　①名札として使用する用紙（台紙）は白色、寸法は上図(名刺サイズ、縦5.5cm横9.1cm)の

　 　 とおりとする。

　 　 とする。

　 出することができる。

　 の貢献として評価できる項目に関する事項について、 工事完了時までに所定の様式により提

14. 　 創 意 工 夫 等

らない。

　 工事の進捗度表、 作業員の出面報告、 工事箇所図及び工事現況写真等を記載した工事報告書

を毎月15日及び月末毎に提出する。

名札を着帯すること。 （ 但し、 請負額1, 000万円以上の工事）

　 現場代理人及び主任（ 監理） 技術者は、 工事期間中は次に定める様式例等による顔写真入り

１ ） 工事現場には下記の掲示板を設置する。 （ 記入例） 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 2. 4. 1］ 〈 2. 3. 1〉

２） 写真はｽｸﾗｯﾌ゚ ﾌ゙ ｯｸ(A4版)に順序よく 、 説明事項を記入の上、 所定の部数を提出する。

３） 監督員の指示により手直しを命ぜられた工事は、 手直し前、 中、 後が判断出来る写真を

　 　 撮影し、 報告書に添え提出する。

工期　 自平成　 年　 月　 日～至平成　 年　 月　 日

（ 監修） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施工　 　 解　 体　 （ 業者名を記入する）

給排水　 （ 業者名を記入する）

　 　 　 　 　 電　 気　 （ 業者名を記入する）

３） 業者名が多く なった場合でも縦７５cm以内とする。
４） 工事名は各工事とも共通な名称とし、 文字は角ゴシック体とする。

15　 公共事業労務費

1)調査票等に必要事項を正確に記入し､発注者に提出する等必要な協力をしなければならない｡

2)調査票等を提出した事業所を発注者が､事後に訪問して行う調査･指導の対象になった場合に

　 は、 その実施に協力しなければならない。

3)正確な調査票等の提出が行えるよう労働基準法等に従い､就業規則を作成するとともに賃金台

　 帳を調整･保存する等､日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わなけれ

　 ばならない。

4)対象工事の一部について下請け契約を締結する場合には､当該下請け工事の受注者(当該下請

　 け工事の一部に係る二次以降の下請け人を含む｡)が前号と同様の義務を負う旨を定めなけれ

18　 騒音振動の防止

19　 保険の付与及び

　 事故の補償 により、 雇用者等の雇用形態に応じ、 雇用者等を被保険者とするこれらの保険に加入しなければな

もって適正な補償をしなければならない。

収納書の写しを工事請負契約締結１ヶ月以内及び工事完成時に、 監督員を通じて発注者に提出しな

ければならない。

・ 吹付石綿材等「 特別管理産業廃棄物」 の除去及び最終処理

機関の協力を得て確認し、 報告すると共に事故を未然に防ぐよう留意する。

12. 　 工事現場掲示板

11. 　 隣接建物または

　 　 工作物の調査

低騒音型、 低振動型建設機械を使用する。

（ 低騒音型については、 グリーン購入法「 特定調達品目」 判断の基準等を参照）

　 の提出の有無

　 　 ・ 現場で再利用を図るもの　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 ロ） 　 特別管理産業廃棄物の有無　 　 　 　 　 ・ 有　 　 　 　 　 ・ 無

　 　 ・ 再資源化を図るもの（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ハ） 　 特別管理産業廃棄物の処理方法　 　 　 ※図面　 　 　 　 番　 　 図参照　 　 　 　 ・ 無

　 法に基づく 許可を得た処分場で処分すること。

　 　 また、 処分に際しては産業廃棄物管理票（ マニフェスト ） により適正に処理されていること

　 を確認するとともに、 マニフェスト 一覧表を監督員に提出し、 確認を受けなければならない。

１） 産業廃棄物は「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 に基づく 許可業者により運搬し、 同

３） 発生材のうち、 現場で再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、 下記による。

４） 建設リサイクル法第11条に基づく ｢通知書｣及び同法第18条に基づく ｢再資源化等報告書｣

　 は、 更に当該特記事項に基づいて作成し提出する。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [1. 2. 4]〈 1. 2. 3〉

協力

　 　 調査等に対する

16． 施工体制台帳の

　 　 作成等

17． 排出ガス対策型

　 　 建設機械 　 （ グリーン購入法「 特定調達品目」 判断の基準等を参照）

　 ４） 空気圧縮機

　 ５） ローラ類

　 ６） ホイールクレーン

　 １） バックホー

　 ２） ト ラクターショ ベル

　 ３） 発動発電機

監督員に提出しなければならない。

・ 本工事が「 建設副産物実態調査」 の対象である場合、 工事完了後速やかに調査票を作成し、

20　 電子納品 ・ 行う（ 「 電子納品仕様書」 による。 ） 　 　 　 ・ 行わない

１　 電子納品とは、 出来形管理資料や工事写真等の工事完成図書を電子データで納品

　 するものである。

　 　 ここでいう電子データとは、 下表に示す各種電子納品要領（ 案） 等で定めるフォ

　 　 ーマット に基づいて作成されたものを指す。

名　 　 　 　 称　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 摘　 　 要

　 ２） 最新のウイルスチェックソフト で、 提出物にウイルスが混合していないことを

　 電子納品仕様書

・ 　

・ ガス

・ 電話　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 雨水　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ その他

・ 給水　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 電気　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 排水

を遵守して災害の防止に努める。

　 建設工事公衆災害防止対策要綱（ 建築工事編） 及び建設副産物適正処理推進要綱等関係規定

21． 電気保安技術者

22. 　 公衆災害防止等

23. 　 関連する設備等 関連する設備等については適正に処置を行う。

・ 　 適用する　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 1. 3. 3］ <1. 3. 3>

<3. 2. 1>

24. 　 総合評価時におけ

　 　  る技術提案

　 ヘ） 　 その他の安全対策　 　 　 　 　 　 ・ 施設利用者の安全に配慮した対策をとること　

4. 　 施工の立会い等 請負契約約款第14条第2項に定める監督員等の立会いの上施工する工事は次のものとする。

その他監督員が指示するもの。

[1. 1. 4] <1. 1. 4>

<1. 5. 4>

２） 発生材のうち引渡しを要するものは、 指示された場所に整理のうえ調書を添えて監督員に

　 引き渡す。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 1. 3. 8］ 〈 1. 3. 10〉

　 イ） 　 引渡しを要するもの及び引渡し場所　 ・ 引渡を要するもの　 　 　 ・ 引渡し場所

　 ・ 引渡を要するもの（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ・ 引渡し場所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 確認すること。

　 この工事の受注者が、 近接する区域（ 概ね100ｍ） において、 工期が重複する小松市部発注の25. 　 近接工事の諸経費

　 　  調整 工事を受注している場合には、 全工事との合計額により定まる率によって諸経費を再計算し、 これに

より変更契約（ 減額） する。

　 　 工事施工において、 自ら立案実施した創意工夫や工事特性に関する項目、 または地域社会へ

3. 　 工事種目

4. 　 工事期間

5. 　 別契約関連工事

1. 　 工 事 名

2. 　 工事場所

Ⅱ 工 事 仕 様

　 ４） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　 ３） 労働安全衛生法

　 ２） 建築基準法

　 １） 建設業法

　 ４） ・ 印と※印のある場合は共に適用する。

　 ３） ・ 印のないものは※印のあるものを適用する。

　 ２） 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

　 １） 項目は番号に　 印の付いたものを適用する。

5. 　 特記事項

　 ８） 特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（ フロン回収破壊法）

　 ９） 特定家庭用機器再商品化法（ 家電リサイクル法）

3. 　 解体部と既存部との取合工事の仕様は、 別紙「 建築改修工事仕様書」 による。

　 　 仕様書を適用する。 なお電気設備工事の工事仕様書は（ 　 　 ／　 　 ） 図、 機械設備工事は（ 　 　 ／　 　 ） による。

2. 　 電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は電気設備工事及び機械設備工事は、 それぞれの工事

　 ５） 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（ 建設リサイクル法）

　 ６） 特記事項に記載の（ 　 ． ． ） 内表示番号は「 標仕」 の当該項目・ 図・ 表を示す。

　 ７） 特記事項に記載の［ 　 ． ． ］ 内表示番号は「 改修標仕」 の当該項目・ 図・ 表を示す。

　 10） 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（ グリーン購入法）

　 ６） 建築工事安全施工技術指針（ 建設大臣官房官庁営繕部）

　 ７） 建築物の解体工事における外壁の崩落等による公衆災害防止対策に関するガイドライン（ 国土交通省住宅局長ほか）

4. 　 本工事は、 この仕様書（ 解体工事） に基づく 他、 下記の関連法令等に基づき施工する。 　 　 　 　 　 　 <1. 3. 6><1. 3. 9>

　 ５） 特記事項に記載の〈 　 ． ． 〉 内表示番号は「 解体共仕」 の当該項目を示す。

　 ８） 斜線で消去した章は適用しない。

・ 営繕工事写真撮影要領（ 平成２４年版） （ 国土交通省大臣官房官庁営繕部）

１） 工事記録写真等は、 営繕工事写真撮影要領（ 平成２４年版） （ 国土交通省大臣官房官庁営

　 繕部） により整備し、 下記により提出する。 また本仕様書の「 第1章20電子納品」 を行う場合

※行う　 　 　 　 ・ 行わない

　②顔写真（カラー写真）の寸法は縦4.0cm横3.0cmとし、撮影する部分は胸から上の上半身

　③ケースの寸法は上記①の用紙（台紙）が入る大きさとする。

　 次に掲げる指定建設機械は、 排気ガス対策型とする。

３　 工事着手時には、 事前協議チェックシート を用いて事前協議を行うものとする。

　 工事関係書類の内、 電子データで提出するものは、 事前協議にて決定する。

４　 発注者が行うＣＡＬ Ｓ／ＥＣ電子納品に関する調査について協力を行うものとする。

５　 工事完成図書の提出の際は、 以下の項目を確認するものとする。

　 １） 電子成果物作成支援・ 検査システムによるチェックを行い、 エラーがないことを確認
　 　 すること。

　 営繕工事写真撮影要領（ 平成２４年版）    　    　 　 　 　 　 　 平成２４年　 ４月　 　 　

営繕工事電子納品要領　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平成２４年　 ４月

【 営繕工事編】 （ 平成２４年度版）

官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン　 　 　 　 　 　 　 　 平成２４年　 ４月　 　 　

　 「 石川県建設工事総合評価方式試行要領」 に基づく 「 技術提案」 がある場合は、 提案内容を本

監督員に協議する。

※　 登録する（ 但し工事請負代金額1, 000万円以上の工事。 ）

1. 　 図面及び特記仕様（ 解体工事） に記載されていない事項は、 すべて国土交通大臣官房官庁営繕部制定の「 建築物

　 　 解体工事共通仕様書」 （ 平成２４年版） （ 以下「 解体共仕」 という。 ） により、 解体共仕に記載されていない事項

　 　 は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築改修工事標準仕様書」 （ 平成２５年版） （ 以下「 改修標仕」

　 　 という。 ） 及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築工事標準仕様書」 （ 平成２５年版） （ 以下「 標仕」

　 　 という。 ） による。

　 　 ・ 有（ CREDASデータディ スクを含む） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 無

２） その他の保険　 ・ 賠償責任保険

　 　 　 ※建設工事保険又は組立保険（ 工事対象物を全て解体する工事を除く ）

１） 請負契約約款第４９条に定める火災保険等は、 次のものとする。

２） （ 監修） 内は監修を委託した場合

・ 受注者は、 当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合には、

１） 受注者は、 雇用保険法、 労働者災害補償保険法、 健康保険法及び中小企業退職金共済法の規定

２） 受注者は、 雇用者等の業務に関して生じた負傷、 疾病、 死亡及びその他の事故に対して責任を

３） 受注者は、 建設業退職金共済制度の対象労働者数及び就労予定日数を的確に把握し、 その掛金

27. 　 ダンプト ラック等

　 　  防止

　 　  による過積載等の

26. 　 技能士等

１） 積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、 また積み込ませないこと。

２） さし枠装着車、 不表示車等に土砂等を積み込まず、 また積み込ませないこと。

３） 過積載車両、 さし枠装着車、 不表示車等から土砂等の引き渡しを受けること等、 過積載を助

　 　  長することのないようにすること。

４） 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、 又はさし枠装着車、 不表示車等を土砂等

　 　  運搬に使用している場合は、 早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

５） 建設発生土の処理及び資材の購入に当たって、 下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に

　 　  害することのないようにすること。

７） １から６につき、 元請建設業者は下請建設業者を十分指導すること。

６） 「 土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」 （ 昭和４２年

　 　 ８月２日法律第１３１号。 ） の目的に鑑み、 法第１２条に規定する団体等の設立状況を踏ま

　 　 え、 同団体等への加入者の使用を促進すること。

※技能士

適用工事種別

仮設工事

技能検定作業

・ とび作業

平成16年 4月 1日

平成17年 6月 1日

平成18年 7月 3日

平成19年10月 1日

平成20年 4月 1日

平成21年 4月 1日

平成21年 8月 1日

平成22年 4月 6日

平成23年 4月 1日

平成24年 4月 1日

平成25年 4月 1日改訂

履歴 平成26年 4月 1日

３） 加入期間　 　 　 引渡しまで（ 引渡しを要しない工事の場合は、 工事完了まで） 　

<1. 3. 7><1. 3. 10>

工事において確実に履行し、 受注者は「 技術提案履行状況報告書」 を監督員に提出の上、 履行状況

の確認を受ける。 なお、 受注者の責任以外の理由等により、 変更等の必要が生じた場合は、 事前に

平成27年 4月 1日
　 建設業法第24条の7に該当する施工体制台帳の作成が必要な工事は、 当該台帳を現場に備え

付け､施工体系図を工事関係者及び公衆が見やすい場所に掲げておく こと。
平成28年 4月 1日

　 １部納品する。 なお、 工事写真については、 カラープリンターで出力したものでよい。

２　 工事関係書類の最終成果品を、 従来の紙での納品と別にＣＤ－Ｒ 又はＤＶＤ－Ｒで

６　 電子納品の媒体は、 ＣＤ－Ｒ 又はＤＶＤ－Ｒを利用することとする。

基準・ 要領類のダウンロード　 http: //www. ml i t. go. j p/gobui l d/gobui l d_cal s_si ryou24. html

　 　 　 入手先　 http: //www. ml i t. go. j p/gobui l d/gobui l d_cal s_sysv3. html

４

４

※「 工期が重複する」 とは、 開札日が、 近接する工事の完成届を受理した日以前の場合を言う。

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）

209319

2423

2462



解体工事仕様書(２ )

A-15

※アスベスト が含有されている可能性のある

　 調査の結果、 基準値を超えたアスベスト を

　 含有している建材がある場合には監督員に報告し

　 除去方法及びその費用について協議する。

　 建材について事前調査を実施する。

４ 

・ 

建
　
設
　
廃
　
棄
　
物
　
の
　
処
　
理

　 ※できる　 　 　 　 　 　 　 　 ・ できない

　 　 ・ 枠組本足場

　 順等を明示した施工計画書を提出し監督員の承諾を得ること。

３） 解体工事に先立ち工事現場及び周辺状況を調査し、 工事中の安全対策、 解体工法、 解体手

２） 解体にあたっては低騒音低振動型、 排出ガス対策型の解体機材を使用する。

１） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び建設工事に係る資材の再資源化に関する法律等関1. 　 一　 般　 事　 項

〈 1. 2. 2〉

　 ロ） 　 強度試験の実施　 　 　 　 　 　 ・ 試しはつり　 　 ・ コア抜き

　 ニ） 　 設備機器等（ 設備機器、 配線、 配管等）

  イ） 　 構造体（ 種類、 規模、 形状、 主要部材断面等）

・ 基礎　 　 　 　 　 　 　 　 ：

・ ピット 内等地下埋設物：

3. 　 解　 体　 範　 囲

解体工事の手順は次による。5. 　 解　 体　 手　 順

4. 　 解　 体　 工　 法 １） 解体工法の選定

　 係法令を遵守する。

７． 廃棄物の処理

６． 基礎及び基礎杭の取壊し

４． 屋根葺き材の取外し

　 　 家具等の取外し

　 　 床・ 壁・ 天井仕上材（ 断熱・ 保温材は分離） 、 間仕切、 内装下地材、 建具、 ガラス、 造作

３． 内装材その他の建築物の部分の取外し

　 　 （ 配管類保温材は、 配管・ ダクト 等により分離する）

　 　 照明器具、 暖房機、 ボイラー、 ポンプ、 高架水槽、 キュービクル、 エレベーター等

２． 建築設備機器の取外し

１． 吹付け石綿の除去

８． 埋戻し及び整地

6. 　 有 価 物 の 処 理 鉄類、 銅類、 アルミ ニウム類の売却

３） 材料、 撤去材の運搬方法

　 　 　 種別　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ※きゃたつ

２） 内部足場

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ネット 　 　 　 ・ シート

　 （ ４） 防護ネット 、 シート 　 　 ・ 要　 　 　 　 　 ・ 不要

　 （ ３） 建枠・ 布枠

　 　 　 　 　 ・  1, 200枠　 　 　   　 　 500布枠２枚

　 　 　 　 　 　 　 建　 枠　 　 　 　 　 　 　 布　 枠

6. 　 足場その他

　 （ ２） 枠組本足場の種類

１） 外部足場

　 　 　 　 ※枠組本足場（ 手すり先行足場）

　 　 ・ Ａ種　 　 　 　 ※Ｂ種　 　 　 　 ・ Ｃ種　 　 　 　 ・ Ｄ種　 　 　 ・ Ｅ種

［ 2. 2. 1］ 　

［ 表2. 2. 1］

［ 2. 2. 1］

［ 2. 2. 1］

8. 　 監 督 員 事 務 所

（ 表2. 4. 1）

・ １号

10程度

・ ２号

20程度

・ ３号

35程度

・ ４号

65程度

・ ５号

100程度

種　 別

面　 積

　 監督職員事務所に設ける備品等

　 　 ※保護帽　 　 ※安全帯　 　 ※長靴　 　 ※合羽　 　 ※机　 　 ※椅子　 　 ※懐中電灯

　 　 ※原図大及びＡ３縮小の設計図面製本各々 ２部　 　 ・ 書棚　 　 ・ 黒板

　 　 ・ 寒暖計　 　 ・ 　

　 ※設ける　 　 　 　 ・ 既存建物の一部を使用　 　 　 　 　 ・ 設けない

　 監督員事務所の規模（ ｍ2）

［ 表2. 2. 2］

 [2. 4. 1]

〈 1. 1. 13〉 <1. 3. 6>〈 1. 3. 9〉

・ 杭　 　 　 ： ・ 引抜き工法（ 　 　 　 　 　 　 　 ） ・ 破砕による解体（ 　 　 　 　 　 　 　 ） 〈 3. 8. 2〉

<3. 10. 1>

<3. 1. 2>

<3. 3. 1>

５． 外装材及び構造躯体の取壊し

・ 既設庇一部撤去

　 安心感のある足場に関する基準｣に適合する手すり、 中さん及び幅木の機能を有する足場とし、
　 0424001号平成21年4月24日)の｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣により、 ｢働きやすい

　 　 足場を設ける足場は、 ｢｢手すり先行工法に関するガイドライン｣について｣(厚生労働省基発第

　 の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

　 足場の組立て、 解体又は変更の作業は、 ｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準｣

　 　 ・ 　

2. 　 施　 工　 調　 査

　 ・ 部材解体　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　 ・ 転倒解体　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　 ・ 破砕解体（ 大型ブレーカ使用） ：

　 ※破砕解体（ 圧搾機使用） 　 　 　 ：

　 （ １） 種別　 ※Ａ種　 　 ・ Ｂ種　 　 ・ Ｃ種　 　 ・ Ｄ種　 　 ・ Ｅ種

5. 　 指 定 仮 設 等 １） 工事現場の状況に応じて、 次の指定仮設を設置し、 安全対策を講じるものとする。

　 イ） 　 仮囲い　 　 　 ・ 市街地　 ※鋼板製　 　 ・ 高さ３ｍ　 　 延長　 ｍ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 一般地　 ・ 鋼板製　 ・ 亜鉛波形鉄板製　 ・ 防音シート

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 高さ　 ｍ　 延長　 ｍ

　 ロ） 　 仮設通路　 　 ・ 鋼板敷き　 　 ・ 幅　 ｍ　 延長　 ｍ

　 ハ） 　 出入口　 　 　 ・ パネルゲート

　 ニ） 　 その他　 　 　 ・ 　

４） 　 解体作業中に発生する粉塵は、 散水等の方法で拡散を防止すること。

　 ロ） 　 一般地　 　 ・ 防音シート 　 　 ・ 　

　 イ） 　 市街地　 　 ※防音パネル　 　 ・ 防音シート

　 対策を講じること。

　 　 周辺環境及び第三者に対する配慮並びに飛散、 倒壊等による事故・ 災害の防止策等の安全

２） 安全対策

  立て、 監督員の承諾を得ること。

　 　 工事に先立ち事前調査を行い、 その結果に基づき、 総合仮設及び安全に対する施工計画を

１） 総合仮設計画4. 　 仮　 設　 計　 画

2. 　 工 事 用 電 力 構内既存の施設　 　 　 　 ・ 利用できる（ ※有償　 ・ 無償） 　 ※利用できない

1. 　 工　 事　 用　 水 構内既存の施設　 　 　 　 ・ 利用できる（ ※有償　 ・ 無償） 　 ※利用できない

に復する。

3. 　 工 事 用 道 路

２ 

・ 

仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

　 工事用道路（ 敷地内外） は良好なる維持管理を行い、 使用後は施工者において速やかに原形

３） 解体作業中の騒音対策　 （ 設置範囲及び高さ等は図示による）

<1. 2. 2>

<1. 3. 6><1. 3. 7><1. 3. 8>

<2. 2. 1>

<2. 2. 2>

３ 

・ 

解
　
　
体
　
　
施
　
　
工

１） 事前調査を実施　 　 　 ※する　 　 　 　 <1. 4. 1><3. 1. 3><4. 1. 3><5. 1. 3><6. 1. 2><7. 1. 3>

　 ハ） 　 仕上げ材等（ 特別管理産業廃棄物、 発泡ウレタン等） 　 　 　 　

種別　 　 ※Ａ種　 　 ・ Ｂ種　 　 ・ Ｃ種　 　 ・ Ｄ種

※埋戻し、 盛土に当たっては、 各層３０cm程度毎に締め固めること。

7.  　 整　 　 　 　 地 （ 3. 2. 3） （ 表3. 2. 1） <3. 12. 1>

1.  再資源化等

・ コンクリート

・ コンクリート 及び鉄

　 から成る建設資材

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘー ﾄ

・ 木材

・ 金属類

・ 小型二次電池

　 建設廃棄物の種類 　 所　 在　 地　 中間処理施設又は

　 再資源化施設の名称等

<4. 4. 1(b)>

（ 注） 施設の名称等については、 受注者が別に選定することを妨げるものではない。

　 建設廃棄物の種類

<4. 4. 1(c)>

再資源化 再資源化施設の名称等 　 所　 在　 地

・ する

・ しない

・ 蛍光ランプ、

　 ＨＩ Ｄランプ

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

　 継手

・ ガラス

（ 注） 施設の名称等については、 受注者が別に選定することを妨げるものではない。

・ する

・ しない

・ する

・ しない

　 種　 類 利用する場所（ 箇所） 等

　 所　 在　 地

2.  最終処分

　 　 種　 　 　 類 受入施設の名称等

・ アスベスト 含有

　 成型板等

（ 注） 施設の名称等については、 受注者が別に選定することを妨げるものではない。

　 所　 在　 地　 　 種　 　 　 類 受入施設の名称等

・ アスベスト 含有

（ 注） 施設の名称等については、 受注者が別に選定することを妨げるものではない。

　 吹き付け材等

　 所　 在　 地　 　 種　 　 　 類 受入施設の名称等

（ 注） 施設の名称等については、 受注者が別に選定することを妨げるものではない。

3.  処分に注意を要する

　  建設廃棄物

・ ＣＣＡ処理木材

・ ヒ素･カドミ ウム含有
　 せっこうボード

・ せっこうボード

　 （ 有害物質非含有）

1.  廃石綿等 　 　 ｢改修標仕｣9章第1節及び｢解体共仕｣6章によるほか､下記「 ６・ アスベスト 含有建材の

　 除去及び処理」 による。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 <5. 4. 2>

　 　 ＰＣＢ含有物の旨、 保管年月日をペンキで記入した堅固な容器に密封し、 保管台帳を添え

　 て県に提出する。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  〈 5. 4. 3〉

2.  廃ＰＣＢ等

3.  ＰＣＢ含有ｼー ﾘﾝｸ゙ 材 　 　 分析調査　 　 ※しない　 　 ・ する

・ 安定型

・ 管理型、 遮断型

　 現場利用する再資源化された建設廃棄物

<4. 5. 1>

<4. 4. 4>

<4. 4. 4>

<4. 4. 1( f )>

５

・
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別
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理
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業
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1. 　 アスベスト 含有吹

    き付け材の処理 　 　 　 　 材料名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ（ mm） 　 　 　 　 　 　 　 　 処理を行う範囲

※ 図 示

１） 処理を行う吹付けアスベスト の仕様等

　 ※除去工法　 　 ・ 封じ込め工法　 　 ・ 囲い込み工法

２） 処理工法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 9. 1. 1〕 <6. 3. 2>

　 ※行う（ 「 解体共仕」 6. 1. 2による）

３） 吹付けアスベスト の施工調査　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   〔 9. 1. 1〕 <6. 1. 3>

・ 行う（ 下表による）

　 　 　 測定室（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行わない

〔 9. 1. 1〕 <6. 1. 4>５） アスベスト 粉じん濃度測定

測定１

測定３

測定４

測定２

測定名称 測定時期適用 測定場所

処理作業後測定７

測定８

測定６

処理作業中

処理作業前

処理作業室内

処理作業室内

測定点（ 各施工箇所ごと）

処理作業室内 ・ 各２点　 ・ 各３点

施工区画周辺又は敷地境界 ・ 各２点

・ 各２点

負圧・ 除じん装置の排出口

（ 処理作業室外の場合）

セキュリティ ーゾーン入口

出口吹出し風速1m/sec

以下の位置

・ 各１点

・ 各１点

測定５

施工区画周辺又は敷地境界 ・ ４方向各１点

・ 各２点

（ 隔離シート

　 撤去前）

施工区画周辺又は敷地境界

　 ※

　 ※

　 ※

・ ４方向各１点

（ 注） 1. 　 各施工箇所ごとの室面積が50m2以下までは2点、 300m2以下までは3点とする。

300m2を超えるものは、 監督職員と協議する。

　 アスベスト 粉じん濃度の測定方法は、 「 解体共仕」 表6. 1. 3による。

　 　 保護衣等の管理を行う。

　 (c)作業管理者は除去工事に使用する負圧・ 除じん装置の管理、 呼吸用の保護具、 作業衣、

　 (b)作業管理者は作業者に対して事前にアスベスト に関する教育を行い、 十分理解させる。

　 (a)作業管理者は資格証明書の写しに工事経歴書を添付して監督職員に提出し、 承諾を受ける。

６） 作業管理者

　 排出業者は資格証明書の写しに工事経歴書を添付して監督職員に提出し、 承諾を受ける。

７） 特別管理産業廃棄物管理責任者

　 　 U字マノメーターに等による維持確認などを行う。

　 　 負圧除じん装置が適切な運転状態となるように、 スモークテスター等による気流の確認や

　 (b)負圧除じん装置の設置

　 (a)除去作業者 <6. 2. 3>

　 　 ｱｽﾍ゙ ｽﾄの除去作業者は､6ヶ月以内にｱｽﾍ゙ ｽﾄについての特殊健康診断(特定科学物質)を

　 受診した者とし、 異常がない者とする。

８） 安全衛生管理

　 　 接合部の重ね長さ： 30cm以上

　　壁その他：厚さ0.08㎜以上

　 　 床　 ： 厚さ0. 15m以上、 ２層張り

　 (c)プラスッチクシート の仕様

　 　 れた掃除等を行う。

　 　 セキュリティ ゾーン内は、 作業場外にアスベスト が飛散しないよう関係法令等に規定さ

　 　 十分吸引して取り除く こと。

　 　 高性能真空掃除機を設置し、 保護衣、 カバー、 保護手袋等に付着しているアスベスト を

　 (d)セキュリティ ゾーン

　 　 場所へ満水しないよう十分に止水したうえ、 HEPAフィ ルタ等でろかして適切に処理する。

　 　 飛散防止剤等を噴霧し、 粉じんの飛散を防止する。 なお、 アスベスト を含んだ排水は他の

　 　 除去作業中に粉じんの発生が多い場合は、 適宜エアレス構造の器具を用いて散水、 または

９） アスベスト の除去

10） 除去したアスベスト の処分　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [6. 3. 3]

　 　 　 ※埋立処分　 　 ・ 中間処理

11） アスベスト の封じ込め工事

　 　 　 劣化の著しい部分､下地との接着が不良な部分については「 解体共仕」 ６ 章３節により除去し､

　 　 粉じん飛散防止処理剤を用いて封じ込め処理を行う。

　 　 　 封じ込めの工法は施工業者の仕様により、 除去物及び汚染物質の処理等は「 解体共仕」 6. 3. 2

　 　 ～6. 3. 4による。

　 　 　 なお、 施工にあたっては、 「 解体共仕」 6. 1. 2 施工調査、 施工計画、 1. 3. 6、 1. 3. 9 安全衛生

 12)官公署その他への手続き

　 (1)建築物解体等作業届（ 所管労働基準監督署）

　 (2)特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（ 都道府県知事又は市長）

　 「 解体共仕」 1. 1. 3によるほか、 次の必要な手続きを行う。

　 (2)特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（ 都道府県知事又は市長）

　 (1)建築物解体等作業届（ 所管労働基準監督署）

※ 図 示

　 　 　 　     材料名　 　 　 　 　 　 　 　      厚さ（ ㎜） 　 　 　 　 　 　 　   　 処理を行う範囲

2． アスベスト 含有保温

 　 材・ 成型板の処理等

１） 処理を行うアスベスト 含有保温材・ 成形板の仕様等

２） 官公署その他への手続き（ レベル３を除く ）

　 (2)更衣設備等を設ける。

　 (1)洗眼、 うがいの設備を設ける。

３） 洗浄設備

　 「 解体共仕」 6. 2. 5による表示・ 掲示を行う。

４） 表示・ 掲示

５） 除去物及び汚染物の処分等

　 (a)密封処理する場合

　 　 プラスチック袋： 厚さ0. 15m以上

　 (b)固化した物の圧縮強度： 10Kg/cm2以上

　 (c)処分　 　 ※埋立処分（ 安定型） 　 　 ・ 中間処理

　 イ） 　 「 特定家庭用機器廃棄物管理票」 の写しを提出

２） 家庭用のエアコン等で「 家電リサイクル法」 の対象となっている機器

　 ハ） 　 フロン類の破壊　 　 　 　 ・ する　 　 ※しない

　 ロ） 　 「 フロン類回収証明書」 を提出

　 イ） 　 「 第一種フロン類回収業者登録通知書」 の写しを提出

１） 業務用冷凍空調機器等（ エアコンディ ショ ナー、 冷蔵機器、 冷凍機器等） で「 フロン回収

フロン類を使用している機器の処理は下記による。

3． その他 　 　 上記１． ２． のほか、 アスベスト 含有建材の処理工事については、 「 改修標仕」 ９章１節

　 及び「 解体共仕」 ６章に基づき、 適切に行う。

７
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1.  フロン類の処理

　 破壊法」 の対象となっている機器　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈 7. 3. 1〉 〈 7. 3. 2〉

４） 分析によるアスベスト 含有調査　 ※行わない　 ・ 行う（ 調査箇所は図示） 〔 9. 1. 1〕 <6. 1. 3>

　 　 管理、 6. 3. 4確認及び後片付けを適用する。

　 「 解体共仕」 1. 1. 3によるほか、 次の必要な手続きを行う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 　

　 　 　 　 　 ・ 　 600枠　 　 　 　   　 500布枠１枚

　 　 　 　 　 ・ 　 900枠　 　 　 　   　 ※500＋240布枠

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）2423
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　塩ビシート防水（絶縁工法）のディスク板の施工方法は、下図のとおりとする。合成高分子系

ルーフィングシ

ート防水
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0
0

6
00

3
0
0

300 600600600

　専用ディスク板のピッチは縦横

　ただし、メーカー仕様又はその

600㎜以内とし、周辺部は300㎜以

内を標準とする。

他の理由によりこれによりがたい

場合はこの限りでない。

12

特　　　記　　　事　　　項項　　　目

１）　次の特記事項に該当する事項は、下記の事項に読み替えるものとする。ただし、該当する事項がない場合は、

　　追加事項として扱うものとする。

工 事 仕 様 書 （ 別 紙 ）

１ 適用基準等 １）環境法令等を遵守し、環境負荷の低減に努めること。

　より提出することができる。

　域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式に

　ればならない。

　　また、その内容のヒアリングを所管課長から求められたときは、請負者はこれに応じなけれ

　ばならない。

　計画書の提出に際してその内容のヒアリングを所管課長から求められたときは、これに応じな

　ければならない。

　建設業法（昭和24年法律第100号）第24条の7に規定する施工体制台帳を所管課長に提出しなけ

３）低入札価格調査制度を適用した場合

 2. 調査基準価格を下回る価格で落札した場合においては、請負者は、共通仕様書に基づく施工

 1. 調査基準価格を下回る価格で落札した場合においては、請負者は、所管課長の求めに応じて、

２）請負者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、または地

現場代理人及び監理技術者（主任技術者）の専任を要しない期間

　・請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入または

　　仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への

　　専任を要しない。また、現場代理人においても工事現場への常駐を要しない。尚、現場施工に

　　着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打ち合わせにおいて定める。

　　技術者の工事現場への専任を要しない。また、現場代理人においても工事現場への常駐を要し

　　ない。　尚、工事完成後とは、発注者が工事完成届を受理した日とする。

監理技術者（主

任技術者）の専

任を要しない期

間等

２

建 築 材 料 等３

　１．土木・建築資材等調達する工事材料は、小松市産とすること。

　　（小松市産建築資材有効活用制度実施要領に基づく小松市産建築資材を含む）

　２．建設機械を使用する場合は、小松市内に工場等を有する企業が製造する建設機械を使用す

　の使用について次のとおり努めること。

　　　ること。

　３．工事着手前に使用材料確認願又は施工計画書を提出し、工事完了後は使用結果の実施状況

　・工事完成後、事務手続き、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理

現場代理人及び ＜通常工事の場合＞

１）小松市が発注する公共工事においては、地域経済の活性化に配慮し、工事材料及び建設機械

２）小松市が発注する公共工事においては、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法

　律（平成１２年法律第１００号。略称「グリーン購入法」という。）」及び下記の要綱等の趣

　旨を踏まえ、工事全体の環境負荷の少ない製品・材料等の利用促進に努めること。

　１．対象製品等

　　・石川県エコ・リサイクル製品利用推進要綱における「石川県リサイクル認定製品」

　　・石川県内の公共建築物・公共土木工事等における木材利用方針における県産材

　２．手続き等

　　　工事の着手前に使用材料確認願を提出し、工事完了後は使用材料等の結果報告を行うこと。

　　　報告を行うこと。

　監督員の検査を受けて使用すべき工事材料は次のものとする。

　　・配分電盤

　　・その他、監督員が指定したもの

　　　グラスウール吸音材、吸音用穴あき石膏ボード、吸音用軟質繊維板、石膏ボード、合板、

　　・空調機器　　・送風機、排風機　　・ダクト類（保温材等も含む）　　・ボイラー

　　・防音工事用建具　・防音工事用内装材（ロックウール吸音材、ロックウール化粧吸音材、

　　　穿孔合板、紙布裏地植毛品、壁クロス等）

　　※杭　　・打ち放し型枠　　・防水材料　　・木材（構造材、造作材のみ）

　　・し尿浄化槽

３）小松市建設工事標準請負契約約款（以下「請負契約約款」という。）第13条第２項に定める

　　ａ. 有効画素数については２００万画素以上とする。

　　　　（必要な文字、数値等の内容の判読ができる機能、精度を確保できること）

　　ｂ. 記録形式についてはＪＰＥＧとする。

　　ｃ. プリンターはフルカラー３００ｄｐｉ以上とする。

　　　から工事施工中の情報を鮮明に記録すること。

　２. 画像を電気信号からデジタル信号化して内蔵するハードディスク等に記録するデジタルカメラ

　３. 銀塩カメラとデジタルカメラとの混合はやむを得ない場合を除き認めない。

　　ａ. 工事写真は工事完成後見ることができない箇所の出来形確認等の資料となるものであること

　その他市担当者(監督員)が指示する各種関係書類を提出すること。

４）上記の建築材料等を使用する場合は、施工前に市担当者(監督員)へ主要材料納入業者選任届

工事写真等の記

録

４ 工事写真に使用するカメラは、下記のとおりとする。

　１. 画像をフィルムに記録する銀塩カメラ

　　但し、杭以外のＪＩＳ規格品は除く。

工事現場の掲示

板

工事現場には、下記掲示板を設置する。　（記入例）

　　　　　　電　気　（業者名を記入する）

　　　　　　機　械　（業者名を記入する）

　事業主体　小　　松　　市

2/
7
Ａ

Ａ

　・第１号　1200×2400　　特に目玉となる大規模な工事

　・第２号　 900×1800　　一般的な工事（学校など）

　・第３号　 600×1200　　一般的な工事（学供など）

　・第４号　 450× 900　　学供など小規模な工事で特に敷地が狭い場合

　・特符号　1800×3600　　宅地造成など特に大規模な工事

　設計監理　建　築　（事務所名を記入する）

　　　　　　設　備　（事務所名を記入する）

　施　　工　建　築　（業者名を記入する）

工事名は、各工事とも共通な名称とし、各文字は、丸ゴシック体とする。

基本計画

監 修

実施設計

工事監理

（ 工 事 名 ）

５

　監　　修　小松市都市創造部建築住宅課

地色　2.5Y8/2

文字　2.5G3/5

地色　2.5G4/5

文字　N9.0（白）

小 松 市 産 建

築 資 材
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1

製品名 用途 考察No.

2

3

4

5

製造・販売企業

録された下表によるものとし、所要の品質及び性能を有するものとする。

　「小松市産建築資材有効活用制度実施要領」に基づき登録されている小松市産建築資材の一覧

製造販売企業：石材荒谷商店

製造企業：小松協栄瓦　企業組合

製造販売企業：小松協栄瓦　企業組合

製造販売企業：島内畳工業

屋根葺材粘土瓦(小松瓦)

破砕瓦 簡易舗装材等

内外装材等日華(観音下)石

内外装材等大杉の里石

滝ヶ原石 内外装材等

製造販売企業：宮石材

7

製造企業：北出ジャガード織物

製造販売企業：ポースリンヤワタ

製造販売企業：西田昇竜堂

製造販売企業：西　長峰堂

製造販売企業：かが森林組合

製造販売企業：南加賀木材協同組合一般建築用木材

内装材カーテン

畳(小松産畳表)6 内装材

構造材､下地材､

造作材等

11

12

10

13

14

高性能屋上緑化

屋上緑化材システム

可動間仕切等 間仕切壁等

間仕切壁等
移動パーテー

ション等

マシンルームレス

エレベーター他
昇降機

内装材及び

漆塗り造作材

建築用上生漆

九谷焼陶板
室名札等

陶壁､館名板､
9

8

　設計図書に定める小松市産建築資材は、「小松市産建築資材有効活用制度実施要領」に基づき登

販売企業：小松製瓦（株）

製造販売企業：（有）北陸調製土

製造販売企業：観音下石材（有）

販売企業：（株）サンゲツ他

製造販売企業：（株）陶朱洞

製造販売企業：（株）トーケン

製造企業：小松ウォール工業（株）

販売企業：小松ウォールアイティ（株）

製造企業：コマニー（株）

販売企業：コマニー（株）金沢営業所

製造企業：クマリフト（株）

販売企業：（株）クマリフトコーポレーション

製造販売企業：（有）沢幸漆店

販売企業：たたみのかおり

製造企業：宮本隆史

注記

２）上記の小松市産建築資材が設計図書で指定された場合は、その指定材料を原則使用すること。

３）上記の小松市産建築資材が設計図書で指定されていない場合は、使用材料が設計図書に定め

５）上記の小松市産建築資材を使用した場合は、施工後に小松市産建築資材の使用実績として、

１）上記の小松市産建築資材以外の小松市産建築資材についても積極的に使用すること。

　選任届、施工計画書、下請負人通知書、その他市担当者(監督員)が指示する各種関係書類を提

　出すること。

　市担当者(監督員)へ出荷証明書、納品書、小松市産建築資材使用実績表、その他市担当者(監督

　員)が指示する各種関係書類を提出すること。

６）上記１）～５）によりがたい場合は市担当者(監督員)と協議することができる。

７）上記３）により小松市産建築資材を使用した場合は、工事完成時に創意工夫として所定の書

　式で市担当者(監督員)へ提出することができる。

　る材料と同等以上の品質及び性能を有するものとして適合するものであれば、地域特性に配慮

　し小松産建築資材を設計図書に定める材料に代えて使用することができる。

超保水性・透水性

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

(グリーンビズｇ)

(グリーンビズＧ)

舗装材等 販売企業：（株）トーケン

製造企業：小松精練（株）

15

４）上記の小松市産建築資材を使用する場合は、施工前に市担当者(監督員)へ主要材料納入業者

策

室内空気汚染対 １）測定対象室数は、居室数の２割を標準とする。

　学校の教室等で仕上げが同じ室が多数ある場合は、代表する１室を測定対象室とする。

　　ただし、公営住宅の場合は建設戸数の１割以上、各住戸２室以上で測定する。

２）測定箇所数

１

Ａ≦200室の床面積　Ａ（㎡） 200＜Ａ≦500

２ ３

500＜Ａ

　現場代理人及び主任（監理）技術者は、工事期間中は次に定める様式例等による顔写真入り名札

　　とおりとする。

　①名札として使用する用紙（台紙）は白色、寸法は上図（名刺サイズ、縦5.5cm×横9.1cm）の

（注意事項）

氏　名

発行日

（顔写真）

カラー写真

貼　付
△ △ 太 郎

○○建設（株）社 員 証

代表者  □ □ 建 一 代表印

5
5
m
m

1
7
m
m

1
0
m
m

10
m
m

1
8
m
m

13mm 42mm 30mm
2mm

91mm

2mm 2mm

4
0m
m

7
m
m

8
mm

を着帯すること。

　③ケースの寸法は上記①の用紙（台紙）が入る大きさとする。

　④工事名が長い場合、簡略化してもよいものとする。

　⑤現場代理人及び主任（監理）技術者が変更となった場合は、直ちに作成すること。

　⑥名札の有効期限は、発行日より２年間とする。

　②顔写真（カラー写真）の寸法は縦4.0cm×横3.0cm、また撮影する部分は胸から上の上半身と

　　する。

名 札 の 着 帯

平成　年　月　日

　は問わない）の施設とする。

竣工後の検査等

２）点検の時期は、原則として工事引渡後、概ね１年とする。

定礎の設置等は、下記による。

（イ）設置　　　　　　・設置する　　　　　・設置しない

　　　　　　　　　　　　文字は彫り込みとする。

（ロ）材料、大きさ　　・影石水磨き仕上げ（W４５０×H３００×D３０程度）

竣工図の装丁 竣工図の装丁は、下記による。

（イ）背表紙に装丁テープ無しとする。

（ロ）製本記載例

平成　年度

竣 工 図

施　　工

設計監理　（建築・設備事務所共に記入する）

　　建築　　（業者名を記入する）

　　電気　　（業者名を記入する）

　　給排水　（業者名を記入する）

　　空調　　（業者名を記入する）

　　合併処理（業者名を記入する）

　　昇降機　（業者名を記入する）

工期　着工　　平成　年　月　日

　　　完成　　平成　年　月　日

（

工

事

名

）

（背表紙）（表紙）

（ 工 事 名 ）

平
成
　
年
度

監督職員事務所に設ける備品等

　※洗面設備　　※原図大及びＡ３縮小の設計図面製本各２部　　※黒板　　※ロッカー

　※軍手　　※懐中電灯　　・書棚　　・寒暖計　　・　

　※机　　※椅子　　※検査用具　　※安全帯　　※保護帽　　　※長靴　　※合羽

監督職員事務所

７

６

監　　修　　小松市都市創造部建築住宅課

１）点検の対象施設は、関連工事の全体工事設計額の合計が１億５千万円以上（発注の分離形態

定礎

８

９

10

11

ポンス １）この工事はワンデーレスポンス試行工事である。

　　「ワンデーレスポンス」とは、

　　　①工事発注に先立ち、事前に想定される手持ちとなる要因を確認すること。

　　　②受注者との綿密な打合せと情報共有

　　　③受注者からの協議等に対してその日のうちに「速やかに」回答。対外協議、検討が必要

　　　　な場合においても回答予定日をその日のうちに回答。

　　以上により現場の手待ちを減少し、効率的な現場施工を実施する取組である。

２）受注者は、計画工程表の提出にあたり、工程上支障となる事項等を監督員と共に確認するも

　　のとする。また、施工段階においては前もって問題点の抽出に努め、事前に計画を立て早め

　　の協議を行うものとする。

３）受注者は、工事施工中に発生する様々な問題について、受注者の意見・資料を付して速やか

　　に監督員へ報告するものとする。また、併せて回答希望日を報告するものとする。

・行う　　　・行わない14 ワンデーレス

15 契約後ＶＥ工事 １）定義

　「ＶＥ提案」とは、小松市建設工事標準請負契約約款（以下「約款」という。）第 19 条の２

２）ＶＥ提案の意義及び範囲 

　　材料及び施工方法等に係る変更により請負代金額の低減を伴うものとし、原則として、工事 

（１）受注者（申請者）がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書に定められている内容のうち、工事

　　目的物の変更を伴わないものとする。

（２）以下の提案は、ＶＥ提案の範囲に含めないものとする。 

　　①工期の延長等施工条件の変更を伴う提案 

　　②条件変更が確認された後の提案 

　　③入札時に入札参加資格要件として求めた同種工事又は類似工事の範囲を超えるような工事 

　　　材料又は施工方法等の変更の提案 

　　④入札時における総合評価方式に係る技術提案の範囲 

３）ＶＥ提案書の提出 

　　者（申請者）に求めることができる。

（２）発注者は、提出されたＶＥ提案書に関する追加的な資料、図面その他の書類の提出を受注

（３）受注者（申請者）は、前項のＶＥ提案を契約の締結日より、当該ＶＥ提案に係る部分の施

（４）ＶＥ提案に関する費用は、受注者（申請者）の負担とする。 

４）ＶＥ提案の審査

　　工に着手する３５日前までに、発注者に提出できるものとする。

の規定に基づき、設計図書に定める工事目的物の機能、性能等を低下させることなく請負代金額

の低減を可能とする施工方法等に係る設計図書の変更について、受注者（申請者）が発注者に行

う提案をいう。

　ＶＥ提案の審査にあたっては、施工の確実性、安全性、設計図書と比較した経済性等を評価する。

５）ＶＥ提案の採否の通知 

（１）発注者はＶＥ提案の採否について、ＶＥ提案の受領後１４日以内に受注者（申請者）に通

（２）提出されたＶＥ提案が適正と認められなかった場合の前項の通知は、採用しない理由を付

　　して行うものとする。 

６）ＶＥ提案が適正と認められた場合の変更設計等

（１）発注者は、約款第19条の２の規定に基づき、ＶＥ提案による設計図書を変更し、請負代金

（２）前項の変更を行う場合においては、ＶＥ提案により請負代金額が低減すると見込まれる額

　　の１０分の５に相当する金額（以下「ＶＥ管理費」という。）を計上するものとする。 

　　額を変更する場合は、約款第24条の規定により、請負代金額の変更を行うものとする。 

（３）ＶＥ提案を採用した後、約款第18条の条件変更が生じた場合において、発注者がＶＥ提案 

　　に対する変更を求めた場合、受注者（申請者）はこれに応じるものとする。 

（４）発注者は、約款第18条の条件変更が生じた場合には、約款第24条第1項の規定に基づき、請

　　負代金額の変更を行うものとする。ＶＥ提案を採用した後、約款第18条の条件変更が生じた

　　場合の前記（２）のＶＥ管理費については、変更しないものとする。 

（５）双方の責に帰することができない事由（不可抗力や予測することが不可能な事由等）によ

　　り、工事の続行が不可能、又は著しく工事低減額が減少した場合においては、発注者と受注

　　者（申請者）が協議して定めるものとする。 

（６）ＶＥ管理費に関する部分払は、ＶＥ提案に関する部分が完了（完成）したと認められる場 

　　合に支払い対象とする。 

７）ＶＥ提案の保護 

　ＶＥ提案については、その後の工事において、その内容が一般的（標準歩掛）に使用されてい 

る状態となった場合は、無償で使用できるものとする。ただし、工業所有権等の排他的権利を有

する提案についてはこの限りでない。 

８）責任の所在 

　発注者がＶＥ提案を適正と認め、設計図書の変更を行った場合においても、ＶＥ提案を行った

受注者（申請者）の責任が否定されるものではない。  

（１）受注者(申請者)は、前項のＶＥ提案を行う場合は、ＶＥ提案書に次に掲げる事項を記載し

　　た書類を添付し、発注者に提出しなければならない。 

　　①設計図書に定める内容とＶＥ提案の内容の対比及び提案理由

　　②ＶＥ提案の実施方法に関する事項（当該提案に係る施工上の条件等を含む）

　　③ＶＥ提案が採用された場合の請負 代金額の概算低減額及び算出根拠

　　④発注者が別途発注する関連工事との関係

　　⑤工業所有権を含むＶＥ提案である場合、その取扱いに関する事項

　　⑥その他ＶＥ提案が採用された場合に 留意すべき事項

　　知しなければならない。ただし、その期間内に通知できないやむをえない理由があるときに

　　は、あらかじめ受注者（申請者）の同意を得た上で、この期間を延長することができるもの

　　とする。

16 グッドマナーこまつ

フローラルこまつ

１）目的

　ひと・まちのイメージアップや交流人口・定住人口拡大、花と緑が美しいまちを次世代に引き

　継ぐために市民総参加で「グッドマナーこまつ」、「フローラルこまつ」に取り組む。

　このため、小松市が発注する公共工事においては、「グッドマナーこまつ」「フローラルこま

つ」の趣旨を踏まえ、工事全体において積極的な取り組みに努めること。

２）取組内容

　■グッドマナーこまつ各種ロゴ等を活用した工事現場でのグッドマナーの推進。

　・おもてなし力の向上：気持ちのよいあいさつ、笑顔でコミュニケーション

　・交通マナーアップ　：運転マナーの向上の徹底、通行車両、通行人の交通安全の徹底。

　　　　　　　　　　　　（交通マナーロゴを利用したステッカーによる意識啓発等）

　・美しいまちづくり　：工事現場周辺の美化活動の推進。

　　　　　　　　　　　　（工事看板等に取組ステッカー貼りつけによる意識啓発等））

　■フローラルこまつをPRする工事現場周辺の花装飾等。

３）手続き等

　工事の着手前に担当監督員に取組内容を報告し、必要なロゴデータ等を借用する。

　工事完了後は取組結果報告を行うこと。

測定箇所数
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 □ 内装制限　 凡例  □ 略記号　 凡例  □ 共通事項

合成樹脂エマルショ ンペイント

クリヤーラッカー

合成樹脂調合ペイント

つや有合成樹脂エマルショ ンペイント

グラスウール

（ 略記号）

 □ 耐火認定番号

（ 認定番号）

ポリスチレンフォーム保温板

現場発泡硬質ウレタンフォーム

（ メーカー・ 製品名）（ 仕様） (材料名称) （ メーカー・ 製品名） （ 仕様）

アルミ スパンドレル

荷物掛けフック

インターロッキングブロック I LB

アスファルト As

コテ押さえ

  ■ 建 具 関 連 共 通 事 項（ ※建具については特記なき限り下記事項に準ずる。 ）

・ 外部サッシは全て網戸付きとする。 （ 防音サッシを除く ）

9
3
1 4
0

318

3

 ■特記

■外部鋼製建具等の性能

区分

特： 特定防火設備　 　 防： 防火設備

６ 、 防火

区分

区分 T-4T-3T-2T-1

４ 、 遮音等級

W-5W-4W-3W-2W-1

３ 、 水密性

A-4A-3A-2A-1区分

２、 気密性

S-7S-6S-5S-4S-3S-2S-1

１ 、 強さ　 　 耐風圧

・ 1回の塗膜厚保は15～20ﾐｸﾛﾝとする。

■戸当たり・ ドアクロ－ザ－等

　 塗膜は特記なきかぎり下塗り1回2ベーク2コート とし、

・ アルミ サッシュの合成樹脂被膜は屋外では原則用いらない。

・ アルミ の表面処理は. 特記なきかぎり被膜は14Lまたは9KLとする。
５ ． ドアクロ－ザ－付は壁面から１ ５ ０ｍｍ離隔する

４ ． 親子、 両開きの上げおとしは上下２ヶ所とする

３ ． ドアクロ－ザ－は室内を原則とする

２ ． 親子、 両開きのドアクロ－ザ－は１ヶ所とする

１ ． 上図の場合、 戸当たりを設ける

戸当たり

戸当たり

仕上ボ－ド

仕上ボ－ド

額縁

建具枠

鋼板ｔ 1. 6

鋼板ｔ 1. 6

　 又は、 認定製品を使用する。

　 付ける。 室内間に有るサッシュは両面額縁とする。
〈 ガラス〉

〈 ドア・ シャッター〉

 註)

〈 塗装〉〈 その他〉

〈 窓・ カーテンウォール〉

〈 ガラリ〉

・ 扉枠・ 窓額縁は、 特記なき限りスチール製（ アクリル焼付塗装） を取り

・ はめ殺しサッシについて、 水抜き穴を設ける。

・ 網入ガラスの小口は、 防錆処理を行うこと。

・ 網入りガラスの取付はパテ（ JI S A5752の2種金属建具用ガラスパテ）

・ ドア－チェックは、 スト ップ付きとする。 （ 防火戸は除く ）

・ 引違い窓のクレセント は、 鍵付きとする。

モルタル

コテ押さえ
モルタル

■沓摺形式

　 引違い、 片引き窓： 可動式網戸　 　 高窓、 ランマ窓： ケンドン式網戸

　 開き窓、 すべり出し窓： プリーツ式網戸

外部

５ 、 断熱性

区分 H-5H-4H-3H-2H-1

一般部

一般部

・ ガラリはチャンバー付き、 防鳥網付きとする。

・ 突き出し窓の開き角度は60°とする。

・ 扉の明窓、 ガラリは枠無しタイプとする。

カラーアスファルト

■略記号凡例

As-C

押出成型セメント 板

軽量気泡コンクリート パネル

硬質ポリ塩化ビニル管

 □ 略記号　 凡例 （ 防火認定番号）

半径 R

直径 \U+03C6

幅 W

長さ L

高さ H

厚さ t

間隔 @

PL

FB

(表示事項) （ 略記号）

 □ 排煙設備　 凡例

機械排煙

合成樹脂エマルショ ン系複層仕上塗材

防水型合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系複層仕上塗材

・ 扉枠上部の壁仕上面には全てひび割れ防止目地を設ける。

□ 材料仕様

(材料名称) （ 仕様・ メーカー・ 製品名）

軽量鋼製ドア

ガラスパーティ ショ ン

防火ｽｸﾘー ﾝ

バーハンドル

レバーハンドル

プレート ハンドル

※図面に記載の材料は仕様等の記載がない限り以下による。

※メーカー・ 製品名は仕様の程度を示すものであり、

文化ｼｬｯﾀー 「 ｾﾚｽｸﾘー ﾝ」

コマニー「 ブリディ ア」

アルミ サッシ

ユニオン「 T215」

　 特記無き限り、 同等品以上とする。

  ■ 共 通 凡 例

スチールパーティ ショ ン -

防衛省 一級防音仕様防音建具

ト イレブース

シリンダー付掘込ハンドル

アイカ「 ﾒﾗｽｸー ﾌ゚ ﾌ゙ ｽー」

GL

耐候性塗料塗り

一級建築士        （ 登録番号　      号）

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）2423

209319

2462
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共 通 凡 例 ・ 仕 様

100

125

ｄｄ

ｄｄ

ＧＰ‐‐‐‐‐ガラスパーティション

ＯＳ‐‐‐‐‐オーバースライダー

ＳＤ‐‐‐‐‐鋼製ドア

ＬＳＤ‐‐‐‐鋼製軽量ドア

　
ＳＳＤ‐‐‐‐ステンレス製ドア

ＡＤ‐‐‐‐‐アルミ製ドア

ＷＤ‐‐‐‐‐木製ドア

ＳＳ‐‐‐‐‐鋼製重量シャッター

ＬＳ‐‐‐‐‐鋼製軽量シャッター

ＳＦ‐‐‐‐‐鋼製枠

ＳＰ‐‐‐‐‐鋼製パーティション

ＴＢ‐‐‐‐‐トイレブース

ＡＷ‐‐‐‐-‐アルミ製窓

ＡＣＷ‐‐‐‐アルミ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

ＡＧ‐‐‐‐‐アルミ製ガラリ

ＦＨ‐‐‐‐‐フロアヒンジ

ＰＨ‐‐‐‐‐ピポットヒンジ

Ｔ‐‐‐‐‐‐ＳＵＳ丁番

ＡＨ‐‐‐‐‐オ－トヒンジ

ＤＣ‐‐‐‐‐ドアクローザー

ＡＳ‐‐‐‐‐アームストッパー

Ｆ‐‐‐‐‐‐フランス落し

Ｓ‐‐‐‐‐‐シリンダー本締錠

ＳＨ‐‐‐‐‐シリンダー箱錠

ＬＨ‐‐‐‐‐レバーハンドル

ＢＨ‐‐‐‐‐バーハンドル

ＰＬＨ‐‐‐‐プレートハンドル

ＣＨ‐‐‐‐‐ケ－スハンドル

ＨＨ‐‐‐‐‐掘込ハンドル

ＴＡ‐‐‐‐‐戸当り

ＳＫ‐‐‐‐‐ＳＵＳ沓摺

ＡＭ‐‐‐‐‐アルミ水切り

ＣＲ‐‐‐‐‐クレセント

ＯＰ‐‐‐‐‐油性ペイント

ＶＰ‐‐‐‐‐ビニール系ペイント

ＣＬ‐‐‐‐‐クリアラッカー

ＯＳ‐‐‐‐‐油性スティン

ＥＰ‐‐‐‐‐合成樹脂系エマルジョンペイント

ＭＰ‐‐‐‐‐マリンペイント

ＳＯＰ‐‐‐‐合成樹脂調合ペイント

ＯＳＣＬ‐‐‐オイルスティンクリアラッカー

Ｐ‐‐‐‐‐‐透明ガラス

Ｆ‐‐‐‐‐‐型板ガラス

ＮＰ‐‐‐‐‐網入磨き板ガラス

ＮＦ‐‐‐‐‐網入型板ガラス

Ｌ‐‐‐‐‐‐合わせガラス

Ｔ‐‐‐‐‐‐強化ガラス

ＩＧ‐‐‐‐‐複層ガラス

■枠形式 （ｄ‐枠見込）※図示による

Ａ Ｂ Ｃ D

イ  ロ ハ ニ ホ

150以上

・オペレ－タ－（隠蔽型）及び排煙用サッシのクレセントハンドル取付位置

　FL+800～1500とする。

・サッシ強度、ガラス厚は強度計算書を提出し現場係員の承諾を受けること。

・出入口 沓摺は、ステンレス 2mm 曲げ加工とする。

三和ｼｬｯﾀー 「 ｻﾝｼﾘｶｽｸﾘー ﾝⅡ」

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張り小口共、目地ｼﾞｮｲﾝﾄ、非常解錠

SUS HL

SUS HL

ユニオン「ULS2840」

YKK「SISTEMA31」

小松ｳｫｰﾙ「ｶｰﾑﾄﾞｱ」

難

準

準

不

不

自

機

２

４

(表示事項)

基準地盤面

基準床面

下地共不燃材

不燃材

下地共準不燃材以上

準不燃材以上

難燃材以上 仮ベンチマーク

ベンチマーク

天井高さ CH

KBM

BM

FL

GL 鉄筋コンクリート

鉄骨

木

軽量鉄骨

コンクリート

モルタル

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸCWｺﾝｸﾘｰﾄ壁(非耐力壁)自然排煙

告示1436号二（２）

告示1436号二（４） ダクトスペース

パイプスペース

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁(耐力壁)

竪樋

横引きルーフドレン

ルーフドレン

エレベーター

電気配線スペース

DP

RSD

RD

EV

EPS

DS

PS

EW スチール

ステンレス

アルミ

ガルバリウム

フラットバー

プレート

RC

S

W

(材料名称)

LGS

Con

Mo

CB

St

SUS

Al 化粧せっこうボードt9.5

ロックウール吸音板t9.0

メラミン不燃化粧板t3.0

化粧ケイカル板ｔ6.0

ケイカル板ｔ6.0

シージングせっこうボードt12.5

普通硬質せっこうボードt9.5

強化せっこうボードt12.5

せっこうボードt12.5

せっこうボードt9.5

化粧せっこうボードt12.5

不燃積層せっこうボードt9.5

吸音用穴あきせっこうボードt9.5

ビニルクロス

GB-Rt9.5 QM-9828

NM-8619GB-Rt12.5

GB-Ft12.5 NM-8615

NM-1908GB-R-Ht9.5

GB-St12.5 QM-9826、NM-9639

NM-1217FKt6

FK-Dt6 NM-8577、NM-8579

NM-1453、NM-3468

NM-8599

QM-9824GB-Dt9.5

DRt9.0

MKt3

GB-Dt12.5 NM-0128

GB-NCt9.5

GB-Pt9.5

VC NM-1415

NM-0879

NM-0441

（略記号） （認定番号） (材料名称) （略記号）

EP QM-9816

（認定番号）

QM-9816SOP

EP-G

CL

複層塗材Ｅ

DP

防水型複層塗材Ｅ

GW

PF

UF

ECP

ALC

VP

間仕切壁

間仕切壁

間仕切壁

遮音間仕切壁

遮音間仕切壁

柱 1時間耐火

1時間耐火

1時間耐火

1時間耐火

1時間耐火

1時間耐火

(部位) （耐火性能） （部材構成）

柱

梁

梁 1時間耐火

1時間耐火

1時間耐火

EXP.J 1時間耐火 耐火帯 t12.5

耐火塗料

ロックウール吹付けt25

耐火塗料（ＳＫタイカコート同等品）

ロックウール吹付けt25

　遮音壁TLD50 S12・WI 敷目板ﾀｲﾌﾟ（同等品）

LGS + 敷目板t12.5 + GB-Ft12.5 + GB-Ft12.5（両面張り）

　遮音壁TLD44 S12-P（同等品）

LGS + 音響絶縁材t12.5 + GB-Ft12.5 + GB-Ft12.5（両面張り）

LGS + GB-Ft21 + GB-Ft21（片面貼り）

LGS + GB-Ft15 + GB-Ft15（両面張り）

LGS + GB-Ft12.5 + GB-Ft12.5（両面張り）

（適合証番号）

EAJ-防災-3013

・使用材料は、ＪＩＳ、ＪＡＳ、Ｆ☆☆☆☆、規制対象外を使用

・異なる材料の取合い部にはSUS製見切りを設置

・【】内の数字は建築工事標準詳細図の分類番号を示す

 □ 材料仕様（※図面に記載の材料は仕様等の記載がない限り以下による。※メーカー・製品名は仕様の程度を示すものであり、特記無き限り、同等品以上とする。）

(材料名称)

アルミ笠木

タラップ

目隠しﾙｰﾊﾞｰ

Exp.Jｶﾊﾞｰ

押出成型セメント板

庇

アルミ製竪樋

カラーVP

-

SUS製

-

工場塗装品

屋外：アルミ製、屋内：樹脂製

アルミ製、積雪1ｍ仕様

アルミ製t1.2、電解二次着色

アルミ製、バンドレスタイプ

排水管カバー付き、標準色（5色程度） 積水化学工業「ｴｽﾛﾝｶﾗｰﾊﾟｲﾌﾟ」

井上商事

理研軽金属工業

アルフィン

ＡＢＣ商会

ノザワ「アスロック」

-

-

-

ロックウール吸音板t9.0

化粧せっこうボードt9.5

化粧ケイカル板ｔ6.0

ビニルクロス

メラミン不燃化粧板t3.0

メラミン化粧板カウンター

ビニル床シートt2.0

ビニル床シートt2.0（防汚性タイプ）

ビニル床タイルt3.0

SUS巾木

ＯＡフロア

タイルカーペットt6.5

磁器質タイル300角

磁器質タイル600角 -

-

ﾅｲﾛﾝﾊﾟｲﾙ

-

SUS HL 出入隅折曲げ加工

-

-

複層、ﾉﾝﾜｯｸｽ

合板耐水MDFの上メラミン化粧板

-

-

ｶﾗｰﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ30色程度

-

-

（仕様）

吉野石膏「ソーラトンハルタカ」

吉野石膏「ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ」

DICﾃﾞｺｰﾙ「DICﾌﾈﾝｿﾘｯﾄﾞｶﾗｰ準標準色」

アイカ「セラール」

-

アイカ「ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ」

東リ「ﾉﾝﾜｯｸｽﾘｭｰﾑNW」

東リ「ﾛｲﾔﾙｳｯﾄﾞ・ｽﾄｰﾝ」

東リ「消臭NSﾄﾜﾚNW」

ｾｷｽｲﾒﾀｶﾗｰ建材「ﾒﾀｶﾗｰSK」

東リ「GA-100」

-

-

-

防水形複層塗材

フッ素樹脂塗装

耐火塗料

床点検口

壁点検口

天井点検口

屋内消火栓（消火器組込型）

消火器ボックス（壁面埋込み）

消火器ボックス（床置き）

(材料名称)

スチール製

スチール製

スチール製（一部アルミ製）

アルミ製、目地枠タイプ

-

-

吹付塗り、膜厚0.75～4.5mm

3F系FEVE

弾性フッ素系 -

AGC「ﾎﾞﾝﾌﾛﾝ」

エスケー化研「SKﾀｲｶｺｰﾄ」

-

-

ナカ工業「ハイハッチ」

ユニオン「UFB-1F-2060」

ユニオン「UFB-1F-2720」

ユニオン「UFB-3F-2802」

（メーカー・製品名） (材料名称)

汚垂石

汚垂タイル

小便器用手摺

洗面カウンター

ミニキッチン

手摺

ノンスリップ

インターロッキングブロック 保水・透水性

SUS製、フラットエンドタイプ

塩ビ製、34φ

HIコンロ付き

人造大理石

アルミ製

アルミ製

抗菌加工タイル600×900

抗菌加工600×900

（仕様） （メーカー・製品名）

LIXIL「ｷﾗﾐｯｸｽﾃｯﾌﾟ」

ＴＯＴＯ「ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗﾌﾛｱ厚型ﾃｰﾊﾟｰ」

ＴＯＴＯ「YKH52AR」

ＴＯＴＯ「T112CU2」

ＴＯＴＯ「ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰｸﾘｽﾀﾙ」

ｻﾝﾜｶﾝﾊﾟﾆｰ「Clasico 」

ナカ工業「ビニレーン」

ナカ工業「ハイステップスリム」

小松精練「グリーンビズＧ」

鋼製建具等の防錆塗料はJISK5629を用いる

だだし亜鉛メッキ面はJISK5627とする

■鋼製建具等の性能 ■ 建具・額縁ボ－ド納まり ■扉召し合わせ

■建具金物

材質・仕上げ・機構は係員に見本品を提出し確認を受けること

（※防音認定サッシは特記による）

FP060BM-9419

FP060CM-9472

FP060BM-9408

FP060CN-9460

FP060NP-0175

FP060NP-0174

FP060NP-0007

FP060NP-0174

FP060NP-0174S12（同等品）

B15（同等品）

Sウォール（同等品）



第二教室棟

粟津駅

▲

いしかわ子ども交流センター

小松サンアビリティ ーズ

小松念仏林グラウンド

小松市民病院

粟津診療所
南部児童公園

南出張所

小松市消防本部

小松市役所南支所

粟津公園

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)

2018 03

160613

設計概要

A-17

公立小松大学　 粟津キャンパス　 校舎整備工事　

大学

33, 680. 00ｍ2

11. 640ｍ（ 接道： 168. 40ｍ）

増築部分：    59. 25ｍ2　 （ 解体部分： 16. 57ｍ2、 面積増加： 42. 68ｍ2）

          9, 620. 41ｍ2

ＥＶ棟

小松市長　 和田　 愼司

小松市小馬出町91番地

石川県小松市四丁町ヌ1番地3

ー

ー

大学

（ ７） 大学

増築

Ｓ造・ ３ 階建て

直接基礎

シート 防水

押出成形セメント 板

-

20. 45ｍ2

59. 25ｍ2

ー

２０ １８年７月１ 日～２０２ ０年３ 月３１ 日

ー

ー

ー

６０ ％

２０ ０％

教室棟１ Ｆ Ｌ -500

ＧＬ +12. 070ｍ

ＧＬ +11. 770ｍ

ＧＬ +12. 070ｍ

ＧＬ  -1. 600ｍ

教室棟１ Ｆ Ｌ -500

ー

既設部分： 9, 561. 16ｍ2　 （ 解体部分： 16. 57ｍ2を除く ）

床面積 ｍ2 階高 ｍ 床面積 ｍ2

A1 S=1/4, 000 

管理・ 研究棟

大学

（ ７） 大学

改修

ＲＣ造・ ３階建て

4, 100. 25ｍ2

1, 710. 25ｍ2

18. 62

22. 01

4. 000

4. 000

59. 25

591. 17

623. 17

1, 794. 05

18. 62 3. 270 518. 75

床面積 ｍ2

教室棟

大学

（ ７） 大学

改修

ＲＣ造・ ３階建て

管理・ 研究棟に含む

2, 257. 80ｍ2

752. 59

757. 88

2, 257. 80

-

同左

同左

同左

同左

747. 33

床面積 ｍ2

大講義室棟

大学

（ ７ ） 大学

既設

ＲＣ造・ ２階建て

管理・ 研究棟に含む

401. 20ｍ2

44. 70

356. 50

401. 20

-

同左

同左

同左

同左

-

床面積 ｍ2

体育館棟

大学

（ ７ ） 大学

既設

ＳＲＣ造・ 平屋建て

管理・ 研究棟に含む

960. 00ｍ2

-

960. 00

960. 00

-

同左

同左

同左

同左

-

床面積 ｍ2

渡り廊下

大学

（ ７ ） 大学

既設

Ｓ造・ 平屋建て

管理・ 研究棟に含む

181. 47ｍ2

-

181. 47

181. 47

-

同左

同左

同左

同左

-

-

-

-

-

確認済証番号

確認済証年月日

検査済証番号

検査済証年月日

床面積 ｍ2 階高 ｍ

第二教室渡り廊下棟

大学

（ ７） 大学

解体

軽量鉄骨造・ 平屋建て

直接基礎

折版屋根

ＧＬ 鋼板

-

(14. 23ｍ2)

(16. 57ｍ2)

-

(16. 57)

-

-

(16. 57)

- -

-

-

-

-

-

-

- -

耐火建築物 耐火建築物 耐火建築物 耐火建築物 耐火建築物 耐火建築物準耐火建築物ロ-2

床面積 ｍ2

学生寮

大学

（ ７ ） 大学

既設

ＲＣ造・ ４階建て

467. 64ｍ2

1, 490. 59ｍ2

H17･8･17

小松市第195号

H17･8･26

床面積 ｍ2

クラブハウス棟

大学

（ ７ ） 大学

既設

ＲＣ造・ 平屋建て

210. 31ｍ2

207. 48ｍ2

-

207. 48

207. 48

-

-

H7･7･26

-

H7･11･8

-

床面積 ｍ2

ポンプ室

大学

（ ７ ） 大学

既設

軽量鉄骨造・ 平屋建て

46. 24ｍ2

46. 24ｍ2

-

46. 24

46. 24

-

-

S63･3･3

-

S63･4･1

-

床面積 ｍ2

駐輪場１

大学

（ ７ ） 大学

既設

Ｓ造・ 平屋建て

62. 40ｍ2

76. 80ｍ2

-

76. 80

76. 80

-

-

床面積 ｍ2

駐輪場２

大学

（ ７ ） 大学

既設

Ｓ造・ 平屋建て

駐輪場１に含む

48. 00ｍ2

-

48. 00

48. 00

-

-

小松市第5186号

S62･3･19

-

S63･2･25

同左

同左

同左

同左

床面積 ｍ2

第二教室棟

大学

（ ７） 大学

改修

軽量鉄骨造・ 平屋建て

380. 92ｍ2

380. 92ｍ2

-

380. 92

380. 92

-

小松市第5084号

H5･8･3

小松市第89号

H5･9･24

-

床面積 ｍ2

生産システム実習棟

大学

（ ７） 大学

改修

Ｓ造・ 平屋建て

159. 08ｍ2

156. 58ｍ2

-

156. 58

156. 58

-

H12･6･16

小松市第406号

H12･9･21

-

H22･6･17

H22･8･23

耐火建築物 耐火建築物 - - -準耐火建築物ロ-2準耐火建築物ロ-2

A1 S=1/1, 000 

小松00053号小松000228号

小松市第5186号

S62･3･19

-

S63･2･25

▽実習室増築

床面積 ｍ2

図書館棟

大学

（ ７ ） 大学

改修

ＲＣ造（ 一部Ｓ造） ・ ２ 階建て

管理・ 研究棟に含む

560. 82

999. 21

1, 560. 03

-

-

耐火建築物

▽食堂増築

9, 182. 64

上段に含む

32. 41

28. 55

378. 52

一般事項

工事名称

敷地位置

用途地域

防火地域

その他の指定

敷地面積

建築物概要（ 棟別）

棟　 　 名

建物用途

工事種別

構造・ 規模

基礎・ 杭

屋　 　 根

外　 　 壁

軒　 　 裏

建築面積

延べ面積

・ 第1種低層住専　  　 ・ 第2種低層住専　 　 ・ 第1種中高層住専

・ 第2種中高層住専　  ・ 第1種住居　 　 ・ 第2種住居　 　 ・ 準住居

・ 近隣商業 ・ 商業　  ・ 準工業　 ・ 工業　 ・ 工業専用  ・ 指定なし

・ 防火　 ・ 準防火　 ・ 法22条の地域　 ・ 路線防火　 ・ 指定なし

・ 2つの地域にわたる場合　 　 　 （ 防火　 　 　 　 　 準防火　 　     ）

・ 美観地区　 　 ・ 風致地区（ 国定公園） 　 　 ・ 駐車場整備地区

・ 土地区画整理事業地区　 ・ 宅地造成工事規制地区　 ・ 砂防地区

・ 総合的設計による1団地　 　  ・ 特定街区  　 ・ 住居系指向地区

建築主

工事種別

主要用途

駐車場等

工作物等

工期予定

高度地区

高度利用地区

斜線規制

総合設計

建ぺい率

容積率

・ 道路斜線　 　 ・ 隣地境界斜線　 　 ・ 北側斜線

・ 新築　 ・ 増築　 ・ 別棟増築 ・ 増改築 ・ 改築　 ・ 移転

・ 用途変更　 ・ 大規模の修繕　 ・ 大規模の模様替え　 ・ 改修

　 設　 計　 概　 要

本工事部分

本工事以外の部分

合計

防火対象物

道路巾員

日影規制

敷
地

道
路

面
積

延
べ
面
積

規
制

工
事
概
要

・ 特別用途地区（ 第一種特別工業地区）

建築面積

イ．

ロ．

ハ．

ニ．

ホ．

ヘ．

設計ＧＬ の指定

標準地盤面の設計

建築物の高さ<令2条1項六>

軒　 　 高

最高高さ

基礎深さ

高
さ

階

２

１

各
階
床
面
積

付近見取図

合計（ 　 ） ㎡

ＰＨ

・ 景観地域（ 景観計画地域、 白山眺望景観保全区域観形成重要地域）

３

備考

耐火性能

既設棟名

建物用途

工事種別

構造・ 規模

防火対象物

耐火性能

建築面積

延べ面積

確認済証番号

確認済証年月日

検査済証番号

検査済証年月日

各階床面積

合計

既設棟名

建物用途

工事種別

構造・ 規模

防火対象物

耐火性能

建築面積

延べ面積

確認済証番号

確認済証年月日

検査済証番号

検査済証年月日

各階床面積

合計

２

１

ＰＨ

３

２

１

ＰＨ

３

配置図

（ 平均地盤面からの高さ）

(確認申請)

消火設備

無窓階 -

-

-

消防用設備等検査済証番号

消防用設備等検査済証年月日

-

m2 m2

5,447.29ｍ2（増築部分：20.45ｍ2、既設部分：5,426.84ｍ2、解体部分：14.23ｍ2）

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）2423

209319

2462

粟津キャンパス

計画敷地

生産システム実習棟

教室棟

グ ラウ ンド

クラブハウス棟

大講義室棟
学生寮

体育館棟

渡り廊下

図書館増築棟

図書館棟

管理・研究棟

ポンプ室

第二教室棟渡り廊下（解体）

⇒ＥＶ棟（増築）

隣地境界線：48,000隣
地
境
界
線
：
12,000

隣
地
境
界

線
：
8
4
,
6
0
0

▽前面道路中心線

前面道路 幅員11,640

隣
地
境
界
線
：
2
4
0
,
0
00

隣地境界線：147,800

隣
地

境
界

線
：

1
0
5
,
0
0
0

道路境界線：接道168,400
駐輪場２

駐輪場１

11
,6
40

5,
82
0

5
,8
20

小松5076号

H7･7･26

132号

H7･11･8

347. 85

447. 04

1, 490. 59

4階： 347. 85

347. 85

H17･8･17

小松市第195号

H17･8･26

-

-

第H17確更建築石川小松00018号

1, 560. 03ｍ2

同左

同左

同左

同左

小松市第00053号

第H17確更建築石川小松00018号



第二教室棟（ H5）

配置図　A1:1/500

ポンプ室（ S63）

管理・ 研究棟（ S62）

図書館棟（ S62）

体育館棟

渡り廊下（ S62）

大講義室棟 学生寮

生産システム実習棟（ H12, H20）

教室棟（ S62）

クラブハウス棟（ H3）

駐輪場１ （ S62）

（ S62）

（ S62） （ H17）

グラウンド

駐輪場２ （ S62）

図書館増築棟（ H7）

第二教室棟渡り廊下（ 解体）

⇒ＥＶ棟（ 増築）

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２期） (建築)

2018 03

160613

A-18

配置図・ 敷地求積図

A1： 1/500
A3： 1/1, 000

凡例

既設部分

増築部分
敷地面積

合計

⑤

④

③

②

①

番号

265. 000

265. 000

215. 000

215. 000

205. 000

底辺

127. 000

45. 102

30. 000

9. 200

65. 000

高さ

33, 655. 000000

11, 952. 000000

6, 450. 000000

1, 978. 000000

13, 325. 000000

倍面積

16. 827. 500000

5, 976. 000000

3, 225. 000000

989. 000000

6, 662. 500000

33, 680. 000000

33, 680. 00　 ㎡

面積

敷地面積求積表

▽前面道路中心線
前面道路 幅員11,640

隣地境界線：48,000

隣
地
境
界
線
：
8
4
,
6
0
0

隣
地
境
界
線

12,000

隣
地

境
界

線
：

1
0
5
,
0
00

隣地境界線：147,800

隣
地
境

界
線
：
2
40
,
00
0

道路境界線：接道168,400

5,
82
0

5,
82
0

11
,6
40

特記事項

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士 中村　 武嗣

2462（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
209319

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）2423

隣地境界線：48,000

12,000
隣
地
境
界
線
：

隣
地

境
界

線
：

8
4
,
6
0
0

（
65
,0
00
）

30
,0
00

（
9,
20
0）

隣
地

境
界

線
：

1
0
5
,
0
0
0

隣地境界線：147,800

（127
,00

0）

（45,
000

）

隣
地

境
界
線

：
2
4
0
,0
0
0

265,000

215,000

205,000

道路境界線：168,400

5
,
8
2
0

5
,
8
2
0

1
1
,
6
4
0

①

②
③

④

⑤

敷地面積求積図　A1:1/250



3,235

物置

学長室

事務局長室

湯沸

印刷

機械室1

倉庫

ポンプ室

階段

階段

機械室2

PS

職員
ロッカー 玄関

風除室

事務室2

学部長室

階段

印刷室

湯沸

機械室1

階段

吹抜

ラウンジ

手洗 PS

廊下

渡り廊下

308演習室 309演習室 機械室

PS

PS吹抜

廊下

廊下

事務室1

会議室

ホール

応接室

広報室

職員便所

研究室１ 研究室２ 研究室３ 研究室４ 研究室５ 研究室６ 研究室７ 研究室８ 

廊下

理事長室兼会議室 職員便所

階段

研究室９ 研究室10 研究室11 研究室13 研究室15 研究室12 研究室14 研究室16 

階段

廊下

【 室面積表 １、 ２階】【 室面積表 ３、 Ｒ階、 塔屋】

研究室17 研究室18

【 管理・ 研究棟　 求積図】

１ 階

２ 階

３ 階

Ｒ階

入試

塔屋

高架水槽

機械室2

1794. 05合計

623. 17小計

16. 653. 4504. 825機械室2

27. 302. 4001. 7254. 8004. 825物置

7. 442. 4003. 100ポンプ室

4. 281. 4502. 950ＰＳ

1. 4503. 0002. 1005. 950倉庫

30. 924. 1507. 450階段

8. 2502. 525

2. 4004. 2503. 5501. 500

2. 7653. 0254. 5002. 800

87. 171. 8702. 4005. 8304. 350ホール・ 廊下

18. 896. 3702. 965機械室1

20. 706. 3703. 250職員便所

38. 446. 3706. 035応接室

22. 266. 8503. 250職員ロッカー

41. 106. 8506. 000学長室

22. 266. 8503. 250階段

4. 591. 8002. 550印刷

2. 7002. 550湯沸

20. 5005. 4505. 950

82. 411. 4502. 550+5. 95012. 750事務室１

35. 705. 9506. 000事務局長室

20. 5000. 500

2. 28010. 300

68. 661. 80012. 500+4. 1005. 500廊下

22. 004. 0005. 500玄関

10. 002. 5004. 000風除室

591. 17小計

1. 4502. 950ＰＳ

1. 4503. 0002. 1005. 950Ｆ ＷＣ

4. 1507. 450階段

8. 2502. 525+

5. 9502. 1503. 5501. 600+

2. 7653. 0254. 5002. 800+

90. 551. 8702. 4002. 28011. 315廊下・ 渡り廊下

18. 896. 3702. 965機械室

20. 706. 3703. 250職員便所

8. 563. 1702. 700湯沸

19. 313. 2006. 035印刷室

40. 735. 4503. 335+4. 1005. 500ラウンジ

63. 366. 8509. 250理事長室兼会議室

22. 266. 8503. 250階段

22. 501. 80012. 500廊下

37. 875. 9506. 365学部長室

18. 005. 9503. 025研究室８

17. 915. 9503. 010研究室７

17. 735. 9502. 980研究室６

17. 765. 9502. 985研究室５

17. 945. 9503. 015研究室４

17. 975. 9503. 020研究室３

17. 855. 9503. 000研究室２

17. 855. 9503. 000研究室１

計　 算　 式室　 名階

518. 75小計

4. 281. 4502. 950ＰＳ

7. 511. 8001. 8751. 4502. 850Ｆ ＷＣ

12. 182. 1005. 800ＭＷＣ

30. 924. 1507. 450階段

0. 9002. 175
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6. 371. 2500. 4002. 700湯沸

21. 856. 850機械室
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計　 算　 式室　 名階

塔屋

面積（ ㎡）

32. 41

51. 3910. 6504. 825機械室2

4
,
3
5
0

3,250

6
,
8
5
0

6
,
8
5
0

6
,
8
5
0

12,5001
,
8
0
0

6,500

5
,
9
5
0

5
,
9
5
0 2,550

12,750

5
,
9
5
0

5
,
4
5
0

5,500

5,500

4,000

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

4
,
1
0
0

10,300

6,035 3,250 2,965

3,025

6
,
3
7
0

6
,
3
7
0

2,400

2,800

4
,
5
0
0

1
,
8
7
0

7,450

5,950

4,350

5
,
8
3
0

4,250

2
,
4
0
0

3,000

3
,
5
5
0

3,100 1,725

4,825

3
,
4
5
0

4
,
8
0
0

8
,
2
5
0

2,525

9,250

5,500

3,335 2,700

6,035 3,250 2,965

3,025

2,800

7,450

11,315
12,500

3,020 3,015 2,985 2,980 3,010 3,025 6,365

5
,
9
5
0

2,150

2,525

3,000 2,950

5,950
3
,
5
5
0

1,600

4
,
1
5
0

2
,
2
8
0

8
,
2
5
0

5
,
9
5
0

4
,
5
0
0

2
,
7
6
5

3
,
1
7
05
,
4
5
0

4
,
0
0
0

6
,
8
5
0

6
,
8
5
0

1
,
8
0
0

5
,
9
5
0

5
,
9
5
0

3,020 3,015 2,985 2,980 3,010 3,025 3,205

32,650

9,250 5,500 6,035 3,250 3,190

6
,
8
5
0

1
,
8
0
0

5
,
9
5
0

6
,
8
5
0

6
,
8
5
0

6
,
8
5
0

5
,
9
5
0

2
,
7
0
0

7,450

2,175

4
,
1
5
0

2
,
1
0
0

1
,
4
5
0

1,875

2,850

2,950

3,825 1
,
7
5
0

1
,
8
0
0

9
0
0

5,250

3
,
2
5
0

4
,
3
5
0

3,500 1,750

2,200

5,800

3
,
2
0
0

6
,
8
5
0

7,450

4,825

1
0
,
6
5
0

3,000

3,250 6,000

6,000

3,250

3,000 3,000

3,000

3,250

1
,
1
0
0

FWC

MWC

階段2

1
,
2
5
0

400

5
0
0

500 1,500

2,950 1
,
4
5
0

2
,
1
0
0

4
,
1
5
0

2
,
7
6
5

2
,
2
8
0

1
,
8
0
0

1
,
4
5
0

2
,
7
0
0

6
,
3
7
0

2,400 1
,
8
7
0

1
,
4
5
0

2
,
1
0
0

4
,
1
0
0

湯沸

MWC

2
,
4
0
0

×

×

×

× 1.1001.750

5.250 3.250

2.200 4.350

1. 92

×3.000 5.950

3.000 5.950

5.9503.020

5.9503.015

2.985

2.980

3.010

3.025

3.205

3.235

3.250

9.250

5.500

6.035

3.250

3.190

2.175

32.650

+ ＋

＋

＋+

+

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

+

+

+

+ ×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

× 16. 84

×

）× ÷

×

×

÷

　A3：1/400

A1：1/200
2018 03

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)

160613

4. 28

16. 84

30. 92

37. 67

6. 88

+

+

+（

+

+

+

+

+

+

+

+

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）

209319

2423

2462

配置図・敷地求積図（１）

A-19



11. 70

4. 80

22. 23

9. 93

9. 43

43. 64

68. 59

190. 71

25. 76

6. 85

11. 74

6. 72

44. 55

厨房
プロパン庫

前室

倉庫

休憩室

売店 機械室

学生ホ－ル

エント ランスホール

風除室

学生玄関

図書館
書庫

206製図室

階段

司書室

手洗

DS

廊下

学生食堂

廊下

PS

PS PS

【 室面積表】

【 図書館棟　 求積図】

１ 階

２ 階

階段

ロッカ－室２ロッカ－室１

階段
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求積図・ 面積表（ ２ ）

A1： 1/200
A3： 1/400

1560. 03合計

999. 21小計

2. 450. 6004. 090ＰＳ

1. 160. 6001. 935ＰＳ

4. 001. 9152. 090ＨＷＣ

0. 6001. 2001. 9153. 200手洗

2. 7004. 350ＭＷＣ

0. 6001. 200+1. 9153. 135手洗

2. 7004. 335Ｆ ＷＣ

2. 7003. 015+2. 5153. 275

1. 2003. 000+2. 10011. 700廊下

1. 2004. 000プロパン庫

5. 7003. 900機械室

1. 8005. 515自販機コーナー

1. 8000. 2154. 2652. 120売店

1. 2000. 9002. 6002. 750休憩室

1. 0001. 800ＷＣ

1. 0000. 950踏込

3. 3001. 825倉庫

1. 4401. 725前室

43. 1401. 2001. 200

1. 2004. 8005. 0000. 300

3. 3001. 1401. 4401. 440

2. 2752. 8358. 2406. 000厨房

43. 1401. 2001. 200

1. 2001. 200+2. 2706. 000

4. 2653. 180+5. 16511. 985

5. 0000. 300+13. 98514. 450学生食堂

2. 2008. 780+4. 50010. 950ロッカー室１

7. 80024. 450学生ホール

2. 4000. 465+3. 30018. 935+

2. 6005. 050+2. 90011. 700エント ランスホール

3. 5006. 950学生玄関

2. 40010. 735風除室

560. 82小計

2. 4000. 4652. 70011. 700廊下

83. 946. 90012. 165206製図室

14. 930. 3001. 7752. 4006. 000階段

4. 322. 7001. 600ＤＳ

3. 740. 6006. 235PS

0. 6001. 600

3. 6001. 6000. 6003. 690

99. 472. 1009. 9256. 90010. 100書庫

11. 3504. 225

321. 724. 4500. 46513. 75019. 760図書館・ 司書室

計　 算　 式室　 名階

２階

１階

面積（ ㎡）

2. 5006. 950+

ロッカー室２ 2. 2007. 970+4. 500 5. 800

※H22. 6. 17 生産システム実習棟増築工事 確認申請の延べ床面積にはH7. 7. 26 図書館棟食堂増築工事の

　 増築面積が反映されていないため、 面積を加算して延べ床面積を修正

※H7. 7. 26 図書館棟食堂増築工事 確認申請の面積算定に誤りがあるため、 増築面積を22. 92㎡⇒221. 32㎡に修正 
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（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （ 登録番号　      号）

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）

209319

2423

2462
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廊下１

201講義室
202ＣＡＤ室 倉庫 203講義室 205講義室

階段2

204講義室

階段1

廊下

階段2階段1

306共同研究室305共同研究室303共同研究室 304共同研究室301研究実験室

102講義室 センター 103講義室

階段2

106実習室

機械室２

107実習室

非常勤講師控室

階段1

廊下

機械室

廊下

廊下1

廊下1 廊下2

廊下1 廊下2

３ 階

２ 階

１ 階

【 室面積表】

DS

【 教室棟　 求積図】

保健管理

相談室

302共同研究室
307共同研究室

準備室
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求積図・ 面積表（ ３ ）

A1： 1/200
A3： 1/400

1. 7004. 850機械室

1. 7004. 825機械室２

14. 04FWC

14. 04MWC

31. 056. 9004. 500階段（ 西側）

31. 056. 9004. 500階段（ 東側）

75. 9910. 2007. 450106実習室

142. 569. 90014. 400103講義室

38. 888. 1004. 800保健管理センター

9. 90014. 400102講義室

5. 1007. 450非常勤講師控室

5. 1007. 450107実習室

廊下

廊下２

廊下１

1. 5004. 850DS（ 西側）

1. 7004. 825DS（ 東側）

14. 04FWC

14. 04MWC

31. 056. 9004. 500階段（ 西側）

31. 056. 9004. 500階段（ 東側）

75. 9910. 2007. 450205講義室

71. 289. 9007. 200204講義室

71. 289. 9007. 200203講義室

47. 529. 9004. 800倉庫

142. 569. 90014. 400202CAD室

75. 9910. 2007. 450小講義室１

119. 00廊下

21. 66廊下２

21. 66廊下１

1. 5004. 850DS（ 西側）

1. 5004. 825DS（ 東側）

FWC

14. 04MWC

31. 056. 9004. 500階段（ 西側）

31. 056. 9004. 500階段（ 東側）

57. 29307共同研究室

28. 66準備室

71. 289. 9007. 200306共同研究室

71. 289. 9007. 200305共同研究室

71. 289. 9007. 200304共同研究室

71. 289. 9007. 200303共同研究室

47. 529. 9004. 800302共同研究室

75. 9910. 2007. 450301研究実験室

114. 71廊下

11. 70廊下２

21. 66

１ 階

２ 階

３ 階

階 室名 計算式 面積[㎡]
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DS

1
,
5
0
0

2.400×6.250+2.160×3.000+0.600×0.300

2.400×2.100+2.160×3.000+0.600×0.300

47.400×2.400+0.225×2.100×2

×

×

×

×

×

×

7.450×2.100+6.115×0.500+2.400×4.150

7.450×7.600+0.500×1.335

×

×

0.600×2.700+4.140×3.000

0.600×2.700+4.140×3.000

×

× 7. 27

7. 23

14. 04

2.400×6.250+2.160×3.000+0.600×0.300

2.400×6.250+2.160×3.000+0.600×0.300

47.400×2.400+0.225×2.100×2+2.525×1.700

×

×

×

×

×

×

×

×

0.600×2.700+4.140×3.000

0.600×2.700+4.140×3.000

×

×

2.400×6.250+2.160×3.000+0.600×0.300

2.400×6.250+2.160×3.000+0.600×0.300

2.525×1.700＋0.225×2.100+21.300×2.400+4.800×2.040

+1.620×2.160+21.300×2.400+0.225×2.100+2.550×1.700

×

×

×

×

×

×

×

×

0.600×2.700+4.140×3.000

0.600×2.700+4.140×3.000

×

× 8. 24

8. 20

142. 56

37. 99

37. 99

125. 10

21. 66

21. 66

7. 27

8. 20

752. 59

（ 登録番号174376号）
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機械室

倉庫(A)

大講義室

アリ－ナ

ステ－ジ

器具庫女子更衣室 男子更衣室準備室
玄関

ホ－ル

〃

108研究実験室 109研究実験室 110研究実験室

廊下

渡り廊下

大講義室(上部)

ロビー

〃クラブ室 〃 クラブ室
職員休憩室

控室 控室

機械室

PS

１階 ２階

【 室面積表】

【 室面積表】

【 室面積表】

【 大講義室棟　 求積図】

【 渡り廊下棟　 求積図】

【 体育館棟　 求積図】 【 第二教室棟　 求積図】

105実習室

準備室

工具室

104実習室

渡り
廊下

【 室面積表】

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２期） (建築)

2018 03

160613

A-22

求積図・ 面積表（ ４ ）

A1： 1/200
A3： 1/400

12. 754. 2503. 000控室

80. 00ステージ

12. 754. 2503. 000控室

753. 10アリーナ

19. 014. 2254. 500男子更衣室

31. 694. 2257. 500器具庫

24. 464. 2255. 790女子更衣室

13. 564. 2253. 210準備室

12. 684. 2253. 000玄関ホール

6. 105. 0001. 220PS

15. 005. 0003. 000クラブ室

15. 005. 0003. 000クラブ室

15. 005. 0003. 000クラブ室

15. 005. 0003. 000クラブ室

15. 005. 0003. 000クラブ室

44. 58職員休憩室

55. 792. 40023. 245渡り廊下

機械室

2. 5001. 300DS

3. 252. 5001. 300DS

44. 707. 4506. 000（ 大講義室下） 機械室

177. 3114. 900\U+00D77. 450+8. 900\U+00D77. 450大講義室

14. 167. 4501. 900階段・ 倉庫

5. 893. 1001. 900倉庫（ A)

81. 52ロビー１ 階

6. 24映写室

38. 46大講義室（ 上部）２ 階

１ 階

１ 階

階 室名 計算式 面積[㎡]

階 室名 計算式 面積[㎡]

階 室名 計算式 面積[㎡]

合計

合計

合計

401. 20

181. 47

960. 00

小計

小計 356. 50

44. 70

3. 401. 7002. 000準備室

4. 002. 0002. 000ホール

4. 602. 3002. 000工具室

44. 706. 0007. 450105実習室

69. 88104実習室

30. 00渡り廊下１ 階

階 室名 計算式 面積[㎡]

合計 156. 58

12. 5002. 400

3
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5
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7,025

5
,
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0

3,000 3,000

23,245

3,210 5,790 7,500 4,5003,000
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3,000 18,000 3,000

4
,
2
5
0

2
5
0 14,000 5,0005,000

1,900

1,900

8,900
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5
,
9
5
0

900

3,450

3,700
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2
,
7
0
0

3
,
2
5
0

1,2507
,
4
5
0

6,000

2
,
4
0
0

7
,
4
5
0
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14,900

7
,
4
5
0

3
1
,
2
7
5

7
,
4
5
0

5,600

4
,
3
5
0

7
,
4
5
0

4
,
2
2
5

4
,
2
2
5

7
,
4
5
0

2,800
2
,
8
5
0

4
0
0

3
,
1
0
0

階段・倉庫 1
4
,
9
0
0

DS

2
,
5
0
0

1,300

1,300

DS

2
,
5
0
0

1,450

1
,
2
5
0

映写室 2
,
7
0
0

1
,
3
0
0 1,220

5
,
0
0
0

4
,
2
2
5

24,000

2
5
0

15,470

12,740 13,650

7
,
2
8
0

7
,
2
8
0

5,460 1
,
8
2
0

9
,
1
0
0

6
,
0
0
0

5,240

7
,
0
0
0

4,500

2,400

1
2
,
5
0
0

2,000

7,450

6
,
0
0
0

200

6
,
5
0
0

5
0
0

500

5
,
5
0
0

1
,
7
0
0

ホール

2
,
0
0
0

2
,
3
0
0

20,930

7,275

6.000×7.450-6.24

1.250×2.700+(1.250+2.700)×1.450/2

2.550×2.850+2.800×0.400+3.700×2.700+5.600×
4.350+3.700×7.45+3.450×3.250

×

×

×

×

×

3.950×5.950+0.900×3.250 26. 42

3. 25

×

7.025×5.000+7.275×1.300

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

24.000×1.275+0.250×5.000×2

×

18.000×4.250+14.000×0.250

×

【 室面積表】

140. 789. 10015. 470110研究実験室

99. 377. 28013. 650109研究実験室

102. 68108研究実験室

38. 091. 82020. 930廊下１ 階

階 室名 計算式 面積[㎡]

合計 380. 92

×

12.740×7.280+5.460×1.820

×

×

×

0.200×6.000+5.240×7.000+4.500×6.500+0.500×5.500

×

×

×

×

【 生産システム実習棟　 求積図】

（ 登録番号174376号）
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4
,
8
0
5

渡り廊下
風除室

管理事務室

ロビー

階段

ＥＶテラス寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

廊
下
１

寮室

MK

ロビー

ＥＶバルコニー

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

廊
下
１

ランドリー室

廊下

階段

寮室

寮室

ランドリー室

１ 階 ２ ～４ 階

【 学生寮　 求積図】

２階、 ３ 階 求積図

１階 求積図

EVｼｬﾌﾄ

EVｼｬﾌﾄ ホール

廊下

建築面積 求積図

室面積表 （ ㎡）

延べ床面積 （ ㎡）

建築面積 （ ㎡）

【 ＥＶ棟　 求積図】

クラブ室１ クラブ室２ クラブ室３ クラブ室４ クラブ室５ クラブ室６ 倉庫 女子便所

男子便所

延べ床面積： 207. 48㎡

建築面積： 210. 31㎡

駐輪場１ 駐輪場２

延べ床面積： 76. 80㎡ 延べ床面積： 48. 00㎡

ポンプ室

延べ床面積： 46. 24㎡

クラブハウス棟

駐輪場２駐輪場１

ポンプ室

【 室面積表】

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２期） (建築)

2018 03

160613

A-23

求積図・ 面積表（ ５ ）

A1： 1/200
A3： 1/400

11. 1700004. 8052. 000ホール

7. 4504002. 6802. 780EVｼｬﾌﾄ３階

計　 算　 式室　 名階

合計

３階 床面積

２階 床面積 18. 62

18. 62

延べ床面積： 59. 25

合計 建築面積： 20. 45

２階

１階

廊下

EVｼｬﾌﾄ

2. 400 0. 65

4. 8052. 000ホール

2. 6802. 780EVｼｬﾌﾄ

2. 400 0. 65 11. 170000

7. 450400

14. 560000

7. 450400

6. 5002. 000

2. 6802. 780

2. 400 0. 65

11. 17

7. 45

室面積

14. 56

7. 45

11. 170000

容積対象面積

14. 560000

１階 床面積：

２階 床面積：

３階 床面積：

18. 62204

11. 17

18. 62204

11. 17

7. 45

18. 62

18. 62

22. 010400 14. 560000

22. 01

11. 170000

11. 170000

11. 17

11. 170000

14. 56

-

-

-

１階 床面積 22. 01

11. 17

11. 17

14. 56

36. 90容積対象面積：

容積対象面積：

容積対象面積：

容積対象面積：

6. 5002. 000

2. 6802. 780

13. 000000

7. 450400

20. 450400

16. 08男子便所

15. 56女子便所

21. 28倉庫

25. 765. 6004. 600クラブ室１１ 階

階 室名 面積[㎡]

合計 207. 48

5. 6003. 800

25. 765. 6004. 600クラブ室２

25. 765. 6004. 600クラブ室３

25. 765. 6004. 600クラブ室４

25. 765. 6004. 600クラブ室５

25. 765. 6004. 600クラブ室６

ＣＡＤ測定

ＣＡＤ測定
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6
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,
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2
,
0
0
0

2
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6
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8
0
0

6,800

3,
30
0

1
,
5
0
0

1,200

WC

1
,
5
0
0

4
,
7
5
0

宿直室・面談

1,500

廊下

1
,
5
0
0

3,000

4
,
5
0
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3.14×10×1040/360-1/26.82×9.4＝2.83

1
,
0
0
0

6
5
0

2,400

6
5
0

2,400

【 室面積表】

13. 502. 7005. 000ランドリー室

217. 80寮室（ 各階10室）

51. 7534. 5001. 500廊下１

14. 002. 5005. 600バルコニー

4. 501. 5003. 000廊下

13. 504. 5003. 000階段

5. 502. 5002. 200EV

27. 303. 5007. 800ロビー２ ～

４ 階

階 室名 計算式 面積[㎡]

小計 347. 85

×

×

×

×

×

×

(2.000×2.850+2.000×3.750+2.600×3.300)×10

×

2. 7005. 000ランドリー室

寮室（ 10室）

34. 5001. 500廊下１

2. 5005. 600テラス

4. 7503. 300管理事務室

1. 9001. 400MK

1. 5001. 200WC

宿直・ 面談室

1. 5003. 000廊下

13. 504. 5003. 000階段

5. 502. 5002. 200EV

32. 70ロビー

16. 583. 2505. 100風除室

43. 02渡り廊下１ 階

小計

合計

5.000×2.05+2.05×1.35/2+(3.30+5.70)×
2.35/2+(7.10+7.25)×2.90/2

×

7.800×3.500+3.600×1.500

×

×

×

×

×

×

×

×

× 13. 50

217. 80

51. 75

14. 00

15. 67

2. 66

1. 80

14. 06

4. 50

447. 04

1490. 59

3.900×4.750-1.400×1.900-1.200×1.500

(2.000×2.850+2.000×3.750+2.600×3.300)×10

347.85 ×3F + 447.04

×

＋× ×

×

× ＋ ×

×

× ＋ ×

×

×

計算式

×

×

×

×

×

×

×

（ 登録番号174376号）
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図面番号

図面名称
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209319
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2
,
1
0
0

A-24

学長室

湯沸

印刷

厨房

売店

学生ホ－ル

手洗

職員
ロッカー

階段下
倉庫2

階段下
倉庫1

非常勤講師控室

ｺﾝﾌ゚
ﾚｯｻー

材料
置場

渡り
廊下

玄関

廊
下

バ
ル
コ
ニ
｜

職
員
Ｍ
Ｗ
Ｃ

職
員
Ｆ
Ｗ
Ｃ

手洗
キャリア支援

センター

学生食堂(189席)

講義室２ 基礎工学実習室
階段2

保健看護実習室

機械室

倉庫(A)

物置

大講義室

映写室

常務理事室 事務室

機械室１

倉庫

ポンプ室

階段2

階段1

階段

アリ－ナ

ステ－ジ

器具庫女子更衣室 男子更衣室準備室

玄関

ホ－ル

〃

診療事務演習室 基礎医学実習室 臨床工学実習室

プロパン庫

前室

倉庫

WC

休憩室
自動販売機コーナー

機械室

エント ランスホール

風除室

ロッカ－室

MWC

事務員室

機械加工室

物入

準備室

工具室

素材加工室

▽

EXP. J.

機械室２

PS

PS PS

講義室１

▽EXP. J.

▽

EXP. J.▽EXP. J.

DS

DS

▽EXP. J.

▽

EXP. J.

▽

EXP. J.▽EXP. J.

ホール

階段1

廊下

手洗

PS

廊下

踏込

渡り廊下

学生玄関

風除室

渡り廊下

▽EXP. J.

▽

EXP. J.

▽EXP. J.

風除室
管理事務室

宿直室・ 面談

WC

ロビー
階段

ＥＶテラス
寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

寮室

ランドリー室

MK
下足

UB PS本棚

収納収納

MK
下足

UB PS本棚

寮室

玄関

玄関

ポンプ室

MK

スロープ

事務局長室

▽EXP. J.

▽

EXP. J.

廊下

屋外階段

▽EXP. J.

▽

EXP. J.
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（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士中村　武嗣

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　）

酒井　勲

一級建築士        （登録番号209319号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423号）

設備設計一級建築士

塚原　亘 （登録番号　2462号）
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廊下

屋外階段

学生寮 屋根

PS吹抜

DN

学生寮 屋根伏図

学生寮 ４ 階平面図

管理・ 研究棟 Ｒ階平面図

階段

高架水槽

管理・ 研究棟 塔屋平面図

管理・ 研究棟 塔屋屋根伏図

A-30
A1： 1/200
A3： 1/400
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４階平面図兼

屋根伏図 改修前

凡例

工事範囲
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（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士 中村　 武嗣

確認者

確認日特記事項

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

設備設計一級建築士

（登録番号　2462号）

設備設計一級建築士

構造設計一級建築士（登録番号　2423号）

一級建築士        （登録番号209319号）

一級建築士・ 構造設計一級建築士

教室棟 屋根

管理・研究棟 屋根

9
0
0

195



（登録番号　2462号）塚原　亘

設備設計一級建築士

構造設計一級建築士（登録番号　2423号）

一級建築士        （登録番号209319号）

酒井　 勲

設備設計一級建築士

一級建築士・ 構造設計一級建築士 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）プロジェクト Ｎｏ工事名称

縮尺作成 年月日

図面名称

図面番号

特記事項 確認日

確認者

中村　 武嗣一級建築士

代　 表 設計監理部長 検証者 主担当

（ 登録番号174376号） 屋根伏図 改修後

４階平面図兼

A3： 1/400
A1： 1/200
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A-32
A1： 1/ 5
A3： 1/10

便所共通部分詳細図

壁下地補強

壁下地補強

パイプ

ブラケット

４か所固定

モップ掛け

パイプ

ブラケット

Ｓカン（ 5個/ｍ）

<Ｓカン>

SUS304

テーパー処理接着剤

小便器： D=150　 H=1, 200　 L=図示（ ※壁掛け低リップ小便器： H=1, 100）

洗面器： D=150　 H=  900　 L=図示

SK流し： D=150　 H=1, 200　 L=図示

※特記なき限り寸法は下記による。

大便器： D=150　 H=  900　 L=図示

巾木

巾木

ＳＫ内各所に設置

SUS製壁掛け戸棚共 Ｔ ＯＴ Ｏ「 小物収納パネル」 （ 同等品）

特記なき限り寸法はL＝600とする。

小便器用階数棟

図書館棟

室

Ｆ ＷＣ

ＨＷＣ

ＭＷＣ

１ 階

小便器用手摺

△便座レベル

跳ね上げ型： 多目的便所用手摺

Ｌ 型： 大便器用手摺

      ・ 多目的便所用手摺

大便器用 多目的便所用

1

11

セット

（ 製作品）

（ 既製品）

鏡種別

化粧鏡Ａ

Ｗ Ｈ 数量

350 1000 2

階数

１階

棟

図書館棟 Ｆ ＷＣ

室 （ 別途 設備工事）

全身鏡 300 1500 1

（ 既製品）

（ 既製品）

化粧鏡Ａ 350 1000 2ＭＷＣ

全身鏡 300 1500 1

ＨＷＣ セット
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扉： メラミ ン化粧板

内部： ポリ合板

手掛り

フロント パネル： メラミ ン化粧板

図書館棟　 １ 階　 ＭＷＣ、 Ｆ ＷＣ適　 用

※洗面器一体型カウンター参考品番： Ｔ ＯＴ Ｏ「 MC60 + MAM3」 （ 設備工事）

600

300

295 5

1
0

3
7
0

4
5
0

7
5
0

2
4
0

6
0

7
0

5
0

洗面器一体型カウンター（ 設備工事）

汚垂タイルt12、 600×900角

39. 5

8
0

30

3
0

74

74

3
2
.
5

φ
3
7

1
1
0

Ｌ

SUS丸パイプ32φ

550

AS防水

ｺﾝｸﾘー ﾄFc21-18-25

鉄筋SD295A D10 ｼﾝｸ゙ ﾙ

押えｺﾝｸﾘー ﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

コンクリート カッター範囲

下地ﾓﾙﾀﾙ

押えｺﾝｸﾘー ﾄ

はつり範囲

鉄筋SD295A D10

接着系ｱﾝｶー  D10 L=300

下地ﾓﾙﾀﾙ 

和式便所撤去部分適　 用

仕上材

ｺﾝｸﾘー ﾄFc21-18-25

鉄筋SD295A D10 ｼﾝｸ゙ ﾙ

仕上材

仕上材

撤去

閉塞

湿式の場合 乾式の場合

湿式の場合 乾式の場合

平面図

平面図

400

40

洗面台D-000
A1: 1/10
A3: 1/20

和式便器撤去・ スラブ閉塞D-000
A1: 1/10
A3: 1/20

D-000 汚垂タイル

天板

壁仕上面

腰壁

特記外は室内と同じ

衛生器具取付補強材

C-65x40x10x0. 8
頭つなぎ

腰壁・ 側板　 ： GB-S t12. 5 + メラミ ン不燃化粧板t3

天板　 　 　 　 ： メラミ ン化粧板カウンター t20

L

天板

壁仕上面

平面図（ 壁取合いの場合）

断面図

側板

巾木

側面図

側板

壁取合いでない場合は、 両側側板とする。

シーリング

シーリング
10

H

2
7
0

D

D

1
0

ライニング各種

特記なき限り仕様は下記による。

10

※手摺、 衛生器具取付部分は補強材の設置を行なうこと。

適  用

A1: 1/ 5
A3: 1/10

A1: 1/ 5
A3: 1/10

A1: 1/20
A3: 1/40

小便器用手摺

便所手摺D-000

備　 考 小便器用手摺： 樹脂製 Ｔ ＯＴ Ｏ「 T112CU2」 同等品

大便器用手摺

大便器用手摺： 樹脂製 Ｔ ＯＴ Ｏ「 T112CL9」 同等品 多目的便所用手摺： 別途 機械設備工事

洗面用手摺： 樹脂製 Ｔ ＯＴ Ｏ「 T112CD6」 同等品

A1: 1/ 5
A3: 1/10

ト イレブース等、 補強が必要な部分への取付けに際しては、

ト イレブース等メーカー及び手摺メーカーと充分協議を行い施工のこと

特　 記

補助手摺

化粧カバー

コーチスクリューネジ

補助手摺

化粧カバー

あと施工アンカー

補助手摺

化粧カバー 補強材

はさみ固定式アンカー

4-M6

ト イレブースの場合 RC壁の場合 軽鉄間仕切壁の場合

補強材

化粧鏡Ａ

上下ステンレスフレーム

化粧鏡D-000

備　 考 化粧鏡Ａ： 耐食鏡  SUSフレーム： t1. 5 HL 加工

　 　 　 　 　 壁タイル仕上の場合は四方フレームとし埋込み（ 同面仕上）

化粧鏡Ｂ

上下ステンレスフレーム

化粧鏡Ｃ

上下アルミ フレーム

全身鏡

Ｌ ＥＤ照明

▽壁面

上下アルミ フレーム

A1: 1/ 5
A3: 1/10

軽鉄壁 W=65 ＠300

4-M6

特記事項

（ 登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　 表

一級建築士中村　 武嗣

（ 登録番号　     号）塚原　 亘

確認者

確認日

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

酒井　 勲

一級建築士・ 構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクト Ｎｏ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

構造設計一級建築士（ 登録番号　      号）

一級建築士        （ 登録番号　      号）209319

2423

2462

160613

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（ ２ 期） (建築)
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全身鏡　 ： 既製品　 耐食鏡  上下アルミ フレーム Ｔ ＯＴ Ｏ「 YMK50K」 同等品

化粧鏡Ｃ： 既製品　 耐食鏡  上下ステンレスフレーム 照明付き Ｔ ＯＴ Ｏ「 EL80015」 同等品

化粧鏡Ｂ： 既製品　 耐食鏡  上下アルミ フレーム



2,000

建具撤去範囲

凡例

床撤去範囲

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

※天井伏図では
天井撤去範囲
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一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士 03A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

管理・研究棟　１階
応接室（撤去・改修図）

白板撤去 白板撤去

CB@100×5段撤去

手洗い撤去

ライニング撤去（仕上タイル貼）

ステンレス腰板 W120撤去

鏡撤去給湯器撤去
(設備)

白板撤去

SUSライニング W120 撤去

手洗い・洗面台撤去

2,
00

0

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

下地：モルタル金ゴテ押え ○

○下地：GB-R t12

○

既存仕上表 撤去存置 

ソフト巾木　H=60

●

●

○

●仕上：DR t9

下地：LGS、GB-R t9.5

仕上：ビニル床シートｔ2.5

仕上：ＥＰ塗、ＶＰ塗(柱型モルタル下地)

キャリア支援センター（現状）

　　応接室（改修）

建具表　1:50

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

備　考

金　物

ガラス

仕　上

建具見込枠見込

材　料

姿　図

１
記号・数量 １

90°

200800

2
,
0
0
0

7
0
0

2,370 3,930

スチールパーテーション
ＳＰ ｔ

50

スチール

メラミン焼付塗装仕上

付属金物一式

腰上：Ｆ 4mm  ランマ:Ｆ 4mm

撤　去　図 改　修　図

下地：モルタル金ゴテ押え ○

○

○

新設既設

●

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

改修仕上表

下地：GB-R t12

　　応接室（改修）

●

●

●タイルカーペット　t6.5

仕上：ビニールクロス

仕上：DR t12（リブ付） 一部t9

下地：LGS、GB-R t9.5

キャリア支援センター（現状）

建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

k k

2
WD WD

1

8
5
0

1
5
0

7
0
0

1
5
0

2
,
0
0
0

200

塗替え

ガラス:乳白ﾌｨﾙﾑ貼

8
5
0

1
5
0

7
0
0

1
5
0

2
,
0
0
0

200

850

塗替え

ガラス:乳白ﾌｨﾙﾑ貼

建具表　1:50

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

備　考

金　物

ガラス

仕　上

建具見込枠見込

材　料

姿　図

１
記号・数量 １

腰上：Ｆ 4mm  ランマ:Ｆ 4mm

１
ＷＤ ｋ

片開き扉
ＷＤ ｋ

片開き扉
２

36

木製

ポリ合板貼フラッシュ

円筒錠、Ｓ（再取付）、Ｔ、Ｆ、ＤＣ

ＳＫ、召合定規縁（アルミ製）、アルミガラリ

腰上：Ｆ 4mm  ランマ:Ｆ 4mm

36

木製

ポリ合板貼フラッシュ

円筒錠、Ｓ（再取付）、Ｔ、ＤＣ

ＳＫ、アルミガラリ

ビニル巾木　H=60

● ●ピクチャーレール

6,
3
70

6,500

6,035

6,
3
70

6,500

6,035

ブラインドＢＯＸ塗替え

ピクチャーレール新設

ピクチャーレール新設

C

A

4 5

C

A

4 5

6,
37
0

3
,9
3
0

2,370

6,035

SP
1

t

展開記号 B

A

Ｄ

C

消火栓ＢＯＸ

6,
37
0

展開記号 B

A

Ｄ

C

6,3706,035

18
1,

00
0

6,035 6,370

1800×9001800×900

Ｂ面Ａ面

Ｄ面Ｃ面

A

C

B

6,500

4 4

6,035

6,500

4 4

C

B

A

消火栓ＢＯＸ

4 ABC5

5 4 BA

鏡撤去

給湯器撤去
(設備)

建具撤去

C
H=

2,
7
00

C
H=

2
,7

0
0

6,035

Ａ面
Ｂ面

6,370

4 5 BC A
C
H=

2,
7
00

Ｃ面
Ｄ面

6,035 6,370

5 4 BA

C
H=

2
,7

0
0

鏡、ライニング、手洗い、白板

2018 A-33

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

キャリア支援センター

応接室

平面詳細図　1：50

天井伏図　1：100

展開図　1：50

展開図　1：50

平面詳細図　1：50

天井伏図　1：100



2,
0
50

2,050

アコーディオンカーテン撤去

2,
0
50

LG
S+

GB
-
R 

t1
2.

5
+t

12
.5

アコーディオンカーテン撤去

アコーディオンカーテン撤去

一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

管理・研究棟　３階

建具撤去範囲

凡例

床撤去範囲

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

※天井伏図では
天井撤去範囲

建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

撤　去　図

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

下地：モルタル金ゴテ押え ○

○

既存仕上表 撤去存置 

ソフト巾木　H=60

○

仕上：DR t9

下地：GB-R t12 2重張り

○

○

○

○

下地：LGS、GB-R t9.5

研究室14・研究室15（現状）

研究室14・研究室15（改修）

仕上：ビニルクロス

仕上：ビニル床シートｔ2.5

改　修　図

○

壁

廻縁

天井

備考

●○

○

下地：モルタル金ゴテ押え ○

新設既設

床

巾木

改修仕上表

○

○

○

●

下地：GB-R t12　2重張り

仕上：DR t9

下地：LGS下地、GB-Rt9.5

仕上：ビニル床シートｔ2.5

仕上：ビニルクロス

　　　LGS下地+GB-Rt12.5+t12.5

ビニル巾木　H=60

アコーディオンカーテン ●

研究室１４・１５（撤去・改修図）

3,0102,980

5,
95

0

天井伏図　1：100

3,0102,980

5,
95

0

天井伏図　1：100

F

D

4

F

D

4

5,
95
0

3,0102,980

5,
95
0

3,0102,980

2,980 3,010

2,9803,010

ＯＰＥＮ

2
,2
0
0

ＯＰＥＮ

5,950

5,950

5,950

5,950

2,
2
00

展開記号 B

A

Ｄ

C

展開記号 B

A

Ｄ

C

平面詳細図　1：50

研究室１４ 研究室１５

Ａ面

Ｃ面

展開図　1：50

平面詳細図　1：50

研究室１４ 研究室１５

F F

44

4 4 4

4 4 4

Ｂ－１面 Ｂ－２面

Ｄ－１面 Ｄ－２面

研究室14 研究室15 研究室14 研究室15

研究室15研究室14研究室14研究室15

C
H=
2
,7
0
0

CH
=
2,

7
00

2,050

2,050

2,980 3,010

2,9803,010

5,950

5,950

2
,2
0
0

5,950

5,950

2,
2
00

Ａ面

Ｃ面

展開図　1：50

4

4

F F

F F

Ｂ－１面 Ｂ－２面

Ｄ－１面 Ｄ－２面

研究室14 研究室15 研究室14 研究室15

研究室15研究室14研究室14研究室15

C
H=
2
,7
0
0

CH
=
2,

7
00

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（3期）(建築)

2018 03 A-34

研究室14・研究室15（現状）

研究室14・研究室15（改修）

ソフト巾木新設

ソフト巾木新設

●



9
0
0

塩ビ

下地：LGS

仕上：GB-Dt9.5

廻縁

天井

備考

●

●

●

凡例

床撤去範囲 ※天井伏図では天井撤去範囲

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

建具撤去範囲

和式便所撤去の上、スラブ閉塞

巾木
●壁仕上／手洗い････ソフト巾木H60

下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ

●

○

仕上（便所廻り）：ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ金コテVP塗

仕上（便所廻り腰壁）：100角半磁器ﾀｲﾙ貼

仕上（手洗い廻り）：ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃVP塗

●

●

1
,
0
4
0

9 10 11 12

CPS PS 物入

洗面カウンター

（FL-50～-70） （FL-50～-70）

CBt120 CBt120

9 10 11

屋内消火栓

平面図詳細図　1：50

鏡、撤去
洗面カウンター
鏡、撤去

9 10 11

C

既設天井点検口：アルミ枠450角

PS PS 物入

天井伏図　1：50

A-35A1：1/ 50
A3：1/100

便所 撤去・改修図（１）

図書館棟 １階

撤去図

改修図9 10 11 12

CPS PS
CBt120 CBt120

9 10 11

●

改修仕上表 既設 新設
ＭＷＣ・ＦＷＣ・ＨＷＣ

ＭＷＣ・ＦＷＣ

●

物入

9 10 11

CPS PS 物入

新設天井点検口：450角

天井伏図　1：50

平面図詳細図　1：50

鏡 新設

カウンター一体形手洗、全身鏡 新設（設備工事）

ライニング 新設

大便器用手摺 新設

ライニング撤去 ライニング撤去ライニング撤去 トイレブース撤去トイレブース撤去

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)

2018 03

160613

600×750 600×750 600×750

（FL±0）

（FL±0）（FL±0） （FL±0）

（FL±0）

600×750 600×750 600×750 600×750

600×750

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

4,800 3,450 3,450

2
,
7
0
0

2
,
5
1
5

660495W1,9202401,2051,210225 2,790

3
0
0

2
,
1
0
0

1,2001,9351,425 240 1,760 1,690

4003451,240

W
1
,
0
0
0

6
0
0

1
,
0
4
0

4
0

4
0

4
0

1
,
2
0
5

1
,
7
4
0

1,930

225

240 675

W
1
,
2
0
0

W2,315 365

9
0
0

1,025 1,025

4
0

4
0

3
1
5

4,800 3,450 660

2
,
7
0
0

2
,
5
1
5

4,800 3,450 3,450

2
,
7
0
0

2
,
5
1
5

660495W1,9202401,205W1,9201,210225 2,790

3
0
0

2
,
1
0
0

1,2001,9351,425 240 1,760 1,690

400

225

240 675

W
1
,
2
0
0

W2,315 365

40

8
3
8

9
5
0

9
5
0

4,800 3,450

2
,
7
0
0

2
,
5
1
5

660

4
9
6
.
5

12
0

800 800

12
0

W950

4
0

ＭＷＣＦＷＣ

ＨＷＣ

廊下

ＦＷＣ

ＦＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

ＭＷＣＦＷＣ

ＨＷＣ

ＭＷＣ

4
0

4
0

110

105

110

900

小便器用手摺 新設

1,025 40

1
,
0
4
0

1
,
0
4
0

3
1
5

1
,
2
3
0

8
0

8
0

鏡 新設

カウンター一体形手洗、全身鏡 新設（設備工事）

15
0

520800520488 800 488

15
0

床貼り分け

トイレブース新設トイレブース新設

150

大便器用手摺 新設

4
0

9
0
0

9
0
0

4
0

40
1,500

5
9
8

1,610 1,6001,697

40

4
39

80
0

43
9

W
 
9
0
0

壁:ｵﾚﾌｧｧｲﾝｼｰﾄ貼り

W
 
9
0
0

壁:ｵﾚﾌｧｧｲﾝｼｰﾄ貼り

壁
:
EP

-G

壁
:
EP

-G

壁
:
EP

-G

壁
:
EP

-G

EP-G EP-G

4
SF

4
SF

TB

1
TB

2

4
SF

t

4
SF

t

TB

2

t TB t

1

床

（便所）

下地：樹脂モルタル補修ｔ40程度

仕上：ビニル床シート（ノンワックスタイプ）t2.0

●

床

仕上：ビニル床シート（ノンワックスタイプ）t2.0（手洗い）

下地：モルタル金コテ ○

巾木
●ﾋﾞﾆｰﾙ巾木H60

●

床

仕上：ビニル床シート（ノンワックスタイプ）t2.0

下地：モルタル金コテ ○

（ＨＷＣ）

下地：樹脂モルタル補修ｔ5

塩ビ

下地：LGS + GB-Rt9.5

廻縁

天井

●

●

●

●

●

●

壁 仕上：化粧ケイカル板t6

仕上（手洗い廻り） + EP-G塗装

仕上：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ（不燃　AA程度）

備考

凡例

床新設範囲 ※天井伏図では天井新設範囲

壁下地共新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

建具新設範囲

●

●設備工事：全身鏡

設備工事:TOTOマーブルライトカウンター　スタンダードボウル一体タイプ　MC30

●

既存仕上表 存置 撤去
ＭＷＣ・ＦＷＣ・ＨＷＣ

下地：E-2防水下地／手洗い････モルタル金コテ

●

●

ＭＷＣ・ＦＷＣ・ＨＷＣ

仕上（便所廻り）：25角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

仕上（手洗い廻り）：塩ビシートt2.5

仕上（ＨＷＣ）：塩ビシートt2.5

○

○
床

壁

鏡、洗面カウンター、ライニング、ＴＢ

大便器用手摺、小便器用手摺、鏡、ＴＢ

ライニング 新設

8
00

150

1
,
6
0
0

（FL±0）

W950

（FL±0）

W950

W950

540

40 1,015

40 1,050

W1,920

ＨＷＣ

○

209319

2423

ライニング 新設



OPEN

OPEN
OPEN

OPEN

シャッター方立
収納庫

スチール

OPEN

ライニング撤去

図書館棟ＦＷＣ（手洗い）

図書館棟ＦＷＣ

Ａ Ｂ-１ Ｂ-２ Ｃ Ｄ-１ Ｄ-２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

図書館棟ＨＷＣ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

A-36
A1：1/ 50
A3：1/100

便所 撤去・改修図（２）

図書館棟　１階

OPEN

OPEN

OPEN

図書館棟ＦＷＣ（手洗い）

図書館棟ＦＷＣ

Ａ Ｂ-１ Ｂ-２ Ｃ Ｄ-１ Ｄ-２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

図書館棟ＨＷＣ

OPEN
OPEN

撤去図

改修図

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ライニング 新設

2ヵ所新設

大便器用手摺 新設

洗面カウンター

メラミン化粧合板 撤去

鏡 撤去

※ＭＷＣ共通※ＭＷＣ共通

※ＭＷＣ共通※ＭＷＣ共通

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)

2018 03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）
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0

1,
20
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Ｃ型50×25

90
0

1
,
04

0

2,
0
00

2,
0
00

鏡（350×1000）

凡例

床撤去範囲 ※天井伏図では天井撤去範囲

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

建具撤去範囲

凡例

床新設範囲 ※天井伏図では天井新設範囲

壁下地共新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

建具新設範囲

6001
,
3
00

7
0
0

45
0

150

25

4
50

2
,0

0
0

50
0

手洗台カウンター新設（設備工事）

全身鏡（350×1500）新設（設備工事）

ライニング 新設

壁　ｵﾚﾌｧｧｲﾝｼｰﾄ貼り

（ﾄｲﾚﾌﾞｰｽと同じもの）

209319

2423



OPEN

OPEN
OPEN

OPEN

図書館棟ＭＷＣ（手洗い）

図書館棟ＭＷＣ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2

TB
1トイレブース

図書館棟　ＦＷＣ

テラゾーブロック

付属金物一式

－

－

－

40

t

枠見込 建具見込

姿　図

仕　上

金　物

主要使用箇所

材　料

記号・数量

ガラス

備　考

1

TB
トイレブース

図書館棟　ＭＷＣ

テラゾーブロック

付属金物一式

－

－

－

40

t

1

A-37

便所 撤去・改修図（３）

図書館棟　１階

図書館棟ＭＷＣ（手洗い）

図書館棟ＭＷＣ

Ａ Ｂ ＤＣ

OPEN

枠見込 建具見込

姿　図

仕　上

金　物

主要使用箇所

材　料

記号・数量

ガラス

備　考

1

TB
トイレブース

図書館棟　ＭＷＣ

グレビティヒンジ（中心吊型）、非常開錠付表示錠、戸当り帽子掛

－

－ 40

1
2

TB
トイレブース

図書館棟　ＦＷＣ

グレビティヒンジ（中心吊型）、非常開錠付表示錠、戸当り帽子掛

－

－ 40

1

枠見込 建具見込

姿　図

仕　上

金　物

主要使用箇所

材　料

記号・数量

ガラス

備　考

撤去図

改修図

洗面カウンター

メラミン化粧合板 撤去

鏡 撤去

ライニング撤去

ライニング 撤去窓枠 アルミ製 撤去

枠見込 建具見込

姿　図

仕　上

金　物

主要使用箇所

材　料

記号・数量

ガラス

備　考

二方枠撤去

ライニング 新設

小便器用手摺 新設

大便器用手摺 新設

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)

2018 03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）
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枠：SUS HL 180×25×1.2

　 天板 SUS HL 120×180×1.2 撤去

エッジ：化粧シート、　巾木：SUSエッジ：化粧シート、　巾木：SUS
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2,515

全身鏡（350×1500）新設（設備工事）

ライニング 新設

鏡（350×1000）

2ヵ所新設

壁　ｵﾚﾌｧｧｲﾝｼｰﾄ貼り

（ﾄｲﾚﾌﾞｰｽと同じもの）

木目調ｵﾚﾌｧｧｲﾝｼｰﾄ貼り（芯材ペーパーコア若しくは木） 木目調ｵﾚﾌｧｧｲﾝｼｰﾄ貼り（芯材ペーパーコア若しくは木）

8
2
7

209319

2423



107 実習室

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）

特記事項 確認日

（登録番号174376号）一級建築士中村　武嗣

工事名称

縮尺 年月日 図面番号
A1  1/ 50
A3  1/100 03

図面名称
一級建築士      （登録番号　209319　号）

一級建築士・構造設計一級建築士

設備設計一級建築士

確認者 設備設計一級建築士 代　表 設計監理部長 検証者 主担当 作成

（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）

塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

酒井　勲

教室棟　１階

建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲天井撤去範囲

※天井伏図では

壁仕上げ材のみ撤去範囲

壁下地共撤去範囲

床撤去範囲

凡例

建具撤去範囲

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

○

●

○

○

ソフト巾木　H=60(間仕切り壁) ●

木製巾木　SOP H=60

仕上：ビニルクロス

○

○

既存仕上表 撤去存置 
107 実習室（改修）

仕上：DR t9

下地：GB-R t12.5

下地：LGS、GB-R t9.5

講義室１（現状）

改　修　図

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

改修仕上表

○

○

○

新設既設

○

●

　　107 実習室（改修）

●

仕上：エポキシ樹脂系塗床材

仕上：ビニルクロス

仕上：DR t9

下地：GB-R t12.5

下地：LGS、GB-R t9.5

講義室１（現状）

107実習室（撤去・改修図）

仕上：ＯＡフロア、タイルカーペットt5

5,
10
0

7,450

天井伏図　1:100

5,
10
0

7,450

天井伏図　1:100

C

1 2

C

1 2

撤　去　図

黒 板

展開記号

A

Ｄ B

C

10
0

10
0

C

1 2

展開記号

A

Ｄ B

C

5
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0
0

7,450

5,1007,450

CH
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,
00
0

CH
=
3,

0
00

7,450 5,100

5,
10
0

7,450

C

1 2

1

1

2 C

2 C

下地：モルタル金ゴテ押え

2018 A-38

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

講 義 室 １

平面詳細図　1:50

A　面

C　面

展開図　1:50

D　面

B　面

平面詳細図　1:50

展開図　1:50

CH
=3
,
00
0

10
0

10
0

7,450 5,100

5,1007,450

1 2 C

12 C

CH
=
3,

0
00

A　面 B　面

D　面C　面

既存サッシュガラス：取り外し ｔ3アルミパネル：新設

○

●ビニル巾木　H=60

●木製巾木　SOP塗替え H=60

下地：嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄH100（φ6㎜-150*150）

柱型部分　モルタル金ゴテ仕上げ VP塗り

実験室内1ヵ所、廊下1ヵ所天井点検口増設 ●

既存黒板撤去処分(3,600×1,100）

柱型部分　モルタル金ゴテ仕上げ VP塗り

黒板撤去処分 ●

天井点検口追加

塩ビ ○

ソフト巾木：新設 木製巾木：SOP塗替え

木製巾木：SOP塗替え 木製巾木：SOP塗替え

既存サッシュガラス：取り外し

既存黒板撤去処分(3,600×1,100）

既存ソフト巾木撤去処分



●

●

●

ガラス撤去

一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士 03A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

教室棟　３階
301研究実験室（撤去・改修図）

天井撤去範囲
※天井伏図では

壁下地共撤去範囲

床撤去範囲

凡例

壁仕上げ材のみ撤去範囲

建具撤去範囲

凡例

床新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

建具新設範囲

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

下地：モルタル金ゴテ押え ○

下地：LGS ○

○

既存仕上表 撤去存置 

仕上：長尺塩ビシート　t2.5

ソフト巾木　H=60

○

301グランドロールプレイングルーム(現状)

 301研究実験室(改修)

仕上：GB-D t9.5

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

改修仕上表

○

○

○

新設既設

○

下地：LGS

301グランドロールプレイングルーム(現状)

　301研究実験室(改修)

下地：モルタル金ゴテ押え

仕上：長尺塩ビシート　t2.5

○

○

○

仕上：GB-D t9.5

固定机 ●

●

ビニル巾木　H=60

改　修　図撤　去　図

掲示板

A　面 B　面

D　面C　面

A　面 B　面

C　面 D　面

掲示板

7,450
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掲示板掲示板

10,2007,450
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固定机撤去

教壇撤去

展開記号
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C
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B

展開記号
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,
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301 研究実験室
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1 2

7,450

4,200

1
,5
0
0

1,500

6
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3,
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0

650

1 2

固定机撤去

教壇撤去
H150

301 グランドロールプレイングルーム
ｋ

記号・数量 １
１

姿　図

材　料

枠見込 建具見込

仕　上

ガラス

金　物

備　考

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

ＡＷ
引違い連窓

アルミ

70

シルバー

ｔ5透明

ｸﾚｾﾝﾄ、水切B=90、ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ（4方）

ｋ

１
ＡＷ

1,550 90 1,560 90 1,560 90 1,550

6,490

1
,2
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10

0
48

0

1
,8

60

2018 A-39

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

建具表　1:50

平面詳細図　1:50 平面詳細図　1:50

展開図　1:50 展開図　1:50

※：301研究室

黒板撤去

壁撤去

壁撤去

巾木新設

壁下地共新設

教壇・上下黒板

●

●

下地：ラワン合板5.5目透かし張り

仕上：ＥＰ

下地：ラワン合板5.5目透かし張り

仕上：ＥＰ

●

障子部ｔ6.8NPに入替え
欄間部ｔ6.8NFに入替え

既設ガラスを撤去し、ガラスをｔ6.8NP、NFに入替える

●天井点検口新設：３ヵ所（実験室１、廊下２）



一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

教室棟　３階
302共同研究室（撤去・改修図）

●

機内ロールプレイングルーム(現状)

　302 共同研究室(改修)

床
下地：モルタル金ゴテ押え ○

既存仕上表 撤去存置 

巾木

壁

廻縁

天井

備考

○

○仕上：ビニルクロス

下地：LGS ○

○

ソフト巾木　H=60 ○

仕上：フリーアクセスフロアー

　　　カーペットタイル敷

　　　長尺塩ビシート　t2.5

下地：GB-R t12.5

仕上：GB-D t9.5

○

機内ロールプレイングルーム(現状)

　302 共同研究室(改修)

床

巾木

壁

廻縁

天井

改修仕上表

○

○

○

新設既設

○

仕上：ビニルクロス

下地：LGS

○

○

下地：GB-R t12.5

仕上：GB-D t9.5

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

凡例

床撤去範囲

※天井伏図では
天井撤去範囲

建具撤去範囲 建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

３列椅子、２列椅子 ●

ビニル巾木　H=60

撤　去　図 改　修　図

ホワイトボード

A　面 B　面

4,800

C　面 D　面

ホワイトボード

A　面 B　面
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4,800

9,900

C
H=
3
,0
0
0

4,800

CH
=
3,

0
00

9,900

9,900

9,900

4

4

4

4

5 C

5 C

5 C

5 C

CH
=
3,

0
00

床撤去

70

3
00

4,800

10
,
20

0

9
,9

0
0

1,0001,500

6
00

6
00

C

B

4 5

3列椅子撤去
×7台

2列椅子撤去
×7台

展開記号

A

B

C

D
4,800

9
,9

0
0

10
,
20

0

3
00

C

B

4 5

ｋ

１
ＡＷ ｋＡＷ

２

展開記号

A

B

C

D

70

１

建具表　1:50

ｋ
記号・数量

１

姿　図

材　料

枠見込 建具見込

仕　上

ガラス

金　物

備　考

ＡＷ
引違い連窓

アルミ

シルバー

ｔ5透明

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

ｸﾚｾﾝﾄ、水切B=90、ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ（4方）

1,840 90 1,840

3,770

1
,6

6
0

アルミ

シルバー

ｔ5透明

ｸﾚｾﾝﾄ、水切B=90、ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ（4方）

ｋＡＷ
引違い連窓

２

1,990 90 1,990

4,070

8
00

1,
2
80

1
0
0

4
8
0

2
,6

60

ｋＡＷ
２

２

303 研究実験室講義室７

2018 03 A-40

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

平面詳細図　1:50 平面詳細図　1:50

展開図　1:50展開図　1:50

機内ロールプレイングルーム

302 共同研究室

下地：既存下地補修

仕上：長尺塩ビシート　t2.5

※：階段室 ※：302共同研究室、303研究実験室

ガラス撤去 障子部ｔ6.8NPに入替え
欄間部ｔ6.8NFに入替え

●

既設ガラスを撤去し、ガラスをｔ6.8NP、NFに入替える既設ガラスを撤去し、ガラスをｔ6.8NP、NFに入替える

床撤去

床撤去床撤去

○

●

階　段　１ 階　段　１

天井点検口新設：２ヵ所（実験室１、廊下１）

天井点検口新設：２ヵ所（実験室１、廊下１）

備考

●

※303研究実験室



8

一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

教室棟　３階
304研究実験室（撤去・改修図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

下地：モルタル金ゴテ押え ○

○

○仕上：ビニルクロス

下地：LGS ○

○

既存仕上表 撤去存置 

仕上：長尺塩ビシート　t2.5

ソフト巾木　H=60

○

　304 研究実験室(改修)

下地：GB-R t12.5

仕上：GB-D t9.5

講義室８(現状)

床

改修仕上表 新設既設

下地：モルタル金ゴテ押え ○

 304 研究実験室(改修)

巾木

壁

廻縁

天井

備考

○

○

○

○

下地：LGS

仕上：長尺塩ビシート　t2.5

      OAフロアー　H=50

○

仕上：GB-D t9.5

講義室８(現状)

●

●

●

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

凡例

床撤去範囲

※天井伏図では
天井撤去範囲

建具撤去範囲 建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

教壇 ●

●

●

ビニル巾木　H=60

撤　去　図 改　修　図

C　面 D　面

A　面 B　面B　面A　面

D　面C　面

掲示板

黒板

掲示板

展開記号

A

B

C

D

展開記号

A

B

C

D

C
H=
3
,0
0
0

2,400 4,800

7,200

2,4004,800

7,200

CH
=3

,
00

0

10
,
20

0

9
,9

0
0

3
00

9,900

9,900 7,200

2,400 4,800

C
H=
3
,0
0
0

2,400

7,200

4,800

9
,9
0
0

10
,
20
0

3
00

9,900

9,900

C

7

4,8002,400

87

4,8002,400

7,200 7,200

B

C

B

7

7

7

7

8

8 8

8C

C

C

C

CH
=3

,
00

0

W4600×D1500×H150

教壇撤去

W4600×D1500×H150
教壇撤去

ｋ

１
ＡＷ ｋＡＷ

２

70

１

建具表　1:50

ｋ
記号・数量

１

姿　図

材　料

枠見込 建具見込

仕　上

ガラス

金　物

備　考

ＡＷ
引違い連窓

アルミ

シルバー

ｔ5透明

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

ｸﾚｾﾝﾄ、水切B=90、ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ（4方）

1
,
28

0
1
00

4
80

1,990901,990

4,070

1
,
86

0

建具表　1:50

記号・数量

姿　図

材　料

枠見込 建具見込

仕　上

ガラス

金　物

備　考

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

１

70

アルミ

シルバー

ｔ5透明

ｸﾚｾﾝﾄ、水切B=90、ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ（4方）

ｋＡＷ
引違い連窓

２

80
0

1
,
28

0
1
00

4
80

2,
66

0

1,990901,990

4,070

ガラス撤去

2018 03 A-41

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

講義室７

講義室８

303 研究実験室

304 研究実験室

平面詳細図　1:50平面詳細図　1:50

展開図　1:50

※：303、304研究実験室 ※：304研究実験室

障子部ｔ6.8NPに入替え
欄間部ｔ6.8NFに入替え

壁・LGS下地、PB12.5mm張り、ビニールクロス張り

AC電源BOX

見切金物

AC電源BOX

ソフト巾木新設ソフト巾木新設

ソフト巾木新設 ソフト巾木新設

●

FL±0

FL±0

FL+56.5

FL+56.5

      カーペットタイル　t6.5

下地：GB-R t12.5（Ｂ面）

仕上：ビニルクロス（Ｂ面）

既設ガラスを撤去し、ガラスをｔ6.8NP、NFに入替える既設ガラスを撤去し、ガラスをｔ6.8NP、NFに入替える

壁 設 置

見切金物

●

塩ビ（Ｂ面新設）

○

●

天井点検口新設1ヵ所（廊下1）

※305研究実験室天井点検口新設2ヵ所（実験室2） ●



一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

教室棟　３階
306研究実験室（撤去・改修図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

下地：モルタル金ゴテ押え ○

○

○

下地：LGS ○

○

既存仕上表 撤去存置 

仕上：長尺塩ビシート　t2.5

ソフト巾木　H=60

○

○

 306 研究実験室(改修)

下地：GB-R t12.5

仕上：GB-D t9.5

講義室１０(現状)
改修仕上表 新設既設

 306 研究実験室(改修)

講義室１０(現状)

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

凡例

床撤去範囲

※天井伏図では
天井撤去範囲

建具撤去範囲 建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

教壇 ●

10
,
20
0

9,
9
00

2,400 4,800

7,200

C

B

10 11

撤　去　図 改　修　図

D　面C　面

B　面A　面

9
,9
0
0

B　面A　面

D　面C　面

掲示板

黒板

掲示板

9,900

4,800

7,200

9,900

2,4004,800

7,200

CH
=3
,
00
0

2,400

30
0

2,400

7,200

4,800

4,800

7,200

2,400

9,900

9,900

30
0

1
0,

2
00

9,
90
0

展開記号

A

B

C

D

10
,
20

0

展開記号

A

B

C

D

4,8002,400

7,200

4,8002,400

7,200

C

B

C

B

10 11 10 11

10

10 10

1011

11

11

11

C

C

C

C

30
0

C
H=
3
,0
0
0

CH
=
3,

0
00

CH
=
3,

0
00

W4600×D1500×H150
教壇撤去

2018 03 A-42

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

平面詳細図　1:50

天井伏図　1:100

平面詳細図　1:50

展開図　1:50展開図　1:50

講義室１０

教壇撤去

見切金物

306 研究実験室

FL±0

FL±0

見切金物

1
0,

2
00

9,
9
00

2,400 4,800

7,200

C

B

10 11

30
0

天井伏図　1:100

床
下地：モルタル金ゴテ押え ○

巾木

壁

廻縁

天井

備考

○

○

○

○

下地：LGS

仕上：長尺塩ビシート　t2.5

      OAフロアー　H=50

○

仕上：GB-D t9.5

●

●

●

●

      カーペットタイル　t6.5

壁・LGS下地、PB12.5mm張り、ビニールクロス張り

ソフト巾木新設ソフト巾木新設

ソフト巾木新設 ソフト巾木新設

●ビニル巾木　H=60

FL+56.5

FL+56.5

下地：GB-R t12.5、Ｂ面LGS下地+GB-R12.5

仕上：Ｂ面ビニルクロス張り

天井点検口450*450新設 ●

●天井点検口新設2ヵ所（実験室内1、廊下1）

点検口新設

点検口新設

仕上：ＥＰ塗り



一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

教室棟　３階
307研究実験室（撤去・改修図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

下地：モルタル金ゴテ押え ○

○

○

○

○

既存仕上表 撤去存置 
 307 共同研究室(改修)

仕上：ニードルパンチカーペット敷

下地：ラワンベニヤ t5.5

下地：トムレックス　t30コテ押エ

仕上：VP吹付の上金ゴテ押え

●

講義室１(現状)

改　修　図

床

改修仕上表 新設既設

○

　307 共同研究室(改修)

下地：モルタル金ゴテ押え

●仕上：　　　塩ビシート張り

巾木

壁

廻縁

天井

備考

○

○

○

○

下地：ラワンベニヤ t5.5

下地：トムレックス　t30コテ押え

仕上：VP吹付の上金ゴテ押え

講義室１(現状)

壁下地共撤去範囲

壁仕上げ材のみ撤去範囲

凡例

床撤去範囲

※天井伏図では
天井撤去範囲

建具撤去範囲 建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

●

7
,6

0
0

7,450

7
,6

0
0

7,450

B

13 14

B

13 14

撤　去　図

7,450

7,450 7,600

C
H=
3
,8
2
0

7,4507,600

C
H=
3
,8
2
0

7,450 7,600 7,600

6,115

7,450

1,335

展開記号

A

B

C

D

7
,6

0
0

5
00

1,3356,115

7,450展開記号

A

B

C

D

5
00

7
,6

0
0

B B

13 14

1413

13

13

13

13

B

B

14

14

14

14

B

B

B　面A　面B　面A　面

D　面C　面 D　面C　面

CH
=3

,
82

0

CH
=3

,
82

0

2018 03 A-43

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

平面詳細図　1:50 天井伏図　1:100

平面詳細図　1:50

307 共同研究室

天井伏図　1:100

展開図　1:50展開図　1:50

講 義 室 １

仕上：ＥＰ塗り 仕上：EP塗り

FIX部分を壁PB12.5㎜張りの上EP塗り

ガラス部下地新設、合板5.5㎜張り

4,480

壁面下地新設、合板5.5㎜張りEP塗り

FIX FIX

1,
13
0

○ ○

天井点検口450*450新設 ●

木製巾木SOP　H=60木製巾木SOP　H=60



一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

第二教室棟　１階

天井撤去範囲
※天井伏図では

壁仕上げ材のみ撤去範囲

壁下地共撤去範囲

床撤去範囲

凡例

建具撤去範囲

108研究実験室（撤去図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

下地：モルタル金ゴテ押え ○

○

○仕上：ビニルクロス

下地：LGS ○

○

既存仕上表 撤去存置 
　108研究実験室（改修）

仕上：塩ビシート

ソフト巾木　H=100

○

○

下地：GB-R t12.5

仕上：GB-D t9.5

診療事務演習室（現状）

ブラインド、植栽 ●

建具表　1:50

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

備　考

金　物

ガラス

仕　上

40160建具見込枠見込

材　料

姿　図

１
１記号・数量

アルミ

1
,9

6
0

1
,3

0
0

11
0
55

0

1,640

引違い窓、ランマ引違い窓付
ＡＷ ｔ

ＣＲ、アングル

FL-5 

電解二次着色

1,800

7,
28
0

1,
8
20

5,460 7,280

C

C

C

1 2 3

渡り廊下

1,820

7,2801,8205,460

7,2805,460

7,280

5,460 7,280

1,
82
0

1 2 3 C B A

123 CBA

7,280

展開記号

A

Ｄ B

C

A　面 B　面

C　面 D　面

tＡＷ
１

7
,2

8
0

C

B

A

1 2 3

CH
=
3,
0
00

CH
=3

,
00

0

1,800
ブラインド撤去

(中木 H3,000)

建具撤去

建具撤去

配管孔φ100×2
※設備工事と調整

※設備工事と調整
配管孔φ150

配管孔φ150

※設備工事と調整

配管孔φ100×2
※設備工事と調整

2018 03 A-44

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

診療事務演習室

平面詳細図　1:50

展開図　1:50

天井伏図　1:100

植栽撤去×2本

掲示板撤去(1200×3350）
建具撤去

●

2,610

点検口移設

壁面クロス、ソフト巾木撤去H-3000×W-8200

1,800 1,800

ブラインド撤去

1,
80
0

ブ
ラ

イ
ン
ド

撤
去

天井仕上げ・下地共撤去

3,
6
40

1,800

ブラインド撤去



1
50

39
0
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▽FL

1 5
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3
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一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士 03A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

第二教室棟　１階

建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

108研究実験室（改修図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

改修仕上表

○

○

○

新設既設

○

仕上：ビニルクロス

下地：LGS

　　108研究実験室（改修）

下地：モルタル金ごて押え

仕上：塩ビシート

○

○

○

仕上：GB-D t9.5

下地：GB-R t12.5

診療事務演習室（現状）

ビニル巾木　H=100

外部階段、外部設備基礎 ●

●

建具表　1:50

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

備　考

金　物

ガラス

仕　上

40建具見込枠見込

材　料

姿　図

１
１記号・数量 両開き扉

アルミ

二次電解着色

AM、付属金物一式

ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ、S、DC（ｽﾄｯﾊﾟｰ無し）、T、SK、TA

15
0
5
0

2
00

1
20

12
0

39
0

250

1,500 250 250

▽GL

200

20
0

50
15

0

▽GL

←既設外壁A1:1/20、A3:1/40

【外部階段詳細図】

5,460 7,280

1 2 3

1,820
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1,8207,2807,280
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7,280 7,280

展開記号

A

Ｄ B

C

平面詳細図　1:50

C　面 D　面

A　面 B　面

C

B

A

7,
28

0
1,
8
20

5,460 7,280

1 2 3

1

1

2 3 C B A

3 2 A B C

4
0

CH
=3
,
00
0

CH
=
3,

0
00

25
0

2
50

1,
50
0

FL±0

2,000

建具新設

12
0

1
20

6
0 3
0

▽GL

ボンベ固定金具

ボンベ固定金具
(ボンベ3本)

FL-500

12
0

1,500 250 250

200

コンクリート金ｺﾃ

D-10、＠200ﾀﾃﾖｺ

2018 A-45

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

展開図　1:50

108研究実験室

天井伏図　1:100

ＡＳＤ

2,
40

0

外部階段新設

FL-65

FL-85

FL-225

FL-365

▽FL

1,620

220

900

▽FL

【ボンベ廻り詳細図】

A1:1/20、A3:1/40

鎖（端部脱着式）

60
0

40
0

St L-50×50×4 SOP

鎖（端部脱着式）

St L-50×50×4 SOP

既設壁下地材に
ｱﾝｸﾞﾙ取付板固定

St L-50×50×4 SOP
St 取付板　20×100×900 SOP

1
50

壁新設及びクロス張り替え

建具新設

SD

2
EV棟

渡り廊下

壁面クロス、ソフト巾木新設H-3000×W-8200

●

渡り廊下壁クロス、ソフト巾木新設

7,
28
0

1,
8
20

C

B

A

点検口移設

1,
80

0
ブ
ラ

イ
ン

ド
新

設

1,8001,800
ブラインド新設

1,800
ブラインド新設

ボンベ固定金物、ブラインド４ヶ所新設

１

建具新設

ＡＤ

外部設備基礎新設
W1500×D750×H200

外部階段新設



ボード撤去

一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

第二教室棟　１階

天井撤去範囲
※天井伏図では

壁仕上げ材のみ撤去範囲

壁下地共撤去範囲

床撤去範囲

凡例

建具撤去範囲

109研究実験室（撤去図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

○

○

○仕上：ビニルクロス

○

○

既存仕上表 撤去存置 

ソフト巾木　H=100

基礎医学実習室（現状）

　　109研究実験室（改修）

下地：コンクリート

仕上：DR t9

●

●

●

●

仕上：ＯＡフロア H80+タイルカーペット t7

下地：GB-R t12.5

下地：LGS、GB-R t9.5

建具表　1:50

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

備　考

金　物

ガラス

仕　上

40160建具見込枠見込

材　料

姿　図

１
１記号・数量

アルミ

1
,9

6
0

1
,3

0
0

11
0
55

0

1,640

引違い窓、ランマ引違い窓付
ＡＷ ｔ

ＣＲ、アングル

FL-5 

電解二次着色

●流し台（再取付）、植栽、ブラインド

ブラインド撤去

7,
28
0

13,650

ブラインド撤去

1,800 1,800

C

B

3 4

A　面 B　面

C　面 D　面

ホワイトボード
W3600×H1200W1800×H1200

ホワイトボード

１
ＡＷt

13,650

展開記号

A

Ｄ B

C

FIX FIX

8
00

3,600 350

8
00

3,600

13,650 7,280

1,
0
00

7,28013,650

7,
28
0

C

B

3 4

3 4 C B

4 B C3

流し台 流し台
C
H=
3
,0
0
0

CH
=
3,

0
00

OAフロア撤去

建具撤去

1,800 1,800
ブラインド撤去ブラインド撤去

流し台撤去

建具撤去

流し台撤去

(中木 H3,000)

流し台（再取付）

2018 03 A-46

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

平面詳細図　1:50

基礎医学実習室

天井伏図　1:100

展開図　1:50

3,6002,360 350 3,600

60
0

60
0

植栽撤去×4本

ホワイトボード
W1700×H1200



250

一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

第二教室棟　１階

建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

109研究実験室（改修図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

改修仕上表

○

○

○

新設既設

○

仕上：ビニルクロス

基礎医学実習室（現状）

　　109研究実験室（改修）

仕上：DR t9

●

●

●

下地：LGS、GB-R 9.5

下地：GB-R t12.5

●

ビニル巾木　H=100

●

AM、付属金物一式

アルミ

両開き扉記号・数量 １
１

姿　図

材　料

枠見込 建具見込 40

仕　上

ガラス

金　物

備　考

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

建具表　1:50

二次電解着色

ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ、S、DC（ｽﾄｯﾊﾟｰ無し）、T、SK、TA

流し台（再取付）、外部階段、設備基礎

●

7,
2
80

13,650展開記号

A

Ｄ B

C

流し台

C

B

3 4

25
0

1,
50
0

25
0

2,000

FL±0

建具新設

１

外部階段新設

流し台（再取付）

2018 03 A-47

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

109研究実験室

平面詳細図　1:50

展開図　1:50

6
00

3,600

下地：嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄH80（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6 150□）

仕上：ビニル床シート t2.0

ＡＤ

ＡＤ

2,
40

0
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0
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C
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3 4 C B
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=
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00

洗面撤去部 建具新設

1,800
ブラインド新設
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FL-500

FL-85
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FL-365

FL-65
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←既設外壁A1:1/20、A3:1/40

【外部階段詳細図】

200

コンクリート金ｺﾃ

D-10、＠200ﾀﾃﾖｺ

▽FL

1
50

壁新設及びクロス張り替え

石膏ボード張替え
クロス張替え

ホワイトボード
W1700×H1200

7,
28
0

13,650

C

B

3 4

天井伏図　1:100

1,800
ブラインド新設

天井点検口新設 天井点検口新設

ブラインド、天井点検口２ヶ所新設



一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

第二教室棟　１階

天井撤去範囲
※天井伏図では

壁仕上げ材のみ撤去範囲

壁下地共撤去範囲

床撤去範囲

凡例

建具撤去範囲

110研究実験室（撤去図）

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

○

○

○仕上：ビニルクロス

○

○

既存仕上表 撤去存置 

ソフト巾木　H=100

下地：コンクリート

仕上：DR t9

●

●

●

●

臨床工学実習室（現状）

　　110研究実験室（改修）

仕上：OAフロア H80　+　タイルカーペット t7

下地：GB-R t12.5

下地：LGS、GB-R t9.5

建具表　1:50

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

備　考

金　物

ガラス

仕　上

40160建具見込枠見込

材　料

姿　図

１
１記号・数量

アルミ

1
,9

6
0

1
,3

0
0

11
0
55

0

1,640

引違い窓、ランマ引違い窓付
ＡＷ ｔ

ＣＲ、アングル

FL-5 

電解二次着色

●流し台（再取付）、植栽、ブラインド7,
28
0

15,470

1
,8
2
0

1,800

C

B

A

4 5

7,
2
80

ホワイトボード×3(存置)

15,470展開記号

A

Ｄ B

C

１
ＡＷ t

B　面A　面

ホワイトボード
W3600×H1200W1800×H1200

ホワイトボード
W1800×H1200

ホワイトボード

D　面C　面

15,470 9,100

1,
00

0

9,10015,470
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0

C

B

A

4 5

4

44

5 C A

5 C

流し台
CH

=3
,
00
0

CH
=3

,
00

0
建具撤去

1,800
ブラインド撤去

(中木 H3,000)

流し台（再取付）

流し台（再取付） OAフロア撤去

ビニルクロス・巾木のみ撤去

1,800

建具撤去

1,800
ブラインド撤去

2018 03 A-48

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

臨床工学実習室

平面詳細図　1:50

天井伏図　1:100

展開図　1:50

3,600

60
0

ライニング

20
0

1,000

ライニング

99
0

1,000

手術実習用照明器具撤去 ●

植栽撤去×4本

ビニルクロス・巾木のみ撤去

ビニルクロス・巾木のみ撤去

ビニルクロス・巾木のみ撤去

手術実習用照明器具撤去

1,8001,8001,800 1,800

ブラインド撤去 ブラインド撤去



一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

第二教室棟　１階

25
0

25
0

1,
50

0

2,000

建具新設

建具新設範囲

凡例

床新設範囲

壁仕上げ材のみ新設範囲

壁下地共新設範囲

※天井伏図では
天井新設範囲

110研究実験室（改修図）

１

床

巾木

壁

廻縁

天井

備考

改修仕上表

○

○

○

新設既設

○

仕上：ビニルクロス

仕上：DR t9

●

●

臨床工学実習室（現状）

　　110研究実験室（改修）

●

●

●

下地：GB-R t12.5

下地：LGS、GB-R t12.5

ビニル巾木　H=100

●

AM、付属金物一式

アルミ

両開き扉記号・数量 １
１

姿　図

材　料

枠見込 建具見込 40

仕　上

ガラス

金　物

備　考

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

建具表　1:50

二次電解着色

ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ、S、DC（ｽﾄｯﾊﾟｰ無し）、T、SK、TA

外部階段新設

※外部階段の詳細図は「第二教室棟　1階　108研究実験室（改修図）」参照

FL±0

7,
2
80

1
,8
2
0

15,470
展開記号

A

Ｄ B

C

流し台

C

B

A

4 5

流し台（再取付）

2018 03 A-49

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)
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竪樋 カラーＶＰ100φ　高強度支持金物＠1,200
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床置き型消火器ﾎﾞｯｸｽ

消火器ﾎﾞｯｸｽ

2881,350

L-6*75*75

L-6*75*75

L-6*75*75

L-6*75*75

基礎範囲

75
0

既設庇切断面：既存屋根庇と同じ仕様とする

フッ素鋼板t=0.4mm幕板

アルミ笠木　W300

ベランダ撤去後外壁補修

ベランダ撤去後外壁補修

+110

水
勾

配

570

570

310

4
75

47
5

300

1,666

1,366

1,345

1,655

1,655

1,666

Expj

床置き型

消火器ﾎﾞｯｸｽ
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2
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5
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50
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天井:GB-D t9.5

アルミ笠木 W300

天井:GB-D t9.5

天井:GB-D t9.5

C1 C1

G2

G2

天井:GB-D t9.5

アルミ笠木 W300

横引ルーフドレイン

屋根:コンクリート直均しの上、露出断熱シート防水

水勾配(1/50)

床：ビニル床シート t2.0

床：ビニル床シート t2.0

床：ビニル床シート t2.0

アルミ笠木 W300

Exp.jカバー

G1

G1

G1

ウレタン塗膜防水（1FLまで）

外壁取付後モルタル補修

層間塞ぎ

Exp.jカバー

Exp.jカバー

Exp.jカバー

Exp.jカバー

Exp.jカバー

Exp.jカバー

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱　t50

▽SL（水上）

△SL（水下）

▽3FL

▽2FL

床：ビニル床シート t2.0

防火区画　GB-F t21+t21

天井:GB-D t9.5

床：ビニル床シート t2.0

外壁：押出成型セメント板 　工場塗装品

Exp.jカバー

Exp.jカバー

Exp.jカバー

一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

設備設計一級建築士

塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

ＥＶ棟
ＥＶホール（改修図）（２）

38
0

耐火被覆

耐火被覆

外壁裏：硬質発泡ウレタン断熱t30

外壁裏：硬質発泡ウレタン断熱t30

外壁：押出成型セメント板　工場塗装品

C
H2
,
50
0

耐火被覆

屋根:コンクリート直均しの上、露出断熱シート防水

外壁裏：硬質発泡ウレタン断熱t30

層間塞ぎ

層間塞ぎ

膳板：St、SOP

A3  1/60
A1  1/30

ホール

ホール

廊下

ホール

ホール

第二教室棟
廊下

EVシャフト

耐火被覆

耐火被覆

▽GL=地中梁天端

▽1FL

▽2FL

▽3FL

防火区画　GB-F t21+t21

天井:GB-D t9.5

有
効

1,
30

0

▽1FL

▽GL=地中梁天端

床：ビニル床シート t2.0

▽パラペット天端

▽RSL（水上）

△RSL（水下）

▽パラペット天端

▽RSL（水上）

△RSL（水下）

▽3FL

▽2FL

20
0

Exp.jカバー

Exp.jカバー

10

4

屋根:コンクリート直均しの上、露出断熱シート防水

庇切断部：躯体立上りをｔ150残す

（屋根改修）フッ素鋼鈑ｔ0.4平葺き

柱・梁：耐火被覆

教室棟

既設RC下壁

既設RC下壁

既設RC下壁

C
H=
2
,5
0
0

教室棟

CH
=2

,
50
0

教室棟

2018 03 A-53

竪樋 VP 100φ

支持金物：SUS＠1200

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

205255
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▽GL=地中梁天端
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外壁取付後モルタル補修

層間塞ぎ

外壁裏：硬質発泡ウレタン断熱t30

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱　t50
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矩 計 図 ２矩 計 図 １

ロックウール吹付厚さ30㎜

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付厚さ30㎜

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付厚さ30㎜

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付厚さ30㎜
耐火被覆

G2

13
0

感知器取付け点検ボックス壁付用

Exp.jカバー

Exp.jカバー

100

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱　t50

1,395

645

170

1,565

1,
20

0

13
0

52
0

排水パイプ：VP250

柱:耐火被覆

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付厚さ30㎜

柱:耐火塗料

柱:耐火塗料

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱 t50

（見付改修）既存庇小口と同じ仕上とする

フッ素鋼板巻き

防火区画　GB-F t21+t21

壁:ＥＰ塗り

壁:ＥＰ塗り

壁:ＥＰ塗り

柱:耐火塗料の上
ＥＰ塗リ仕上げ

柱:耐火塗料の上
ＥＰ塗リ仕上げ
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一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

設備設計一級建築士

塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

ＥＶ棟
ＥＶホール（改修図）（３）

A1  1/30、 50
A3  1/60、100

第二教室棟

C A B

▽1FL

△GL=地中梁天端

▽2FL

△RSL（水下）

▽RSL（水上）
▽パラペット天端

▽3FL

教室棟

西立面図

A1:1/100、A3：1/200

第二教室棟
教室棟

CAB

▽1FL

△GL=地中梁天端

▽2FL

△RSL（水下）

▽RSL（水上）

▽3FL

▽パラペット天端

東立面図

A1:1/100、A3：1/200

新設既設改修仕上表

●

外部

渡り廊下（現状）

　ＥＶ棟（増築）

コンクリート直均しの上、露出断熱シート防水

アルミ製 ●

●

●

●

屋根

笠木

外壁

腰壁

竪樋

備考

03 A-54

支持金物：SUS＠1200

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)

23 1

CH
2,
5
00

天井:GB-D t9.5

屋根:コンクリート直均しの上、露出断熱シート防水

アルミ笠木 W300

▽2FL

▽GL=地中梁天端

▽1FL

10
13

0

1 32

13
0

10

天井:GB-D t9.5

天井:GB-D t9.5

層間塞ぎ

外壁取付後モルタル補修

床：ビニル床シート t2.0

押出成形セメント板 t60

工場塗材品

アルミ笠木 W300

屋根:コンクリート直均しの上、露出断熱シート防水

天井:GB-D t9.5

床：ビニル床シート t2.0

床：ビニル床シート t2.0

層間塞ぎ

外壁取付後モルタル補修

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱　t50

廊下 廊下

ホール

ホール

柱・梁：
耐火被覆

耐火被覆

耐火被覆

耐火被覆

壁断熱　発泡ウレタンt30

壁断熱　発泡ウレタンt30

壁断熱　発泡ウレタンt30
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▽パラペット天端

▽RSL（水上）

△RSL（水下）
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矩計図３兼南立面図 矩計図４兼東立面図

A1:1/30、A3:1/60 A1:1/30、A3:1/60

1,565

1,565

10
590

590
15

アルミ笠木 W300
750

10

ｶﾗｰVP100φ

780

モルタル刷毛引き仕上げモルタル刷毛引き仕上げ

5

壁:ＥＰ塗り
壁:ＥＰ塗り

壁:ＥＰ塗り

壁:ＥＰ塗り

押出成形セメント板 t60、工場撥水材塗装品

コンクリート打放し補修の上、モルタル刷毛引き
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+GB-F21+t21（EV前）

一級建築士・構造設計一級建築士 図面名称（プロジェクトＮｏ　160613　　　　　　　）工事名称特記事項 確認日 一級建築士      （登録番号　209319　号）

構造設計一級建築士（登録番号　2423　号）
一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長確認者 設備設計一級建築士 代　表 検証者 主担当 作成 縮尺 年月日 図面番号

A1  1/ 50設備設計一級建築士
A3  1/100塚原　亘　　 （登録番号 2462 号）

ＥＶ棟
ＥＶホール（改修図）（４）

アルミ

記号・数量 １

姿　図

材　料

枠見込 建具見込

仕　上

ガラス

金　物

備　考

二次電解着色

70

縦すべり窓

LH、AM、付属金物一式

アルミ

二次電解着色

70

LH、AM、付属金物一式

片引き窓 ＋ FIX窓

90°

FIX FIX

記号・数量

姿　図

材　料

枠見込 建具見込

仕　上

ガラス

金　物

備　考

※記号の凡例及び仕様は「共通凡例・仕様」による

１

枠：SOP　扉：メラミン樹脂焼付塗装(指定色)

スチールt1.6

枠：SOP　扉：メラミン樹脂焼付塗装(指定色)

スチールt1.6

新設既設改修仕上表
渡り廊下（現状）

　ＥＶ棟（増築）

内部

下地：モルタル金ゴテ押え
床

巾木
●

●仕上：ビニル床シート t2.0

ビニル巾木 H60

下地：LGS下地 ●

●

天井
●

●

下地：LGS下地 ●

下地：LGS下地 ●

備考

壁
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柱・梁：耐火被覆柱・梁：耐火被覆 柱・梁：耐火被覆

２・３階

展開図　1:50１階

2,780

ＥＶシャフト ＥＶシャフト

ホール ＥＶシャフト

天井:GB-D t9.5

ホール

教室棟

２階天井伏図１階天井伏図 ３階天井伏図

展開図　1:50

建具表　1:50

50

CH、T、付属金物一式

両開き戸 １

CH、T、順位調整器、付属金物一式

特定防火設備（常開、遮煙、煙感知器連動） 特定防火設備（常開、遮煙、煙感知器連動）

片開き戸

潜り戸

仕上：GB-Dt9.5（準不燃）

仕上：ビニルクロス（不燃）

+GB-R12.5+t9.5（準不燃）

教室棟 教室棟

３

2018 03 A-55

公立小松大学 粟津キャンバス 校舎整備工事（２期）(建築)
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柱型 柱型

Exp.jカバー
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柱型

Exp.jカバー
Exp.jカバー

Exp.jカバー

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面
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X可動量X可動量

X可動量
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か ご 寸 法

耐震クラス：Ａ １４

ガイドレール

部分荷重〔Ｎ〕

ウェート側かご側

ＰＸ ＰＹ ＰＸ ＰＹ

４４００ＮＯ．１ ２５００ ６７５０ ３４００

注） 上記荷重により柱及びはりのたわみは

  ５ｍｍ以下になるよう部材を設計のこと

ＰＸ

Ｐ
Ｙ

Ｐ
Ｙ

地震時建物に掛る荷重

印加電圧 ＤＣ２４Ｖ 接点容量 １Ａ／台 ＨＰ１．２－２Ｃ

エ レ ベ ー タ ー 仕 様

号  機  名

型      式

用      途

定格積載質量／定員

定 格 速 度

運 転 方 式

制 御 方 式

停  止  階

出入口寸法

電  動  機

戸  型  式

動力用電源

照明用電源

火 災

連絡装置

設置場所

管 制 運 転

地 震

自家発

停 電

４５ｍ／ｍｉｎ

基

本

仕

様

ＮＯ．１

機械室レス Ｐ－１１－ＣＯ４５

乗用兼車いす用

乗合全自動方式（乗り捨て方式）

インバータ制御方式（マイコン制御、愛情アナウンス付）

間口１４００ｍｍ  奥行１３５０ｍｍ  天井高さ２３００ｍｍ

３ 箇所  （１～３ 階）

２枚戸中央開き

幅８００ｍｍ  高さ２１００ｍｍ

同時通話式インターホン

ＡＣ ３．５ｋＷ

ＡＣ  ３φ ２００Ｖ ６０Ｈz

ＡＣ  １φ １００Ｖ ６０Ｈz

していただく必要があります）

リモートメンテナンス用インターフェース

（リモートメンテナンスを提供するためには、別途保守契約を

有り（Ｐ波およびＳ波感知）（リスタート機能付）

有り（火報と連動した接点による自動式）

有り

無し

乗場利用者検知機能付

標

準

装

備

マルチビームドアセンサー付

三 方 枠

敷    居

乗 場 戸

幕    板

ホールランタン

ホールボタン

インジケータ

１～３ 階

乗

場

仕

様

１～３ 階

１～３ 階

無し１～３ 階

硬質アルミ

無し１～３ 階

カバー：樹脂成型品

１～３ 階

１～３ 階

縦型デジタル表示

抗菌凸文字ボタン（φ５０）（ＳＩＡＡ認証）

インジケータに組込

天      井

９

側      板

前  側  板

    戸

出入口上部

    床

幅      木

敷      居

操  作  盤

か

ご

仕

様

インジケータ

車いす用操作盤

    鏡

ハンドレール

化粧鋼板

メーカー標準タイプ（天井照明色：白色光）

ステンレスヘアライン仕上

化粧鋼板

抗菌凸文字ボタン（φ３５）（ＳＩＡＡ認証）

ステンレスヘアライン仕上

樹脂タイル（２Ｔ）

化粧鋼板

硬質アルミ

カバー：樹脂成型品

カバー：ステンレスヘアライン仕上

カラー液晶表示（背景色：白） 前側板に組込

抗菌凸文字ボタン（φ３５）（ＳＩＡＡ認証）

【注意事項】
ガラス製

ステンレスパイプ：ステンレスヘアライン仕上

２．昇降路内温度は最低＋５℃、最高４０℃以内とし、湿度は月平均９０％、日平均９５％を超えないようにしてください。

エレベーター設備計画にあたっては、以下の事項にご注意願います。

１．昇降路内にエレベーターに関係のない用途の配管・ダクトなどが露出しないようにしてください。

３．昇降路は有毒ガスや、はなはだしい塵埃などが入らないようにしてください。

４．昇降路内壁や鉄骨部材に使用する塗料、接着剤、モルタルなどはホルムアルデヒドの発散が少ない材料を使用してください。

５．電源電圧の変動は－１０～＋１０％以内、電圧不平衡率５％以内に保つよう電源を設置願います。

電 気 設 備

４

号機名

動力用電源

照明用電源

アース線

インターホン用配管配線

リモートメンテナンス用配管配線

ピット点検用コンセント

ＮＯ．１

ＡＣ ３φ ２００Ｖ ６０Ｈz 線サイズ×１回路（ＣＶ）／台

線サイズ（ｍｍ ） ３．５ ５．５ ８．０

最大引込距離（ｍ） ３５ ５５ ７９

ＭＣＢ容量 ３０Ａ／台

トランス容量 ４ｋＶＡ／台

起動ＫＶＡ １３ｋＶＡ／台

ＡＣ １φ １００Ｖ ６０Ｈz ２ｍｍφ × １回路 ２．０ｋＶＡ／台

２ｍｍ （Ｄ種）／台
２

ＦＣＰＥＶ ０．９－５Ｐ

ＣＰＥＶ ０．９－１Ｐ ，配管サイズφ２５

ＡＣ １００Ｖ １．５ｋＶＡ以上 ×１個／台

（最下階ＦＬ＋２００の出入口付近に設置）

火災報知信号無電圧ａ接点支給及び配管配線

注意事項
上記の配管配線はエレベーター制御盤から各設備ならびに機器の設置場所まで引込み

上記の配管配線はエレベーターの着工前までに本設配線で引込み

労基法適用（本設用）： 有 （設置届・設置報告）・ 無

号機名

換 気 設 備

機器からの発熱量

３５０ｍ／ｈ・台所要換気量

注意事項

ＮＯ．１

９００Ｗ／台

３

②昇降路内に日射（西日等）が入る場合は日射量の熱量を考慮した

①昇降路の最高室温を４０℃以下に保つ換気設備を対角位置に２箇所設置

換気設備を設置してください。

非常放送用スピーカー用配管配線

（                 ）

工 事 区 分 表

ＨＰ １．２－３Ｃ／台

項目

号機名

工  事  名 建築

昇降路内鉄骨構造階の構造耐火処理工事および補修工事

電気 ＥＬＶ

昇

降

路

昇降路の築造と誤差修正工事 （躯体誤差が３０ｍｍを超えないこと）

三方枠、インジケーターなどと壁間の防火区画処理

三方枠、インジケーターなどと壁間のすきま塞ぎ工事

１

ピット内防水仕上げ工事（ピット仕上げ面の水平度は １／２００ 以下）

２

３

４

６

５

７

８

ピット点検用タラップまたは梯子の設置工事

オーバヘッド・ピット寸法が図面と異なる場合のはつり・埋め戻し工事

・自家発商用電源識別接点・火災時管制用接点・防犯カメラ等）

１０

１１

インターホンならびにその他の機器（放送（一般・非常）

昇降路内の受電制御盤への動力電源、照明用電源およびアース線

の引き込みならびにつなぎ込み工事

昇降路出入口側内壁（敷居下および出入口上部）とかご前端が

（配線サイズ、本数は電気設備欄による）

リモートメンテナンス用として電話中継盤から昇降路までの配管

（最小直径２５ｍｍ）、配線工事（配線サイズ、本数は電気設備欄による）

１２５ｍｍ以上離れる場合のフェッシャープレート取付用下地設置工事

１４

１２

１３

１５

１６

１８

１９

１

３

２

５

６

７

８

９

そ

の

他

エレベーター部品搬入経路の確保

エレベーター重量部品搬入の際の仮設揚重機の貸与

エレベーター据付工事員現場詰所および材料置場の確保

エレベーター据付工事用電力の供給（動力用および照明用電源）

エレベーター運転調整用電力の供給

（動力用および照明用電源ともに本設電源配管経路で引き込み）

医療機器、放送用機器、コンピューター機器などの電源と

昇降路と居室が隣接する場合の居室側防音および防振工事

昇降路内建築工事仮設床（水平養生）用の金網、

エレベーター着工前の各階出入り口開口部の塞ぎ材支給および施工

１）壁または囲いは隙間なきものとする

２）昇降路の壁又は囲い及び出入口の戸は、任意の５ｃｍの面に

  これと直角な方向の３００Ｎの力が昇降路外から作用した場合

  において１５ｍｍを超える変形や塑性変形が発生しないこと

エレベーター据付後の出入口壁および床その他建築仕上げ及び補修工事

昇降路頂部の煙感知器点検口ＥＬＶ連動停止スイッチ取付

１７

昇降路頂部の煙感知器の設置工事（昇降路外部から保守点検可能な構造）

２０

１２５ｍｍ 以上離れる場合のフェッシャープレート設置工事

昇降路出入口側内壁（敷居下および出入口上部）とかご前端が

２１

昇降路内配管工事に伴う区画貫通部の耐火処理工事

２２

昇降路頂部に吊りビ－ム設置工事

２３

１０

１１

１２

昇降路内仮設足場の設置および解体工事

エレベーター承認図と躯体が異なる場合の手直し

昇降路壁継目の補修、セパボルトの撤去

空衛

２４

ＮＯ．１

３）コンクリート厚さは１５０ｍｍ以上とする

４）コンクリート基準圧縮強度２１Ｎ／ｍｍ以上とする

各階出入口まわり壁の穴あけ工事

（出入口、押しボタン、かご位置表示灯、ホールモニターなど） 

（ふさぎ板またはラス材）

ピット点検用コンセント設置工事（１ヶ／台）

用配管、配線工事（配線サイズ、本数は電気設備欄による）

（点検扉は、厚さ１．５ｍｍ以上の鉄板製）

レール・三方枠・敷居・ホールボタン・インジケーターなどの

昇降路内温度が４０℃超過の場合のガラリ設置工事

固定用鋼材設置工事および誤差是正工事

昇降路内温度が４０℃超過の場合の換気扇設置工事

昇降路内温度が５℃未満又は４０℃超過の場合の空調設備設置工事

（必要に応じてコンクリートの穴あけおよび埋め戻し工事）

エレベーター動力用電源およびアース線の系統分離工事

デッキプレートなどの撤去工事

各階出入口床の敷居取り付け用かき込みまたは敷居受け持ち出し工事

監  視  盤 無し

耐震クラス Ａ１４

特

記

仕

様

建築基準法適用年度：２０１４年改正

遮煙性能付乗場戸（大臣認定品）（火災、停電付）（全階）

車いす仕様付

視覚障がい者仕様付（全ての操作盤と乗場ボタンに点字銘板付）

音声案内装置付

レールサイズアップ

煙感知器点検用ドアスイッチ付

フェッシャープレート付

－ Ｔ －

キックプレート付（ステンレスヘアライン仕上）

非常放送用スピーカー付（かご天井上）

公共建築工事標準仕様書

エ レ ベ ー タ ー 仕 様

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

03

160613

２

７５０ｋｇ／１１人乗 ２

２

戸開走行保護装置

209319

2423

一級建築士        （登録番号    号）
構造設計一級建築士（登録番号　  号） 公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事(建築)

ＥＶ棟
エレベーター詳細図（1）
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大枠 ステンレスヘアライン仕上

ステンレスヘアライン仕上
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ピット反力値（Ｎ）

号機名

ＮＯ．１

短期荷重 長期荷重
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ＲＣ３

２２０００
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１５５００

ピット平面図（１：３０）
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煙
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乗
場
戸

１　階

昇降路平面図（１：３０）
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付
乗
場
戸

２　階

昇降路平面図（１：３０）
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リブ付（建築工事）

Ｂ

Ｃ

２Ｇ１

２Ｇ１

２
Ｇ
２

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

断面　ＢＢ　（鉄骨階昇降路平面図）

１

ＦＬ

断面　ＣＣ　（鉄骨階昇降路平面図）

ＦＬ

断面　ＤＤ　（鉄骨階昇降路平面図）

ＦＬ

２階 ３階 Ｒ階
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Ｂ

１
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塗布防水仕上

（建築工事）

（建築工事）

Ｌ－７５Ｘ７５Ｘ６

６
０

３
８
０

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事） 折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

３５０

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）
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折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）
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（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

03

160613
209319

2423

2462

455 665

105

公立小松大学粟津キャンセル校舎整備工事（２期）（建築）
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エレベーター詳細図（2）



ＮＯ．１

Ｒ　階

昇降路平面図（１：３０）

２

Ｂ
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Ａ

停止レベル

ＲＧ１

ＲＧ１
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Ｂ３４０ Ｈ－３４０Ｘ２５０Ｘ９Ｘ１４

Ｃ１ ３階

１，２階
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ト
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２
Ｔ

リ
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付
（

建
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）

ＥＬＶ

２

１～３　階

出入口正面及断面図（１：３０）

ＢＡ ２

ＣＣ

Ｂ２４４ Ｈ－２４４Ｘ１７５Ｘ７Ｘ１１

Ｂ
２

４
４

か
ご

敷
居

端

ＮＯ．１

遮
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性
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付
乗

場
戸

３　階

昇降路平面図（１：３０）

６
０

２

Ｂ

１

Ａ

ファスナープレート１２Ｔ

リブ付（建築工事）

Ｂ

ＣＣ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

３Ｇ１

３Ｇ１

２
Ｇ
２

Ｂ
３

４
０

Ｂ１００ Ｈ－１００Ｘ１００Ｘ６Ｘ８吊りビーム

（建築工事）

壁詳細（１：５）

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）
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上部梁下端

Ｌ－６５Ｘ６５Ｘ６
（建築工事）

Ｌ－７５Ｘ７５Ｘ６
（建築工事）

Ｂ１００：Ｈ－１００Ｘ１００Ｘ６Ｘ８
２０ｋＮ吊りビーム：２本

車いす用
ホールボタン

点字注意銘板
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公立小松大学粟津キャンパス校舎整備工事（２期）（建築
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煙感知器施工例

ピ
ッ
ト

深
さ

６
０
０
ｍ

ｍ
以
内

スイッチ

・エレベーター出入口側に煙感知器を設置する場合はカゴ出入口機器と

　干渉する恐れがあるので事前にご相談ください。

取付板

煙感知器

昇降路

施　工　例

天井改め口

ロックネジ

（点検扉は、

１．５ｍｍ厚以上

の鉄板製）

点検ボックス

ＥＬＶ連動

　（点検扉を開いた場合はエレベ－タ－は停止します。）

　・オーバーヘッドが４４００ｍｍを超える場合は当社技術員にご相談ください。

２ ＢＡ

ＧＬ

ピ
ッ
ト

深
さ

１ＦＬ

２ＦＬ

３ＦＬ

ＲＳＬ

折曲ファスナー１２Ｔ

（リブ付）（建築工事）

バッファ反力

８２５００Ｎ

バッファ反力

６５５００Ｎ

ファスナー１２Ｔ

（建築工事）

（リブ付）

電源引込み位置

（電気工事）

フェッシャープレート

１

（建築工事）

ＧＬ

１ＦＬ

２ＦＬ

３ＦＬ

ＲＳＬ

Ｓ

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

03

160613

点検用コンセント－２Ｅ（電気工事）

ＡＣ１φ１００Ｖ１．５ｋＶＡ以上
（取り付け高さ：最下階ＦＬ＋２００）

塗布防水仕上（建築工事）

ファスナー１２Ｔ
（リブ付）（建築工事）

折曲ファスナー１２Ｔ
（リブ付）（建築工事）

煙感知器（電気工事）
外部より点検可能なこと。

Ｂ１００：Ｈ－１００Ｘ１００Ｘ６Ｘ８
２０ｋＮ吊りビーム：２本
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停止レベル
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出入口芯
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１～３　階

出入口穴明図（１：３０）

注）壁仕上が石張り、タイル張り等の場合　

石、タイルの切欠寸法は別途打合せのこと
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管理・研究棟 2階便所
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（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

209319

2423



枠見込 建具見込

姿　図

仕　上

金　物

主要使用箇所

材　料

記号・数量

ガラス

備　考

1-1

TB
トイレブース

管理・研究棟　FWC

テラゾーブロック

付属金物一式

－

－

－

40

1

枠見込 建具見込

姿　図

仕　上

金　物

主要使用箇所

材　料

記号・数量

ガラス

備　考

2-1

TB
トイレブース 1

枠見込 建具見込

姿　図

仕　上

金　物

主要使用箇所

材　料

記号・数量

ガラス

備　考

OPEN

2-1

SF
二方枠

付属金物

－

－

－

1

有効

木目調オレフィンシート貼り（芯材ペーパーコア若しくは木）

グレビティヒンジ（中心吊型）、非常開錠付表示錠、戸当り帽子掛

－

－ 40

A Ｃ

FWC（手洗い）

B

撤去図

OPEN

D

洗面カウンター

メラミン化粧合板 撤去

鏡 撤去

改修図

A Ｃ

MWC（手洗い）

B

OPEN

D

手洗台 新設

2ヵ所新設

ライニング 新設
二方枠新設

既存点検口：SOP塗り替え

小便器用手摺 新設

ライニング 新設

ライニング 新設

壁タイル：撤去 壁タイル：撤去 壁タイル：撤去

追加-2
A1：1/ 50
A3：1/100

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)

2019 10
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撤去・改修図（2）

管理・研究棟 2階便所

OPEN

全身鏡（350×1500）新設（設備工事）

鏡（350×1,000）

エッジ：化粧シート、　巾木：SUS

管理・研究棟　MWC
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主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

209319

2423
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160613

03

160613

A1：-

鉄筋コンクリート
構造配筋標準図（１）

Ｄ

柱 梁

ＪＩＳ　Ｇ３１１７

ＪＩＳ　Ｇ３１１２

ＪＩＳ　Ｇ３５５１

規格番号 規格名称

鉄筋コンクリート用棒鋼

種類の記号

種 類 の 記 号

ＳＤ２９５Ａ

原則として、Ｄ１６以下とする。

ただし、基礎、耐圧版、土圧を

受ける壁等の大断面部材の場合

は、Ｄ２５以下とする。また、

場所打ちコンクリート杭の場合

は、Ｄ３２以下とする。

ガ ス 圧 接 継 手

適 用 径 の 範 囲

重 ね 継 手

Ｄ １ ６ 以 下

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

Ｄ１９以上

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２
鉄筋径

表　示　記　号

異形鉄筋

丸　　鋼 ９φ １３φ １６φ １９φ ２２φ ２５φ ２９φ ３２φ

１８０°

１３５°

９０°

１３５°

９０°

及び

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

柱、梁の主筋

杭基礎のベース筋

Ｄ１６以上の鉄筋

あばら筋、帯筋、

スパイラル筋

Ｄ１３以下の鉄筋

幅止め筋

Ｔ形及びＬ形の

梁のあばら筋

以下 ～Ｄ３８

Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ１０

使 用 箇 所
折 曲 げ

角 　 度

Ｄ１６

以下

Ｄ１９

～Ｄ３８

３ｄ以上 ４ｄ以上

～Ｄ２５

あばら筋、帯筋、

スパイラル筋９０°

以下

その他の鉄筋４ｄ以上 ６Ｄ以上 ８Ｄ以上

使 用 箇 所

折 曲 げ

角 　 度
折 曲 げ 図

フックの

ある場合

フックの

ない場合

鉄筋
鉄筋

定着（スラブの場合）重ね継手 定着（壁の場合）

Ｄ２９

１９　　．　．　　制定

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［１］

工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

２．鉄筋の加工・組立て

３．鉄筋の継手・定着

１．共通事項

Ｃ．鉄筋の表示

Ａ．加工・組立て

Ｂ．末端部のフック

Ｃ．折曲げ

Ａ．鉄筋の継手及び定着長さ

Ｃ．溶接金網の継手及び定着

Ａ．適用範囲

Ｂ．凡例

１．　鉄筋の表示記号は、表１．２による。

１．　鉄筋は、設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で

　　正しく加工する。

２．　有害な曲がり、ひび割れ、ささくれ等の損傷のある鉄筋は、

　　使用しない。

１．次の場合、鉄筋の末端部にはフックを付ける。

１．鉄筋の折り曲げは、表２．１及び表２．２による。

２．　設計図書、特記仕様書に記載してある事項以外は、この標準図に

３．　使用する鉄筋、及び溶接金網は、特記による。

　　この標準図は、表１．１に示す鉄筋および溶接金網に適用する。

　　これ以外は特記による。

１．　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（建築

　　基準法施行令第７３条５項の規定に適合するもの。）とし、適用は

　　特記による。特記がなければ、鉄筋の種類に応じた継手工法は、

　　表３．１による。

１．　溶接金網の継手及び定着は、図３．２による。

鉄筋の直径（異形鉄筋では呼び名に用いた数値、丸鋼では径）

部材の内法寸法

部材の内法高さ

半径

間隔

中心線

ｄ

ｌｏ

ｈｏ

ｒ

＠

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・ＬＣ

（１）　丸鋼

（２）　異形鉄筋

（１）　上記の表示記号を使用しない場合は特記による。

（２）　上記の表示記号は、この配筋標準図には適用しない。

図２．１

表 ２ ． １ 　 鉄 筋 の 折 曲 げ （ 末 端 部 ）

表 ３ ． １ 　 鉄 筋 の 種 類 に 応 じ た 継 手 工 法

図３．２

表 １ ． １

表 １ ． ２

表 ２ ． ２ 　 鉄 筋 の 折 曲 げ （ 中 間 部 ）

ａ．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　場合（図２．１の　　印で示す鉄筋）。

ｂ．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両側にある場合

　　（図２．１の　　印で示す鉄筋）。ただし，基礎梁を除く。

ｄ．杭基礎のベース筋。

ｅ．帯筋、あばら筋及び幅止め筋。

ｃ．煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）。

１５０ｍｍ以上

１節半以上かつ １５０ｍｍ以上

１節半以上かつ

ｄ

Ｄ

６
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

４
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

４
ｄ
以
上

１３５°９０°

ｄ

４ｄ以上

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ＝０．５Ｌ
Ｌａ

ａ≧０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ Ｌａ
ａ≧０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ３ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

１．　この標準図は、各種構造（ＲＣ造、ＳＲＣ造、Ｓ造）の鉄筋コン

　　クリート造部分に適用する。

　　よる。この標準図に、記載されていない事項は、「建築工事標準

　　仕様書」（以下、標仕）による。　　仕様書」（以下、標仕）による。

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ

鉄筋コンクリート用再生棒鋼

ＳＲ２３５，ＳＲ２９５

ＳＤ３４５，ＳＤ３９０

溶接金網

３．　鉄筋の切断は、シャーカッターや電動カッター、または鉄筋冷間

５．　鉄筋の溶接は、アーク溶接とする。溶接技能者は、工事に相応

　　した技量を有する者とする。

６．　鉄筋の組立は、鉄筋の交差部および継手部の要所を径０．８ｍｍ

　　以上の鉄線で結束し、適切な位置にスペーサー、うま、吊り金物等

　　を使用して行う。

　　なお、スペーサーは、転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、

　　スラブのスペーサーは、原則として鋼製とする。また、コンクリート

　　打放しの仕上げとなる箇所には、防錆処理を行ったスペーサーを

　　使用する。

７．　前に打設したコンクリートから出ている鉄筋の位置を修正する場合

　　は、鉄筋の付け根で急に曲げないで、できるだけ長い距離で修正する。

８．　設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋が困難

　　な場合は、設計者及び監督職員と協議する。

　　直角切断機等によって行う。ただし、圧接端面となる場合は、ガス

４．　鉄筋には、点付け溶接、アークストライクを行わない。

切断を行ってはならない。

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ ＳＤ３９０

折 曲 げ 図

折 曲 げ 内 法 直 径 （ Ｄ ）

ＳＤ３４５、ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ

～Ｄ３８

折 曲 げ 内 法 直 径 （ Ｄ ）

（５ｄ以上)

（注）（　）内はＳＤ３９０の場合を示す。

圧接継手

ａ
ａ≧４００ｍｍ

ａ

カップラー
（機械式継手）

ａ≧４００ｍｍかつａ≧(ｂ＋40)ｍｍ

機械式継手

及び

圧接継手 b

４．鉄筋のかぶり厚さ及びあき

Ａ．鉄筋のかぶり厚さ

特記が無ければ、表４．１による。１．設計かぶり厚さは，特記による。

但し柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は，主筋のかぶり厚さを径

　　の１．５倍以上として最小かぶり厚さを定める。

ない部分

土に接し

土に接す

る部分

柱、梁、

耐力壁

２０

３０

６０

４０

３０

３０

３０

４０

６０＊

＊

＊

＊

３０

４０

４０

４０

４０

５０

５０

７０

７０

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

スラブ，耐力壁

以外の壁

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

設計かぶり

厚さ

最少かぶり

厚さ
構造部分の種別

基礎、擁壁、耐圧スラブ

煙突等の高熱を受ける部分

４０５０

表 ４ ． １ 　 鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ 　 （ 単 位 ： ｍ ｍ ）

（注）　１．設計かぶり厚さ：鉄筋加工に用いる標準かぶり厚さ

　　　　　　最小かぶり厚さ：鉄筋組立後のかぶり厚さ

　　　　２．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの

　　　　　　場合は、特記による。

　　　　３．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、仕上

　　　　　　げ塗装、吹付け又は塗装等の鉄筋の耐久性上有効でない仕上げのもの

　　　　　　を除く。

　　　　　  捨コンクリートの厚さを含まない。

　　　　４．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

　　　　　　かぶり厚さを確保する。

　　　　６．貫通孔部、及びひびわれ誘発目地部の目地底に接する鉄筋について最小

　　　　７．塩害を受ける恐れのある部分等、耐久性上不利な箇所のかぶり厚さは、

　　　　　　特記による厚さを表４．１の数値に加える。

　　　　５．杭基礎ベース筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

表 ３ ． ３ 　 隣 合 う 継 手 の 位 置 （ 壁 ・ 床 版 を 除 く ）

１９９９．７．１　改訂

２００８．４．１　改訂

２０１１．４．１　改訂

スラブ

フックなし
鉄筋の

種　類

フックあり

表 ３ ． ２ 　 鉄 筋 の 重 ね 継 手 及 び 定 着 の 長 さ

小梁
Ｌ1h Ｌ2h

Ｌ

スラブ小梁
２Ｌ１Ｌ

ｺﾝｸﾘｰﾄの

設計基準

強度

Fc(N/mm2)

１８

２４､２７

30､33､36

２１

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

(４０ｄ)

４０ｄ

(４０ｄ)

３０ｄ

(４０ｄ)
３５ｄ

３０ｄ３５ｄ

(４０ｄ) (４０ｄ)

２５ｄ３０ｄ

(４０ｄ) (４０ｄ)

２５ｄ ２０ｄ

(４０ｄ) (４０ｄ)

１８

２１

２４､２７

30､33､36

５０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ
(４０ｄ)

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

(４０ｄ)

４０ｄ

３５ｄ

(４０ｄ)

(４０ｄ)

３５ｄ

３５ｄ

(４０ｄ)

３０ｄ

(４０ｄ)

２５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

(４０ｄ)

(４０ｄ)

３０ｄ
(４０ｄ)

２５ｄ
(４０ｄ)

２５ｄ

(４０ｄ)

２０ｄ

(４０ｄ)

ＳＤ３９０

２１

２４､２７

30､33､36

５０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

(４０ｄ)

３０ｄ

(４０ｄ)

３５ｄ
(４０ｄ)

３０ｄ

(４０ｄ)

３０ｄ
(４０ｄ)

２５ｄ

(４０ｄ)

１０ｄ２０ｄ かつ

１０ｄ

１５０ｍｍ

以上
ＳＤ３４５

Ｌ３ 3h

３５ｄ
(４０ｄ)

（注）　１．（　）は、柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さを示す。

　　　　　　ただし、軽量コンクリートを除く。

　　　　２．Ｌ1､Ｌ1h：３．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　　３．Ｌ2､Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ。

　　　　４．Ｌ3　　 ：小梁及びスラブの下端筋の定着長さ。ただし、基礎

　　　　　　　　　　　耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

　　　　５．Ｌ3h　  ：小梁下端筋のフックあり定着長さ。

　　　　６．フックあり定着の場合は、図３．１に示すように

　　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の（　）内の値に１０ｄ、その他の

　　　　　　を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　　　　値に５ｄを加えたものとする。

２．　重ね継手および定着の長さは，特記がなければ表３．２による。

Ｌ’

Ｌ’

Ｌ

▼
定着起点

図３．１

１hＬ

Ｌ１（　　　）

1h,Ｌ2h又はＬ3h

1,Ｌ2 3（Ｌ 又はＬ ）

（　）はフックなしの場合

Ｂ．隣合う継手の位置

１．　隣合う継手の位置は、表３．３による、ただし、スラブ及び壁の

　　場合でＤ１６以下は除く。なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の
　　継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

３．　定着方法は、標仕５.３.４(ｄ)（３)による。

フック部分Ｌ’を

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［１］

ＳＤＲ２９５，ＳＤＲ３４５

小松市都市創造部建築住宅課

石川県小松市小馬出町９１番地

A3：-
03

160613

03

160613

（登録番号174376号）
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設備設計一級建築士
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酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士
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図面名称
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209319
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0303
A1：-
A3：-

鉄筋コンクリート
構造配筋標準図（２）

かぶり厚さ
継手 定着

上階の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

　　　・継手、定着は、すべての階に適用できる。

（注）・２．「鉄筋の組立・加工」で定めた鉄筋には、フックをつける。

　　　・隣合う継手の位置は、表３．３による。

１９　　．　．　　制定
工事名 番号

図面名 縮尺

担当

設　計

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［２］

４．鉄筋のかぶり厚さ及びあき（続き）

６．柱

７．帯筋

Ａ．柱の主筋

Ａ．帯筋

１．　柱主筋の継手及び定着は、次による。

２．　電気設備の埋め込みボックス等は、柱の断面欠損となり、強度、

　　耐久性の低下につながるため、原則として、埋め込まないことと

　　する。やむを得ず埋め込む場合には、柱の打増し、乾式工法（軽鉄

　　下地）等を検討する。また、配管についても１つの柱に集中させない

　　ようにするとともに、材軸方向と直交方向に配管する場合には柱の

　　貫通は行わないこととする。

３．　柱主筋にＸ形配筋を用いる場合は、「Ｘ形配筋部材の設計と施工

　　（日本建築士事務所協会）」を参考にする。この場合、鉄筋の加工、

　　組立は、特に精度よく行うこと。

（１）　継手及び圧接中心位置は、梁上端から５００ｍｍ以上、１５００ｍｍ以下、

　　　かつ、３／４ｈｏ（ｈｏは柱の内法高さ）以下とする。

（２）　重ね継手長さはＬ１とし、定着及び余長は図６．１による。ただし、柱頭

　　　定着長さＬ２が確保できない場合は、特記による。

図６．１

１
５

ｄ

１５０ｍｍ １５０ｍｍ

５
０

０
ｍ

ｍ
以

上
か

つ
１

５
０

０
ｍ

ｍ
以

下
５

０
０

ｍ
ｍ

以
上

か
つ

１
５

０
０

ｍ
ｍ

以
下 １

５
ｄ

≦
３

／
４

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

≦
３

／
４

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

Ｌ
２

ｈ
ｏ
／

２
＋

１
５

ｄ

ｈ
ｏ
／

２
＋

１
５

ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

１．　帯筋は，原則としてＨ形とする。ただし、構造上重要な柱、独立柱

溶接の場合は１０ｄ以上とする。

溶接は設備の整った工場で行うことを原則とする。やむを得ず現場で溶接し

なければならない場合には，十分に溶接できる作業条件と有資格者によって

行うこととする。

（２）　溶接する場合の長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

ａ．Ｈ形

ｂ．Ｗ－Ⅰ形

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

（イ） （ロ） （ハ）

（注）　溶接は、鉄筋の組立前に行う。

≧８ｄ
ｄ

Ｌ Ｌ Ｌ

≧６ｄ

ｃ．丸形

（イ） （ロ）

≧４０ｄ

≧６ｄ

ｄ

Ｌ

図７．２

等で特記するものはスパイラル筋とする。

（１）Ｈ形の１３５°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－１形とする。

やむを得ず上記以外の方法とする場合はｂ、ｃによる。

Ｄは、鉄筋の最大外径

Ｂ．鉄筋の相互のあき

　　１．による．

１．　鉄筋相互のあきは図４．１により、次の値のうち最大のもの以上

　　とする。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

・・

（１）　粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）　２５ｍｍ

図４．１

Ｄ Ｄあき

間隔

（３）　隣合う鉄筋の平均径（呼名に用いた数値ｄ）の１．５倍

２．　鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは

Ｃ．鉄筋の保護

　　鉄筋の上を歩かないようにする。

１．　鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡し、直接

２．　コンクリート打込みによる鉄筋の乱れは、なるべく少なくする。

　　特にかぶり厚さ、位置及び間隔の保持に努める。

５．基礎・基礎梁

Ｌｃ

70

70

70

図５．１

15dベース筋

帯 筋 Ｄ１０－１００＠

・・・１０－Ｄ１６６００φ〃

・・・　８－Ｄ１６５００φ

・・・１０－Ｄ１３４５０φ

〃

〃

・・・　８－Ｄ１３４００φ〃

・・・　６－Ｄ１３杭径　３５０φ以下

１．５倍

杭径の

杭径

Ｌ１

杭径

Ｌ２

※杭頭補強筋は、フックをつけない。

図示が無ければ下記による。

杭頭補強筋及び補強帯筋は図示による。

Ｄ１３＠３００

１５ｄ

Ｈ

縦横共
はかま筋

ベース筋

70

70

70

Ｌ２

ベース筋

(1)直接独立基礎 (2)杭独立基礎

図５．２

１．　基礎の配筋要領

Ａ．基礎

ベース筋

杭径以上

中詰め

Ｄ１３－２００＠縦横共

D13-@300

Ｈ

１．５倍

杭径の

杭径

Ｌ１

杭頭補強筋

Ｈ

〔H≦300の場合〕 〔H≧杭径かつ杭頭をカットしない場合〕

〔H＞300の場合〕

ベース筋

Ｄ１３－２００＠縦横共
底盤補強筋

中詰め
コンクリート

コンクリート

コンクリート

底盤補強筋

ＧＬ

ベース筋

はかま筋

ベース筋

はかま筋

はかま筋有りはかま筋無し

ベース筋

杭頭補強筋

中詰め

70
図５．３

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋

布基礎配力筋

布基礎主筋 図示が無ければH=100ｍｍとする。

３．杭頭のフーチング内への埋込み深さHは図示による。

図示が無ければD13-@300とする。
２．はかま筋及び布基礎配力筋の径・本数は図示による。

原則ベース筋は継手を設けず通し筋とする。

（注）１．ベース筋の径・本数は図示による。

(3)直接連続基礎（はかま筋無し）

２．　杭頭の補強要領

（注）１．中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用

Ｃ．基礎接合部の補強

　　による。

３－Ｄ１６

１５０

０＜Ｄ≦５００
５００＜Ｄ≦１０００

１５０

梁幅 梁幅

≧Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

コンクリート打継ぎ面

Ｅ．基礎梁のあばら等

Ｆ．基礎梁の補強

１．　基礎梁のあばら筋

２．　腹筋及び幅止め筋は、１０．「あばら筋等」による。ただし、梁せい

　　が１．５ｍ以上の場合は、特記による。

３．　あばら筋の割付は、１０．「あばら筋等」による。

１．　打増し補強は、１１．「梁の打増補強」による。

２．　土間スラブ等の打継ぎ補強は、１３．「スラブ」（３）スラブ等

　　の補強による。

（１）　基礎梁のあばら筋の径及び間隔は、特記による。

（２）　基礎梁のあばら筋組立の形及びフックの位置は、１０．「あばら筋等」

　　　ができる。

ｄ

≧８ｄ

Ｌ1h

ＬＣ ＬＣ

Ｌ２

４．　連続基礎及びべた基礎の場合

端部配筋 中央部配筋 端部配筋

ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２

ｌｏ

（継手）１Ｌ

（余長）

１５ｄ（余長）

（余長）

１５ｄ
（余長）

Ｌ１（継手）

Ｌ ＬＣ Ｃ

ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２

１５ｄ １５ｄ（余長）（余長） Ｌ１（継手）

端部配筋 中央部配筋 端部配筋

▼
定着起点

（余長） （余長）

ｌｏ

Ｌ ＬＣ Ｃｌｏ

ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２

１５ｄ １５ｄ（余長）（余長） Ｌ１

中央部配筋 端部配筋

定着起点
（継手）

端部配筋

▼

柱

梁梁

Ｄ．　基礎梁筋の継手及び定着

１．　一般事項

　　　ができない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着

Ｌ２

（２）　梁筋を柱内に定着する場合は、標仕５．３．４（ｄ）(3)による。

（３）　継手は原則として，コンクリートに常時圧縮応力が生じている

　　　部分，または応力の小さい部分に設ける。

（４）　継手は１か所に集中することなく、相互にずらして設けることを

　　　原則とする。

２．　基礎梁に構造スラブがつかない独立基礎の場合

３．　基礎梁に構造スラブがつく独立基礎の場合

※耐圧スラブが付く場合は、図５．８に準ずる。

１９９９．７．１　改訂

２００８．４．１　改訂

２０１１．４．１　改訂

３－Ｄ１６

Ｌ２h＊

基礎梁あばら筋と
同径・同間隔

▼
Ｌ2h* Ｌ2h

定着起点
*

Ｌ2h*Ｌ2h*

Ｌ2h
▼*

*Ｌ2h
１５ｄ １５ｄ

Ｌ2h*

Ｌ2h*
定着起点

１５ｄ
１５ｄ

Ｌ2h

Ｌ2h

*Ｌ2h*

（１）　梁筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

＊Ｌ2hを確保できない場合は、

（注）　・図示のない事項は、９．「大梁」による。

　　　　・破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　　・　　　　　　　印は、継手位置を示す。

　　　　・ハッチ部分は、望ましい継手位置を示す。

＊Ｌ2hを確保できない場合は、標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［２］

杭頭補強の要領は図示による。ＰＨＣ杭で図示が無い場合は図５．４による。

図５．４(1) 図５．４(3)

図５．４(2)

１．　基礎接合部の補強は、特記による。特記が無ければ図５．５

図５．５

　　　する場合は，図５．６による。

図５．６

図５．７

図５．８

図５．９

　　　による。ただし、梁せいが１．５ｍ以上の場合は．図５．１０によること

図５．１０

小松市都市創造部建築住宅課

石川県小松市小馬出町９１番地

160613160613

0303

一級建築士・構造設計一級建築士 工事名称 図面名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　）プロジェクトＮｏ特記事項 確認日
209319一級建築士        （登録番号　     号）
2423構造設計一級建築士（登録番号　     号）

一級建築士 （登録番号174376号）中村　武嗣酒井　勲
設計監理部長設備設計一級建築士 検証者 主担当 作成代　表確認者 縮尺 年月日 図面番号

設備設計一級建築士
2462（登録番号　    号）塚原　亘

ＥＶ棟

2018 S-02

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)
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鉄筋コンクリート

A1：-
A3：-

構造配筋標準図（３）

石川県小松市小馬出町９１番地

小松市都市創造部建築住宅課

　　　なければＬ2とする。

図９．５

５．段違い梁の定着は、図９．５による。

図９．４

４．水平段差のある場合の定着は、図９．４による。

図９．３

３．ハンチのある場合の定着は、図９．３による。

図８．１

図７．１

図９．２

２．　ハンチのない場合の重ね継手及び定着は、図９．２による。

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［３］

１ 2ａ ・　 ≦２００ｍｍの場合）（７０ｍｍ≦ａ、　　　ａ２

＊Ｌ2hを確保できない場合は、標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

＊Ｌ2hを確保できない場合は、標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

　　組立は、特に精度よく行うこと。

　　（日本建築士事務所協会）」を参考にする。この場合、鉄筋の加工、

６．　梁主筋にＸ形配筋を用いる場合は、「Ｘ形配筋部材の設計と施工

*
2hＬ Ｌ

2

*
2hＬ

*
2hＬ

＊Ｌ2hを確保できない場合は、標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

*
2hＬ

*
2hＬ

　　　　・　破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　　　ことができる。

　　　　・　梁内定着の端部が接近するときは、　

　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）　・　２．「鉄筋の折り曲げ」で定めた鉄筋には、フックをつける。

のように引き通す

*
2hＬ

*
2hＬ

*
2hＬ

2

＊Ｌ2hを確保できない場合は、標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

　　　　・　ハッチ部分は望ましい継ぎ手位置を示す。

　　　　・　破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　　　つける。

　　　　・　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）　・　２．「鉄筋の加工・組立て」で定めた鉄筋には、フックを

*
2hＬ

*
2hＬ

１５ｄ（余長） １５ｄ（余長）

１５ｄ（余長）

*
2hＬ

*
2hＬ

*
2hＬ

*
2hＬ

*
2hＬ

*
2hＬ

Ｃ

2

２０１１．４．１　改訂

２００８．４．１　改訂

１９９９．７．１　改訂

毎に１段増やす。

以後梁成が300増す図１０．５

１．　一般の梁場合は図示による、図示が無い場合図１０．５による。

Ｄ

Ｂ．腹筋及び幅止筋

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０２－Ｄ１０

１，２００≦Ｄ≦１，５００９００≦Ｄ≦１，２００６００≦Ｄ≦９００

幅止め筋

腹筋

　　　　・図注の＠Ｐ１、＠Ｐ２は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）　・あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図１０．４

図１０．２

図１０．３

　　（３）　梁の端部で間隔の異なる場合

Ｄ

Ｌ０

Ｌｏ／２Ｌｏ／４ Ｌｏ／４

≦＠Ｐ２

＠Ｐ１＠Ｐ２ ＠Ｐ２

　　（２）　間隔が一様で、ハンチのある場合

（あばら筋と同径２巻き）
吊上筋

第１あばら筋

≦＠Ｐ≦＠Ｐ≦＠Ｐ
＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ

　　（１）　間隔が一様で、ハンチの無い場合

第１あばら筋

　　　のつく側を９０°曲げとする。

　　　スラブのつく側、Ｔ形では交互とする。なお（ハ）の場合はスラブ

（２）　フックの位置は（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合のＬ形では

３．　あばら筋・腹筋の割付け

135°フック

（副あばら筋）

180°または

135°フック

≧８ｄ

（ニ）

≧６ｄ

≧８ｄ

（ハ）

≧８ｄ

（ロ）

２段筋１Ｌ
Ｌ

１Ｌ １Ｌ１Ｌ１Ｌ

１Ｌ

／４０ｌ／４０ｌ ／２０ｌ

０ｌ

１５ｄ（余長）
ＣＣ
ＬＬ

１Ｌ

端部筋本数>中央部筋本数

端部筋本数>中央部筋本数

１５ｄ（余長） １５ｄ（余長）

１５ｄ（余長） １５ｄ（余長）（継手）１Ｌ

（継手）１Ｌ

／４０ｌ／４０ｌ ／２０ｌ

≧０．８Ｄとする。ｈＬｌ≧０．８Ｄ，かつｈＬｕ

：下端筋の水平定着長さｈＬｌ

：上端筋の水平定着長さｈＬｕ Ｄ：柱のせい

間隔は特記による。

２．　帯筋をスパイラル筋とする場合、次のとおりとし、

　　　長方形のものに用いる。

　　　　原則として角スパイラルは，柱断面が正方形または正方形に近い

　　　またはＤ１３以下を原則とする。

　　　フック余長６ｄとする。ただし，スパイラル筋の径は１３ｍｍ，

　　　とし，その末端は９０°フック余長１２ｄ以上，または１３５°

（１）　スパイラル筋の重ね継手は長さ５０ｄ以上，かつ，３０ｃｍ以上

ＳＰ形（スパイラル筋）

Ｐ
＠

Ｐ
＠

≧６ｄ

≧６ｄ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

（注）　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

（ロ）（イ）

／４０ｌ／４０ｌ

２ＬＬ

２Ｌ １ａ

２ａ

２Ｌ２Ｌ ０ｌ

２Ｌ

Ｌ２

Ｌ２

ｅ

ｅ

Ｄ

Ｌ２

Ｌ２

ｅ

ｅ

Ｄ

ｅ

Ｄ

ｅ

ｅ

Ｄ

≧６ｄ

．
．
＝３０．

．
＝３０

≦＠Ｐ

＠Ｐ

Ｄ

Ｄ

１５ｄ（余長）

＠Ｐ１

＠Ｐ２

＠Ｐ１

＠Ｐ１

＠Ｐ２

以下

以下

３００ｍｍ

３００ｍｍ以下

３００ｍｍ以下

３００ｍｍ以下

３００ｍｍ

以下

３００ｍｍ

以下以下

３００ｍｍ ３００ｍｍ

ａ

ＤＤ

１５ｄ

図９．１

図１０．１

図７．２

　　　１：４とする。

（５）　梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。特記がなければ

　　　柱梁接合部における水平定着長さを柱せいの０．８倍以上とする。

　　　定着とし，下端筋は上向き定着とする。また，上端筋及び下端筋とも

（４）　梁主筋を外柱内に定着する場合は、原則として梁の上端筋は下向き

　　　又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることができる。

（１）　形は、図１０．１（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）

　　　やむを得ず梁内に定着する場合は、図９．１による。

　　　ことができない場合は、柱内に定着することができる。ただし、

（３）　梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通す

　　　による。

（２）　継手長さはＬ１とし，定着長さ及び余長は図９．３及び図９．４

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌｏ／４以内

　　　　　　上端筋：中央Ｌｏ／２以内

（１）　継手及び圧接中心位置は、次による。

（４）　壁梁の場合、腹筋の設定長さ及び継手長さは、特記による。特記が

（２）　幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０＠１０００程度とする。

（５）　ハンチ基点のあばら筋の径、ピッチは特記による。

（３）　腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０ｍｍ程度とする。

（１）　あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

４．　帯筋の割付けは、特記による。特記が無い場合は、図７．２による。

３．　フック及び継手の位置は、交互とする。

　　２００ｍｍ以下の場合には図８．１による。

１．　柱の打増しは、特記による。特記が無く、打増し幅が７０ｍｍ以上、

２．　梁及び耐力壁の鉄筋の定着長さは、打増し部分を除いて算定する。

２．　あばら筋組立の形及びフックの位置

１．　あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項。

１．　大梁主筋の継手及び定着の一般事項。

Ａ．柱の打増補強

Ａ．あばら筋

８．柱の打増補強

１０．　あばら筋等

９．大梁７．帯筋（続き）

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［３］

設　計

縮尺図面名

番号工事名
１９　　．　．　　制定

定着とする必要はない

直接定着できる場合、折曲げ

下端筋

曲げあげてもよい

一般階

梁

柱

水平でもよい

梁

最上階

柱

梁

（ｅ／Ｄ　≦　１／６）

（ｅ／Ｄ　＞　１／６）

の納まりとする。

ぶつかる場合は破線

　直交梁の梁筋と

（注）

柱

梁

柱

梁

梁
梁柱

柱

梁

下端筋

曲げあげてもよい

打増し部分

ＣＬＬ

下端筋

上端筋

（イ）

下端筋

下端筋

曲げあげてもよい

曲げあげてもよい

一般階

最上階

　　　ないものとする。

　　　長さはＬ２とし、１５ｄは必要

（注）　上階に柱がある場合の定着
梁

　　　　　行う。

　　　　　得られるように、締め固めを十分に

　　　　・　柱梁接合部は密実なコンクリート

　　　　　間隔を示す。

　　　　　＠Ｐ２は、特記された帯筋の

　　　　　ピッチで配筋する。なお、＠Ｐ１、

　　　　・　柱梁接合部の帯筋は特記された

　　　　　一般の場合に同じ。

（注）　・　図示のない事項については、

梁面より割り付ける。

径のものを２本重ねたものとする。

一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同

上下の柱断面寸法が異なる場合、帯筋は、

帯筋

（ｂ）　２方向の打増し（ａ）　１方向の打増し

打増し部分

同間隔

帯筋と同径、同材質、

梁

柱

Ａ．大梁の主筋

160613160613
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160613160613

0303
A1：-
A3：-

鉄筋コンクリート
構造配筋標準図（４）

あばら筋と同径，

同材質，同間隔

ｂ≦３５０㎜の場合

　２－Ｄ１６

ｂ＞３５０㎜の場合

　３－Ｄ１６

打増し部分

打増し部分

（ａ）下端の打増し （ｂ）上端の打増し

あばら筋と同径，

同材質，同間隔

Ｄ１６

ｂ≦３５０㎜の場合

　２－Ｄ１６

ｂ＞３５０㎜の場合

　３－Ｄ１６

による。

「あばら筋等」

腹筋は，１０．

Ｄ１６

（ｃ）側面の打増し （ｄ）２方向の打増し

外端
連続端 連続端

端部

片持ち梁

先端小梁

折下げ

片持ち梁筋

折下げ

片持ち梁筋

水　平　断　面

小梁外端部 小梁連続端部

片持ち梁

（注）・図示のない場合は，（１）による。

　　　・先端小梁終端部の主筋は，片持ち梁内に水平定着する。

　　　・先端小梁の連続端は，片持ち梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

短辺方向・主筋

長辺方向・配力筋

出隅部分の補強筋

出隅部分の補強筋

注）Ｌａ≧Ｌｂとする。

（出隅部分）

出隅部

出隅受け部

（出隅受け部分）

注）Ｌａ≧Ｌｂとする。

柱又は梁にＬ１定着する

先端小梁

（頭つなぎ梁）

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１９　　．　．　　制定
工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［４］

１０．　あばら筋等（続き）

１２．小梁，片持ち梁

１３．スラブ

１１．梁の打増し補強

Ａ．小梁

Ｂ．片持ち梁

Ａ．スラブ

Ｃ．スラブ筋等の補強

Ａ．梁の打増し補強

２．　壁梁の場合は，図１０．６による。

１．小梁主筋の継手及び定着

２．あばら筋は，１０．「あばら筋等」による。

３．打増補強筋は，１１．「梁の打増補強」による。

２．あばら筋は，１０．「あばら筋等」による。

３．打増補強筋は，１１．「梁の打増補強」による。

１．　スラブの厚さ及び配筋は，特記による。

４．出隅部

　　　開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し，隅角部に

　　　斜め方向に２－Ｄ１０（ｌ＝２Ｌ）シングルを上下筋の内側に配筋

　　　する。

図１０．６

図１２．４

図１３．１

≦３００

≦３００

≦３００

≦３００

≦３００

ａ

ｂ ｂ

ａ

Ｌ２

Ｌ２

ａ
ｂ

Ｌ２

ａ２

ａ１

０ ｌ０

１５ｄ

１５ｄ（余長） １５ｄ（余長）１５ｄ（余長）１５ｄ（余長）

ｌ

Ｌ１

（余長）１５ｄ １５ｄ（余長）

１５ｄ（余長） １５ｄ（余長）

Ｌ

１５ｄ ２／３ｌ

Ｌａ

Ｌ
ｂ

Ｌａ／２

Ｌａ／２

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ３

Ｌ
１

Ｌ
３

下
端

筋

上
端

筋

Ｌ
ａ

／
２

Ｌ
ｂ

Ｌａ

≒４５゜

ｌｏ／４ ｌｏ／４ ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２ｌｏ／２

（定着）Ｌ２

ｌｏ／６ ７ｌｏ／１２ ｌｏ／４ ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２

ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２

ｏ／３ ｌｏ／６ｌｏ／６

１．　梁の打増しは図示による。図示が無い場合は図１１．１による。

２．　小梁，耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは，打増し部分を除いて

　　算定する。

（１）連続小梁の場合

１５ｄ（余長） １５ｄ １５ｄ（余長）（余長）（余長）

（２）単独小梁の場合

　　２．図示のない事項は，５．「基礎・基礎梁」Ｄ「基礎梁の継手及び定着」

及び９．「大梁」による。

（注）１．　　　　　　　　　印は，余長位置を示す。

３．ハッチ部分は望ましい継手位置を示す。

図１２．２

２ｌ

ｌｏ

１．片持ち梁の配筋要領

（１）先端に小梁のない場合
ｌ

P1
P

P1
（P1≦P）

（　）は最上階

第１あばら筋

　　　　以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

　　とする。

　　ができない場合は，図１３．３により梁内に定着する。

２．　配筋可能な限り継手は設けない加工とする。

３．　配筋は，中央から割り付け，端部は定められた間隔の１／２以下

４．　鉄筋の重ね継手長さは，Ｌ１とする。

５．　定着長さ及び受け筋は，図１３．２による。ただし，引き通すこと

６．スラブ筋の継手は、原則として梁内に設けないこと。

受け筋（Ｄ１３）

図１３．２

Ｌ２

Ｌ３

（Ｄ１３）

受け筋

受け筋

一般スラブの場合

（Ｄ１３）

受け筋

（Ｄ１３）

Ｌ３

受け筋

耐圧スラブの場合

（Ｄ１６）

主筋

先端部補強筋　２－Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３（Ｌｂ≦１，０００）

Ｄ１６（Ｌｂ＞１，０００）

配力筋　Ｄ１０＠２００

先端壁の縦筋の

径及び間隔に

合わせる

２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

（注）・先端の折れ曲げ長さＬａは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた

　　　　長さとする。

　　　・スラブに段差のない場合は，主筋を引き通してスラブに定着

　　　　してもよい。

２．　鉄筋の上下位置を保持するために一般のスラブよりバーサポート

　　による鉄筋の保持を堅固にする。

Ｌａ

Ｌｂ

１
０

０
以

下

１
０

０
以

下

Ｌ２

Ｌ２

１
０

０
以

下

先
端

壁
厚

以
上

１．　片持ちスラブの厚さ及び配筋は，特記による。

Ｂ．片持ちスラブ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ly/4 Ly/4Ly/2

Lx
/4

Lx
/4

Lx
/2

〔上端筋〕

主力筋方向 Ａ Ｃ

配力筋方向 Ａ Ｄ

主力筋方向

配力筋方向

〔下端筋〕

Ｂ Ｃ Ｄ

Ｂ Ｃ Ｄ

図１３．３

図１３．４

図１３．５

図１３．６

３．　先端に壁が付く場合

１．　スラブ開口部の補強は、特記による。

（１）　出隅部及び出隅受け部（図１３．７の斜線部）の補強は，特記に

Ｌ２

先
端

壁
厚

以
上

〔上端筋〕片持床版の上端筋と同径@100以下

〔下端筋〕片持床版の下端筋と同径同ピッチ 片持床版配力筋

Ｌａ／２以上

Ｌ
ａ

／
２

以
上

〔上端筋〕片持床版の上端筋と同径1/2ピッチ

〔下端筋〕片持床版の下端筋と同径1/2ピッチ

L1

L1

図１３．７

Ｄ１０

ｎ２本

ｎ１本

（ｎ１／２）本
（ｎ２／２）本

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

図１３．８

φ

6以
上

1

かぶり20

補強を省略できる場合

×

×

×
×
×

×
×
×

L2
切断される鉄筋が3本以上の場合は

フックまたはカンザシ筋を設ける。

カンザシ筋

図１３．９

（切断される鉄筋と同径・同ピッチ）

図１３．１０

１９９９．７．１　改訂

２００８．４．１　改訂

２０１１．４．１　改訂

Ｌ2h

Ｌ3h

*

*

図１２．１

Ｌ3h*

端部
*Ｌ2h

＊Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、

標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

Ｌ3h*

*Ｌ2h

（Ｌ2）

　　　　柱に取り付く場合は，全数引き通せる場合でも，上端筋は，２本
　　　・　梁筋を引き通さない場合は，取合い部材に定着する。ただし，

　　　　とする。

　　　・　　　　　　　印は，余長を示す。

　　　・　先端の折曲げの長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さ

（注）・　図示のない事柄は，９．「大梁」による。

*Ｌ2h

*Ｌ2h

Ｌ３

*Ｌ2h

Ｌ３

Ｌ２

*Ｌ2h

＊Ｌ2hを確保できない場合は、

標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

標仕5.3.4(d)(3)によることができる。
＊Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、

図１２．３

下端筋

上端筋

*Ｌ2h

Ｌ3h*

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2h*

Ｌ2h*

図１１．１

７０㎜≦ａ≦２００㎜の場合 （ａ<70の場合は補強筋不要）

＊Ｌ2hを確保できない場合は、標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［４］

＊Ｌ2h、Ｌ3hを確保できない場合は、

標仕5.3.4(d)(3)によることができる。

７．スラブ筋の継手可能位置

　　　よる。配筋方法は、図１３．７による。

（１）　スラブ開口の最大径が７００㎜以下の場合は，図１３．８により
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160613160613

0303
A3：-

鉄筋コンクリート

　　　　貫通孔の中心とする。

１．　階段の配筋は，特記による。

〈ＭＨ形及びＭ形〉

Ｄ１０＠２００

いなずま筋

（片持ちスラブ階段）

５－Ｄ１０（ｌ＝１，５００）

５－Ｄ１０（ｌ＝１，５００）

Ｄ１３Ｄ１３

土間コンクリート補強筋

土間コンクリート

ＬＣ

（注）・　階段主筋は，壁の中心線を越えてから

　　　　縦に降ろす。

（注）　　　　　は，一般部のあばら筋を示す。

（注）　　　　　は，一般部のあばら筋を示す。

斜め筋 縦　筋

縦　筋 溶接金網

配筋
種別

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７

配筋
種別

Ｍ１

Ｍ２

Ｍ３

Ｍ４

２－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１６

４－２－Ｄ１６

４－２－Ｄ１９

４－２－Ｄ２２

２－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１３

６－２－Ｄ１３

リング筋 配　筋　図

な　し

１３φ

な　し

２－２－Ｄ１３

２－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１３

な　し

２－６φ－１００＠

横　筋

な　し

２－２－Ｄ１３

２－２－Ｄ１３

上下縦筋

な　し

２－２－Ｄ１３

３－２－Ｄ１３

配　筋　図

（ａ）Ｈ形配筋

（ｂ）Ｍ形配筋

１９　　．　．　　制定
工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［５］

１３．スラブ（続き） １４．階段の配筋

１５．梁貫通

Ａ．階段

Ａ．梁貫通孔の補強

２．　屋根スラブの補強

３．　土間スラブの打継ぎ補強

４．　土間コンクリートの補強

５．　段差のあるスラブの補強

３．　片持ちスラブ階段の配筋方法は、図１４．２による。

４．　片持ちスラブ形階段のいなずま筋は，Ｄ１０＠２００とし、受け

　　壁面より５０ｍｍのところに第１いなずま筋を配筋する。

　　　上端筋の下側に配置する。

（１）　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強

　　　土間スラブとは，土に接するスラブをいう。

（１２）　補強形式は表１５．１～表１５．３により，配筋種別は特記による。

　　　　選定方法は、建設大臣官房庁営繕部監修「建築構造設計規準及び同解説」

　　　　による。

図１５．１

図１４．２

表１５．１　Ｈ形配筋

表１５．２　Ｍ形配筋

ａ ａ

ａ ａ

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

≦５０

２００２００２００

（１）　段差のあるスラブの補強は図示による。図示が無ければ

Ｈ

Ｄ１３

Ｄ１３

３５０㎜

Ｈ

Ｌ２

Ｌ２

Ｈ

Ｄ１３

（ａ）　Ｈ≦７０㎜の場合

（ｃ）　１５０mm＜Ｈの場合

５Ｈ以上５Ｈ以上

Ｄ１０縦横

Ｄ１９

受け筋

受け筋

１５０

ｌｏ

ｔ

ｔ Ｌ３

稲妻筋D10-@200

上端主力筋

配力筋

段押え筋D13

下端主力筋

ｔ

主筋と同径

受け筋

受け筋

ｔ

１５０

Ｌ３

ｌｏ

２．　階段の配筋方法は、図１４．１による。

図１３．１１

図１３．１２

図１３．１４

〔二辺固定スラブ階段〕

受け筋

受け筋

１５０

ｌｏ

ｔ

ｔ Ｌ３

段鼻筋2-D13

稲妻筋D10-@200

上端主力筋

配力筋

段押え筋D13

ｔ

主筋と同径

Ｌ３

段鼻筋　D13

150

150

下端主力筋

壁　厚

180

200､220

250

L≦1200 1200＜L≦1500 1500<L≦1800

D13-@200ダブル

D13-@150ダブル

D13-@200ダブル

D13-@125ダブル

D13-@150ダブル

D13-@200ダブル

表１４．１　階段受壁の縦筋（L：片持階段の出寸法）

図１４．１

補強筋の定着長さ

〔片持ちスラブ階段〕

１９９９．７．１　改訂

２００８．４．１　改訂

２０１１．４．１　改訂

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ3
Ｌ2 Ｌ2

ａ≦３００㎜

スラブ筋と

同径・同間隔

スラブ筋と
同径・同間隔

Ｌ２

中間部 端部

中間部 端部

ａ≦３００㎜

図１３．１３

補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる

重ね継手

下端を打増す場合は、上端側と

同様の補強筋を入れる。

３５０㎜

Ｈ

Ｌ２

Ｌ２

（ｂ）　７０＜Ｈ≦１５０mmの場合

Ｄ１３

又は

Ｄ１３

Ｌ2h*

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2h*

Ｌ2h*

Ｌ3

Ｌ２

Ｌ2h*

Ｌ2h*

Ｌ3

Ｌ２

Ｌ2

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［５］

　　　接合部は，図１３．１３による。

（１）　土間コンクリートの補強筋は，特記による。なお，基礎梁との

　　　図１３．１４による。

（１）　屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図１３．１１により、補強筋を

　　　は，特記による。特記がなければ，図１３．１２による。ただし，

１．　梁貫通孔の補強は，特記による。特記がなければ，次による。

　（２）　孔の径は，梁せいの１／３以下とし，孔が円形でない場合はこれの

　　　　　外接円とする。

　（１）　梁貫通孔補強筋の名称は，図１５．１による。　

　（３）　孔の上下方向の位置は，梁せい中心付近とし,梁中央部下端は梁下端

　　　　より１／３Ｄの範囲には設けてはならない。

　（４）　孔は,柱面から,原則として,１.５Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。

　　　　ただし,基礎梁,壁付帯梁は除く。

　（５）　孔が並列する場合は，その中心間隔は，孔の平均値の３倍以上と

　　　　する。

　（６）　縦筋及び上下縦筋は,あばら筋の形に配筋する。

　（７）　補強筋は,主筋の内側とする。また,鉄筋の定着長さは,図１５.２に

よる。

　　　　鉄筋を緩やかに曲げることにより,開口部を避けて配筋できる場合は,

　（８）　孔の径が梁せいの１／１０以下，かつ，１５０㎜未満のものは，

補強を省略することができる。

（あばら筋の内側）

（あばら筋の内側）

下縦筋（ロ型）

縦筋（ロ型）

上縦筋（ロ型）

Ｄ ｈ

ＬＣ

縦筋

突出し

余長

Ｄ／２

突出し

かぶり
余長

突出し

かぶり
余長

あばら筋斜め筋

溶接金網
リング筋

溶接金網

あばら筋

縦筋斜め筋

〈Ｈ形〉

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋下縦筋

上縦筋

横筋

斜め筋

あばら筋

突合せ溶接

リング筋

　（９）　溶接金網の余長は１格子以下とし，突出しは１０㎜以上とする。

　（１０）　溶接金網の貫通孔部分には,鉄筋1-13φのリング筋を取りつける。

なお,リング筋は,溶接金網に４箇所以上溶接する。

　（１１）　溶接金網の割付け始点は，横筋ではあばら筋の下側とし，縦筋では

図１５．２

小松市都市創造部建築住宅課

石川県小松市小馬出町９１番地
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鉄筋コンクリート
構造配筋標準図（６）

３．　壁の交差部の補強筋及び端部の補強筋は、特記がなければD13とする。

補強かんざし筋

Ｄ１６ あばら筋

帯筋

梁

柱

打増部分

打増部分

（１）柱、梁

打増部分

あばら筋 柱

基礎梁

基礎

（２）基礎梁

梁

床版

壁

打増部分

打増部分（３）床版、壁

（注）　　　　　は，一般部のあばら筋を示す。

斜め筋 縦　筋
配筋
種別

ＭＨ１

ＭＨ２

ＭＨ３

ＭＨ４

ＭＨ５

ＭＨ６

ＭＨ７

２－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１６

４－２－Ｄ１６

４－２－Ｄ１９

２－２－Ｄ１３

な　し

配　筋　図リング筋

な　し

２－６φ－１００＠

２－６φ－１００＠

な　し

２－２－Ｄ１３

２－２－Ｄ１３

４－２－Ｄ１３

溶接金網

（ｃ）　ＭＨ形配筋

配筋の表示

４－２－Ｄ２２

４－２－Ｄ１９

３－２－Ｄ１３

２－６φ－１００＠

上下縦筋

溶接金網

斜め筋

縦筋

配筋凡例

４本のＤ２２が２面入ることを示す

４本のＤ１３があばら筋状に孔の両側に２本

づつ入ることを示す

孔の上下の部分にそれぞれＤ１３のあばら筋

が３本入ることを示す

６φー１００＠の溶接金網が２面入ることを

示す。

（注）＠Ｐは，壁筋の間隔を示す。

主筋位置

交差部補強筋

交差部補強筋

交差部補強筋

交差部補強筋
交差部補強筋

交差部　（水平断面）

端部の補強筋（特記による）

交差部

補強筋（特記による）

（特記による）

（特記による）

交差部

補強筋

（垂直及び水平断面を示す。）

開口

補強筋

壁配筋

打増し部

縦筋はＤ１０とし，間隔は２００㎜

横筋はＤ１０とし，間隔は壁横筋と同じ

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３
Ｄ１０－１５０＠

Ｄ１０＠１５０ダブル

Ｄ１０＠１５０ダブル

横

縦

高さｈ＞８００の場合、

設計図書による。

コンクリートブロツク帳壁

（水平断面，垂直断面とも）

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１０ Ｄ１０＠２００

コンクリートブロツク帳壁

Ｄ１０＠２００

補強筋

Ｄ１０＠２００

補強筋

コンクリートの厚さ

種　　別 Ｃ　　種

フック筋

曲げ内のり直径（㎜）

補強かんざし筋

補強腹筋（㎜）

吊上げ荷重（ＫＮ）

Ａ　　種 Ｂ　　種

Ｄ１６，ｌ＝６００

１０≧Ｗ

φ１９又はＤ１９

５０≧Ｗ＞３０ ３０≧Ｗ＞１０

φ２５又はＤ２５ φ２２又はＤ２２

Ｄ１６，ｌ＝９００ Ｄ１６，ｌ＝７５０

２－Ｄ１６

１００

表１６．１　機械吊上げ用フック

１８０゜フック 補強鉄筋　Ｄ１６

フック筋

丸鋼の場合 異形鉄筋の場合

ＧＬ

Ｄ１０

Ｄ１０

Ｄ１０
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０ 基本フ゛ロック

３９０×１９０×１２０
空洞フ゛ロック

縦筋は、フ゛ロックの空洞部内で

重ね継ぎをしてはならない

道路

横筋用フ゛ロック

かき木

フ゛ロック

○控壁のない塀（例） 高さ１．２ｍ以下

立面配筋図 断面配筋図

Ｄ１０
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０

空洞フ゛ロック

Ｄ１３

壁厚１５㎝以上（高さ２ｍ以下は１２㎝以上）

ＧＬ

Ｄ１０

高
さ

２
２

０
０

以
下

Ｄ１３

Ｄ１３

控壁間隔３．４ｍ以下

壁の高さの
１／５以上

横筋用

フ゛ロック

Ｄ１０

Ｄ１０

道路

控壁用型枠
フ゛ロック

３９０×１９０×１５０

一般部断面配筋図立面配筋図 控壁部断面配筋図

の控壁

○控壁のある塀（例） 高さ２．２ｍ以下

Ｄ１０

Ｄ１０

ＧＬ

直交壁に定着する

直交壁に定着する

１３φ

１３φ

１９　　．　．　　制定
工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［６］

１６．壁，その他

１７．増築用の配筋

１５．梁貫通（続き）

Ｃ．コンクリートブロツク帳壁

Ｄ．機械吊上げ用フック

Ａ．　増築用の配筋

Ａ．壁

Ｂ．パラペット Ｅ．コンクリ－トブロック塀

１．　将来増築予定の打増部分の配筋は、特記による。

２．　建設技術評価規定第９条１項の規定に基づき建設大臣が評価して

　　いる製品を使用する場合、または、建設省の技術評価が行われた後、

　　開発され又は改良され、（財）日本建築センターにより評価された

　　製品を使用する場合は、製品の形式による適用範囲のほか、施工上

　　の留意事項も確認すること。

３．　梁貫通孔は、原則として、せん断力の大きいところは避けて設け、

　　必要に応じて適切な補強を行う。また、梁には、原則として、配管

　　等の埋設を行わない。

１．　一般事項

５．　片持ちスラブ形階段を受ける壁の縦筋は、横筋の外側に配筋する。

６．　コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は，特記による。

７．　壁の打増し補強筋は特記による。特記が無く、打増厚さが５０㎜

２．　パラペットの配筋は，原則として複配筋とし、端部には補強筋を配筋

　　すること。

１．　パラペットの配筋は，特記による。特記が無く、高さｈが８００以下

１．　控壁

　　による。

　　種別は特記による。

１．　ブロック塀の配筋は、特記による。

２．　塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は２．２ｍ

　　以下とする。

３．　塀の厚さは、塀の高さ２ｍ以下は１２㎝以上、２ｍを超える場合は

　　１５㎝以上とする。

４．　地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討

　　する。

５．　鉄筋挿入部はモルタルを充てんする。

（３）　原則として，継手は柱・梁の中には設けないこと。

（４）　横筋の場合は，１スパンごとに柱に定着することは差し支えない。

（５）　土圧等の面外力を受ける壁の場合は，圧縮側の位置に継手を設ける。

（６）　重ね継手及び定着の長さがとれない場合は，監督職員の承諾を

　　　受けて，両面フレア溶接の場合は５ｄ以上，片面フレア溶接の場合は

　　　１０ｄ以上とすることができる。

（７）　幅止め筋は，縦，横ともＤ１０＠１，０００程度とする。

（１）　壁の配置及び配筋は，特記による。

表１５．３　ＭＨ形配筋

≦＠Ｐ

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２
Ｌ２

継手 Ｌ２（Ｌ１）

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

ａ

Ｌ２

２００㎜

Ｌ２

８００

１５０㎜

１００㎜

ｌ

Ｌ１Ｌ１

５
０

１
４

０
０

３
０

０
１

０
０

０

１５０

１２０

４
０

０

１
８

０

４００１５０４００４００

高
さ

１
２

０
０

以
下

１
０

０

５
０

３
０

０
１

０
０

高
さ

１
２

０
０

以
下

４
０

０

１
８

０

４００４００４００

１
８

０
０

１
４

０
０

５
０

３
０

０
１

０
０

１５０

１２０

４
０

０

１
８

０

４００

１
８

０
０

１
４

０
０

２
５

ｄ

１５０１５０

≧
Ｌ

１
５

０

≧Ｌ１

５０

Ｌ
１

≧Ｌ１

≧
Ｌ

１

５０

５
０

Ｌ
１

Ｌ
２

ｔ＝１５０以上

ｈ

１ とする。２とし，定着長さはＬ

（１）　配筋可能な限り継手は設けない加工とする。

（２）　壁筋の重ね継手長さはＬ

（３）　一般部壁筋の配筋は，図１６．１による。

あき重ね継手可

（鉄筋を無理に曲げない）

Ｌ1

柱

梁

主筋位置

＠Ｐ

≦＠Ｐ

≦＠Ｐ

≦＠Ｐ

＠Ｐ

主筋位置

Ｌ
2

Ｌ
2

a
Ｌ

2
Ｌ

2
a

(a)

(b)

Ｌ
2

(c)

梁への定着

梁 Ｌ2以上かつ

150程度

梁中心線を越える

(b)(c)は主筋の外側にある場合

図１６．４

　　以上，２００㎜以下の場合は図１６．５による。

図１６．５

図１６．７

（２）　特記が無い場合、配筋は図１６．７による。

２．　帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は，図１６．８

１．　梁に設ける機械吊上げ用フックは表１６．１、図１６．９により、

図１６．１０

1/2ｔ以上

ｔ

交差部補強筋

１９９９．７．１　改訂

２００８．４．１　改訂

２０１１．４．１　改訂

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図［６］

２．壁の配筋は特記により、その定着は図１６．３による。

４．　壁の開口補強筋は特記による。定着長さは，図１６．４による。

　　の場合は図１６．６による。

図１６．６

図１７．１

図１６．９

図１６．８

図１６．１ 図１６．２

図１６．３

小松市都市創造部建築住宅課

石川県小松市小馬出町９１番地
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160613160613

0303
A1：-
A3：-

ｔ

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

ＪＩＳ　Ｇ３１１４

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

ＳＳ４００，ＳＳ４９０，ＳＳ５４０

ＳＭＡ４００ＡＷ，ＡＰ，ＢＷ，ＢＰ，ＣＷ，

ＳＭ４００Ａ，Ｂ，Ｃ，ＳＭ４９０Ａ，Ｂ，Ｃ

ＳＭ４９０ＹＡ，ＹＢ，ＳＭ５２０Ｂ，Ｃ

ＣＰ

ＳＭＡ４９０ＡＷ，ＡＰ，ＢＷ，ＢＰ，ＣＷ，

ＣＰ

ＪＩＳ　Ｇ３１３６

ＪＩＳ　Ｇ３１３８

ＪＩＳ　Ｇ３３５０

ＪＩＳ　Ｇ３３５３

ＪＩＳ　Ｇ３４４４

ＪＩＳ　Ｇ３４６６

ＳＮ４００Ａ，Ｂ，Ｃ，ＳＮ４９０Ｂ，Ｃ

ＳＳＣ４００

ＳＴＫ４００，ＳＴＫ４９０

ＳＴＫＲ４００，ＳＴＫＲ４９０

ＪＩＳ　Ｇ３４７５
ＳＴＫＮ４００Ｗ，ＳＴＫＮ４００Ｂ，

ＪＩＳ　Ｂ１１８６

ＪＩＳ　Ｂ１１８６

２種（Ｓ１０Ｔ）

２種（Ｆ１０Ｔ）

１種（Ｆ８Ｔ相当）

ＪＩＳ　Ｂ１１８０ ＪＩＳ　Ｂ１１８１

規格番号 種類の記号規格名称等

溶接構造用耐候性熱間

圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

建築構造用圧延棒鋼

一般構造用軽量形鋼

一般構造用炭素鋼管

一般構造用角形鋼管

一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼

建築構造用炭素鋼管

一般構造用圧延鋼材

規格名称等規格番号

トルシア形高力ボルト

ＪＩＳ形高力ボルト

セットの種類

めっき後の機械

的性質が

の規定のセット

と同等である

こと

溶融亜鉛めっき高力ボルト

種類規格名称等

（六角ボルト） （六角ナット）

並形六角ボルト 並形六角ナット

規格番号

規格名称

種類

強度区分

ねじの種類の規格

仕上げの程度

ねじの等級の規格

中 中

材料区分 鋼製 鋼製

規格番号 規格名称

ＪＩＳ　Ｚ３２１１

ＪＩＳ　Ｚ３２１２

ＪＩＳ　Ｚ３２１４

種類

・耐候性鋼用被覆アーク溶接棒

ガスシールドアーク

溶接用鋼ワイヤ

ＪＩＳ　Ｚ３３１２

ＪＩＳ　Ｚ３３１５

ＪＩＳ　Ｚ３３１３

ＪＩＳ　Ｚ３３２０

・軟鋼、高張力鋼及び低温鋼用アーク

　溶接フラックス入りワイヤ

セルフシールドアーク

溶接用鋼ワイヤ
ＪＩＳ　Ｚ３３１３

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

良

被覆アーク溶接棒

板厚 自動溶接を行う箇所

６以下

６を超えるもの

３０

４０

５０

７０

手溶接、半自動溶接を行う箇所

（注）　板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。

仮付不良良仮付不良

裏はつり側にする。

仮付溶接

開先面

工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

鉄骨構造標準図［１］

１．共通事項

２．溶接

Ａ．適用範囲

Ａ．溶接技能資格者

Ｂ．部材の組立て

Ｃ．溶接施工

（１）　裏あて金の材質は特記による。特記が無い場合は以下による。

（２）　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、半自動溶接で

　　　９㎜以上とする

（３）　スカラップは改良型スカラップ，またはノンスカラップとする。

３．　エンドタブ

（１）　エンドタブの材質、形状は特記による。特記が無い場合は、以下

　　　による。

（２）　完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先

（４）　エンドタブの長さは、ＭＣ：３５㎜以上

　　　ＮＧＣ、ＣＧ：４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

（５）　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して

（１）　溶接姿勢は、作業架台、ポジショナー等を利用して、

　　　できるだけ下向き溶接とする。

２．　溶接姿勢

（１）　組立溶接の位置は、継手の端部、隅角部、本溶接の始点及び終点

　　　等の強度上及び工作上支障がある箇所を避ける。

（２）　組立て溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じた

　　　ものは全て削り取る。

　　　間隔は３００～４００ｍｍ程度とする。

１．　部材の組立は、適切な治具を用いて正確に行う。特にルート間隔

　　及び密着部分に注意し、不良なものは修正する。

２．　組立て順序は、溶接による変形及び拘束が少なくなるように定め、

　　できるだけ逆ひずみ法を取り入れる。

３．　高力ボルト接合と溶接接合を併用する場合は、高力ボルト接合を先に

　　行い、溶接にあたってはボルト接合面の変形やボルトへの入熱を十分

　　考慮して施工する。

２．　工事の内容により、１．の溶接技能者に対して、技量付加試験を

　　行う場合は、特記による。

３．　溶接技能者の技量に疑いが生じた場合は、工事に相応した試験を

　　行い、その適否を判定し、監督職員の承諾を受ける。

（１）　手溶接の場合は、ＪＩＳ　Ｚ３８０１（溶接技術検定における

　　　試験方法及び判定基準）。

（２）　半自動溶接の場合は、ＪＩＳ　Ｚ３８４１（半自動溶接技術検定

　　　における試験方法及び判定基準）。

　　　する主な工事経歴

（４）　組立溶接の場合は、（１）又は（２）の基本級以上とする。

１．　溶接作業における技能資格者（以下「溶接技能者」という。）は、

　　工事に相応した次に示す試験等により（社）日本溶接協会が検定した

１．　この標準図は、鉄骨工事に適用する。

２．　設計図書、特記仕様書に記載してある事項以外は、この標準図に

　　よる。この標準図に、記載されていない事項は、「建築工事共通

（３）　組立て溶接の最小ビード長さの有効長さは表２．１により、その

４．　裏当て金、スカラップ、裏はつり

　　技量資格を有する者とする。

（３）　自動溶接の場合は、（１）又は（２）の基本級及び技量を証明

４．組立溶接は、次による。

１．　溶接方法

（１）　アーク手溶接（ＭＣ）

（２）　ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

（３）　セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）

（４）　アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

　　　形状のエンドタブを取り付ける。

（３）　エンドタブの材質は、母材と同質とする。

　　　母材より１０㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。

　　　監督職員の承諾を得る。

　　仕様書」、「鉄骨設計標準図」（建設大臣官房庁営繕部監修）による。

（１）　普通ボルトの座金はＪＩＳ　Ｂ１２５６（平座金）によるみがき丸

　　　とし、ボルトに相応したものとする。

（２）　アンカーボルトのボルト、ナット及び座金の材質は、特記による。

　　　とする。

表 １ ． １ 　 鋼 材 の 種 類

表 １ ． ２ 　 高 力 ボ ル ト

表 １ ． ３ 　 普 通 ボ ル ト

表 １ ． ４ 　 溶 接 材 料

図 　 ２ ． １

図 　 ２ ． ２

図 　 ２ ． ３

表 ２ ． １ 　 組 立 て 溶 接 の 最 小 ビ ー ド 長 さ （ 単 位 ： ｍ ｍ ）

ａ．　仮付位置

ｂ．　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

ＳＴＫＮ４９０Ｂ

３．　使用する鋼材等は特記による。この標準図は、表１．１～表１．４

　　　に示す鋼材等に適用する。これ以外は特記による。

４.６

（一般用ﾒｰﾄﾙねじ－第4部：基準寸法）による。JIS B 0205-4

JIS B 0209-1

ねじの及び－公差－第一部：原則

（一般用メートル

及び基礎データ）による６ｇ

ＪＩＳ　Ｂ０２０９－１による６Ｈ

・炭素鋼及び低合金鋼用サブマージ

（３）　ターンバックルはＪＩＳ　Ａ５５４０（建築用ターンバックル）

　　　により、ターンバックル胴、ターンバックルボルトの種類、及び

　　　ターンバックルボルトのねじの呼びは、特記による。特記がなければ、

　　　ターンバックル胴は割枠式、ターンバックルボルトは羽子板ボルト

　　　とする。

ＪＩＳ　Ｂ１１９８ スタッド溶接用材料 ・頭付きスタッド

ＪＩＳ　Ｚ３３５３

・軟鋼及び高張力鋼用エレクトロス

エレクトロスラグ溶接用材料

ＪＩＳ　Ｚ３３５１

ＪＩＳ　Ｚ３１８３

ＪＩＳ　Ｚ３３５２

サブマージアーク溶接用材料

　アーク溶接フラックス

・炭素鋼及び低合金鋼用サブマージ

・炭素鋼及び低合金鋼用サブマージ

　アーク溶着金属の品質区分及び

　試験方法

　ラグ溶接ソリッドワイヤ並びに

　フラックス

1999. 7. 1　制定

上記に掲げるもののほか、

建築基準法に基づき指定

又は認定を受けた構造用

鋼材及び鋳鋼

鉄骨構造標準図［１］

　　　特記がなければ、構造用アンカーボルトの材質はＳＮＲ４００

2006. 4.  　改定

ＳＮＲ４００Ａ，Ｂ，ＳＮＲ４９０Ｂ

ＳＷＨ４００

５

　アーク溶接棒

・軟鋼,高張力鋼及び低温用鋼用被覆

・軟鋼,高張力鋼及び低温用鋼用のマ

・軟鋼,高張力鋼及び低温用鋼用アー

　ク溶接フラックス入りワイヤ

・耐候性鋼用炭酸ガスアーク溶接

・耐候性鋼用炭酸ガスアーク溶接

　グ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ

　ソリッドワイヤ

　フラックス入りワイヤ

　アーク溶接ソリッドワイヤ

ｔ

35mm以上
10mm以上

かつ2t以上
35mm以上
かつ2t以上

エンドタブ
エンドタブ

裏あて 裏あて

（４）　構造耐力上主要な部分である床版床又は屋根版に使用するデッキ

　　　プレートは国土交通省告示第3266号（平成14年制定、平成19年改正）

　　　に定める技術的基準に適合すること。

（５）　構造床として使用するデッキプレートは国土交通省国土技術政策総合

　　　　研究所他「デッキプレート版技術基準解説及び設計・計算例」および

　　　　(独)建築研究所監修「デッキプレート床構造設計・施工基準」により、

　　　　材質、形状及び寸法は特記による。

Ｂ．略語

・ＡＢ　

・ＢＨ

・ＢＰ

・ＣＨＰ

・ＣＰ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

・・・　アンカーボルト

・・・　組立Ｈ形鋼

・・・　ベースプレート

・・・　チェッカープレート

・・・　カバープレート

・

・

・ＳＰＬ

Ｌ

・・・　スプライスプレート

・・・　ターンバックル

・・・　ウェブプレート

・ＴＢ

・ＷＰ・・・　フラットバー・ＦＢ

・ＤＦＰＬ ・・・　ダイアフラム

・ＧＰ

・ＨＴＢ

Ｌ ・・・　ガセットプレート

・・・　高力ボルト

・・・　フランジプレート・ＦＰＬ

・ＲＰＬ ・・・　リブプレート

（６）　合成スラブとして使用するデッキプレートは国土交通大臣認定品とし、

材質、形状及び寸法は特記による。

小松市都市創造部建築住宅課

石川県小松市小馬出町９１番地

鉄骨構造標準図（１）

03

160613

03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
209319

構造設計一級建築士（登録番号　     号）2423

ＥＶ棟

2018 S-07

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)
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鉄骨構造標準図（２）

●Ｂ．Ｈ方式

ｔ＞柱フランジプレート厚

θ＝７５°～１０５°

θ

Ａ Ａ

Ｂ　－　Ｂ　断面図

ＢＢ

型●　、　、　

裏当て金形式

ｒ＝３５

ｒ＝１５

ガウジング形式

ｒ＝１５

裏当て金形式

ｒ＝１０～１５ｒ＝１０～１５

ｒ＝３５

４５°前後 ４５°前後

平形裏当て金

角形裏当て金

ガウジング形式裏当て金形式

ｒ＝１０～２０

ｒ＝３５

ｒ＝１０～１５ ｒ＝１０～１５

ｒ＝３５

４５°前後 ４５°前後

ｒ＝１０～２０

ガウジング形式

ただし、仕口専用

ポジショナーが必要
充填溶接してもよい

（ 梁 通 し 形 式 の ス カ ラ ッ プ 形 状 ）

（ 柱 通 し 形 式 の ス カ ラ ッ プ 形 状 ）

（ 梁 通 し 形 式 の ス カ ラ ッ プ 形 状 ）

＊

＊

＊

＊

＊

＊ ＊ ＊＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

スカラップ部分は
回し溶接をする

根巻きの場合

　柱が途中で折れる場合

　及梁成が異なる場合

フランジが柱の角の折れ曲がり部分に
接しないこと

＊：ウエブ厚が１６ｍｍ以上のものについては完全溶け込み溶接とする。

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

改良型スカーラップまたは，

ノンスカーラップとする
内ダイヤフラムの

場合は柱の角の

折れ曲がり部分に

接しないこと

ｒ

梁せいが１５０ｍｍ未満

の場合のスカラップは

ｒ＝２０ｍｍとする

スカラップ

裏当て金形式

（ 柱 通 し 形 式 の ス カ ラ ッ プ 形 状 ）

（通しダイヤフラムの場合）●ＢＯＸ型

Ａ　－　Ａ　断面図 平面詳細

平面詳細

内ダイヤフラム

２５

３０

…ｔ≦２５のとき

…２５＜ｔ≦３０のとき

あたらぬこと
エンドタブが互いに

板厚が３０ｍｍを超えるときは

特記による

通しダイヤフラム

工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

鉄骨構造標準図［２］

＊

＊

２．溶接（続き）

５．接合部標準図

４．錆止め塗装

３．ボルト接合

Ａ．錆止め塗装

（１）　コンクリートに接触する部分及び埋め込まれる部分

（２）　高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

１．　錆止めの塗料の種別は特記による。

２．　摩擦面は、摩擦力を低減させるものが発生又は付着しないように保護

　　する。浮き錆、油、塗料、塵あい等が発生又は付着した場合は、組立てに

　　先立ち取り除く。

Ａ．高力ボルト

Ｄ．溶接部の試験

１．　摩擦面は、すべり係数値が０．４５以上確保できるよう、ミル

　　スケールを平グラインダー掛け等により座金外径の２倍以上の幅を

　　除去した後、一様に錆を発生させたものとする。ただし、ショット

　　ブラスト又はグリットブラストにより摩擦面の表面粗度を５０μｍＲｙ

　　以上確保でき、監督職員の承諾を受けた場合には錆の発生を要しない。

１．　ボルトの接合は、ゆるみ及びずれの無いように締め付ける。

２．　ボルトには、有効な戻り止めを行う。

３．　せん断ボルトは、座金を用いて、ねじがグリップに掛からない

　　ようにし、かつ、ナットの外に３山以上出るようにする。

Ｂ．普通ボルト

（３）　密閉される閉鎖形断面の内面

（４）　耐火被覆材の接着する面

（５）　工事現場溶接を行う部分の両側それぞれ２００ｍｍの範囲及び

　　　超音波探傷試験に支障を及ぼす範囲

　　　　ただし、工事現場溶接を行う部分でも、著しい錆を発生するおそれ

　　　がある場合は、溶接に無害な適切な防錆処理を行うこと。

２．　次の部分には、塗装しない。

（４）　溶接継手の両面から溶接する場合は、表面より溶接を行った後、

１．　溶接部の試験は、特記によるが、現場溶接部分は原則として全箇所

　　について超音波探傷試験を行う。

・ ・ ・ ・
　　　健全な溶着部分が現れるまで裏はつりを行い、裏はつり後裏溶接

　　　を行う。ただし、サブマージアーク溶接で、溶接施工試験等に

　　　より十分な溶け込みが得られると判断確認できる場合は、監督

　　　職員の承諾を受けて、裏はつりを省略することができる。
・ ・

図 　 ２ ． ４

図 　 ２ ． ６

図 　 ２ ． ５

ａ．改良型スカラップ

ｂ．ノンスカラップ

５

５

ｔ

１
５

０
以

下

８０以下

鉄骨構造標準図［２］

1999. 7. 1　制定

2006. 4.  　改定

小松市都市都市創造部建築住宅課

石川県小松市小馬出町９１番地

03

160613

03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
209319

構造設計一級建築士（登録番号　     号）2423

ＥＶ棟

2018 S-08
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鉄骨構造標準図（３）

（㎜）

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ－径

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）

Ｎ
（片側）

Ｎ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

Ｎ２－径Ｎ１－径 ＰＬ－（３）ＰＬ－（２）ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）

Ｎ２
ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３） Ｎ１（片側）
ＰＬ－（１）

（片側）

ＰＬ－（２）

（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳＡ５５４０～５５４２・・・１９８２）

Ｓ

Ｒ

ｅ１

ｅ２

ｔ

ｅ２

ｔ

ｅ３

ｌ溶接長さ（最小）

１ ２

Ｍ１２

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

１ １ １ １ １

Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０

（２）

注）（１）　ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

（２）　羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

１００

１３

３５

２２

４．５

１９

４．５

４７

４０

１１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

１７ １７

４０ ４５ ５０ ５０ ５０５５

２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

６ ６ ９ ９ ９ ９

２５ ２５

５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０

５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５

６ ６ ９ ９ ９ ９

ＰＬ－（１）ＰＬ－（２） Ｎ１－径 ＰＬ－（３） Ｎ２－径

（２）

（１）

（１）

２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５

３２．５ ３２．５ ３７．５ ３７．５

Ｂ１≦２５０ Ｂ１＝３００

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

Ａタイプ

Ｂ１＝３５０（４００）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

Ｂ１ Ｂ２

１５０

１７５

２００

２５０ １００

３００

３５０

４００

１１０

１４０

１７０

　６０

　７０

　８０

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｂタイプ Ｃタイプ

Ｄ１≧ｔ／３ ｔ／４≦Ｓ≦１０㎜

ｔ≦ｔ１

●両側に補強すみ肉溶接を付加する　ＡＡＧ

ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｆ＝ｔ／４

６＜ｔ＜１９㎜

ＰＬ－（１） Ｎ－径 ｌ

ＰＬ－６

ＰＬ－（１）
３０°

ＦＢ－６５ｘ９　中ボルトＭ１６

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

ｔ

溶接姿勢

ｔ＞１６㎜

Ｆ．Ｖ

●補強すみ肉溶接を付加する

●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

ｆ＝ｔ／４

Ｔ形突合せ継手余盛

余盛の高さ㎜

１

２

３

４

ｔ≧１９㎜

Ｆ．Ｖ

ｔ㎜

６＜ｔ＜１２

溶接姿勢

ｔ＞１９

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

θ Ｇ Ｌｔ１ θ Ｇ Ｌｔ１

４５°

３５°

３５°

６

９

９

５

５

８

６

９

９

４５°

３５°

３５°

６

９

５

５

８

６

９

９

６

Ｆ．Ｖ

寸法（㎜）

φ Ｂ Ｓ

９

１３

１６

１９

２２

２５

７

８

９

１０

１１

１２

４

４．５

５

６

７

８
●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

●９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする
　溶接棒角度θは３０°～４０°とする

●但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする
●ｔはｔ１，ｔ２の小なる方とする
　余盛りは（１＋０．１Ｓ）㎜以下ととする
●軸力が加わる場合のＳは母材と同
　厚とすることが望ましい

Ｆ．Ｖ

θ Ｇ ｔ１Ｌ θ

６

９

９

６

９

９

５

８

８

ｔ㎜

６≦ｔ≦１２

１２≦ｔ＜１６

１６≦ｔ

４５°

３５°

３５°

Ｇ ｔ１Ｌ

６

９

９

６

９

６

８

８

５４５°

３５°

３５°

ＭＣ　ＮＧＣ

溶接姿勢

ＧＣ

ｔ

溶接姿勢

４＜ｔ≦１２

のど厚ｔ㎜

ｔ≦４

１２＜ｔ≦１９

１９＜ｔ

（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

１

削り面

ｔ≧０．５ｍｍ（ただし，ｔ≧１５ｍｍ

のとき４ｍｍとする）

ａ＞４ｍｍの場合

平継手で板厚が異なるとき

５

Ｆ．Ｖ

６＜ｔ≦１９㎜ｔ

溶接姿勢

１２≦ｔ≦１９

Ｋ形の場合

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長 （単位㎜）

７以下

６

ｔ

Ｓ

８～１０ １４～１６１１～１３

７ １０ １２

ｔ≦１６㎜

１／５以下

Ｆｔ１－Ｆｔ２

Ｗｔ１－Ｗｔ２

≧１㎜

≧１㎜

リブプレート

リブプレート

アンカーボルト

リブプレート

アンカーボルト

Ｐ－（ａ）は、厚さ６ｍｍ

程度を取り付ける。

アンカーボルト

Ｐ－（ａ）

根巻き柱脚の場合

＊１

＊１

＊１：柱板厚が１２ｍｍ以下の場合は、すみ肉溶接とすることができる。

＊２

＊２：柱板厚が６ｍｍ以下の場合は、すみ肉溶接とすることができる。

注）　現場溶接部分は、原則として全箇所について超音波探傷試験を行う

最小縁端距離（ｅ） ピッチ（Ｐ）

最小 標準
呼び

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

４０

５０

５５

６０

６０

６０

６０

７０

ボルト

穴径

１８

２２

２４

２６

（１）

４０

５０

５５

６０

（２）

２８

３４

３８

４４

の標準（２）（３）

４０

４０

４０

４５

（３）

２２

２６

２８

３０

ボルト穴径・最小縁端距離

タイプ符号 部材

フランジ ウェブ

フランジ及びウェブ厚の差のある場合

ハンチ勾配は１／５以下を標準とする フィラプレート併用のこと

符号 部材

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

羽子板ボルト 形鋼ブレース

符　号 部　材

２．　形鋼ブレース

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス Ａタイプの使用は

柱Ｄ＝２５０ｍｍ以下
のときとする

ｆ＝ｔ／４

フランジ ウェブ
符号 部材

１．　羽子板ボルト

最　大

最　小

ねじの呼び（ｄ）

調整ねじの長さ

軸径（ｄ）

はしあき（最小）

切板製

平鋼製

取付ボルト

本　数

種　類

ねじの呼び

板　厚

板　厚

工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

鉄骨構造標準図［３］

１０．８１

１０．６４

１２．６５

１２．４６

１４．６５

１４．４６

１６．３３

１６．１１

１８．３３

１８．１１

２０．３３

２０．１１

２１．９９

２１．７７

取付ボルト穴径
許容差＋０，－０．５㎜

ボルト端から取付ボルト
　穴芯のあき（最小）

へりあき
（最小）

へりあき
（最小）

６．溶接基準図 ７．継手、その他

８．柱脚

Ｃ．梁剛接合継手リスト

Ａ．　すみ肉溶接

Ｂ．　部分溶け込み溶接

Ｃ．　完全溶け込み溶接

Ｄ．フレアー溶接

Ｄ．　ハンチ部の継手

Ａ．柱脚部詳細

Ａ．　ボルトピッチ（Ｐ）、

Ｂ．ピン接合梁継手リスト

Ｅ．　柱継手リスト

Ｆ．　鉄筋ブレース

１．　梁の継手は特記による。

２．　原則として、梁の継手は

　　ＳＣＳＳ－Ｈ９７による。

１．　柱の継手は特記による。

２．　原則として、柱の継手はＳＣＳＳ－Ｈ９７による。

１．　柱脚の形状は、特記による。特記がない場合は、２．、３．による。

２．　Ｈ形柱

３．　鋼管柱、角形鋼管柱

図　８．２

図　８．１
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鉄骨構造標準図［３］

1999. 7. 1　制定

（注） (１) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

(３) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

(２) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

2006. 4.  　改定

石川県小松市小馬出町９１番地

小松市都市創造部建築住宅課

03

160613

03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
209319

構造設計一級建築士（登録番号　     号）2423

ＥＶ棟

2018 S-09

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)
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鉄骨構造標準図（４）

Ｌ形鋼

ＰＬ－１．６

ＰＬ－１．６

ＰＬ－５０ｘ６

ＰＬ－３．２

Ｌ－５０ｘ５０ｘ６＠≦６００

縦壁構法

鉄筋９φ　ｌ＝１０００

ＡＬＣ壁パネル

シーリング材

縦壁プレート

厚６

シーリング材

スライドハタ金物

鉄筋９φ　ｌ＝５００

ＡＬＣ壁パネル

厚６

受け金物

鉄骨梁

挿入筋構法 スライド構法

（ＪＩＳ１１９８）

鉄骨柱

フックボルト１２φ

シーリング材ＡＬＣ壁パネル ＡＬＣ壁パネル シーリング材

カバープレート

厚２．３

フックボルト１２φ

横壁構法

ボルト止め構法 カバープレート構法

●φ≦０．４Ｄ

モルタル中心塗り

無収縮モルタル充填 無収縮モルタル充填

ならしモルタル仕上げ

（あと詰め中心塗り工法） （全面あと詰め工法）

Ａ種

Ｂ種

（全面塗り仕上げ工法）

アンカーボルト

鉄筋等に結束する

露出柱脚の場合

アンカーボルト

アンカーボルト

柱主筋

クリップ止め程度

補強材

Ａ

Ａ－Ａ断面
鋼製フレーム

アンカーボルト

Ａ

＊２

＊２：柱板厚が６ｍｍ以下の場合は、すみ肉溶接とすることができる。

Ｌ－６５ｘ６５ｘ６
以上

梁上通しの場合 折曲加工

あて板（鉄板）

受梁へのかかり寸法および端部処理

あて板（非金属）

既製品面戸（鉄板）

スラブ端部の補足材 補足受材

梁上切断の場合

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

●梁端部（スパンのｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

プレート補強（片面又は両面）

パイプとプレート補強（片面）

パイプ補強（小径の場合） リブプレート補強

スタッド材の標準形状・寸法

溶接後の長さＬ

㎜
呼び名

軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ

㎜ ㎜ ㎜

φ１３㎜
１３．０

１２．７

１６．０

１５．８

１９．０

１９．０

２２．０

２２．２

２２．０

２５．４

２９．０

３１．７

３２．０

３１．７

３５．０

３４．９

１０．０

　７．９

１０．０

　７．９

１０．０

１０．０

　９．５

　９．５

φ１６㎜

φ１９㎜

φ２２㎜

スタッド材

５０，８０，１００，１３０

８０，１００，１３０

８０，１００，１３０，１５０

１００，１３０，１５０

１６φ＝＠２００

梁との溶接およびコネクター

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

アークスポット溶接

水平ブレース

モルタル充填

５０－４００

５０－４００ ５０－４００

工事名 番号

図面名 縮尺

設　計

鉄 骨構 造 標 準 図 ［４ ］

８ ． 柱 脚 （ 続 き ）

９ ． そ の 他

Ｄ ．　 座 金 の 溶 接

Ｂ ． ア ン カ ー ボ ルト

Ａ ．　 デ ッ キ プ レ ー ト

Ｂ ． 　 Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領

Ｃ ． 　 頭 付 き ス タ ッ ド

Ｄ ． 梁 貫 通 補 強

Ｃ ． 　 柱 底 な ら しモ ル タ ル の 工法

１．　アンカーボルトはコンクリートに埋め込まれる場合を除きダブル

　　ナット締めとする。また，アンカーボルトにせん断力を負担させる

　　場合は，座金厚を検討した上で座金はベースプレートに全周溶接する。
ｂ．　Ｃ種：頭部を漏斗状にあけた可動埋め込み式の方法

（１）　アンカーボルトの保持及び埋め込み工法

１．　アンカーボルト取付け要領は、特記による。特記が無い場合は、

ａ．Ａ種：鋼製フレームを用いてアンカーボルトを保持する方法

（１）　Ａ種：柱の建込みに先立ち、その支持に必要な固練りのモルタル

　　　等をベースプレートの中央下部に所定の高さに塗り付け、柱の建て

　　　込み後、ベースプレート回りに型枠を設けて、無収縮モルタルを

　　　ベースプレートの周囲からあふれ出るまで圧入する。

　　　後、ベースプレート下全面に十分行きわたるように、適切な方法で

　　　モルタルを詰め込む。ただし、ベースプレートの大きさが３００ｍｍ

　　　角程度以下の場合は、モルタルを所定の高さに平滑に仕上げておき、

　　　柱を建込むことができる。

１．　均しモルタルの工法は、特記による。特記が無い場合は、

　　図８．７のＢ種とする。

　　図８．５の種別Ｂ種とする。

（２）　Ｂ種：柱の建込みに先立ち、その支持に必要な堅練りのモルタル

　　　等をベースプレートの中央下部に所定の高さに塗り付け、柱の建込み

ｂ．　Ｂ種：補強材等を用いて周囲の鉄筋にアンカーボルトを保持

　　する方法

図 　 ８ ． ３

図 　 ８ ． ４

図 　 ８ ． ５

図 　 ８ ． ６

図 　 ８ ． ７

図 　 ８ ． ８

図 　 ９ ． １

図 　 ９ ． ２

図 　 ９ ． ３

表 ９ ． １
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ｅ

３００以下

ｅ

６００以下

５
０

Ｔ

ｄ

Ｄ

Ｌ

鉄骨構造標準図［４］

1999. 7. 1　制定

2006. 4.  　改定

石川県小松市小馬出町９１番地

小 松 市 都 市 創造 部 建 築 住 宅課

03

160613

03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

2462（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
209319

構造設計一級建築士（登録番号　     号）2423

ＥＶ棟

2018 S-10

公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事（２期）(建築)
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E.V

既存建物

1/50基礎及びピット伏図

）見下げ図（ 1/50１階柱　１階床梁伏図

）見下げ図（ 1/50２,３階柱　２,３階床梁伏図 ）見下げ図（ 1/50R階床梁伏図

特記なき限り下記による

-1600GL

▽

EXP.J

EXP.J

（クリアランス250ｍｍ）

EXP.J

既存建物

：スラブ短辺方向を示す。

EXP.J

一般底盤下端：

４．

３.

２.

１.

５.

部材寸法は各リストによる。（各図面共通）

使用材料区分については、仕様書及び各リストによる。（各図面共通）
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公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事(2期)(建築)

2018 03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

一級建築士        （登録番号　     号）209319

2423

2462

FC S

S

2SFC

FC 1

F 2

C 1

C 1

G1

既存建物 既存建物

特記事項

FC G 1

FC G 1

C 1

CF 1F 1

FC1

特記なき限り下記による

１．1FL=GL+500

２.一般地中梁天端、基礎柱天端：GL+500

：GL-750

３.一般床版天端：1FL-10

４.△：柱芯を示す

５.地中梁は外周基礎柱面を合わせとする。

６.柱芯＝基礎柱芯とする。

（
-
7
7
0
）

（
-
8
2
0
）

20B

（クリアランス100ｍｍ）

）見下げ図（ 1/50

．

特記なき限り下記による

１．鉄骨梁天端 ：2FL-950

１．鉄骨梁天端 ：2FL-950

　　　　　　　 ：2FL-900

２．一般床版天端：屋根勾配による。

３．　　　　　      屋根勾配を示し、（　）内数値は2FLからの床版天端を示す。

４． ：デッキプレート（QL99-50-12同等品）の敷方向を示す。

５．　△　：柱芯を示す。

２ＦＬ－８２０伏図

共通事項

１．設計用地耐力fe=120kN/m（長期・ラップルコンクリート天端）

２.支持層：砂層

３.現地にて、平盤載荷試験を行い、ラップルコンクリート下端で、

地耐力fe=130kN/m （長期）が得られることを確認すること。

３．支持層は、現地の地盤状況により監理者と協議し、決定すること。

特記なき限り下記による

１．鉄骨梁天端：nFL-140

２．一般床版天端：nFL-10

３． ：デッキプレート（QL99-50-12同等品）の敷方向を示す。

４.鉄骨の現場継手位置は柱芯・梁芯より800とする。

５. ：鉄骨の現場継手位置

６． ：鉄骨梁の剛接合部

７． ：柱芯を示す。

８．大梁外周柱面合わせとする。

特記なき限り下記による

２.一般床版天端　：　屋根勾配による。

１.鉄骨梁天端　：　床版天端-130

３.　　　　      屋根勾配を示し、（　）内数値は

　　　RSL（水下）からの床版天端を示す。

４. ：デッキプレート（QL99-50-12同等品）の敷方向を示す。

５．鉄骨の現場継手位置は柱芯・梁芯より800とする。

６. ：鉄骨梁の剛接合部

７.大梁は外周柱面合わせとする。

ラップルコンクリート下端はGL-2.1mとする。

2

2

（クリアランス250ｍｍ）



1 ．

2

梁符号は上階に倣う。．

．

▲

：鉄骨の現場継手位置

：増打コンクリート．

1C 1C 1C 1C 1C 1C1C 1C

1 2

F G 2

G 2

C G 340

C G 340

C G 2441

P 1 P 1 P 1 P 1

G 1G 1 G 1 G 1

B 20 B 244

B 340B 340C

B 340B 340C

B 244B 244C

G 244CB 20

1CF 1CF 1CF 1CF 1CF 1CF1CF 1CF

1/100

1/50

3

GL

2FL

1FL

3FL

パラペット天端

RSL（水下）

ＬＢＰ下端

RSL（水上）

EXP.J

既存建物

EXP.J

既存建物

EXP.J

既存建物

剛接合

腰壁雑詳細図参照

礎柱保護コンクリート部

雑配筋図参照

垂れ壁配筋

軸組図

EV棟

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

3
,
2
7
0

1
2
,
0
7
0

5
0
0

5
0

550 2,780 2,000 750

4,780

550 2,780 2,000 750

4,780

1,050 750

2,680 1,770 2,680 1,460

1,050 750

1,770 2,680

1,050 750

2
3
0

7
0
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公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事(2期)(建築)

2018 03

160613

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

209319

2423

2462
S-18

FC FC FC FC

G G G

Ａ 通　軸組図 通　軸組図Ｂ 通　軸組図１ 通　軸組図２ ３

１ ２ ３ 1 ２ ３ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

1,330

特記なき限り下記による

通　軸組図 1/501/501/501/50 1/50

ラップルコンクリート厚さ500 ラップルコンクリート厚さ500 ラップルコンクリート厚さ500 ラップルコンクリート厚さ500 ラップルコンクリート厚さ500

SFC 1 SFC 1 SFC 1 SFC 1F SF S 1 F S 1 S SFC 1 FC 1

F G 1 F G 1

F S 2 F S 2

F G 2

F S 2

F B 1

F S 2

1



1/40

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

8
0

5
0

40 60 10

40

60 40
40

40

10

40

40

40 10 40

ｂ

L
2

ａ

断　面－い い

○B ○

30B b

H-244x175x  7x11

H-244x175x  7x11

H-244x175x  7x11

H-340x250x  9x14

H-244x175x  7x11

H-340x250x  9x14

地中梁リスト、礎柱リスト、床版リスト

ＢｘＤ

位　置

符　号

スタ－ラップ

腹　筋

下端筋

上端筋

断　面

X

Y

Y

X

符　号

リスト

断　面

ＢｘＤ

主　筋

フープ

16-D19

610 610x

礎柱 1/40

C 1F

D13- 150@

1/60,80

1/30,40

TOPフープ D13-

中　央

@200

@200D10

D10

端　部

長　辺　方　向

中  央

短　辺　方　向

D10D13

D10

位　置厚　サ

180

符　号

1S
@200

端  部

@200上 端 筋

下 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

1C S

2F S

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

180

800

D13

D10 @100

@100

D16

D16 @200

@200

@200D10

@200D10

@150D16

@150D16

1FC S
下 端 筋

上 端 筋
500

D16 @150

@200D13

@200D13

D16 @150

下 端 筋

上 端 筋

1F S 500
D16

D16 @200

@200 @150D16

@150D16

下 端 筋

上 端 筋

備　考

SN400B1. 鉄骨材質は   　　  とする。

1R G

符　号

注）特記なき限り、

部　材

鉄骨 リスト

13 C

12 C

11 C

13 G

244C G

（BCR295）

（BCR295）

20B

340B

小梁 リスト
注）特記なき限り、 1. 2.

鉄骨材質はSS400,SN400Aとし、○付はSM490A,SN490Bを示す。3. 使用ボルト：S10T,F10T4. HBは、横使いを示す。5.

     -250x250x 9

     -250x250x12

     -250x250x12

12 G

2R G

23 G

22 G

340C G

244C B

340C B

鉄骨リスト、小梁リスト

柱脚：ハイベースＮＥＯ　ＥＢ２５０－４－３０

244B

（大梁）

（ＱＬデッキ（同等品））

梁継手 リスト

2FC S
下 端 筋

上 端 筋
500

D16 @200

D16 @200 @150D16

@150D16

1P H-200x100x 5.5x 8 （SS400）

100B H-100x100x  6x 8

D10@200

※ａ＞２００の場合

梁増打補強要領図

150

GL

1FL

F C 1

保護コンクリート

天端
保護コンクリート

礎柱天端

い い

300D13 @

100D10 @

C 1

F G n

F S nF S n

底盤主筋はコンクリートのかぶりを

70mm以上確保すること

（同等品）

H-340x250x 9x14

H-200x100x5.5x 8 P - 6L

LP -12 80

60

3-M22

2-M16

2x

2xP - 6L

LP -12 80

60

3-M22

2-M16 P - 6L

LP -12 80

60

3-M22

2-M16

80

60

3-M22

2-M16

80

60

3-M22

2-M16

ribPL

2,WP L

GP L

ribPL ribPL ribPL ribPL

GP L GP L GP L

GP L

L

R加工

GP L

GP L

a-TYPE 剛接合

a-TYPE

b-TYPE

（c-TYPE）

<d-TYPE>

Web.P と同材質、同厚以上

H-244x175x 7x11 P - 9L 702-M20 2xP - 9L 702-M20 P - 9L 702-M20702-M20 702-M20

1/20

HTB 4-M20

HTB 6-M22

P - 9L HTB 2-M20

P - 6L 602-M16

GP

（mm）
部　　　材符　号　 HTB

ピッチ

（mm）

GP

（mm）
HTB

ピッチ

（mm）

GP

（mm）
HTB

ピッチ

（mm）

GP

（mm）
HTB

ピッチ

（mm）

WP

（mm）
HTB

ピッチ

（mm）

LL L L L

a-TYPE b-TYPE e-TYPEc-TYPE d-TYPE

鉄骨小梁符号

継手タイプ部材符号

未記入： a-TYPE

e-TYPE：

b-TYPEb ：

c-TYPEc ：

d-TYPEd ：

<例>

鉄骨：

継手タイプ：

H-300x150x6.5x9

b-TYPE

<ボルト1列の場合> <ボルト1列の場合>

2面せん断

<ボルト2列の場合>

凡例

（大梁）

（大梁）

（大梁）

（大梁）

下フランジかた側切欠き 下フランジかた側切欠き 方づえ

（方づえ位置に●印）

※GP は小梁WebP と同厚以上とするL L

継手タイプ

剛接合小梁仕口凡例 ピン接合GP L

取付く梁天端レベルが等しい場合 取付く梁天端レベルが異なる場合

G
n
,
B
n

B30

G
n
,
B
n

G
n
,
B
n

G
n
,
B
n

B30b

（B30c）

<B30d> B30

10 10 1010 10

EV棟

B

120
5
0
0

L
2

D

B

5
0
0

L
2

6
1
0

610

5
0

1
0
5

290

40

170

4
0

1
4
0

2
0
0

170

410

1
5
0

45°

HTB 2-M20

2PL-9×140×170

2PL-9×70×290

PL-9×175×290

PL-12×250×410

H-340x250x  9x14

H-244x175x  7x11

2PL-9×200×170
HTB 3-M22

ribPL は、GPL と同厚以上とする。部材とribPL ,GPL の材質は同じとする。

底盤・地中梁主筋関係図

礎柱保護コンクリート部納まり要領図

腰壁配筋要領図　1／30

ribPL （GPL と同等）

ribPL （GPL と同等）
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公立小松大学 粟津キャンパス 校舎整備工事(2期)(建築)
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（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
209319

2423

2462
S-19

60 6040 40

40 4060 10 60 4040

6
0

6
0

4
0

4
0

6
0

4
0

  400 x 1,550 

3－ D 2 2

3－ D 2 2

  400 x 1,550 

3－ D 2 2

3－ D 2 2

3－ D 2 2

3－ D 2 2

  400 x 1,550 

3－ D 2 2

3－ D 2 2

2－ D 1 3

  400 x 800

全 断 面 全 断 面 全 断 面 全 断 面

F G 1 F G 2 FC G 1 F B 1

60

2PL-12×100×410

１.スタ－ラップは □－D13＠200とする。

２.腹筋は6-D13とし、腹筋用巾止筋はD10＠1000以内とする。

注）特記なき限り、

地中梁　リスト

QL99-50-12　同等品以上

耐火補強筋　1-D13

（単純支持の場合のみ）

DS1

普通コンクリート　FC=21N/mm2

1-19φ @200 h=80

スタッドジベル要領図 合成床版詳細図

床版　リスト

（BCR295）

D
5
0

ラップルコンクリート

G
L

ま
で

1,
60

0

1-D13

D10 @ 200

D10 @

1FL

GL

3-D16
（FG2は4-D16）

1-D10

D13 @ 200-



1
,
3
4
0

1-D13

D10

D10

340B

開口

FL

A3

2 通まで B 通まで

A

3

B
通

ま
で

2 通まで

25 25

2
5

2
5

A B

H-244x175x  7x11

H-244x175x  7x11

H-244x175x  7x11

H-340x250x  9x14

H-244x175x  7x11

1/60

1/30

GL
Ｌ

3 C 1

2 C 1

1 C 1

3 C 1

2 C 1

1 C 1

R G 1

3 G 1

2 G 1

R G 2

3 G 2

2 G 2C G 340

C G 244

C G 340

（特記なき限り、鉄骨材質はSN400B）

部材

鉄骨リスト

符号

13 C

11,2 C

（BCR295）

（BCR295）

     -250x250x 9

     -250x250x12

1R G

13 G

12 G

2R G

23 G

22 G

244C G

340C G

R G 2

C G 244

R G 1

いい

特記なき限り下記による

柱芯 柱芯

柱芯

柱芯

断　面－い い

有効細長比

有効細長比

有効細長比

雑　詳　細　図 1/30

パラペット配筋図

@ 200

@ 200

RSL（水下）

ELV三方枠詳細図

（特記なき限り、鉄骨材質はSS４００）

部材

鉄骨リスト

符号

B 340

B 20

20B

C B 340

B 340

B 244

P 1
P 1

2通り2階庇納まり詳細図

B 244

340C B

P 1

（SS400）

（SN400B）

．1

特記なき限り下記による

：鉄骨の現場継手位置

▲

1FL

1-D13

C S 1

@D10 200

垂れ壁配筋要領図

H-200x100x5.5x 8

H-200x100x5.5x 8

1/30鉄 骨 詳 細 図

無収縮モルタル

（同等品）

鉄骨詳細図・雑詳細図

EV棟
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0
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5
0
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7
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5451,055
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1,055

255 255

2
5
5

255

2
3
0

9
5
0

1
4
0

3
4
0

4
7
0

2,680

255 255

1,460

1,340

5
0
0

150

2FL

λу＝47.9

λх＝54.2

λх＝58.4

λх＝54.8

λх＝48.5

λу＝41.9

LP-22

LP-19

LP-19

LP-22

LP-22

LP-22

HTB 2-M16LP-6

EB250-4-30

 NEO ハイベース

150
1-D13

2FL

3FL

RSL（水上）

RSL（水下）

パラペット天端

1FL

ＢＰ下端

2
,
4
8
5

L-75x75x6L-75x75x6

FL

1．ダイアフラムは取付く部材の２サイズアップかつ+6mm以上とし、

 　材質は通しダイアフラムSN490Cとする

PL-12 HTB 3-M20

PL-9 HTB 2-M20

PL-6
PL-12

PL-6 HTB 4-M16 PL-6 HTB 4-M16

PL-6 HTB 4-M16PL-6 HTB 4-M16

1,395

340B

L-65x65x6
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H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

H-340x250x  9x14

（登録番号174376号）

主担当検証者設計監理部長代　表

一級建築士 中村　武嗣

（登録番号　    号）塚原　亘

確認者

確認日特記事項

設備設計一級建築士

設備設計一級建築士

一級建築士        （登録番号　     号）

酒井　勲

一級建築士・構造設計一級建築士

図面番号

図面名称

年月日作成 縮尺

工事名称 プロジェクトＮｏ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造設計一級建築士（登録番号　     号）

209319

2423

2462

6
0
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